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    【あらすじ】


    



    



    「ヴィヴィ・レインを見つけて」。空から墜おちてきた不思議な少女シルフィが、最さい期ごに託した願いを受けて、孤児のルカはヴィヴィを捜す旅に出た。滅ほろびゆく王国の王女ファニア、男装の天才操縦士ミズキ、騎兵隊長メルヴィル、歩兵隊長ガヴー、元皇太子ヴラドレン、そして謎の人造人間アステル。旅の途中、大勢の仲間に出会い、幾多の戦いに勝利を収めるうち、いつしかルカは貧民出身の英雄として民衆の絶大な人気を得ていた。


    　王女ファニアとの約束を果たすため、ルカは蜂ほう起きした民衆を率いて十倍の敵を打ち破り、王国全土へ革命の火を延焼させる。ルカの勝利に勇気を得た民衆は王都へむかい行進を開始、彼らが宮殿を略奪することを危き惧ぐしたルカは、民衆に先んじてラランディア宮殿へ単身突入する。玉座でルカを迎えたファニアは告げる。「わたしの死を以もつて革命を成就させなさい」。言葉による説得を諦あきらめ、ルカは力尽くでファニアを組み伏し契りを交わすが、直後、神聖リヴァノヴァ帝国皇帝ジェミニによってファニアを強奪される。ひとり置き去りにされたルカは誓う。「ファニア。おれはこれから、ここにいる人間全部、騙だまそうと思う」。王権の廃止を宣言したルカは新たな国家「ルナ・シエラ共和国」の第一執政──事実上の独裁者となり、民衆の絶大な支持のもと、新たな軍団を率いて他国への侵攻を開始する。その目的はただ、王女ファニアの奪還のため。ルカのすがたはいつしか、英雄ではなく魔王のそれへと変じていた──。
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    一章　西征


    



    　あの軍団はいったいどこから生まれ出た？


    　完全に常識の外に存在している。暗黙の了解が通用しない。こちらが無意識的に当たり前だと思っていた概念を無視し踏み越えてくる。およそ二百有余年、先人たちが幾百の戦例を通じて築き上げてきた「軍学」という名の叡えい智ちの結晶が、いま、目の前であの軍団によって破壊されようとしている。


    　ロマンヴィル騎士団長、エル・ボーンザック侯爵は暗あん澹たんとした面おも持もちで、平原の起き伏ふくの彼方かなたに陣取った敵軍団を遠望しながら心中でそう嘆いた。


    「頭がおかしい」


    　ボーンザック団長の傍かたわら、遠眼鏡とおめがねを目に当てた作戦参謀のひとりがそう呟つぶやいた。おそらく彼の言うとおりなのだろう。ルナ・シエラ共和国軍を名乗るあの連中は、ひとり残らずいかれているのだ。そうでなければ、眼前の戦場で起きている出来事の意味が理解できない。


    



    　ステファノ歴一七九五年四月十二日、テラノーラ慈善同盟領レオカディオ平原──。


    



    　なだらかな丘の頂上付近に、ロマンヴィル騎士団総司令部は設営されていた。灰色の軍服に身を包んだ高級将校たちを周辺に従え、ボーンザックはもうずっと床しよう几ぎから腰を上げ、水平距離一・五キロメートルほど離れて対たい峙じするルナ・シエラ共和国軍を睨にらみつけている。


    　練度も装備も火力も明らかに騎士団が圧倒しているというのに。


    　共和国軍は三日で九十キロメートル以上を踏破する強行軍の直後だというのに。


    　そもそも連中は、まともな軍装を身につけているもののほうがまばらで、九割方は普段着のまま、手に持っているのはほとんどが農具だというのに。


    「なぜ我々と互角に戦っている……!?」


    　口ひげを震わせ、ボーンザックは呻うめく。


    　この一時間半、ロマンヴィル砲兵隊は三十門の大口径砲をそろえて、敵陣へやむことなく砲撃を加えている。榴りゆう弾だんが炸裂するたび大勢の共和国軍兵士たちが中空高く吹き飛び、薙なぎ倒される。しかしいくら撃ち込んでも、あの素人しろうと集団はちっとも逃げ散る気配がなく、隊列を保ったまま意気揚々と革命の歌を歌いつづける。そしてこちらが戦列歩兵を前進させると、彼らは地に伏せて銃撃を耐えしのぎ、百メートル以内に近づいたところで、あろうことか農具を振りかざして突撃してくる。


    　恐るべきことに彼らは、町人や農民でありながら自分の命を捨てて戦っていた。何人殺されようがひるむことなく、カスコート銃で武装したロマンヴィル騎士団員に我が身を盾たてにして肉薄し、鎌かまや鍬くわを突き立ててくる。


    　決して臆おくさず、逃げず、革命の歌を歌いながらひたすら津波のごとく押し寄せる庶民の群れを前にして、あろうことか、腰が引けたのは騎士団員のほうだった。


    　苦戦の元凶はあの異常な戦意だ。庶民のくせに死を恐れない。恐れないから潰かい走そうしない。隣に並んだ兵と勇気を競いあうようにして、自みずから突進してくる。


    　──農民の分際で、あの勇気の源はなんだ？


    　ボーンザックには全くわからない。貴族が戦う理由は、名誉と尊厳のためだ。戦場での臆病な振る舞いは宮廷での立ち位置、ほかの有力貴族との関係、領地経営に重じゆう篤とくな影響を及ぼし、下へ手たをすれば家の没落を招く。おのれの家名を汚さぬため、それが貴族が戦う理由だ。


    　そして普通、農民や町民どもは名誉や尊厳など頓とん着ちやくしない。そんな目に見えないものよりも自分の命のほうが大切な連中だ。だから徴集兵や義勇兵はひとかたまりに陣形を組ませて、逃げられないように周りを槍そう騎き兵へいで固め、貴族が脅おどしながら前進させるわけだが、ルカ率いるあの軍団は自分から率先して死地へ足を踏み入れてくる。連中が命を捨てて戦う理由が、ボーンザックには全く理解できない。


    　ボーンザックの奥歯がぎりぎりと軋きしむ。


    　ガルメンディア王国の滅亡という千せん載ざい一いち遇ぐうの好機に巡り会い、ようやく騎士団の悲願であった東方進出作戦を発動させた矢先、いきなりこのみすぼらしい軍団がアケロン川を越えて押し寄せ、眼前に立ちふさがって、蹴けろうが殴ろうが頑として動こうとしない。


    　歯がみするボーンザックの傍かたわら、ひとりの精せい悍かんな青年将校が言った。


    「相手はルカ・バルカです。油断したなら、こちらが寝首をかかれる」


    　ぎろり、とボーンザックは青年将校を片目で見やり、


    「きみの体験談かね、ナルシス男爵？」


    　ナルシスと呼ばれた美び丈じよう夫ふな将校は苦そうな笑みを口の端はに刻み、


    「同じ過ちを犯したくないのです、団長。わたしの敗因はルカをこちらの常識で測ったこと、それだけでした」


    　ナルシスは朗らかな口調でそう告げると、彼方かなたに翻ひるがえる双頭の鷹たかの軍旗を見やった。あの旗のもとに、かつて討ち漏らしたルカ・バルカがいる。


    　いまから六年ほど前、第七次テラノーラ戦役の際。


    　ナルシスはここからほど近いニムルの森で、王女ファニアを守って逃走するルカを追尾し、奸かん計けいにはめられて馬をすべて失い、取り逃がしてしまった。もしもあのときルカとファニアを捕縛していたなら、悪名高いガルメンディア革命は起こり得なかった。忘れ得ぬ屈辱の過去だが、あれ以後のルカの活躍を伝え聞くと、どこか清々しくもある。


    「あのころからルカは暗黙のルールを簡単に超えてきました。当たり前のように捕虜を拷問にかけ、敵軍の軍服に腕を通し、卑ひ賤せんの身でありながら王女を胸に抱いてこちらの追尾を振り切ってしまった。我々にはできない行動です。いまあそこで戦っている連中は、ルカに教化されている。こちらの常識は、まず通用しないでしょう」


    　灰色の三角帽の下、ボーンザックの銀の眼まな差ざしに苛立ちが溜まる。ボーンザックは現在五十四歳、十五歳ではじめて戦場に立って以来、人生の大半を無限荒野を跋ばつ扈こする匪ひ賊ぞく、豪族との戦闘に費やしてきた。しかし四十年近い戦場生活を過ごしてなお、いま眼前に立ちはだかる軍団を理解できない。


    　戦い方だけではない。最も釈然としないのは。


    「連中は食料はどうしておるのだ。ただでさえ食料難で苦しんでおったはずなのに、この短期間にあれだけの兵数をまかなう食い物をどうやって調達した？」


    　ロマンヴィル騎士団は総勢四万六千、ルナ・シエラ共和国軍は目算で総勢六万五千。それだけの大軍を敵地へ侵攻させるには、膨ぼう大だいな糧りよう秣まつを街道沿いの軍用倉庫に予め集積しておかねばならないはずだが。


    　ボーンザックの問いかけに、ナルシスは推測する。


    「おそらく、全く食料を集積していないのでは。もしくは集積できるほどの食料がすでになかったか。はじめから敵地の食料をあてにして軍を動かしたものと」


    　その答えを、ボーンザックは半分口をあけて受け止め、それから首を左右に振った。ため息が言葉に変わる。


    「……そんな話は聞いたこともない。正気とは思えぬ。ルカは兵へい站たんを理解しておらぬのか」


    「彼は軍学を踏みにじってきます。しかし決して無謀ではない。いまはゴート麦の収穫期です。自国に食料がないなら、敵地の麦畑を刈り取って腹を満たせば良い……」


    「……みすぼらしいとはいえ国軍だぞ？　軍服も着ず、食料も持たず、敵地の収穫で生き延びる軍隊など、イナゴの群れと変わらぬではないか」


    「ルカは体面にこだわりません。どんな手を使おうが、勝つことを優先します。我々にとっての不名誉が、ルカにとっては付け入る隙すきとなるわけです」


    　ナルシスの言葉を受けて、ボーンザックの低い鼻が皺しわに埋まった。


    「世も末だな」


    「我々の目線からすれば。しかし庶民の目で見たなら、新しい戦争のかたちといえるやも」


    　これまでは貴族のスポーツであった戦争が、ルカの出現により、他国政府を破壊するための純粋な闘争になろうとしている。数百年に亘わたって暗黙のルールに則のつとり戦争をしてきた貴族たちは、ルカの思想についていけない。


    「騎兵がずいぶん少ないが、馬草の調達がうまくいかなかったのではないか」


    　ボーンザックは共和国軍の布ふ陣じんを遠望しながら、そう指摘する。ナルシスも頷うなずく。


    「あり得ます。人間と違い、馬は空腹では働いてくれませんからな」


    　人間は腹が減っても根性で歩けるが、馬は馬草がなければ歩みを止める。飲まず食わずの強行軍でここまで辿たどり着いた共和国軍だが、騎兵は置いてけぼりになった可能性がある。


    「ならば機動力で撹かく乱らんしよう。これより敵右翼を主目標とする。第一、第三騎兵大隊を右翼攻撃に回せ。第二砲兵大隊及び第一、第二猟兵中隊は敵右翼前面を攻撃。翼側から包囲して崩壊させる」


    　ボーンザックの指揮を受けて、伝令将校たちが馬に鞭むちを入れた。序盤は意外にも精強な素人しろうと集団に面食らったが、会戦はこれからが本番だ。


    「ここまで良く耐えた、と敵を褒ほめよう。しかしいくら士気が高かろうが、本物の軍隊と農民の集まりでは戦争にならんよ。この平原がルカの墓場だ」


    　動きはじめた各兵団を丘のうえから鳥ちよう瞰かんしながら、ボーンザックはそう呟つぶやいた。精兵たちが整然と隊列を組み上げ、複数の兵団が一糸乱れぬ歩調で敵右翼を目指す。ナルシスも同意の言葉を返したが、内心、なにやら不吉な予感がうごめいている。


    　──そう簡単にいくか？


    　六年前もそうだった。こちらの勝ちを確信したと同時に足下をすくわれたのだ。あのルカがなにも手を打たず、ただこちらの攻撃に耐えているだけとは思えないが……。


    



    　共和国軍右翼側への攻撃は激烈を極めた。


    　ロマンヴィル騎士団が誇る精鋭騎兵大隊は砲兵支援を受けながら幾度もの突撃を敢行し、一度は共和国軍右翼の突端を切り崩し、堡ほう塁るいを制圧した。ボーンザックはすかさず歩兵を送り込み、占領した堡塁の維持に乗り出す。


    　しかし騎士団歩兵より共和国軍砲兵のほうが早かった。馬に曳ひかれ、疾風のごとく右翼へ駆けつけた八センチ砲二十門が素早く射点に占位して、ロマンヴィル騎士団騎兵を射程に収める。


    「速い……！」


    「ピストルの如し、ですな。砲兵の機動ではない」


    　司令部から遠眼鏡とおめがねで戦況を望遠していたボーンザックとナルシスは思わず呻うめく。徹底して軽量化された野戦砲隊が、常識破りの機動力で戦場を疾駆している。


    　一方的に放たれる屑くず鉄てつ弾や散弾筒に対し、ロマンヴィル騎兵はなすすべがない。騎兵は敵を強襲、制圧する兵へい科かであり、拠点維持はできない。騎兵大隊長は歩兵の到着を待つことなく敵砲兵に対し突撃を敢行するが、共和国軍砲兵隊は非常に訓練されており、一門につき四人の砲兵が流れるように作業して一分間に三発の屑鉄弾を発射してくる。二十門の野戦砲から間断なく吐き出される焼けただれた濁だく流りゆうが、斜面を駆け上がる騎兵を容よう赦しやなく飲み込む。


    「こしゃくな……!!」


    「ルカは元々、砲兵隊長です。野戦砲の使い方を知っている」


    「……だが砲の数も限りはある。いまので中央は手薄になった。いま一気に押し出せば敵は支え切れまい」


    「同感です。勝機はいまここにあります」


    　ボーンザックは背後の高級将校たちを振り向き、胴どう間ま声ごえを張る。


    「全軍、前へ！　騎士団の威光を世に知らしめよ！」


    　応、と猛たけ々だけしい声が返り、将校たちは各兵団へと戻って麾き下かの精鋭へ前進を下知する。


    　兵士たちはウイスキーを回し飲み、感情を高ぶらせる鼓笛隊の演奏が開始され、前線を構成する約三万人の兵団が砂さ塵じんを蹴け立て、一斉に前進を開始する。


    「行くぞ、踏み砕け!!」「ルカ・バルカの首を取れ!!」「薄汚い農民どもから王都ラランディアを奪還するのだ、行け、行け!!」


    　号令を発する士官のなかには、革命を逃れてロマンヴィル騎士団領へ落ち延びた旧ガルメンディア王国の亡命貴族たちも多くいた。ルカは彼らから所領も財産も階級もなにもかも奪った憎んでもあまりある仇きゆう敵てきだ。失ったものを取り戻すため、亡命貴族たちも命がけでこの戦いに臨んでいた。


    　ボーンザックは丘の頂上に居残ったまま、長い弧を描いて押し上がっていく自軍の前線を鳥ちよう瞰かんする。自軍と敵軍との間の空白地帯は、これから幾千幾万の血肉を吸うことになるだろう。共和国軍の九割を為なす農民たちはきっと、この整然とした行軍を見て恐れおののいているに違いない。口角を吊つり上げたそのとき、傍かたわらのナルシスがぼそりと。


    「……あれは……援軍でしょうか？」


    　自軍の後方、南南西へ顔をむけて、彼方かなたを指さした。


    　ボーンザックは首を回して、示された方向を見やる。


    　平原のうねりの彼方、長い蛇へびに似た縦隊が砂さ塵じんをあげながら、こちらを目指していた。


    「味方が来るとは聞いておらぬが」


    　片目を眇すがめる。水平距離は二キロメートルほど。目算でおよそ一万五千ほどの歩兵の群が非常な高速でこちらの背中を目指し接近してくる。


    「まさか……そんな……」


    　ナルシスは呻うめき声をあげて、遠眼鏡とおめがねを片目にあてた。ボーンザックが苛立った声を漏らす。


    「敵であるはずがない。あんな方向から敵が来るわけがない！」


    　しかしナルシスの遠眼鏡には──。


    「軍装は黒……!!　共和国軍です……っ!!」


    「あり得ぬっ!!　それはない、あってたまるか……っ!!」


    　慌てて構えたボーンザックの遠眼鏡にも、ナルシスと同じものが映し出される。


    　まごうことなき共和国軍。しかもこっちは農民の群れではない、全員が漆黒の軍装に身を包み、銃火器で武装した正規兵の出いで立ちだ。


    　ここにいるはずのない軍勢が、あり得ない方向から突如として出現していた。信じたくはないが、しかし、この意味は。


    「軍をふたつに分けたのか……!?」


    　通常、侵攻軍はひとかたまりになって行軍する。ふたつに分けたなら、Ａ軍が敵軍に遭遇した際、Ｂ軍が気づかない危険があるのだ。唯ゆい一いつの連絡手段は軽騎兵だが、この軽騎兵もＢ軍の現在位置がどこなのか知りようがない。なんとかうまくＢ軍の所在を探り当てて接敵を報告したとしても、それからＢ軍が戦場に駆けつけたのでは遅すぎて戦闘が終わってしまっている可能性が高い。だから普通、敵地へ侵攻する際、軍をふたつに分けるようなことはしない──のだが。


    「どうやって戦場を嗅かぎつけたのだ、あいつらは!?」


    「……音です。野戦砲の音を聞きつけて、音のするほうに寄ってきたのです！」


    　そうとしか推量できない。ルカともうひとりの軍団長は、はじめから「砲声を目がけ走る」ことを打ち合わせてここまで乗り込んできたのではないか。


    　普通に考えたならリスクの高すぎる賭かけだ。軍団長の能力が傑出して高く、また総司令官ルカが相当な信頼をその軍団長に置いていなければ、このリスクは冒せない。


    　こんなことができる軍団長とは誰か。ナルシスは奥歯を噛かむ。


    「ガヴー……!!」


    　どれほどの苦境に陥おちいろうが、いまだかつて一度も負けたことのない不敗将軍ガヴー。ルカの片腕として、あのフィデル・ボカージュ会戦で十倍の帝国軍を打ち破った男がいま、平原の畝うねを乗り越えて騎士団へ絶望を送り届けようとしている。


    　ナルシスはようやく、ルカの真の狙いに気づいた。


    　──分ぶん進しん合ごう撃げき……!!


    　軍をふたつに分けて個別のルートを進軍させたなら、ルカ率いる共和国Ａ軍に拘こう束そくされた騎士団の側背を、ガヴー率いるＢ軍は強襲できる。口でいうだけなら簡単だが、遠隔地通信手段が馬しかない時代にこれができるのは軍事的天才だけだ。凡人が真ま似ねたなら、ふたつに分けた軍団は互いの位置を見失い、戦場に集合できないまま各個撃破されて終わる。


    　誰もが夢見て、しかし実現できなかった夢の作戦。戦史において、偶発的にこうなった例はあるものの、狙って成功したのはルカが世界初だろう。ボーンザックの名は不名誉な敗戦と共に歴史に刻まれることになってしまった。


    　──ここまでか。


    　ナルシスはおのれの死に場所を感じ取った。こうなればもはや一介の騎士として、眼前の敵と戦って戦って生命を燃やし尽くすまで。


    　傍かたわらの鞍くらにまたがり、団長に別れを告げた。


    「ルカの首を取って参ります。団長、ご武運を」


    「……うむ。見届ける」


    　ボーンザックもまた、この会戦の趨すう勢せいを理解していた。命を捨てても、もはや火中の栗は拾えまい。


    　ナルシスは背後に控えた近この衛え騎兵一千五百を振り向き、悲壮な号令を発した。


    「近衛騎兵、突撃!!　農民どもを踏みにじれっ!!」


    　我が身を捨てての突撃は騎兵の華だ。一千五百の決戦兵団は勇壮な鯨げい波はを団長へ返し、大地を鳴動させながら丘を駆け下った。


    　ナルシスも総突撃の一分子となり、先頭に立って手た綱づなを叩いた。


    　前方を行く兵団の継ぎ目を、近衛騎兵の二列縦陣が疾駆する。みるみるうちに、敵軍との水平距離が五百メートルを切り、四百メートルを切った。


    　味方兵団を後方へ置き去りにし、ロマンヴィル騎士団最精鋭は水流さながら淀よどみなく二列横陣へ展開する。


    「襲歩ギヤロツプ!!　諸君、地の果てまで貫けっ!!」


    　併走する騎兵たちへそう告げて、ナルシスは馬のたてがみに上体を預け、鐙あぶみを蹴け立てる。


    　灰色の波は涛とうが、漆黒の共和国軍へ襲いかかる。


    　水平距離百。


    　いきなり眼前の塹ざん壕ごうからカスコート銃の銃剣が突きだされ、漆黒の軍装に身を包んだ共和国軍の兵士たちが五百もの銃口を水平に寝かせた。


    　鉛弾の濁だく流りゆうが、馬群を飲み込む。


    　灰色の飛ひ沫まつが砕け散る。


    　崩れおちた前線を踏み越え、後続の騎兵たちが仲間の亡なき骸がらを踏みにじりながら共和国軍の歩兵の群へ雪な崩だれ込む。


    「引くなっ!!　引くなっ!!」


    　共和国軍の義勇兵たちは、逃げない。まともな軍装も身につけていないが、ひるむことなく騎兵の脇わき腹へ農具を突き立ててくる。仲間が馬ば蹄ていの下で肉にく塊かいに変じようが、蛮声をあげて必死に踏みとどまる。


    　騎士団の馬群が、共和国軍の農民たちの海原に取り囲まれ、埋没していく。ナルシスもまた周辺から押し寄せる義勇兵たちを、片手の剣で必死に薙なぎ払っていた。


    「おれたちの国を守れ!!　革命を守るんだ!!」「自由のため!!　平等のため!!　引くな同志たち、命を捨てろ、魂を燃やし尽くせ!!」


    　薄汚い格好をした庶民たちが、口々にそんな言葉を発しながら、次々に騎士たちを農具の先に仕留めていく。


    　ナルシスの馬が、いななきと共に横倒しに崩れた。脇腹に農具が食い込んでいる。ナルシスは鐙あぶみから爪つま先さきを抜き取り、地に降り立って剣を振るった。義勇兵たちと顔をつきあわせ、荒い肉声を間近に受けて、命と命をぶつけあううちに、ナルシスはこの勇敢すぎる義勇兵の実相を理解した。


    　──なるほど、そうか。


    　腰と肩口に鎌かまを突き立てられ、地面に引き倒されたナルシスは、血と泥に濡れながら青空を仰あおぎ見た。


    　──このものたちは、名誉のために戦ってはいないのだな。


    　そんなことを思いながら、泥に汚れた義勇兵のひとりが先端に刃のついた鋤すきを振りかざすのを視界に捉とらえる。


    　──「国」のために戦っているのだ。


    　とても冷静な思考が、死を前にしたナルシスに訪れていた。


    　ルカは無知で野蛮な庶民をひとつにまとめるため、自由と平等を奉じるルナ・シエラ共和国という「幻想」を与えた。庶民は自分の家族や故郷と同じ感覚で幻想の「国家」を守り、命を投げ捨てている。あたかも「国家」という神に殉じる狂信者のように。


    　──これまでの戦場では、貴族が家名のために戦ってきた。


    　──これからの戦場では、庶民が国家のために戦うわけだ。


    　すべてを見通して、ナルシスは薄く笑う。


    　──相変わらず卑ひ怯きようだな、ルカ。


    　──自由とか、平等とか、国家とか。そんな美しい言葉でこいつらを死なせているわけだ。


    　──そんなもの、どこにも存在しないのに。


    　そうした言葉が頭ず蓋がいに鳴り響いた直後、まっさらな青空を背景にして、血に濡れた鋤すきが振り下ろされた。


    



    　ガヴー率いる一万五千の歩兵軍団がロマンヴィル騎士団四万六千の背中を食い破って、のちにいう「レオカディオ会戦」の勝敗は決した。挟きよう撃げきをまともに受けた騎士団になすすべはなく、騎士の誇りは農具の先で血肉に変じ、午後一時過ぎ、隊伍も組まずに潰かい走そうがはじまった。


    　ボーンザック騎士団長もまた、潰走する騎士団員のなかに混じっていた。


    　逃げながら何度もしんがりを切り離し、追ってくる敵を押しとどめて、その隙すきに息を切らせてロマンヴィル騎士団領を目指す。


    　ボーンザックはまだ、戦いを諦あきらめてはいなかった。ロマンヴィル騎士団領はククリの森という広大な森林によって長らくグレイスランドから隔てられてきた。共和国軍のような七万を超える大軍がククリの森を通ろうとしたなら、森の細い一本道を長い縦隊となって通行するしかなく、こちらは森の出口で待ち構えて、細い道からちょろちょろと出てくる敵へ砲火を浴びせるだけで迎撃できる。


    「森へ逃げるのだ……！　騎士団領へ帰りさえすれば、活路はある!!」


    　周囲の将校たちをそう励ましながら、ボーンザックはくたびれた馬にまたがって撤退をつづけた。


    　長い一日が終わろうとしていた。日は傾いて、あと一時間もすれば夜がやってくる。夜が来たなら、闇に紛まぎれて撤退できる。希望の芽は、まだ残る。


    　落ちていく夕陽は、まるで騎士団員の血に濡れたように真っ赤だった。


    　その不吉な夕陽にむかい、敗軍は疲れ切った足を引きずりながらククリの森を目指して歩んでいく。


    　その歩みの先に──漆黒の騎影が立ちふさがった。


    「おい……ウソだろ……」「もうやめてくれ……おれたちがなにしたっていうんだ!?」


    　周囲の兵たちが絶望の呻うめきを発した。なかには涙を流して、地に膝ひざをつくものもいる。


    　ボーンザックの奥まった瞳が、こちらの退路を遮断している騎兵集団を捉とらえる。


    　もう歯がみする気力もなかった。苦しみも悲しみも超えたところには、真っ白な寒々しさだけがあった。


    「軍団は、ふたつ……ではなかったのか」


    　独り言が、凍えた。


    「三つに分かれていたのだな」


    　いないはずの共和国軍騎兵隊、およそ四千五百がククリの森へ通じる街道へ立ちふさがっていた。漆黒の騎影の周辺に、鹵ろ獲かくされたとおぼしい騎士団の荷車隊、輜し重ちよう隊たいが見えた。


    　はははは、とボーンザックは力なく笑った。あまりの惨敗に、もはや笑うしかなかった。


    「ルカ。お前はこちらの糧りよう秣まつをあてにして会戦をはじめたのか。はははは。無茶苦茶だ。はははは。そのために軍を三つに分けたのか」


    　ボーンザックは天を仰あおいで笑った。まなじりからこぼれでるものが頬ほおを濡らすが、笑いは止まらなかった。


    　三つめの騎兵軍団は、はじめからこちらの後方を襲って糧秣を分ぶん捕どるために機動していたのだろう。事前に食料を用意できなかったなら、敵から奪えば良いというわけだ。そんなことを考え、実行する総司令官は。


    「頭がおかしい。絵物語ではあるまいに、それで勝てるわけがないだろうが、はははは」


    　泣きながら笑った。


    「そんなバカな作戦に、儂わしは負けたのか。はははは。四十年を戦場に捧げた儂が、そんな子どもじみたやりくちに組み伏せられたというのか。ははははは」


    　ボーンザックの涙と笑いは止まらなかった。もう対処する策はなかった。落ち延びる道を失った周囲の兵たちも、その場に立ちすくんで敵影を見やるしかない。


    「あれはメルヴィル隊だ……。おれたち、皆殺しにされるぞ」「降伏しよう。武器を捨てて両手をあげるんだ」「なにを言う!?　おれたちは騎士だ、農民相手に降伏するわけにいくか!!」


    　怒号や嘆きが飛び交う先で、漆黒の騎影が動きはじめた。


    　はじめはゆっくりと、それから徐々に騎速をあげて、隊伍も組まない敗残の群れへ突っ込んでくる……！


    「やめろ、もうやめてくれ!!」「おれたちの負けだ!!　これ以上殺すな!!」


    　叫び声と泣き声が入り乱れるなか、漆黒の騎兵集団は命乞いなど耳も貸さず、一切容よう赦しやなく馬ば蹄ていを振り上げ、振り下ろした。すでに戦闘単位が個人レベルにまで解体されていた騎士団員に対処するすべはなく、その場に頭を抱えてうずくまり、吹き荒れる鉄てつ蹄ていの嵐が奇跡的に自分を避けて通り抜けることを祈るしかなかった。


    　焼き切れた思考の果て、泥道に両膝ひざを突き立てて、両手をひらいて天を仰ぎ、ひひひひ、とボーンザックは甲かん高だかく笑った。


    「ひとりも生きて帰さぬというわけか！　これが新しい戦争か！」


    　敵の大将を生け捕りにして賠償金をせしめる、貴族のスポーツのような戦争ではない。いまボーンザックの眼前にある戦争は、撤退する敵野戦軍を徹底的に追尾し、退路を遮断して殲せん滅めつする、苛か烈れつで非道で容赦ない、正真正銘の殺さつ戮りく戦だった。


    「ひひひひ！　貴様は悪魔だ、ルカ！」


    　血走った眼まな差ざしに狂気を孕はらませ、ボーンザックは天へ叫ぶ。


    「この地上へ災厄をもたらす悪魔だ！」


    　叫び声は、馬群に呑のまれた。鉄蹄は容赦なく、騎士団の希望を踏みにじっていった。西の空はますます血の色を吸い、折り重なる雲の下腹を爛ただれさせた。


    



    　†††


    



    　ロマンヴィル騎士団野戦軍を地上から葬り去ったルカは、聖都カルロビバリの手前で三つに分けていた軍団を集合させ、四月二十日、テラノーラ慈善同盟盟主ブラマナンダと講和条約を締結。共和国軍の駐留を認めさせて軍税と徴ちよう兵へい義務を課し、長年の宿敵を事実上、共和国の支配下に置いた。


    　二十三日、工兵隊と機械兵大隊を先頭として長い縦隊を組んだ共和国軍は、ククリの森へ足を踏み入れた。ロマンヴィル騎士団領へつづく狭い一本道を、森を切りひらき、通行困難な箇所は路面を舗ほ装そうしながらの進軍だった。


    　野戦軍が壊かい滅めつしたロマンヴィル騎士団だが、守備隊は森の出口を扼やくすペロー要よう塞さいに立てこもりルナ・シエラ軍を待ち構えていた。五月三日、森を抜けた共和国軍はガヴー率いる第二軍団一万五千をペロー要塞の封ふう鎖さに回し、ルカ率いる第一軍団、メルヴィル率いる第三軍団は要塞を素通りしてロマンヴィル騎士団の根拠地、首都ラクロワへむかった。


    　ラクロワを守備する近この衛え騎兵団七千五百は精強かつ誇り高かった。


    　二度に亘わたる降伏勧告を退け、中世期以来の伝統的な王城に立てこもった彼らに、五月九日、ルカは一切容よう赦しやなく攻城砲を見舞った。


    　十日夕刻、瓦が礫れきと化した王城の跡地に「双頭の鷹たか」の軍旗が翻ひるがえった。


    　捕虜となっていたロマンヴィル騎士団長ボーンザックが屈辱的な降伏文書に調印し、数百年の長きに亘りグレイスランドの西端で独立を維持してきた伝統ある騎士団もまたルナ・シエラ共和国の支配下に置かれ、軍税と徴兵義務に加えて、優れた軍馬を供給する広大な養馬場を接収された。


    　──『アケロン同盟』。


    　アケロン川以西に広がる共和国の衛星国家群はそう呼ばれることとなった。わずか一か月弱の西征によってグレイスランドの西方一帯を支配下に収めたルカは、子飼いの「国民会議」の委員たちをアケロン同盟の実質的支配者層に据すえると、二十五日、軍を反転させて共和国への帰路へ就いた。


    　道すがら、各地を支配する貴族豪族から媚こびや歓待を受けながら、六月十二日、ルカ率いる凱がい旋せん軍は共和国首都ラランディアへ帰還した。


    



    「うっわあ……」


    　アステル・エアハートは大通りの両側を埋め尽くした市民たちと、建物の窓から投げかけられる色とりどりの紙かみ吹雪ふぶきを見上げ、耳が痛くなるほどの大歓声を全身に浴びて、半ば怯おびえながらも白馬の手た綱づなを握っていた。


    　帰還した凱がい旋せん軍は一万二千に減っていた。残りの六万弱は旧ロマンヴィル騎士団領やテラノーラ慈善同盟領の肥ひ沃よくな土地に駐ちゆう屯とんさせて、現地の軍税を維持費に充てた。アステルの前方には機械兵・砲兵・工兵・騎兵が約四千、後方には歩兵八千が長い縦隊を為なして行進しているのだが、市民たちの喚かん声せいは明らかに、凱旋軍の中央に位置しているアステルとルカが通りがかったところで最高潮を迎えていた。


    　アステルは口をへの字に曲げて傍かたわらを見る。


    　右斜め後方、漆黒の軍装に身を包んだ共和国第一執政ルカ・バルカがベオウルフの手た綱づなを握り、にこりともせずに前方を見み据すえていた。


    「ルカさまーーっ!!」「こっちむいてーーっ!!」「我らが英雄ルカさまーーっ!!」「きゃーーっ!!」


    　子どもたちの歓呼と女性の黄色い歓声、やかましいほどの指笛と、言葉にもなっていない意味不明の叫きよう喚かん、人間の発しうるあらゆる興奮の表現を一身に浴びながら、ルカは表情ひとつ変えず、手も振らず、ただ無人の野を行くがごとく動かない。


    　全身を真っ白な軍装に身を包み、白馬に乗ったアステルと並ぶと、漆黒の軍装に黒マントを翻ひるがえし、凶暴そうなベオウルフに乗ったルカは魔王のようにも見える。観衆たちは天使と悪魔じみたふたりの対比を陶然と見つめ、叫んだり、ハンカチを振ったり、興奮のあまりその場に倒れたり、アステルが気け圧おされるほどの狂騒を示す。


    　しかしルカはまるで蝋ろう人にん形ぎようのように反応しない。
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    　アステルはルカに馬を並べ、周囲の喧けん噪そうに負けまいと声を張り上げる。


    「……ちょっと!!　手くらい振ったらどうなの!?」


    　顔を近づけて怒鳴るが、ルカは返事しない。


    「みんな、あんたを見に来てんだよ!?　愛想悪すぎでしょ!?　ありがとーとか、愛してるぜーとか、なんかそういうこと言いなさいよ!!」


    　耳に口を寄せて声を張り上げると、ルカはわずかに片目だけをアステルへ投げかけ、


    「……え？」


    　あなたの存在にいま気づきました、と言わんばかりの返事をよこす。アステルはイヤミたらしくため息をついて、言葉を厳しくする。


    「ちょっとあんた、ここどこかわかってる!?　もしかして寝てた!?」


    　半分本気でそう尋ねると、ルカはまじまじとアステルを見つめてから、周辺へと目線を動かした。たったそれだけで、大通りの両側を埋め尽くした民衆たちから熱狂的な歓声が返る。


    「うおっ、ルカさまがおれを見た!!」「違うわ、わたしを見たのよ!!」「ルカさまーっ!!　こっちむいてーっ!!」「おれたちを目に映してくれーーっ!!」


    　異国の狂信者さながら、首都住民たちは両手を振ってルカへそんな呼びかけを送る。しかしルカは本当に起き抜けみたいな、心ここにあらずといった様子で周囲を眺め渡してから、アステルへ目を戻した。


    「……カミーユは？」


    　いきなり、共和国第二執政カミーユ・ロベルの所在を尋ねる。どうやら百万市民が参加する壮大なパレードが、全く目に映っていないらしい。


    「……あんた、おじいちゃん？」


    　イヤミではなく、アステルは半ば真剣にそう尋ね、答えを待つことなく怒鳴った。


    「宮殿で留守番してるよ！　ここにいるわけないじゃん、あんたは外国で戦争、カミーユはここに残って仕事！　あんたがそう決めたんでしょうが!!」


    　ルカはぽかんとした表情でアステルを見やり、ああ、と短く呻うめいてから、再び目線を前へ戻した。


    「……だな。……おれが外国にいる間は、あいつが内政仕切るんだ」


    　自分にむかってそう言って、ルカはまた黙り込む。


    　取り付く島もない。アステルはイライラするが、しかしこうなるとなにを言ったところで梨のつぶてだということも理解している。この数か月間、ルカが生気をみなぎらせるのは戦場か執務室だけ。それ以外の時間はずっと心ここにあらず、あたかも死体みたいな風ふ情ぜいで、アステルがいくらちょっかいを出そうがろくに反応がない。


    「なんだよ、バーカ……」


    　いじけた小声の罵ば倒とうにも、なにも返らない。ぐずっ、と洟はなをすすって、アステルはルカの愛獣バウワウへ愚ぐ痴ちをこぼした。


    「バウちゃん、あんたのご主人、ボケちゃってるよ。かわいそうに。この調子だとそのうちあんたのことも忘れちゃうよ」


    　賢いベオウルフはちらりとアステルへ上目を送り、ぶふーっ、と鼻息で返事をすると、その銀の眼まな差ざしを道の先へ据すえ戻した。同意したのかはよくわからないが、少なくともバウワウのほうがルカより愛想がいい。


    　──バーカ。


    　心中でもう一度罵ば倒とうした。ロマンヴィル騎士団の脅威から革命を守り抜いた喜びがルナ・シエラ共和国中に広がっているなか、その中心にいるルカはまるで人間の芯をくりぬかれたみたいに空虚だ。


    　そしてその理由も、アステルは知っている。


    　──ここにはファニアがいないから……。


    　およそ七か月前。


    　世にいう「ガルメンディア革命」の夜。


    　王女ファニア・ガルメンディアを救うため単身ラランディア宮殿に乗り込んだルカの目の前で、ファニアは皇帝ジェミニによって拉ら致ちされ、エデン飛行艦隊に収容されて神聖リヴァノヴァ帝国へと連れ去られてしまった。


    　以来、ファニアについて一切の音沙さ汰たはない。


    　リヴァノヴァ帝国からも「王女を保護した」などの発表はないし、ルナ・シエラ共和国側も王女ファニアの消息について「行方ゆくえ不明」と新聞発表している。ファニアがジェミニに連れ去られたことを知るのは、共和国の三人の執政と、メルヴィル、ガヴー、ミズキ、そしてアステルだけ。不幸中の幸いとでもいうべきか、ファニアが生きていることが民衆に知られると「処刑せよ」という声があがる危険があるため、行方不明扱いにしておくほうが都合が良かった。


    　しかし、リヴァノヴァ皇家からファニアの件について一言も発表がないのはなぜなのか。


    　カミーユの憶測では、ガルメンディア王家が消滅したいま、リヴァノヴァ皇家がファニアを娶めとるメリットはなにもない。皇帝ジェミニの正妻は有力な王侯貴族でなければならず、滅亡した王家の長女にその資格はない。たとえジェミニがファニアを正妻に据えようとしても皇家の面々は反対するだろうし、ファニアに道があるとすれば非公式の妾となることだけだろう、とのこと。


    　囚とらわれのファニアが異国でどんな目に遭っているのかわからないままの七か月。


    　その時間が降り積もるほど、ルカの精神がむしばまれていく。


    　アステルはそれを傍かたわらで見ていることしかできない。


    　──ルカは、ファニアのことしか考えられないから……。


    　戦場で指揮しているときや、執務室で新しい法案の条文を考えたり、法典の内容を吟ぎん味みしたり、新しい軍規を制定したりしているとき、ルカは熱に浮かされたように没頭している。それは魂を削り取っているかのような仕事ぶりで、右手に羽根ペン、左手にサンドウィッチをつかんで書類にサインしたり突き返したり破り捨てたり、富裕層ブルジヨワの談合を支持する議員に対して火のような言葉を発したり、かと思えば三日間もひとりで執務室にこもってなにやら書き物をつづけたり。一日に二時間ほどしか眠らず、残りの時間はすべてを新たな共和国の体制作りに注ぎ込んでいる。


    　その異常な仕事ぶりに対し、ルカを面白く思っていない人間たちは「盤ばん石じやくの独裁体制を築きたいのだ」「ガルメンディアだけでは飽き足らず、グレイスランドが欲しいのでは」「そのうち皇帝にでもなるつもりだ」「名誉欲と支配欲に突き動かされているのさ。成り上がりものにはよくあることだ」などと勝手なことを言っている。そして実際、ルカは今回の西征においてわずか一か月弱でアケロン川以西を征服してしまった。背中を撃たれる危険がなくなったいま、次は必ず東征に打って出る……。国の内外が、ルカの今後の動向をそう予想している。


    　けれどアステルは知っている。


    　ルカが激務に身をやつす理由は、支配欲でも名誉欲でも皇帝の座でもない。


    　──痛くて痛くて仕方ないんだよ。


    　目の前の仕事に自分のすべてを埋めてしまうことで、余計なことを考えずに済む。そしてルナ・シエラ共和国を繁栄させるためのすべての施策は、ファニアを取り戻す道へと繋つながっている。


    　──ファニアを助けるために、世界にケンカを売るつもりなんだ……。


    　ちっぽけで、しょうもない、ただの個人的な願い。そんな小さな願いを支点にして、ルカはグレイスランド全土を戦渦に巻き込もうとしている。


    　──バカじゃん。


    　アステルはまたそう罵ののしって、うつむく。


    　胸の奥が軋きしんで、痛い。痛みの正体は、よくわからない。パレードの終点であるラランディア宮殿までルカもアステルもそれ以上言葉を交わさず、それぞれの思いのうちに沈んでいた。


    



    　かつてガルメンディア王家の居城であったラランディア宮殿は、現在、ルナ・シエラ執政政府に接収されて、首都庁舎として機能していた。ルカをはじめとする政府要人たちはかつて王族が使用していた部屋をあてがわれ、使用人に囲まれて生活していた。


    　しかし豪壮な内装も、普段なにをしているのかよくわからない廷臣たちも、もはや宮殿内には存在しない。あらゆる贅ぜい沢たく品は売りに出され、存在理由のない廷臣は追い出され、王政時代から残っているのは必要最低限の使用人と家具調度品のみ。王侯貴族とは比べるべくもない粗末な身なりの大臣や高官ががらんどうの宮殿内を闊かつ歩ぽして、質素倹約を旨とする共和国執政政府の執務にあたっていた。


    　王権の停止とルナ・シエラ共和国建国が宣言された直後、革命に伴う暴力沙ざ汰たはなぜかぴたりと収まり、市民たちは王政の崩壊を無視するかのように日々の生活を再開していた。辻馬車はいつもと変わらず運行し、ガス灯も消えることなく、地方では富裕層ブルジヨワを中心にした市民評議会が次々に生まれ、地方領主に代わって地域の行政府として機能した。不思議に整然とした秩序は、晴れて共和国民となった庶民たちの心意気によって保たれたともいえる。依然として貧しく飢えているものの、ルカ・バルカという貧民出身の新しい英雄が庶民にとって希望の光となり、革命に伴う政治的混乱を抑制していた。


    　しかし革命から七か月が経過して、共和制に庶民が慣れてきた今日このごろ、やはりあちこちにひずみが生まれはじめてもいる。


    　ラランディア百万市民の歓声を背に受けて宮殿へ戻ったルカは、出迎えた第二執政カミーユを自みずからの執務室へ招き入れた。


    　軍服のまま一息つく間もなく、カミーユが行政権を代行していた二か月間の報告を受ける。


    　亡命貴族の所領国有化に伴う富裕層と一般層の土地争奪戦。食料を買い占め、価格を釣り上げようとする富裕層による物価の高騰。自由と平等のために命を懸けて戦って共和制を確立したのに、いっこうに暮らしむきは良くならない庶民の不満……。問題は山積しており、そのほとんどは革命前のルカの予想どおり、貴族を排除して自らがその座についた富裕層と、革命の恩恵に与あずかることができない庶民との対立を原因にしていた。


    「五百人議会は、富裕層を支持する左派と、庶民を支持する右派にはっきり分かれてしまいました。いまのところ左派が優勢ですが、一般の庶民たちが傍聴席に押し寄せて罵ば詈り雑ぞう言ごんを左派へ浴びせ、身の危険を感じる議員も出はじめています」


    　ルカは執務机に広げたいくつかの法案に目を通しつつカミーユの報告を受けて、ふたつの書類にサインして顔を上げる。


    「おれが作った法案だ。こいつを今日この場で発令する」


    　カミーユは受け取った書類に目を通す。商人の談合を禁止する法令と、パンの最高価格を定めた法令だった。


    　眼鏡めがねのつるを、カミーユは人さし指で押し上げる。良い法律だと思う。これなら価格の釣り上げを抑えられるし、パンは再び、庶民でも買えるものになる。


    　問題はひとつ。


    「……議会を通さないのですか？」


    「議会を通せばブルジョワに阻止される。おれの権限で発令する」


    「あなたにあるのは立法発議権です。あなたが発議した法案は議会の承認を受けてはじめて公布され施行される」


    「悠長にやっている時間はない。これ以上社会が混乱すれば、戦費をまかなえなくなる。過去の皇帝立法のやりくちを紐ひも解いて、理屈をつけてごまかせ。お前の得意分野だろうが」


    　カミーユはまじまじとルカを眺めて、ため息をついた。


    「あなたは皇帝ではない。執政です。議会の暴走を抑える権限はありますが、議会を通さず法律を施行する権限はありません」


    「名前は執政だが、やりくちは皇帝なんだよ。いいからやれ」


    「……それでは執政政府ではなく、あなたの独裁政府ではありませんか」


    「はじめからそのつもりだ」


    　カミーユの眼まな差ざしに、批難の色が濃くなる。真ま面じ目めで正義感が強く、融通が利かない性格が言葉に映し出される。


    「ルカ。国民を騙だましている自覚はありますか」


    「ある」


    　即答されて、一瞬カミーユは気け圧おされる。


    「……ルナ・シエラ共和国は、建国の根本に『自由と平等』を謳うたっています。あなたのための国家ではない。自由と平等を保障された、国民のための国家です」


    「表向きはそうだ。だが中身は違う」


    　ルカは紅の双そう眸ぼうに静かな凄みを加える。


    「おれの国だ。おれが法律を作り、施行し、強制する。誰も間に入ることはできない。お前の役目は、国民に『自由と平等』という幻想を与えることだ」


    　面とむかってはっきりそう言い切られ、カミーユの胸の奥が屈辱に焼ける。


    「自由も平等も、実現はできないと？」


    「あぁ。いまはできない。できるとすれば、二千年後だ」


    「……理想が過ぎるかもしれません。ですが人間の偉大さは、遙はるかな理想にむかって歩みを止めないことにあります。理想を放棄したなら、社会の進歩は望めない」


    「おれたちがいまやることは、圧倒的な強者になってグレイスランドを統一することだ。実現できない理想を謳うのは、戦争が終わったあとでいい」


    　カミーユは一瞬、言葉を呑のむ。ルカの言っていることは完全に間違っているわけではない。だが理解できても、カミーユは首肯できない。ルカが徹底した現実主義者なら、カミーユは徹底した理想主義者だ。


    「議会を通すべきです。ここであなたの独裁を許してしまえば、国民が幻想を見ることすらできなくなる」


    「その法案は議会を通らない。ブルジョワは自分の利権を死にものぐるいで守る。結局、パンは庶民の手に入らない」


    「……わたしが戦います。あなたが戦場で銃剣を振るうように、わたしは議会場でこの弁舌を振るい、あなたの法案を守りましょう」


    　カミーユの情熱が眼差しと言葉に映り込む。魂の熱量ではルカにも負けない自負がある。


    　ルカは黙ってカミーユを睨にらみ上げる。カミーユは説得をつづける。


    「左派も一枚岩ではありません。国民の窮状を見かねて、中道へ転ぶものも増えています。わたしに預けてください、ルカ。我々はまだ理想を捨てるべきではありません」


    「……通らなかったら？」


    「代案を出します。庶民がパンを買えるまで、何度でも」


    「情勢は見えているか？　ゼノビアは大軍を動員しているし、リヴァノヴァもエデンと組んで動きはじめている。国内で非現実的な理想に振り回されつづければ、外国につけ込む隙すきを与えるだけだ」


    「それでも我々は夢物語じみた理想を謳うたう必要があります。謳うことをやめたなら、革命そのものが意義を失ってしまう！」


    　ルカは片目を眇すがめて、ほかの法案を執務机に広げ、顔を落とす。


    「……議会は通さない。戦時特別法令一号、二号としていまこの場で発令する。戦時であれば第一執政には強行権がある。そういうことにしろ、以上」


    　ぎりっ、とカミーユは歯がみした。目の前の相手にこちらの言葉が届かないことが、これほどもどかしいなんて。


    「……ルカ。あなたは変わってしまった」


    　ルカは顔を上げず、答えもない。


    「革命前、あなたには人間性があった。ファビアン・クラブの同志たちは、あなたの人間性を愛したから、あなたに従ったのです。しかし、いまのあなたは独善的で……傲ごう慢まんに過ぎる」


    「……………………」


    「独裁者はいずれ滅ほろびます。歴史がそれを証明している。あなたには先人の過ちから学ぶ賢明さがあると信じます」


    　諭すと、ようやくルカは顔を上げた。


    「おれはグレイスランドを統一する。お前を第二執政にしたのはおれの言うことを実行する道具としてだ。おれに賛同できないなら執政をやめろ」


    「……………………」


    「ブルジョワにも庶民にも権力は渡さない。おれが生きている限り、この国のすべてはおれが決める。本気で理想を謳いたいなら、おれが滅びたあとにしろ」


    　一切の情緒を捨て去った紅の双そう眸ぼうを見やり、カミーユはおのれの唇を噛かみしめる。


    　──英雄ではない。いまのルカは魔王だ。


    　──魔王に、正義の言葉は届かない……。


    　その事実をカミーユは意識の内壁に刻みつけ、この場ではそれ以上、ルカの言うことに逆らわなかった。


    



    　夜半、会合を終えて執務室を出たカミーユは宮殿内の自室には戻らず、ひとりで馬車に乗り、シティの一角にある昔からの下宿へ戻った。


    　御者に代金を払い、街路へ降り立つ。もうガス灯に灯が入っていて、濡れた路面が橙だいだい色に照り返っていた。このところ多忙だったため、下宿を訪れるのは一週間ぶりだが、二階を見上げると自室に暖かい灯が灯ともっていた。


    　カミーユは頬ほおを緩め、家主に挨あい拶さつをして階段をあがり、粗末な自室の扉をノックした。


    「あぁ、カミーユ……！　会いたかった！」


    　部屋から出てきたのは、若い女性だった。カミーユは女性を抱ほう擁ようすると、長く留守にしたことを詫わびた。


    「……いいの。戻ってくれただけで。わたしのことを忘れていなかっただけで……」


    　長い白銀の髪に紫紺の瞳、白磁の肌。身なりは粗末な藍色のイブニングドレスだが、女性の美び貌ぼうは内側から光り輝くかのようで、質素な室内を明るく照らし出している。


    「寂しくはありませんでしたか？」


    　間近から覗のぞき込むカミーユに、エロイサ・アルジャーノは拗すねたように頬を膨らませる。


    「それは……寂しいに決まってる」


    「……ごめんなさい。もっと頻繁にここへ来られるといいのですが、そうもいかず……」


    　すまなさそうに詫びるカミーユをじっと見つめ、エロイサは寂しそうに笑う。


    「……いいの。共和国のためだから。あなたは貧しいひとたちのために戦っているのよね？」


    　そう言ってもう一度すがりつくエロイサを、カミーユは両手で抱きとめ、目を閉じた。


    「……はい。……弱いもの、貧しいもののための国を作ります。もうこれ以上、悲しいひとびとを生み落とさないために……」


    「……うん。それなら……我慢できる」


    　そう告げると、背に回ったエロイサの両手に力がこもった。


    　ふたりの出会いは約八か月前。いよいよ革命の機運が高まり、王都ラランディアにおいて食料を求める一般市民のデモ行進が起こるようになっていた去年の十月のこと。


    



    　雨の夜だった。まだファビアン・クラブの一員に過ぎなかったカミーユが下宿に戻ると、裏の戸口に濡れ鼠ねずみのエロイサが倒れていた。


    　雨に打たれるまま、ぴくりとも動かなかった。慌てて抱き起こして頬を叩いたが、返事をしない。仕方なく自室へ運び込み、薪まきストーブを焚たいて身体を温めた。夜中、意識を取り戻したエロイサは、はじめはカミーユを警戒していた。けれどカミーユが自分と同じマエスカスの孤児院の出身であることを知ると、ゆっくりと打ち明け話をしてくれた。


    『十二歳で孤児院を出てから、地元の紡績工場で働きました。けれどオーナーの放ほう蕩とう息子がわたしを見み初そめ、ほとんど力尽くで屋敷へ連れ込もうとして……わたしは彼の顔を掻かきむしり、なんとか馬車から逃げ出したのですが、貴族に怪け我がを負わせた以上、もう故郷にも戻れず……。職を求めて王都ラランディアまで歩いてきたのはいいものの、シティに辿たどり着いたところで気を失ってしまい……』


    　カミーユはエロイサに同情した。家も親も身分も持たない女性がひとりでこの階級社会を生きていくのがどれほど過酷か、同じ孤児院で育ったからわかる。カミーユも弁護士になるために、貴族の子弟の何十倍もの努力が必要だった。


    「いつまでこのような理り不ふ尽じんがまかりとおるのでしょう！　貧民であるから理不尽な暴力に耐えねばならないなどと、そんな社会は間違っています！　あなたの名誉のために、わたしはその貴族を法廷に引きずり出し、神の前で指弾したい！　あなたにその覚悟がおありであれば、わたしは命をかけてその放ほう蕩とう貴族に罪を償わせましょう！」


    　憤るカミーユを、エロイサは逆になだめ、代わりに慈悲を乞うた。


    『恐ろしいことはもうこりごりです。あの貴族にも金こん輪りん際ざい関わりたくありません……。それよりも今夜一晩、軒先をお借りできませんか？　一晩、雨宿りをさせていただけたら、もうご迷惑はおかけしませんから……』


    　カミーユは首を左右に振ってその懇こん願がんを退け、今夜はこの部屋で眠るようエロイサに告げた。


    『わたしはワイン・パレスへ戻ります。あそこならソファーで眠れる。今夜一晩……いえ、あなたがこの街で職を見つけるまで、ここにいて構いませんよ』


    　そう言って微ほほ笑えむカミーユを、しばらく呆ぼう然ぜんとエロイサは眺め、それからぽろぽろと涙を流して神とカミーユに感謝をした。


    



    　あれから八か月が経ち、いま、カミーユはエロイサなしでは生きていけないことを、ベッドに寝転がり彼女の言葉を片方の耳で聞きながら思い知っている。


    　生のままのエロイサは、いまの仕事探しの状況を少しうれしそうに話す。


    「マヌヴォー商会のかたを紹介していただいて、秘書の口が見つかるかもしれないの。ゼノビアにいる会長と面談しなければならないから、少しの間、ラランディアを離れるかもしれないけれど……」


    「そうですか。少し寂しくなりますね」


    「一か月くらいで戻るから。採用されたら職場はラランディアだから心配しないで。それよりカミーユ、いつもより疲れてる？　なんだかあなたのほうが心配だわ」


    「……そうかもしれません。……いろいろと大変なことがつづいて……」


    「今日、ルカさまが西征から帰ってきたのよね。それで忙しかったの？」


    　カミーユはしばらく黙って真っ暗な天井を眺め、ため息をついた。


    「……あのひとは変わってしまった。昔は高い理想を掲げ、思いやりがあった。いまは……あのころのルカではありません」


    「……そうなの？　……いまはどんなふう？」


    「……独裁者そのものです。自分の法案を、議会を通さず勝手に施行しようとしている。これがまかりとおってしまったなら、絶対王政時代となにも変わらない」


    「……でもそれって……王女を取り戻すためでは？」


    　カミーユは片目をエロイサへ送る。


    「……王女がジェミニに誘拐されたという話、他言はなりませんよ、エロイサ。共和国でも、ごく一部の幹部しか知らない話ですから」


    「わかってる。誰にも言わない。……わたし、あなたの力になりたいの、カミーユ」


    　エロイサは両手をカミーユの背に回す。


    「……はい。あなたがいるから戦えます。この国をもっともっと良くして……あなたのようなかたが踏まれない社会を築きたいのです」


    　カミーユはエロイサの背へ回す両手へ力を込めた。


    「ありがとう、カミーユ。わたしにはあなたしかいないの。お願いだから放さないで……」


    「……はい。もう決して、あなたに悲しい思いはさせません。幸福だけを、あなたに送りつづけたいのです」


    「ああ、カミーユ、愛してる……」


    　言葉とは裏腹に、エロイサの表情は冷めたまま壁をむいていた。紫紺の瞳が妖しい光をたたえて、暗闇へ沈んだ。


    



    　†††


    



    　七月の日差しがサラサール家の墓を白く照らし出していた。


    　長く訪れるものがいなかったため、墓ぼ碑ひにはツタが絡みつき、碑銘を刻んだ石碑は雑草に埋もれそうになっていた。


    　ひとり、墓参に訪れたメルヴィルはため息をついてツタを引きちぎり、雑草をむしり取って、父母の碑銘を日の光にさらした。


    　花束を供えて、墓の前に屈み込み、両親へ報告する。


    「サン・ルーカスを買い戻しました」


    　十年前、領地経営に失敗したメルヴィルの父親が、伯爵位と一緒に富裕商人アキナスに売り払った土地の名前だった。


    「経営はサリューに任せます。わたしには地主など退屈過ぎて務まりませんから」


    　穏やかな口調でメルヴィルは墓に語りかける。弟のサリューはサラサール家の没落に伴い、相場師や家庭教師などの職を転々としていたが、これでようやく安定した暮らしができるだろう。


    「領民たちも喜んでいます。サラサールの家名は、サン・ルーカスと共にサリューが守っていきましょう。ですから父上。母上。どうか安らかに」


    　メルヴィルはそう報告し、片膝ひざをついてしばらく父母の冥福を祈った。


    　西征から帰還して一か月弱。


    　メルヴィルの働きに報むくいるために、ルカは商人アキナスと交渉し、サン・ルーカスと旧ロマンヴィル騎士団領ラクティス地方を交換することで合意した。ラクティス地方は肥ひ沃よくな穀倉地帯であり、アキナスにとってはサン・ルーカスの倍近い収入を得られる取引だった。


    　ルカは買い取ったサン・ルーカスをそのままメルヴィルに与えた。メルヴィルはちりぢりになっていた一族郎党と使用人たちを呼び戻し、弟を地主としてサラサール家を再興した。


    『借りは返せたか』


    　ルカのその問いに、メルヴィルは肩をすくめ答えた。


    『充分すぎる』


    　およそ二年ほど前、ヴラドレン皇太子と共にカロルメン台地から逃げ出したルカをメルヴィルが追い、捕縛したとき。進退窮まったルカは、メルヴィルとガヴーの望みを叶えると誓って、ふたりをジェミニから離反させた。皇族であるジェミニの指揮下を離れ、ただの傭よう兵へいであるルカの配下となることは大きな決断だったが、それが間違っていなかったことをいまメルヴィルは両親の墓前で噛かみしめている。


    　伯爵家の御おん曹ぞう司しから、流れものの傭兵へ転落して十年。父母の願いを叶えるために堪え忍んだ日々は、今日で終わりだ。


    「お別れです、父上。母上。もうここには戻りません」


    　メルヴィルは顔をあげて、父母へ告げた。


    「あとはわたしの好きに生きます」


    　立ち上がり、墓へ語りかける。


    「仲間たちと共に」


    　きびすを返して愛馬にまたがり、墓地を駆け去った。もう振り返らなかった。


    



    　メルヴィルはしばらく馬を走らせて、ピケットという小さな宿場町へ辿たどり着いた。


    　人口は七百人ほど。白い壁にオレンジ屋根の旅籠はたごや酒場、露店市や教会や役場が街道沿いにぎゅっと押し詰まって、人通りもちらほらとある。


    　十年前、メルヴィルが十八歳だったころによく訪れた町だった。


    　懐かしい気持ちで愛馬を歩ませ、見覚えのあるパン屋や仕立屋の前を通り抜けて、ピケット駅の厩きゆう舎しやに着いた。知り合いでもいるかと舎内を覗のぞき込んでみると、汚い身なりの調教師が腰を上げた。


    「おぉっ、もしやカリスト坊ちゃん!?　坊ちゃんじゃありやせんか！」


    　驚いた表情で、黄ばんだ歯を剥むき出しにして寄ってくる。久しぶりに本名で呼ばれ、メルヴィルは苦笑する。


    「まだいたのかプロペロ。息災そうだ」


    「えぇ、えぇ、おかげさまで！　しかしこりゃ驚いた、ずいぶん立派な身なりで！　馬もいい馬じゃないですか、いまどうしてるんです!?」


    　かつての馬好きカリスト坊ちゃんが、まさかいまをときめく「騎兵王」メルヴィルだとは思ってもいないらしく、プロペロは勢い込んで聞いてくる。メルヴィルは笑いながら、


    「傭よう兵へいをやっていてな。そこそこ稼いでいる。お前に仕込まれた馬術のおかげだよ」


    　プロペロは破顔し、げははは、と笑った。


    「坊ちゃんの馬好きもたいそうなものでしたからなあ！　サラサールの旦だん那ながあんなことになっちまって心配してたんですよ、いきなりお屋敷の人間がみーんないなくなっちまったもんだから！　それで、旦那も奥様もお元気ですか!?」


    　メルヴィルはかいつまんで事情を話すが、自分がルナ・シエラ共和国の軍団長である事実は隠した。軍団長メルヴィルの出自がサラサール伯爵家であることを知られると、貴族に対して恨みを抱いている民衆の余計な反感を買う恐れがあった。あくまで傭兵として糊こ口こうをしのいでいると言い張って、懐かしいひとの名前を出してみる。


    「アイラはどうしている？　まだ町にいるのか？」


    　おぉ、とプロペロは呻うめいて、やや目線を翳かげらせた。


    「アイラお嬢さまは……三年ほど前に嫁に行かれました。確か、けっこう裕福な家だったと思うんですが……住所はどこだったっけなあ……」


    　答えを受けて、メルヴィルは少し言葉を呑のみ、それから口元だけで笑んだ。


    「……そうか。そうだろうな。いや、それならいい」


    「ちょっと、調べてみましょうか？　駅長に聞けば、いまどこにいるか教えてくれると思いやす。ちょっと待っててください、すぐ戻りやすんで……」


    　メルヴィルに断る隙すきも与えず、プロペロはさっさと駅舎へ消えていく。去るべきかと迷ったが、メルヴィルは結局その場に居残って、懐かしいひとがいま、ここから十五キロメートルほど離れた商家で暮らしていることを知った。


    「坊ちゃんが来たらきっとお嬢さまも喜びますぜ！　坊ちゃんがいなくなって、ずいぶん落ち込んでらっしゃったから……。求婚はたくさんあったのに、三年前までどこにも嫁に行かなかったのも、きっと坊ちゃんの帰りを待ってたからで……」


    「どうだろうな、うん。いやありがとう、助かったよ」


    　歯切れの悪い返事でプロペロの言葉を遮さえぎり、メルヴィルは愛馬にまたがった。そのくらいの距離であれば、日没前に家の前を通りかかるくらいはできるだろうが。


    　──だが、いまさら会ってどうする？


    　自問しながらも、馬首は当たり前のように教えてもらった場所へむいていた。


    



    『いいなー。いいなー。戦いに行けていいなー』


    　懐かしい町並みを歩き抜けながら、遠い日のアイラの言葉が耳によぎった。かつてこの町で過ごした日、ぴしりとした乗馬服に身を包んで、栗毛の愛馬にまたがり、勝ち気な少女はそう言って頬ほおを膨らませていた。


    『不公平だ。平等じゃない。きみのような不良が王国のために働くってのに、どうしてわたしは戦争に行けない？』


    　女だからな。どんなに馬術が優れていても、女は戦場に立てない。


    『わたしのほうがきみよりうまいじゃないか！　馬だってわたしになついているし！　きみより遙はるかに役に立つ自信がある！』


    　髪を切って男のフリでもしたらどうだ？　おれの従者ということにして戦場に連れていってやる。


    『きみの従者～？　イヤだ！　一騎兵アイラ・デルガドとして戦場に出たい！』


    　叶わない夢をがなり立てるアイラを、カリスト・サラサールことメルヴィルはなだめるしかない。アイラはピケット町長の長女、つまり裕福な家のお嬢さまなのだが、なぜか生来おてんばで、特に乗馬をこよなく愛し、サラサール伯爵家の長男カリストが相手でも全く物怖じすることなく、ずけずけと言いたいことを言ってくる。


    『騎兵は三十歳まで生きられないというぞ。三十を過ぎているというだけで、臆おく病びよう者呼ばわりされる兵へい科かだ。どれほど馬術に秀でようと、女には務まらない』


    　カリストの戒めに、アイラは目を剥むいて答える。


    『バカにするな、死ぬのなんて怖くない！　やれというなら突撃だってできるさ、男なんかに負けるもんか！』


    　うしろでまとめた赤毛に、翡ひ翠すい色の瞳。愛くるしい顔立ちをしていて、家柄も良く、立ち振る舞いもさっぱりしているからモテるのに。あまりにも男勝りだから、不良貴族のカリストくらいしか遊び相手がいない。


    『言ったな。西門まで競走するか？』


    　誘うと、アイラの表情が輝く。


    『負けたほうがワッフルをおごる！　よーいどん！』


    　いきなり鐙あぶみを蹴けって、アイラが駆け出す。カリストも笑って、アイラの背を追う。いつもそうやってふたりで馬を乗り回し、競い合っていた。楽しかった日々はサラサール家の没落によって唐突に終わり、カリスト・サラサールはさよならも告げることなくアイラの前からすがたを消した。


    



    　夕陽が街道沿いの並木の影を長くしていた。


    　淡い茜あかね色に染まった空の下、青々としたキャベツ畑が平地のうねりを覆っていた。


    　キャベツ畑の真ん中に、周囲を石垣で覆った豪農の屋敷があった。プロペロに教えてもらったアイラの嫁ぎ先だ。


    　メルヴィルは街道に馬の足を止め、鞍くらにまたがったまま屋敷を遠望した。


    　もう自分はアイラの人生から消え去った人間だ。いまさら顔を合わせたところで、交わす言葉も持たない。


    　だがしかし、自分でも制御できないなにかが心を掻かき乱している。もしかすると、たとえば偶然、道のむこうから歩いてきたアイラが自分に気づいたり──。


    　乾いた風が吹き抜けて、砂さ塵じんがくるくる回りながら目の前を行き過ぎた。帰るべきだとわかっているのに、馬の足は止まったまま動かない。落ちていく日差しを横合いから受けながら、メルヴィルは行くことも戻ることもせず、ただその場に立ちすくんでいた。


    　と──。


    　屋敷の正門がひらいて、なかからひとりの貴婦人が現れた。


    　乳幼児を胸に抱いて、あやしながら、キャベツ畑のあぜ道を歩きはじめる。


    　メルヴィルのところからは数十メートル離れているが、アイラだとわかった。十年前と同じく、長い赤毛をうしろでひとつにまとめていた。


    　正体の知れない痛みが、メルヴィルの中心を爆はぜた。


    　かすかに赤ん坊の泣き声が聞こえる気がした。アイラは赤ん坊に語りかけながら、ひとり、畦を歩んでいく。


    　メルヴィルは鞍を降りた。そして黙って遠くのアイラを見つめた。せめて、なにもいわずにすがたを消してしまったことを詫わびるべきではないか……。


    　煩はん悶もんはしかし、畦のむこうから歩いてきた農夫によって破られた。


    　背中の籠にキャベツを詰め込んだ青年が、アイラに駆け寄って赤ん坊を覗のぞき込んだ。アイラは笑顔で青年を迎え入れ、ふたりがかりで赤ん坊をあやしはじめた。遠く聞こえていた泣き声がやんで、ふたりは微ほほ笑えみを交わし、連れだって屋敷へ消えていった。


    　メルヴィルはそのまましばらく、そこに立ちすくんでいた。炊事の煙が煙突から立ち上り、ほんのり夕食の香りが届いたような気がした。


    　目を閉じて、大気を胸の奥へ一度深く吸い込んだ。そして目をひらき、空を見上げた。これでいいと思えた。


    「幸せに、アイラ」


    　届かない言葉を空へ送った。自分のうちに女性を容れるスペースはアイラひとりでいっぱいだったし、これからもそれで良かった。
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    　鞍にまたがり手た綱づなを叩いた。愛馬はゆっくりと歩みはじめる。


    　──三十歳を過ぎた騎兵は、ただの卑ひ怯きよう者だ。


    　騎兵の矜きよう持じを、メルヴィルは胸の奥に呟つぶやいてみる。


    　損そん耗もう率の異常に高い兵へい科かだ。ひとたび突撃を敢行したなら、一個大隊が全滅することも珍しくない。自分はもう二十八歳。騎兵としては長生きの部類に入る。これまで死ななかっただけでも奇跡的だ。


    　──長くは生きられない。


    　──それなら、この世の持ち物は少ないほうがいい。


    　吹き付けてくる乾いた風に、メルヴィルの髪がなびく。


    　──所領は取り戻した。アイラの幸せもこの目で見た。


    　──心残りはなにもない。


    　戦士の笑みを、向かい風に刻む。


    『楽園ヴアルハラで会おう』


    　風のうちに、突撃前に部下たちと交わす言葉が聞こえた。


    　大勢の仲間が、突撃時にその誓いを交わし、戦場に散っていった。自分がいつまでも地上でぐずぐずしていては、先に楽園ヴアルハラに辿たどり着いた彼らが待ちくたびれてしまう。


    　ルカはこれから東征を開始するだろう。死に場所はきっと、東征のうちで見つかる。ルカから聞いた東征の本当の目的を思い出して、メルヴィルは愉快そうに笑う。


    　──ただ王女ファニアを取り戻すために、か。


    　実に楽しい、とメルヴィルは思う。


    　自由のためでも平等のためでもなく、ただひとり、恋した女性のために世界を焼き尽くす。


    　偽善者じみた目的ではない、これ以上ないほど独りよがりで傲ごう慢まんなルカの夢に、メルヴィルはおのれの命をくれてやろうと決めている。


    　──大義のためよりよほどいい。


    　──他人の恋のために死ぬ。


    　──騎兵の死としては最高だ。


    　ひとり、楽しげに笑いながら、メルヴィルは風のなかを歩んでいった。心残りはもはやなかった。


    



    　†††


    



    　一辺が百五十メートルに及ぶ方陣が四つ、砂さ塵じんを蹴け立てて進軍していた。


    　ルナ・シエラ共和国軍を示す漆黒の軍服を着た戦列歩兵たちは鼓笛隊の伴奏に合わせ、規則正しい歩調を保ったまま平原の畝うねを乗り越え、規定の地点に達したところで士官の号令がかかり、四列横陣へと隊形を変えた。


    　同時に、方陣内に収まっていた野戦砲隊が横陣の継ぎ目を疾駆して、またたくまに砲列を敷く。さらにその砲列を追い越して、機械兵十数機が地響きを立てて縦陣から横陣へ移行し、一斉に槍やりの穂先を前方に突き出す。水が流れるように淀よどみない運動が、この四か月間に及ぶ駐ちゆう屯とん地での訓練の成果を示していた。


    



    　ステファノ歴一七九五年、八月八日、レオカディオ平原──。


    



    　ロマンヴィル騎士団を示す灰色の軍装に身を包んだ騎兵隊およそ三千が、きらびやかな軍旗をはためかせつつ速歩トロツトで行き過ぎていく。その後方から、テラノーラ慈善同盟軍を示す赤の軍装の歩兵が四角い兵団を組み上げて、八月の日差しを銃剣の林で弾きながら、ルナ・シエラ軍の横陣の目の前を行き過ぎる。黒、赤、灰色、三色の軍服を着た兵団は互いに接触することなく、平原に幾き何か学がく的な文様を描きつつ動き、止まり、号令に合わせて自在にその隊形を変えた。


    『ルナ・シエラ連合軍』と呼ばれる、テラノーラ、ロマンヴィル、ルナ・シエラ、三か国連合軍によるはじめての合同演習だった。総勢三十八万人を超える大軍団がここレオカディオ平原に集結し、会戦における各軍の連繋を確認し、調整をしていた。


    　連合軍総司令部は、平原を見下ろす高台に設置されていた。


    　騎乗した高級将校たちが十数名、遠眼鏡とおめがねを片手に各兵団の運動を観察し、記録事項を傍かたわらの書記官に口頭で伝えたり、伝令を送ったり、副官を怒鳴りつけたりしていた。


    　ロマンヴィル騎士団とテラノーラ慈善同盟軍からも、司令官にあたる将校が派遣されてはきていた。しかし中心に立って指揮を執っているのは明らかに、漆黒の軍装に身を包んだ連合軍総司令官ルカ・バルカと、ルナ・シエラ第二軍団長ガヴーのふたりだった。


    　ルカは愛獣バウワウにまたがったまま、黒マントを風になびかせ、長く伸びた髪の隙すき間まから紅の眼光を平原に突き立てて、主に共和国軍の歩兵を注視していた。


    「多国籍軍の弱点は、兵団と兵団の連接部だ。この継ぎ目を襲われて壊かい滅めつした戦例は多い。テラノーラのあの方陣ふたつ、もっと他部隊に寄せて行動させろ」


    　ルカは背後に控えていたテラノーラ軍の高級将校にそう命じる。言われた将校は顔を青ざめさせて、慌てて伝令を飛ばす。


    　ルカは戦場に目を戻し、ルナ・シエラの横陣が整然と前進するさまを見やる。戦列歩兵は横陣を組んで戦えるようになれば一人前と言われる。敵の銃砲火のなか、横陣を崩さず持ちこたえるのは非常な勇気が必要だ。


    「うちの兵隊も立派になったな。戦意が高いぶん、外国の正規兵より使えるぜ」


    　ルカの傍かたわら、愛獣の鎌かま鳥どりに騎乗したガヴーが頷うなずく。


    「即席士官も、出来が良い」


    　ルナ・シエラ共和国軍は革命によって貴族たちが国外へ逃げ出したため、士官不足が深刻だった。そのためルカは自みずから選抜した下士官・兵を士官として昇進させ、今回の演習に参加させていた。


    「大部隊を率いた経験はないが、戦場の経験は持ってる。この演習で能力を見極めて、優秀なものは将校に抜ばつ擢てきする。貴族でなければ将校になれない時代は、もう終わりだ」


    　これまで百人規模の小隊・中隊しか指揮した経験のないものを、いきなり一万人規模の兵団を指揮する将校に昇格させる。それが士官不足を補うためのルカの苦肉の策だった。


    　ルカは後方に控えるロマンヴィル騎士団長ボーンザックを振り返った。


    「聞いたとおりだ。ロマンヴィル騎士団も身分制は廃止して、優秀な下士官や兵は士官として登用してくれ。来月までに五十人、新しい士官を選抜してほしい」


    　反応を予想したうえでそう告げると、明らかな怒気が騎士団長から返った。


    「農民を騎士にしろと申されるのか」


    　その言葉に、ルカは黙視を返すのみ。なにも言わずとも視線がルカの語られない言葉をボーンザックに伝える。


    　おれの出自は農民以下だが？


    「……………………」


    　貧民が騎士に勝つ時代なんだよ。


    「…………はっ」


    　屈辱に震えながら、ボーンザックは目線を落として拝命した。灰色の軍服を身につけていることでロマンヴィル騎士団としての体面は保っているが、実態はルナ・シエラ共和国軍の命令系統に組み込まれて指揮権はなく、ルカの意志に逆らえない。これからは庶民あがりでも優秀な兵隊であれば、騎士として振る舞えることになってしまった。それは誇り高きロマンヴィル騎士団の事実上の終しゆう焉えんを意味する。


    　怒りに震えるボーンザックからガヴーに目を戻し、ルカは小声で呟つぶやく。


    「つぎはぎ軍団だな」


    　その自じ嘲ちように、ガヴーは頷うなずく。


    「最低でも来年の春までは、騎兵・砲兵の錬成にあてたい」


    「……でもゼノビアは待っちゃくれない」


    　バール川を国境線としてルナ・シエラ共和国に接するゼノビア都市連合は、すでに兵の動員をはじめている。ぐずぐずしていれば十月には国境線を越えてくる。


    「この状態で勝つには、こちらから攻めるしかない」


    　ガヴーは短く正論を述べる。ルカは頷く。ガヴーの言うとおり、こちらから計画的に攻め込んだなら、練度の低さを精密な作戦で補うことができる。


    　問題はひとつ。


    「なにもしてない相手に殴りかかったら、悪役だぜ」


    　ルカが英雄であるから、大勢の庶民が徴集兵・義勇兵として参戦してくれている。兵の士気の高さが共和国軍の強さの源泉だ。しかしルカが悪役となってしまえば、人気が落ちてしまう恐れがある。


    「ガヴーは政治のことはわからない」


    　ガヴーはつれなく相談を断ち切る。ルカは閉口して、目線をルナ・シエラ連合軍へ戻す。


    　練度の低い軍隊を駐ちゆう屯とん地で鍛きたえながら、ゼノビアの侵攻を待つか。


    　それともいっそのことこちらから攻め込んで、練度の低さを作戦計画の妙で補うか。


    　難しい決断をルカは迫られていた。


    　結論は出ないまま、夜が来た。


    



    　三十八万名もの兵員が集結したなら当然、商人たちが荷馬車を連ね集まって、平原には一夜にして巨大な街が出現する。燃料、弾薬、靴や馬具や銃火器、機械兵の予備パーツなどの軍需品はもちろん、食べ物の屋台、楽団、紙芝居に舞台演劇、針仕事、洗濯、商売女まであらゆる職業のものが群れ集まって、この平原の一角だけ星座を撒まいたみたいに煌こう々こうと明るい。


    　兵士たちは昼間の演習の疲れにもめげず、市場に繰り出して飲み、食べ、踊ったり歌ったり賭かけ事に興じたり。粗野な笑い声と怒鳴り声、女性たちの嬌きよう声せいが八月の夜の底をにぎやかにしていた。


    　ルカは市場から少し離れた地主屋敷に総司令部を置き、メルヴィル、ガヴーと共に今日明らかになった問題点を洗い出し、明日の演習の予定を組んでいた。


    「同盟軍は戦意が低い。我々に反感を持っている。本番で使いものになるか、正直怪しい」


    　ガヴーの言葉に、レオカディオ平原の地勢図を囲んだルカとメルヴィルも頷うなずく。


    「駐留費を全部、同盟側に押しつけているからな。税金もあがったし、賦ふ役えきも課せられるし、住民もおれたちを見る目が冷たいぜ」


    　メルヴィルの率直な意見に、ルカが答える。


    「戦争に勝てば人気はあとからついてくる。とにかくどんな手を使っても勝つんだ。あらゆるやりくちを総動員してリヴァノヴァを滅ほろぼす。おれはそれしか考えない」


    　きっぱりと言い切るルカに、メルヴィルはにやりと笑って声を忍ばせる。


    「そして王女ファニアを取り戻す」


    　ルカは髪の隙すき間まから片目だけをメルヴィルにむけて、


    「そうだ。悪人だろ」


    「いいや、魔王だね」


    　同盟軍の司令官やほかの高級将校に聞かれたらたちまち糾きゆう弾だんされる内容だが、三人だけの作戦会議だから真実を共有できる。ルカがファニアを取り戻すことを目的に独裁者となり、この巨大な軍団を指揮していることを知っているのは、メルヴィルとガヴーのほかにはミズキとアステル、それからカミーユだけだ。


    　ガヴーが重く告げる。


    「グレイスランドが統一されれば戦争は終わる。民も喜ぶ。ルカの動機がなんだろうが、ガヴーは気にしない」


    　どうやらルカを励ましてくれているらしい。ルカはガヴーに笑いかけ、


    「ありがとよ。グレイスランドを統一したら、エデンの連中もこっちの言うことに耳を傾けるかもしれない。ガヴーの家族も助けないとな」


    　ガヴーの家族は昔、貴族の策略によってエデンに売られてしまった。ガヴーがルカの配下になったのも、「家族を助ける」という条件をルカが受けたからだ。


    　ガヴーは相変わらず無表情を崩さず、頼む。


    「もしもガヴーが死んでも、家族は助け出してほしい」


    　ルカはへらりと笑う。


    「縁起でもねえな。お前に死なれたら、この国は終わりだよ」


    「……ルカがいれば国は保もつ。ガヴーはルカの道具でいい」


    　戦場以外では珍しくガヴーがよく喋しやべっていた。なんだかこそばゆくて、ルカは肩をすくめてごまかした。


    



    　ガヴーも幕営に戻り、ルカはひとり、屋敷の執務室に入って山積みの書類へ目を通しはじめた。徴ちよう兵へい、徴税、労役、徴発、治安、福祉、公共工事に関する各種書類、五百人議会を通過した法案の承認もしくは拒否、軍編成に伴う人事発令書、アケロン同盟内に施行する戦時特別法案等々、さまざまの書類がルカの返事を求め、サインを要求した。ルカはなにかに取り憑つかれたように、自みずからの執務に溺おぼれた。


    　我に返るのが怖かった。


    　仕事をしていれば、余計なことを考えずに済んだ。


    　グレイスランドを統一する。


    　そのことだけを考えつづけ、自らのすべてを仕事のなかへ埋没させた。


    　体力が尽きて自然に眠るまで仕事をつづけていたかった。実際、これまで何度も羽根ペンを片手に握りしめたまま執務机に突っ伏して眠った。


    　わずかでも仕事以外のことを考えてしまったら、耐えがたい痛みに全身が苛さいなまれる。たとえば夜の色に塗り込められた窓ガラスに、忘れ得ぬ葡ぶ萄どう色の瞳が映し出されたいまのように。


    「ぐ…………っ」


    　ルカは呻うめき、羽根ペンの先がインクの染みを作る。


    　またはじまった。


    　──やめろ。


    　自制しようとするが、書類に広がる染みのように、意識の水槽へ黒い痛みが押し広がっていく。


    　窓ガラスに映り込んだ、長い銀の髪。


    　憂うれいをたたえた葡萄色の瞳と、しなやかで張りのある肌。


    　絡み合った指先。かすかな鼓動と吐息。自分の中心に嵌はまり込んだ、もうひとつの生命。


    　痛い。


    　──やめろ。


    　もう一度、自制を試みる。


    　しかし、窓ガラスに映り込んだ王女ファニア・ガルメンディアは消えてくれない。


    　肉体を構成するすべての細胞に、刺し貫くような痛みの因子が浸透し、意識そのものが痛みに変じる。


    　ぎぎぎ、とルカの奥歯が軋きしむ。


    　──考えるな。


    　思考を、ままならない意識へ突き立てる。しかし窓ガラスには、もうひとり、別の男が映り込む。


    　褐色の肌。白銀色の髪と瞳。怜れい悧りさをたたえた口元に、こびりついたような嘲ちよう笑しよう。


    　男がファニアを両手で抱く。切ない声が、ルカの耳に残響する。


    「やめろ」


    　声に出す。しかし神聖リヴァノヴァ帝国皇帝ジェミニは楽しそうにルカを見ながら、生のままの王女を弄もてあそぶ。


    　ルカの口元から血が流れる。机に突き立てていた羽根ペンが折れる。獣のように唸うなりながらルカはおのれの顔を片手で押さえ込み、指先を突き立てる。


    　目元が吊つり上がり、こめかみと額と眼球に微細な血管が浮かび上がる。指が折れ曲がり、あたかも自みずからの頭ず蓋がいを砕こうとしているかのよう。


    「殺してやる」


    　窓ガラスのジェミニへ、絞り出すようにそう告げる。


    「磨すり潰つぶしてやる。必ず」


    　肺はい腑ふの底から突き上がってくる憎悪を言葉に変える。憎しみにしてしまえば、痛みを忘れられる。


    　──殺してやるよ、ジェミニ。


    　──国ごと、お前を消してやる。


    　ルカはおのれの内壁へその誓いを刻む。窓ガラスのなか、ファニアは消えてジェミニの淫いん靡びな笑みだけが残る。指の狭はざ間まから、ルカの紅の眼光がジェミニを射い貫ぬく。


    「殺す。必ず殺す……」


    　重い呟つぶやきが何度も何度も、ひとりきりの執務室に響く。空っぽの自分の中心へ熱い憎悪を詰め込んで凍いてつく寂せき寥りようをないことにする。


    　リヴァノヴァ帝国に間諜は送り込んでいるものの、ファニアの状況は全くわからない。


    　おそらくは「皇帝自らが王女ファニアを救い出す」などと美談を仕立てて喧けん伝でんするものと予想していたが、そんな報告は聞こえてこない。去年の十一月にさらわれて以来、およそ八か月が経過したが、帝国から届くのは不気味な沈黙のみだ。


    　虚無の潮流が、憎悪を洗い流してまた痛みを押し広げる。こんな寂しい痛みを抱えるくらいなら、憎悪の熱に焼かれるほうがマシなのに。混乱した意識を抱えたまま、ルカは終わらない煩はん悶もんにただ耐えるしかない……。


    



    　†††


    



    　同日、神聖リヴァノヴァ帝国皇都パグラチオン──。


    



    　実に真ま面じ目めな皇帝ぶりだ、と自分で自分を褒ほめてみる。元々、皇帝としての素質があったのだろう。やりがいのある楽しい仕事だ。人生でいまが一番、絶好調といって良い。


    　神聖リヴァノヴァ帝国皇帝ジェミニは胸いっぱいに満足を詰め込み、パグラチオン宮殿の玉座に腰を下ろして、目の前にかしずく数多あまたの廷臣を見渡していた。


    　戴たい冠かんして二年数か月が経ち、白と金を基調にした窮屈な衣い裳しようの多すぎる勲章や胸飾りにも慣れ、側近の誰が有能で誰がバカかをすっかり見定め、有能ならば身分が低かろうが取り立て、バカならば追放もしくは処刑した。リヴァノヴァ皇家による長年の親族経営ですっかり馴なれ合い緩みきっていた宮廷の雰囲気はこの二年少々で劇的に変化し、互いが互いを監視し合い、不正や堕落があったならすぐさま皇帝に告げ口をする緊張感が生まれていた。


    　パグラチオン宮殿に隣接した兵舎には、かつてのドル・ドラム戦役において「ジェミニ連隊」と称された兵士を中心に、新たに選び抜かれた精兵約一万五千が近この衛え兵として常駐しており、玉座からいかなる無茶苦茶な勅ちよく令れいが発せられようが、それが暴力によって解決される類たぐいのものであればたちまち軍靴の響きと共に解決した。


    　富裕商人とつるんで食料を買い占め、市場価格を釣り上げて暴利を得ていたコロボフ伯爵は裁判を経ることもなくいきなり近衛兵に拘こう束そくされ、爵位も領地も没収されて牢ろう獄ごくへぶちこまれた。談合によって知り合いの業者に公共事業を受注させていたセロヴァ侯爵も、官僚と癒着して不当な税収を得ていたシドレンコ子爵も、ある日いきなり屋敷へ近衛兵が突入してきて有無も言わさず投獄された。


    　高名な大貴族がジェミニによって次々と爵位を剥はぎ取られ、領地を没収されて投獄されていった。貴族たちは猛然とジェミニに抗議したが、帝国民は熱狂的に支持した。かつて流る浪ろうの皇子として貧民街に住んでいたジェミニだからこそ、しがらみにとらわれることなく、腐った貴族や役人へ正義の鉄てつ槌ついを下すことができる。貴族の卑ひ怯きようなやり口が暴かれ、裁かれるたびに、帝国民はそういう言葉で新たなる皇帝を称たたえた。


    　ガルメンディア革命が庶民による「下からの革命」とすれば、いまジェミニが帝国で行っているのは皇帝自みずからタクトを振って大貴族を駆逐する「上からの革命」だ。


    　眼目は、庶民の人気取り、である。


    　宮廷の新参者のジェミニが、大貴族たちの反感から身を守るには、強大な近衛兵を身近に維持することと共に、民衆に支持されることが必要だった。


    　議会を通さず、皇帝の独断で立案し公布される「皇帝立法」に基づき、民のご機嫌を取るための勅令をすでに七十以上も公布している。


    　貴族と教会へ各種税金を課すもの、貴族による不当な収奪、賦ふ役えき、談合を禁じるもの、貨幣の質を良くするもの、上下水道・ガス・公共施設など、社会インフラを再整備するもの……。勅令が発せられるたび、帝国民はジェミニの指揮棒に称賛を浴びせた。


    　ジェミニが支持層として取り込むのは、職を持ち、税金を納める中産階級の民衆だった。このところ社会的な自覚に目覚めはじめたこの階級を味方に取り込み、目下の敵である大貴族の力を削ぎ落とすことに利用した。貴族から権益を剥ぎ取って民衆に投げ与えるたび、ジェミニの足下は盤ばん石じやくなものになっていく。


    　中産階級には慈悲深いジェミニだが、無産階級、つまり貧民には徹底的に厳しかった。税金も納められないくせに、支配者層へ恨みを抱き、犯罪に走る、暴動を起こす、そういう連中は全員死んでしまえばいい。それが皇帝の方針だった。


    　救貧院、貧民宿の類たぐいは全廃された。社会福祉予算も大幅に削減され、学校に通えない貧民がまともな職に就ける機会は失われた。さらに、路上で眠ることを法令で禁止した。それまで路上で寝起きしていた貧民たちは、警察によって夜中に無理やりたたき起こされ、夜通し歩くことを強制された。事実上、貧民に「眠りたいなら死ね」と宣告する法令だった。これにより数十万人の貧民が夜中の行進中に力尽きて死に、共同墓地はどこも満杯になり、葬られるのを待つ貧民の死体袋があちこちに小山のように積み重なって、死臭が街に充満した。


    　国外政策においては、ジェミニはウェイステッドランド方面軍を増強し、第四次ドル・ドラム戦役で属領としたドル・ドラム王国のさらに東、オリナダ川を越えた東とう匈きよう・イフティラール教団支配地域へと侵攻させた。


    　東方軍はすさまじい勢いでオリナダ川以東を制圧、属領化した地域は「東方参事会」と呼ばれるジェミニの親衛隊が統治し、軍税をはじめとする過酷な重税政策を敷いて搾さく取しゆした。


    「野蛮人を統治するのに必要なのは法律でも憲法でもない、銃剣と火薬だ」


    　皇帝ジェミニはウェイステッドランドへ送り込むことになった東方参事会のメンバーへ、直接そう語りかけるのが常だった。


    「ウェイステッドランドの人民から支持される必要はない。ぼくらに必要なのはあくまで本国の中産階級からの支持だ。情け容よう赦しやは一切無用、ウェイステッドランドのすべてを搾り取り、本国に送れ。逆らうものは全員、奴隷としてエデンに売るんだ」


    　皇帝自みずからにそう命令されて属領へ送り込まれた参事たちは、いつしか「銃剣参事」と呼ばれ彼かの地で忌いみ嫌われるようになっていた。


    　東方軍の侵攻が本格化して二年半ほどが経つが、その間、属領化された地域で逮捕され、奴隷商に売られた人間は五十万人を超えていた。新たな統治者に反対した、税をごまかした、陰で皇帝の悪口を叩いた……。住民たちはちっぽけな理由で捕らえられ、裁判も経ずに荷馬車に詰め込まれ、グレイスポイントと引き換えにエデンに売られた。重い軍税だけではなく、賦ふ役えき・兵役に加えてそれまでなかった消費税まで課されて、ウェイステッドランドの住民たちはただ奪われるだけの生活を余儀なくされた。さらに帝国の貨幣制度を押しつけられたため、輸出品は安く買いたたかれ、国内産業は衰退、宗主国へ富が流出せざるを得ない産業構造が出来上がってしまった。


    　ジェミニの占領政策の根本は「不寛容」だった。


    　本国の中産階級には寛容だが、属領の住民に対しては一切の反論を認めず、ただ大地や鉱山から富を抽出する道具として使役する。栄えるのは帝国民のみ、属領に住まう人間は全員が奴隷であり、逆らうものはエデンに売って先進兵器アークに変える。


    　結果、ウェイステッドランドはジェミニにとって「打ち出の小こ槌づち」となった。


    　肥ひ沃よくな大地と鉱物資源は帝国へ無限の富を供給し、ジェミニは広大な隠し領地と隠し財産を取得、個人収入のほとんどを自みずからの近この衛え兵の維持増強費に充てて、並み居る大貴族たちを皇帝個人の武力で圧倒し、支配した。


    　一連の施策によって、神聖リヴァノヴァ帝国の国力はわずか二年半のうちに右肩上がりで増強し、空っぽだった国庫にはウェイステッドランドからの税収が満ちあふれて、国債価格も跳ね上がった。腐った貴族や官僚は追い出され、代わりに身分は低いが優秀な人材が重要な役職に配置され、貴族と教会にも課税が為なされたため帝国民の生活は豊かになった。皇帝ジェミニは一億一千万人の帝国民にとっては「救世主」であり、それ以外の全グレイスランド住民、全ウェイステッドランド住民にとっては魔王だった。


    　ジェミニは皇帝の執務をゲームとして楽しんでいた。


    　玉座に腰掛け、信頼する側近たちから各種の報告や相談を受けて、その場で口頭で発した指示を傍かたわらの書記官が書き留めて、たちまち勅ちよく令れいとして公布される。自らの意志が帝国全土、ウェイステッドランド全土へ広がっていき、世界は変化し、数十万単位の人間たちが歓喜し、あるいは絶望する。自らの意志ひとつで変化していく世界の様子がたまらなく面白く、やりがいがあった。


    　思いどおりにならないことなどなかった。すべてがジェミニの望むままになった。


    　執務に飽きて、豪勢な夕食を摂ると、ジェミニは後宮へ足を踏み入れた。


    　たちまちたっぷり香水を振りまいた薄着の侍じ女じよが五名ほどジェミニの周りに集まって、白絹のローブに着替えさせて、皇帝の寝室へと案内する。


    　香炉を焚たきしめた、金銀の装飾品で目もくらむほど飾り立てられたベッドに、意中の女性はひとり、ジェミニと同じ白いローブを身につけて腰を下ろしていた。


    　長い白銀の髪。毛先の跳ねた睫まつ毛げの下、翳かげりのある葡ぶ萄どう色の瞳。内側から輝くような白い肌。周囲を掃き清めるように美しい女性は、皇帝の訪問を無表情に受け入れていた。


    「待ったかい？」


    　ジェミニは優しく話しかけて、ローブを脱ぎ捨て、ベッドに入った。


    　ぞんざいな手つきで、女性のローブを剥はぎ取る。


    　みずみずしい肢し体たいが、露あらわになる。


    　ジェミニは微ほほ笑えんで、自らの玩具を思う存分弄もてあそんだ。


    「ぼくを愛してるかい」


    　ひとしきり弄び、疲れて仰あお向むけに寝転んでから、問う。


    「はい」


    　素直な言葉が女性から返り、ジェミニは満足そうに、玩具の名前を呼ぶ。


    「ぼくも好きだよ、エロイサ」


    　エロイサ・アルジャーノは葡萄色の瞳を持ち上げ、問いを返す。


    「王女ファニアより？」


    「もちろん。あんなのより全然、きみのほうがいい」


    「……うそつき」


    「失敬だな。ほんとだってば」


    　エロイサは鼻から息を抜いて、ジェミニの頬ほおをつねる。


    「たまたま工作員がファニアに似てたから、自分のものにしただけでしょうに。意地悪」


    　うふふふ、とジェミニは笑って、お気に入りの潜入工作員を片手で抱き寄せる。
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    「きみを大事に思ってるのは本当だよ。きみはきっとルカとの戦いの切り札になる」


    　お世辞を投げると、エロイサは呆あきれたようなため息をついて、ジェミニから顔を背そむけた。


    　エロイサもそれなりに美人だし、頭の良い女だ。革命以前、まだ駆け出しだったカミーユに目を付けて取り入り、いまやルナ・シエラ共和国第二執政となった彼から重要な情報を次々に引き出してジェミニに届けてくれる。それに顔立ちがファニアに似ているから、報告を受けるついでにこうして代用品として楽しむことも可能だ。


    　けれど、まあ、本物の王女ファニアと比べると。


    　──しょせん売ばい女ただ。


    　立ち振る舞いの気品や高貴さ、瞳に宿った星彩の輝き、白銀の髪に流れる薄い紫の不思議な彩り、意志の強そうな目鼻立ち、桜色に濡れた唇、言葉に宿る自然な威厳、凜々しさ、優しさ……あらゆる細部が神の配剤のごとく調和して、肉体の内部に光が宿っているかのような王女ファニアを思い出してしまったら、目の前のこれは路地裏の野良犬に等しい。


    　──魔女だな、ファニア。


    　ジェミニはしみじみそう思う。一緒にいたのはわずか一時間に満たず、手の内に抱いていたのは数分に過ぎないというのに、こちらの魂を抜き取られてしまった。魅惑の魔法で男を次々と溺死させる伝説の妖精さながら、王女ファニアは自みずからの意志とは関係なくグレイスランドの権力者たちを次々に魅了し、互いに争わせている。


    　神聖リヴァノヴァ帝国皇帝ジェミニ。そしてその兄、元皇太子ヴラドレン。ルナ・シエラ共和国第一執政ルカ・バルカ。さらにエデン飛行艦隊総司令官、グレゴリオ・オナシス中将。現在、グレイスランドの命運を握る権力者たち全員が、王女ファニア・ガルメンディアに魂を抜き取られ、王女を我が物にするために国家を巻き込み闘争に明け暮れている……！


    「ぼくらはアホか」


    「え？」


    「なんでもない」


    　思わず漏れた独り言をごまかして、ジェミニは寝返りを打った。


    　問題をここまでややこしくしたのはジェミニでもルカでもない。こうなってしまった最大の原因は、グレゴリオだ。それまではジェミニの貢みつぎ物を喜んで、ガルメンディア王国へエデン艦隊を派遣する案にも協力してくれていたが、ファニアをさらったあの夜、あの男の態度が一変した。


    　ジェミニは苦々しく、およそ九か月前の革命の夜を思い出す。


    



    　ガルメンディア革命が最高潮を迎えた、昨年十一月十七日の夜──。


    　革命見物のため、王都ラランディア上空を遊覧していたエデン飛行艦隊のもとへ、宮殿へ送り込んでいたスパイから連絡が入った。ルカ・バルカがひとりで宮殿を訪れ、近この衛え兵に鉄柵をあけさせて、宮殿内へ通されたという。一報を受けたジェミニは、ルカがファニアを力尽くで奪うために来たことを直感した。ルカが壊れるまで嫌がらせをしなければならないというのに、そんなハッピーエンドを目の前で許してたまるか。ジェミニはすぐさま、エデン飛行艦隊司令官グレゴリオのいる艦橋司令部へ赴おもむき、飛行戦艦バルバロッサを宮殿に横付けしてファニアをさらうよう頼んだ。


    　グレゴリオはその依頼に、けだるそうな瞳を持ち上げて答えた。


    『三界不可侵の協約はご存じでしょう。エデン、グレイスランド、ジュデッカは互いの領域に武力介入してはならない。陛下のご要望は、協約に反します』


    　ジェミニは鼻を鳴らし、肩をすくめた。


    『その協約、エデンは何度も破ってると思うけど。テラノーラ戦役のとき、ミカエルを聖都に投げ落として王国軍を壊かい滅めつさせたよね。あれって充分、協約違反では？』


    『あれは事前にテラノーラ側から依頼があり、エデン評議会の承認を得て、正当なグレイスポイントを得たうえで指定の時刻、場所へ商品をお届けしただけです。対して、陛下のご要望は評議会に承認されておりません。わたしの一存では決められない』


    　グレゴリオは珍しく、ジェミニに賛同しなかった。それまでは持ちつ持たれつ、互いに便宜を図ったり、多額の賄わい賂ろを送ったりしていればなんでもほいほいやってくれていたのだが、そのときだけは妙に頑固だった。


    　そしてふとジェミニは思い出した。


    　そういえばグレゴリオとファニアは以前に一度、ラランディア宮殿で会ったことがあるらしい。ふたりでダンスを踊ったとか言っていた。そして話がジェミニとファニアの結婚に及ぶとグレゴリオは途端に不機嫌になり、いきなり話を打ち切ってその場を去った。あのときはなぜグレゴリオが怒ったのかよくわからなかったが……。もしかするとこのエデン貴族、ファニアに惚れているのかもしれない。


    　ジェミニはそう直感して、頼み方を変えた。


    　ことさら真ま面じ目めな表情を取り繕い、真面目な口調で告げる。


    『このままいけばファニアはギロチン送りになる』


    『……………………』


    『革命側はファニアの存在を許さない。無理やりでもあそこから助けないと、ぼくの花嫁が汚い民衆に殺されてしまう』


    『……………………』


    　懇こん願がんすると、グレゴリオの眉み間けんに皺しわがわずかに寄った。やっぱりこいつ、ファニアに惚れているんだな。たちまち相手の弱みを看かん破ぱして、ジェミニは交渉する。


    『せめてファニアだけでも助けたい。エデンはガルメンディア王の要請によってここまで来たわけだから、ファニアを助け出すことは王の依頼に叶うはず。協定違反ではなく、王の要請を果たすために王女を救出するんだ、なにも問題はない』


    　などと臆おく面めんなく屁へ理り屈くつを並べ、根気よく説得した末、ジェミニはついに譲歩を引き出した。


    『……王女を救出するのは目をつぶっても良いでしょう。だが、そののちの王女の待遇に関して、エデン評議会に判断を委ゆだねる必要があります。しばらくはエデン特区で王女を保護し、評議会の承認を得てから改めて、陛下にお渡しするなり、王国へ帰還していただくなり、対応を決めることになりますが、それでも？』


    　グレゴリオの提案に、ジェミニは黙もつ考こうを返した。


    　そしてたちまち、真意を見破る。


    　こいつ、ファニアがぼくの嫁になるのがイヤなんだな。ぼくからファニアを引きはがして、かっこつけてエデン特区で保護してやりながら、そのうち自分のモノにしようってわけか。


    　一気にそう看かん破ぱしてから、改めて、ジェミニはおのれの目的を振り返る。


    　ジェミニがファニアを狙う目的は、ルカへの嫌がらせだ。


    　ルカの精神がぶっ壊れるまで嫌がらせして、ルカがぼくのこと以外、考えられないようにしてやりたい。ルカの頭のなかにぼくのイヤミな笑みが焼き付いてぐるぐるぐるぐる一生回りつづければ最高に楽しい。いまごろルカはラランディア宮殿で久しぶりに再会した王女といちゃいちゃしているだろうけど、そこに乗り込んで目の前で王女をぼくのものにしてやったら、きっと泣き喚わめきながら床を転げ回って悔しがるに違いない。


    　うん。


    　ファニアをルカの目の前でさらうだけで、ぼくの目的は達成される。あとはルカが勝手にぼくとファニアの痴態を想像して苦しめばいい。実際にファニアをぼくの横に置いておく必要はそんなにない。王女を消息不明にしておけば、ルカは勝手に壊れてくれる。だいたい、ぼくはファニアなんて興味ないし。


    『感謝するよ、グレゴリオ公。今後ともよろしく』


    　ジェミニの了承をグレゴリオは無表情に受け取り交渉は成立した。あとはルカに気づかれないように、エンジン音をしぼってゆっくり宮殿へ接近し、あいつにとって最悪のタイミングを見計らって王女の部屋へ突入すれば、最高の嫌がらせが完かん遂すいされる。ルカの頭はこれから死ぬまで、ぼくの笑顔でいっぱいになる……！


    



    　作戦は大成功。


    　ルカの目の前でファニアをいたぶってみたところ、あいつは泣き歪ゆがみながらぼくの名を絶叫。


    『殺すっ!!　お前を殺す!!』


    　半泣きしながら、見たことないくらい憎しみのこもった眼まな差ざしで、ルカはそんなことを言っていた。腹の底から快感が押し寄せてきて、ファニアを腕に抱いたまま挑発してやった。


    『いいね。殺しに来なよ。ぼくの帝国ときみの王国でケンカしようか。ファニアを取り合って何十万人も巻き込んで会戦ケンカするんだ、実に楽しそうだね』


    　ルカの目線が自分だけに突き立つのが大変気持ちが良く、行為をさらに二段階ほど上へ移行しようかと思ったが、うしろからグレゴリオが睨にらんでいたため断念し、飛行戦艦内に戻ってタラップを引き上げ、そのまま上昇、王都上空を離脱した。


    



    　飛行戦艦バルバロッサ内、搭乗口付近。拘こう束そくした王女ファニアは、薄いバスローブだけを身にまとい、ジェミニを睨み上げていた。


    　遠ざかっていく王都ラランディアの街明かりをガラス窓のむこうに確認してから、ジェミニはうやうやしく、王女にお辞儀した。


    『改めて、はじめまして。ぼくがジェミニだよ、花嫁さん』


    　ファニアははだけていたローブの前を合わせると、凛りんと胸を張り、批難した。


    『……非礼にもほどがありましょう。のちほどパグラチオン宮廷へ正式に抗議いたします』


    　声は怒りに震えていた。ジェミニは困り顔を持ち上げる。


    『ぼくはきみをあそこから助け出したつもりだけど』


    『そのようなこと、依頼しておりません』


    『あのままあそこにいたら、民衆に殺されるだけだよ』


    『それが定めなら従いましょう。わたしは話しあいによる解決を求めていたというのに、それを横から暴力で台無しにするなど言ごん語ご道どう断だん。おおやけになればリヴァノヴァ皇家の尊厳に関わる問題です』


    　ジェミニは頭を掻かいた。思ったより頑固だ。そして。


    　──いいなあ……。


    　短いやりとりだけれど、ファニアの佇たたずまいのすべてが魅力的だった。これほど世界は薄汚れているというのに、ファニアの周囲だけ特別な水槽で隔絶されて、天上の光輝が浸されているみたいな。


    　──ルカがあそこまで惚れるのもわかる。


    　ルカはファニアに会いたいがために革命を起こした。ただの読書好きの貧民だったルカが自みずから先頭に立って革命の旗を振るなんて似合わない、と思っていたが、すべては王女ファニアの要望に応こたえるためだった。あのドル・ドラム戦役でルカと共に「ジェミニ連隊」として名を馳はせたとき、ルカ本人からファニアの話は何度か聞いていた。内向的な性格のルカがあれほど他人を信奉する様子を見たことがなくて、悔しかった。


    　──ルカはファニアのことで頭がいっぱいだった……。


    　──そして、ファニアもルカに惚れている……。


    　先ほど奪った際のふたりの様子から、それは明らかだ。完全無欠の相思相愛。ここへクチバシを突っ込むのはよほど空気の読めない人格破は綻たん者だろう。


    『ぼくにしかできない偉業だな』


    　胸を張って告げると、ファニアの表情に嫌悪が浮かんだ。うん、どうやら嫌われたらしい。当たり前か。


    『皇家の名誉を重んじるなら、わたしを宮殿へ連れ戻しなさい。いますぐに。それであれば、この件は不問といたしましょう』


    　顔を青ざめさせて抗議するファニアを、ジェミニはただ陶然と見つめるのみ。叱られることが気持ち良くて仕方ない。この勢いなら、ハイヒールを履かせたら足の甲を踏みつけてくるかもしれない。それはそれでありではないか。


    　全く進展のない両者の会話に割り込んだのは、グレゴリオだった。


    『喫緊の事態であったため、殿下の安全を最優先に鑑かんがみ、いささか乱暴ではありますがあのような行動に至りました。救出に伴う不手際に関しては、お詫わびするしか』


    　殊勝に頭こうべを垂れるグレゴリオを、ファニアはきつく睨にらむ。


    『エデンはいつからグレイスランドに武力介入するようになったのです。三界不可侵の協約はもうなきものと？』


    『グレイスポイントを支払い、エデン艦隊の派遣を依頼されたのはガルメンディア王です。王は依然として消息不明ではありますが、殿下を安全な地へお連れするのは我々の今回の任務からは当然のこと』


    　ファニアは反論を呑のみ込んだ。グレゴリオが言葉をつづける。


    『王国は異常事態にあります。情勢が落ち着くまで、殿下はこの国を離れるべきです。いまは革命に踊る民も、やがて熱が冷めて自みずからの軽率さを思い知り、王の帰還を願うでしょう。そのときまで健在であることが殿下の使命と考えます』


    『……………………』


    『逆境に耐え、時節の到来を待つ慎重さも、為政者には必要です。僭せん越えつながらいまの殿下は、逆境に耐えきれず死に急いでおられる』


    　ファニアの表情にわずかな動揺が差した。グレゴリオの指摘は、ファニアの痛いところを突いていた。


    『革命が成ったとしても、王侯は象徴として残る可能性もある。殿下がいなければ、この国は再び混乱しましょう。事態が沈静化するまで、殿下にはどうか、我がエデン特区に避難していただきたい。革命の熱が冷め、民衆が我に返る、そのときまで』


    　冷然とそう告げてから、グレゴリオは侍じ女じよを呼びつけ、ファニアを艦内の貴賓室へ案内するよう命じた。黙ってうつむくファニアへ、グレゴリオは言葉を足す。


    『まずはお着替えを。今回の件、どうかわたしにすべて委ゆだねていただきたい。王国の再建と安寧のために力を尽くすことをお約束しましょう』


    　けっ、とジェミニは心中で舌打ちする。このキザ野郎、やっぱりファニアをエデン特区で囲い込みたいだけじゃないか。表向きはきれいな言葉で取り繕っているが、内心では単にファニアが欲しい、それだけだ。


    　しかしファニアはしおらしく、侍女のあとについて艦内通路へ消えていく。ジェミニのほうを振り返ることなく、挨あい拶さつの言葉ひとつなく、ばたん。ジェミニの目の前で、鉄扉は閉ざされた。


    　──完かん璧ぺきに嫌われた。


    　──王政が潰つぶされたいま、ガルメンディア王家がリヴァノヴァ皇家に嫁ぐ理由もない。


    　──ぼくの嫁になるくらいなら、グレゴリオの世話になる。そういうことか。


    　ひらかない鉄扉を眺めながら、ジェミニはひとり、そう確認していた。


    



    　長い回想を終えて。


    　いま傍かたわらにファニアの代用品であるエロイサをはべらせて、ベッドの天てん蓋がいを見やりながら、ジェミニは妙な疼きを胸の奥に転がしていた。


    　──ルカ。ファニア。グレゴリオ……。


    　こちらの思うようにならない連中が、いにしえの聖人の浮き彫りが施された天蓋に覆いかぶさってぐるぐる回る。


    　──鬱うつ陶とうしいな。腹が立つ。


    　自分はいまやグレイスランド最大の帝国の皇帝であるのに。手に入らないものなどあってはならないはずなのに。


    　──ファニア・ガルメンディア……。


    　ルカとグレゴリオが消えて、天蓋にはファニアの面おも影かげだけが映じ残っていた。ルカから奪い取って、グレゴリオに奪われるまで、彼女と口をきいた時間は一時間、いや三十分にも満たないかもしれない。それなのに、魔法に囚とらわれたように、油断するとファニアのことを考えてしまう。


    　──叱られた……。


    　ジェミニは生まれてこのかた、誰かに叱られたことなどない。そこまで他人に関心を持ってもらえなかったし、関心が必要だとも思わなかった。これまで人間的なやりとりをした経験があるのは……幼なじみのルカだけだ。


    　そのルカとファニアは、身分を超えて互いに愛し合っている。


    　ジェミニさえいなければ、ふたりはきっと、いまごろどこかで幸せに暮らしていただろう。おそらくルカの性格からして、王都を遠く離れたひとけのない山里にでも隠れ住んで、ふたりで心ゆくまでいちゃいちゃしていたに違いない。


    　しかしその夢は叶わない。


    　ジェミニは寂しそうに笑う。


    　──ざまあみろ。悔しいか、ルカ。


    　悪態をついてみるが、いまいち心は晴れない。ルカはきっとファニアがぼくに弄もてあそばれているものと思い込んで、いまごろちくしょうちくしょうと地団駄を踏みながら、せっせとぼくに対抗できる帝国を築こうとしているはず。ルナ・シエラ共和国は西征を完了し、ロマンヴィル騎士団とテラノーラ慈善同盟を属領にしたらしいから、次はぼくを目がけて東征に乗り出そうとするだろう。


    　ファニアはここにはいないのに。


    　彼女が現在、保護されている場所は。


    　──エデン特区……。


    　ミドルレイクの中心、ミストラス島全土を支配域に収めるエデン特区。


    　三千メートルの断崖の彼方かなたにあるエデン本国にとっては地上への橋きよう頭とう堡ほであり、同じ地上にあるとはいってもグレイスランド列強が手出しできる領域ではない。もしもエデン特区に攻撃を仕掛けたなら飛行艦隊がやってきて、地上を這はいずる愚か者を一方的に焼き払うはず。


    　──そう。エデンには手出しできない……。


    　ベッドの天てん蓋がいの聖人を睨にらみ上げながら、ジェミニは後頭部に両手を当てる。


    　──本当に、そうか……？


    　──ぼくらは本当に、エデンに勝てないのか……？


    　戴たい冠かんして以来、約二年半。


    　エデン大使やその側近、またグレゴリオを中心とするエデン特区の高官たちと交流する機会を得て、彼らと直接に言葉を交わし、エデンの内情について探りを入れてみたりしてきた。彼らは明らかにエデンの状況についてマニュアルに基づいた返答をしており、誰にどのように質問しようが気味が悪いほど同じ応こたえが返ってきた。


    『そこに住まうすべてのひとびとが武器を捨て、お互いを思いやり、恒久平和を達成している、文字通りの天上世界。それがエデンです』


    　統治形態は？　法律、憲法、地勢、人口、人種、歴史、社会構造はいかなるものか？


    　そうしたジェミニの質問はすべて、あいまいな答えでごまかされる。


    『わたしたちはグレイスランドを指導するつもりはありません。我らには我らの、あなたがたにはあなたがたの自然な進歩の過程があるはずです。我々は互いに深入りすることなく、ただグレイスポイントを通じてのみ交流するのが望ましいと考えます』


    　おおまかに、エデン人の返答はそうした主旨だ。同じ言語を話しているのに、あたかも異なる惑星から飛来したもののごとく、意思の疎通は叶わない。


    　総じるに──地上にはなにも教えてやらぬ。グレイスポイントを通じて先進兵器アークというエサをくれてやるから、その代わりに穀物や畜肉や奴隷をよこせ。それ以上の関係は求めていない。いろいろと言語表現を変えてはいるが、彼らの主張はだいたいそういう感じだ。


    　──怪しすぎる。


    　エデン人の態度を振り返ってみると、腑ふに落ちない点が多すぎる。


    　まず第一に。


    　──なぜグレイスランドを制圧しない？


    　これだけ隔絶した戦力差がありながら、エデン人は戦いを空から眺めるだけで一向に地上に武力介入を行わず、そのくせ地上の農産物、畜産物、奴隷は熱心に欲しがる。


    　庶民はグレイスポイントＧＰを「戦果に応じて無償で手に入れられるもの」と思っているが、列強の国家元首たちはＧＰグレイスポイントが「貢みつぎ物」に応じて増減することを知っている。エデン特区の政府高官を通じて、穀物・畜産物・奴隷などを評議会員へ上納することで、会戦に勝利するより遙はるかに大きなＧＰが手に入る。実質的にＧＰは、地上の生産物と先進兵器アークの交換券なのだ。だからジェミニは現在せっせとグレゴリオへウェイステッドランドの奴隷を贈り、見返りに数多あまたのアークを取りそろえている。


    　さらに。


    　──エデン特区の人間が、全員若い……。


    　これまでに接見したエデン特区の貴族高官は十数名。その全員が明らかに、四十代未満だった。二十代の高級官僚も珍しくなく、その多くが銀髪、もしくは金色がかった銀髪だった。


    　銀髪はグレイスランドの貴種に共通する特徴だ。一千年前からこの白銀の髪こそが選民の証であり、王侯貴族間でも銀髪以外のものとの婚姻は長らく御ご法はつ度ととされてきた。近代に入って他の血が混じるケースも増えてきているが、いまだ各地の宮廷を闊かつ歩ぽする王侯貴族の大半が銀髪である。


    　ジェミニは九か月前、はじめて飛行戦艦バルバロッサに搭乗したときのことを思い出す。


    　地上にむけて突き出した逆ドーム型のゴンドラ内には、壮年や老年のエデン貴族が大勢、地上見物に興じていて、髪の色はほとんどが金髪だった。おそらくエデンでは金髪が貴種の証なのだろう。


    　ではなぜエデン特区の人間は全員が若く、そして髪の色に銀色が混ざっているのか。


    　──エデンにとって知られたくない秘密が、必ずある……。


    　ジェミニはひとり、エデンと地上の歴史を振り返ってみる。


    



    　グレイスランドにエデン飛行艦隊がはじめて飛来したのはいまからおよそ六十年前、ステファノ歴一七三三年の夏だった。


    　グレイスランドの北にあったカルカダーン王国──現在の北エデン特区──へ、突如、エデン飛行艦隊が飛来。それまで伝説の存在であったエデン人たちは、宣戦布告もなく一方的に宮殿に爆撃を加え、地上部隊を降下させた。見たこともない先進兵器を持つエデンの前に王国軍はまともな抵抗さえできず、一日にしてエデン人は王都を制圧。いきなりの武力攻撃に憤ったリヴァノヴァ皇帝は一万五千の帝国軍を急きゆう遽きよ派遣するが、これも先進兵器の洗礼を受けて撃退される。


    　講和会議の席上、エデン人はリヴァノヴァ皇帝に対し、当時は帝国領だったミストラス島を要求する。エデンの実力を思い知った皇帝は渋々、ミストラス島をエデン特区、カルカダーン王国領を北エデン特区としてエデンに割かつ譲じようすることを認めることになる。


    　その当時のエデン人は現在に比して、ずいぶん好戦的だったようだ。エデン特区を橋きよう頭とう堡ほにして地上部隊を強化したのちに、いつかグレイスランド制圧のために動きはじめるだろう……と誰もが予測していたが、エデンがしたことは五年後、自みずから『三界不可侵の協約』を提案してエデン、グレイスランド、ジュデッカ、相互の武力介入を禁じることだった。


    　──自分から殴りかかってきたくせに、今度は自分から殴り合いを禁じた……。


    　協約の締結から三年後、一七四一年、グレイスポイント制度が運用開始。


    　会戦に勝利した国家へエデン評議会から「ご祝儀」としてグレイスポイントＧＰを与え、各国は貯めたＧＰグレイスポイントを「目録カタログ」に記載された先進兵器アークと交換できるというアホな制度だ。だが地上の闘争を生き抜くにはアークが必要であり、このアホな制度に媚こびねばならない。以来、半世紀以上もこの構図はつづいている。


    



    　──特に奴隷はＧＰが高い。エデンはどうやら労働力不足らしい。


    　──もしかして人口が少ない……？


    　戴たい冠かんしたことで、一般人だったころとは比べものにならないくらい、エデンに関する情報が入手できるようになった。無敵のように見えた天上人にも、意外な弱点が必ずある。決して打倒できない存在ではない。それが皇帝ジェミニの現在の感想だ。


    　──いつか滅ほろぼす。


    　ジェミニは決意を新たにする。もともとルカから「エデンを滅ぼす」という目的を与えられて、ジェミニの人生ははじまった。紆う余よ曲きよく折せつあったが、最終的な目標がそこなのはいまも同じだ。


    　そのためにも。


    　──まずはグレイスランドを統一する。


    　──ルカ。早く来いぼくのところへ。


    　ジェミニはルカを待つ。彼が数十万の大軍を率いて東征に乗り出すその日を、いまかいまかと首を長くして。


    　──きみの頭のなかはぼくでいっぱいだろう？　辛つらいよね。苦しいよね。


    　──その苦しみから解き放たれるために。早く来るんだ。


    　ルカと会戦場で会える日を想像しただけで全身がぞくぞくする。


    　読み書きもできない貧民だったルカに文字を教え、高い本を貸してやり、そこらの貴族など及びもつかない学識と教養を与えたのはジェミニであり、ある意味、ルカはジェミニが生み落とした存在だ。その落とし子はいま、ジェミニを仇きゆう敵てきと呪い、ジェミニを殺すためだけにグレイスランドを巻き込んだ大戦を引き起こしつつある。


    　その事実が、ひたすら楽しい。潜入工作員との性行為などより遙はるかに、ルカに嫌がらせするほうが快感を覚える。


    　──不思議な運命の巡り合わせだよね、ルカ。


    　ジェミニの脳裏には、いまからおよそ十二年半前、西日で真っ赤に染まったアパートの一室でルカに文字を教えてあげた情景がいまも焼き付いている。あの部屋でルカと一緒に本を読んで過ごした二年足らずの時間は、ジェミニのこれまでの人生で最も穏やかで、楽しく、静かな満足に充ちていた。あのまま部屋にこもりっきりで生涯を送ってもなんら不満はなかった。けれどある日ルカは別れも告げずにいなくなり、ジェミニはひとり、部屋に残された。残ったものはたったひとつ「エデンを滅ほろぼす」という目標だけだった。


    　そしていま。


    　あのとき同じ部屋で本を読んでいた少年が、目を血走らせてジェミニへ大軍を差し向けようとしている。


    　すごく楽しい。全身の細胞が歓喜でわななく。


    　──決着をつけようよ、ルカ。世界中巻き込んで。


    　──勝ったほうがファニアを自分のものにするんだ。


    　──ぼくらの三角関係が世界を焼き尽くす。最高に身勝手で楽しい筋書きじゃないか。


    　身震いしながら、ジェミニの頭のなかは次第に、ルカのことでいっぱいになっていった。表情を憎悪に歪ゆがめながらジェミニの名を叫ぶルカのあの顔を、ジェミニは何度も何度も脳内で反はん芻すうして快感に変えた。すぐ隣にいるエロイサの剥むき出しの肢し体たいは、ジェミニの目には映っていなかった。


    



    　†††


    



    　同日、エデン特区、首都エヴァキア郊外、グレゴリオ公爵の別邸──。


    



    　ミドルレイクからの南風が、蔓つる草くさの刺し繍しゆうされたレースのカーテンを波打たせていた。カーテンに濾こされた八月の陽光が室内を真っ白に染め上げて、柔らかい風が窓から窓へ通り抜けるたび、細かい光たちが波のようにさざめく。


    　グレイスランドの貴族屋敷であれば、内装は絢けん爛らん豪華な家具や調度品でごてごて飾り立てるのが普通だが、ここエデン特区では瀟しよう洒しやで洗練された、簡素な空間が好まれる。肩を怒らせ威圧するのではなく、レースのカーテンによる太陽光の加減や、窓の配置による入射角の調整によって、空間そのものを自然に飾り立てるかのような。


    　女性はひとり、安楽椅い子すに腰掛けて本を読んでいた。


    　風が吹き抜けるたび、長い白銀の髪がわずかになびく。


    　睫まつ毛げの翳かげりの下、澄んだ葡ぶ萄どう色の瞳は本のページを追うことをやめ、風の吹いてきた方向へ持ち上がる。


    　窓のむこう、ミドルレイクの青い湖面がきらきら、夏の日差しを弾いていた。


    　ファニア・ガルメンディアは読んでいた本を閉じると、腰を上げ、ガラス扉をあけて真っ白なベランダへ足を踏み入れた。


    　袖そでの膨らみが袖口で締まった白いブラウス。胸元にリボン。紺のスカートに、編み上げの半ブーツ。余計な飾り物の一切ない、深窓の令嬢の出いで立ちのファニアはベランダの手すりまで歩み寄ると、深く憂うれいた瞳を湖の南へむけた。


    　きらきらした水面の反射の狭はざ間まを、漁船の白い帆が幾つも横切っていく。


    　水平線のむこうのグレイスランドは、見えない。


    　王国はいま、どうなっているのだろう。


    　王国に残されたひとびとは、どうしているのだろう。


    　ファニアのいまいるところからは、なにもわからない。ただ目の前に青い湖のひろがりと、背後の青々とした山の連なりがあるだけ。


    　──もう、九か月……。


    　風になびく髪を片手で押さえながら、ファニアはそのことを振り返る。


    　革命が起き、死ぬ覚悟を決めてルカに会い、ジェミニにさらわれ、飛行戦艦内でグレゴリオに引き渡されて──。


    　流れ流れて、いまここにいる。


    　エデン公爵グレゴリオ・オナシス中将はあくまで「客人」としてファニアをこの別邸に住まわせているが、外出には許可が必要であり、街へ出たなら必ず十数名の護衛が警護する。ファニアの安全を守るため、と言っているが、実質、逃げ出さないように見張っているだけだ。邸内に十数名いる使用人たちもファニアの監視要員であり、起きてから就寝するまで一部始終の行動をチェックされている。


    　いま、王国はどうなっているのだろうか。


    　外部との情報窓口はグレゴリオのみ。


    　不定期にここを訪れるグレゴリオとの会食を通じて、ファニアはかろうじてグレイスランドの現状を垣かい間ま見る。しかし情報の出所はグレゴリオひとりだから、必ずしも正しいとは限らない。グレゴリオがそれを望むなら、いくらでも歪ゆがめてファニアに伝えることができるからだ。


    　グレゴリオ曰いわく──革命により、王権の廃止が五百人議会で宣言された。


    　ガルメンディア王国は消滅し、代わりにルカを第一執政とするルナ・シエラ共和国が建国を宣言。逃げたガルメンディア王と王妃、王位継承権一位クラウディオ枢すう機き卿けいの行方ゆくえは依然として知れていない。ファニアも「行方不明」扱いであり、ジェミニにさらわれた事実は民衆に隠されている。


    　王家の面々が全員行方不明となってしまった現在、ジェミニとファニアの婚約は事実上、立ち消えになっている。リヴァノヴァ皇家にとって、流る浪ろうの王女ファニアを皇妃として迎え入れるメリットはなにもない。このままここで黙って過ごしていれば、ジェミニはほかの王侯貴族令嬢と新たに婚約するだろう。


    　そして──ファニアがエデン特区にいることを、ルカは知らない。


    　ジェミニによって宮殿から連れ去られた直後の飛行戦艦内の出来事は地上に伝えられていないのだ。ジェミニも言わないし、グレゴリオも口外していない。だからルカはいまだファニアがジェミニに囚とらわれたままだと思っているはず……。


    



    『ルカが西征に及んだのは、リヴァノヴァ帝国に対抗する力を得るためでしょう』


    　二か月ほど前、ルカがロマンヴィル騎士団を打倒して「アケロン同盟」なる属州を彼かの地に打ち立てた直後、食事の席でグレゴリオはそう言った。


    『目的は、殿下の奪還にあるとわたしは見ております』


    　給仕以外は誰も見ていない、ふたりきりの会話だ。グレゴリオの静かな言葉がつづく。


    『ルカは個人的願望を果たすために、世界を戦火に巻き込むつもりです』


    　ファニアはフォークを皿に置いて、グレゴリオへ目をむける。


    『……わたしを王国へ戻してください』


    『なんのために』


    『目的がわたしなら、彼はそれで止まるでしょう』


    『止まったとしても、殿下は民衆によって断頭台へ送られます』


    『それがわたしの役目なら、果たすだけです』


    『……自殺に協力はできませんな。何度もお伝えしたように、殿下の役目はここで耐え、時節の到来を待つことです。やがて来る混乱の時期、殿下の存在が必ず民の救いとなります。王族として、軽率な行動は慎むべきです』


    　グレゴリオは頑としてファニアの帰国を拒絶する。いくら手を変え品を変えても、この話は通らない。


    　それならせめて。


    『わたしがここにいることを、ルカにお伝えください』


    『できません』


    　いつものファニアの要望に、いつもの却下が返る。九か月間、同じことの繰り返し。


    『エデン評議会の評決には逆らえません。評議会はルナ・シエラ共和国なる国家そのものの存在を認めておりません。存在しない相手に交渉や通達はできない』


    『言葉遊びがしたいのではありません。わたしの無事を知らせることで無用な流血を避けられるなら、そうしたい。わたしの望みはそれだけです』


    　グレゴリオはけだるそうな瞳を、ファニアに持ち上げた。


    『殿下はあまりに友愛を信奉しておられる。友情や愛情で世界が変革できるとお思いですか？』


    『その可能性を捨てたくありません』


    『僭せん越えつながら、世界を変革するのは暴力です。友愛ではない』


    『意味のない戦争を、ここで座して眺めよと仰おつしやるのですか？　苦しみ、死んでいく民を見捨てよと？』


    　グレゴリオはため息をついた。


    『ルカとジェミニの決戦は、グレイスランドにとって必要な流血です』


    『……………………』


    『地上は時代の転換期にありましょう。王侯貴族のスポーツではない、互いの殲せん滅めつを目的とした本物の戦争によって古い時代は終わります。その最終戦争を勝ち抜いたものによって、恒久平和がもたらされる。友愛の出番はそのあとでいい』


    　グレゴリオはそう言い切って、当たり障りのない方向へ話を変えた。ファニアの意志などひとかけらも顧かえりみることなく、ただ籠の鳥を愛めでるように他愛ないことを会話して、ファニアひとりを残して夜半に去っていく。そういうことの繰り返しだ。


    



    　ファニアはひとり、ベランダに佇たたずんで湖を遠く見やる。


    　やることは、本を読むことだけ。


    　書籍はすべてグレイスランドに流通しているものであり、エデンのものはない。エデンに関する情報は完全に隠されており、エデンの出版物の地上への持ち込みは禁じられている。たまに外へ出かけて、街歩きしたり乗馬したりするものの、監視されている窮屈さに辟へき易えきしてすぐに戻ってきてしまう。


    　このベランダで風に吹かれている時間が、最も落ち着く。


    　とめどなく物思いにふけりながら、いつまでも湖面の銀まだらと白い帆と、そのむこうの水平線を眺めつづける。
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    　そしていつも、思いはひとりの青年の元へ戻ってしまう。


    　伸びた髪の隙すき間ま、紅の双そう眸ぼう。稲妻の入れ墨。銀灰色のベオウルフに乗り革命の旗を翻ひるがえす、ガルメンディア王家の仇きゆう敵てき。


    　──ルカ……。


    　ファニアの胸の奥が、ざっくりと裂ける。


    　裂け目から最初にあふれるのは、後悔だ。


    　──軽率過ぎた……。


    　ファニアは自分を傷つける。そうすると、いたたまれなさが少し軽くなる。何度も何度も自分を貶おとしめ、蔑さげすむ言葉を意識の内壁に刻みつけて、後悔の痛みをごまかす。


    　──あまりに愚かすぎた。


    　ファニアの要請に従い、ルカは革命を起こすことを約束し、見事に成し遂げてみせた。その働きに対し、なにも報むくいることができなかったファニアは自みずからの死を以もつて革命に幕を下ろす覚悟を決め、宮殿に単身乗り込んできたルカと対面。ルカを怒らせるために、居い丈たけ高だかに振る舞うファニアに対し、ルカがしたことは──力尽くでファニアを組み伏せることだった。


    　そしてファニアは……ルカを受け入れた。


    　──あのとき、わたしが抗あらがいさえすれば……こんなことにならなかった。


    　ファニアは何度も何度も自分を責める。そうしたら時が巻き戻るかのように、執しつ拗ように自分を責めて傷つける。


    　しかしどれだけ心から血を流そうと、過去も現状も変わらない。エデンに事実上の囚とらわれの身となり、湖畔の別邸で本を読むことしかいまのファニアにはできない。


    　──せめて……王国に帰りたい。


    　それだけがファニアの望みだった。かつてガルメンディア王国と呼ばれた国へ戻って、ルカを止め、そして民の裁定へ我が身を委ゆだねたい。それで死ぬなら本望だ。


    　そんなことを自分にむかって確認しながら、ファニアは覚悟に相反するものが内側をうごめいていることを自覚してもいた。


    　先ほど自ら執拗に傷つけた傷口から、後悔を押し流す新しい奔流があふれてくる。


    　まただ。いつもこうなる。おのれの理性の制御を超えた、透明で優しくけがれのないなにかが傷口を修復し、ファニアの内側を掃き清めてしまう。


    　自分を許せないのに。そのはずなのに。心の奥底は、違うことをささやいている。


    　──ルカ。


    　──会いたい。


    　そのささやきに、ファニアは唇を噛かんで応こたえる。


    　なんて自分勝手なんだろう。なんてわがままなんだろう。これだけ他人を傷つけ、苦しめておきながら、わたしはまだ、個人的な願望を捨て切れていない。


    　──会いたいよ……。


    　心は、ささやきをやめない。持てあました思いがファニアの内側に痛みと愛いとしさの斑まだら模様を織り上げる。


    　湖畔を風が吹き抜けていく。長い白銀の髪がなびき、髪の先で散った光のむこうを白い鳥が飛ぶ。翼の先はグレイスランド。エデン特区という檻に囚とらわれたファニアは、鳥の行方ゆくえを見送ることしかできない。


    　──ここから逃げなければ。


    　ファニアは改めてそう思う。


    　何度も逃亡の機会は窺うかがってきた。しかし、たとえうまく使用人を懐かい柔じゆうしてこの屋敷から逃げたとしても、周囲を湖に囲まれたエデン特区から逃げるには船舶を使うしかなく、グレゴリオは当然、すべての港の警戒を厳重にしてファニアを見つけようとするだろう。この警戒網を突破するには、特区内に人脈を持ち、個人で船舶を所有するような有力者が必要だ。そしてそんな都合の良い人材は、知り合いにいない。


    　できることは、待つこと。


    　いつか機会が来ることを信じて、賢く振る舞うこと。軽率さや愚かさは、もう必要ない。


    　──辛つらくとも耐えしのぐこと。


    　自分に言い聞かせたそのときふと、子どものころ、歴史の家庭教師をしていた老貴族の柔和な表情をなぜか思い出した。


    『為政者にとって、挫折ほどの幸福はありません』


    　白髭ひげの家庭教師は朴ぼく訥とつとした口調で十二歳のファニアにそう語りかけた。


    『常に象牙の塔の高みにいるものは、臣下の笑みの危険性に気づくことができませぬ。常に称賛を浴びることで愚鈍となり、常に富んでいるため脆ぜい弱じやくになる。弛緩した精神性は創造力を発揮できず、いかなる業績も産み落とせない』


    『優れた為政者はみな、生涯に一度、大きな挫折を味わっております。為政者に限りません、優れた芸術家や将軍もまた、敗北、失脚、追放……さまざまな挫折を味わうことによって、おのれの在り方を振り返り、修正して、後世に残る偉業を成し遂げておるのです』


    『詩的に語るなら、これらの挫折は、この星が英雄たちに課した資格試験ともいえましょう。政治家であれ軍人であれ芸術家であれ、この「星の試練」とでもいうべき挫折を乗り越えたもののみが、世界を変革する資格を持つ……。長く歴史を研究しておると、そんな想念にとらわれることがあります』


    『殿下が大人になり、もしも挫折を味わうときが来たならば、それをお喜びなさい。その意味は、この星が殿下に試練を課した、ということです。より大いなる役割が殿下に与えられようとしておるのです。挫折に打ちひしがれ、自みずからを卑下し嘲あざけることは愚かもののすること。試練を喜び、それを乗り越えたとき、殿下は以前より遙はるかに強く、気高く、聡そう明めいになっておられるでしょう。そして立ち上がり、この世界を作り直すのです、殿下の望む調和したすがたに』


    　老いた歴史家──名を確かツヴァイクとかいったか──はそう言って穏やかに笑んでいた。当時十二歳だったファニアにはよく理解できなかったし、いまでも完全に理解できているとは言いがたい。


    　だいたい、世界を変革しろと言われても。


    　──いまのわたしに権力はない……。


    　もはや王権は廃止され、ガルメンディア王家の面々も行方ゆくえ不明、ファニアはなんの身分もない、ただの亡命王族だ。試練に耐え、自みずからを省みて修正し、成長したとしても、グレイスランドに恒久平和をもたらすような大それた働きはできない。ルカやジェミニ、グレゴリオといった権力者たちの狭はざ間まで景品みたいに受け渡しされるのがせいぜいだ。


    　しかし、歴史的な役割など果たせないとしても。


    　ひとりの亡命者として、ここに軟禁されている時間を有意義に活用することはしてもいいのではないか。


    　ただ時期を待つのではなく、ラランディア宮殿では得られなかった知識を得るために働きかけたなら、意外なものが得られるかも。


    　なにしろここはエデン特区。かつていかなる王侯貴族も、この地で生活した経験のあるものはいない。すべてが謎のベールに包まれていたこの都市で見聞をひろめ、グレイスランドでは手に入らない知識を入手することにはきっと意味がある。


    　監視されているとはいえ、街を出歩くことはできる。これまで街を見た感じ、エデン特区は決して天上の楽園ヴアルハラなどではなく、グレイスランドの普通一般の街と文化レベルはほぼ変わらない。市場や港の労働者はみな、古くからここミストラス島に住んでいた住民たちであり、エデン人とおぼしい人間は人口の一割にも満たない印象だ。


    　エデン特区のエデン人たちは、首都エヴァキアの行政区にまとまって生活しているそうだが、ファニアはその地区に足を踏み入れたことはない。行政区だけが長大な隔壁に囲われており、許可証がなければエデン人以外が区内に入ることはできない。


    　なにか、怪しい。ここに来るまで、エデン特区ではふんぞり返って街を歩くエデン人に、地元住民が這はいつくばって従属させられているものと思っていたが、実態は、エデン人はほとんど見かけず、グレイスランドの街となんら変わらない、ありふれた光景があるだけだ。


    　──エデンには、わたしたちに知られると不都合な事情がある……。


    　ファニアはそれを確信している。


    　その正体を突き止めたなら、なにかが変わる可能性がある。


    　空を見上げる。


    　──まだ、やれることはあるかもしれない。


    　自分を励ましてみる。するとこびりついていた痛みが、少し剥はがれ落ちた。


    　──たとえ、ほんの少しでも。前に進む価値はあるかもしれない。


    　意図的に自分を傷つけるより、前をむくほうが、痛みは薄れる。ファニアはようやく、そのことを知った。


    　──そう、ルカのように。


    　──諦あきらめずに。戦いつづけなければ。


    　ファニアの脳裏には、ルカとはじめて出会ったときのことが思い出されていた。


    　ふたりでベオウルフに乗り、待ち受ける敵のただなかを突破した短い旅路。あのときルカが見せた機転と勇気を、いまの自分は見習うべきだ。


    　あの旅路だけではない。貧民街出身で身分もカネも住む家さえ持っていなかったルカは、そののちも大胆に、したたかに、時に卑ひ怯きようなやりくちも厭いとわず、あらゆる手段を駆使して王国を打倒し、ついには自分の国家を作り上げてしまった。


    　なぜそんなことができたのか。


    　──自分を見捨てなかったからだ。


    　なにも持たずに生まれたルカは、自分しか信じるものがなかった。どんな苦境に陥おちいっても自分だけを頼りに、考えて、考えて、勇気を持って行動し、自分だけの道を切りひらいていった。そのすがたに大勢の仲間が魅せられ、市民革命という歴史的偉業を為なすに至った。


    　──それなら、わたしも。


    　家も家族も臣下も身分も失った囚とらわれの身。持ち物はもうなにもない。


    　だから、なんだってできる。


    　──王女ではない。ひとりのファニア・ガルメンディアとして。


    　きびすを返し、室内へ戻って執事を呼んだ。ほどなく現れた老執事ハルケンに、ファニアは要望を伝えた。


    「エヴァキア行政区を見学したいのですが」


    　老執事はわずかに眉まゆをひそめ、


    「あそこに入れるのはエデン人だけです。グレイスランドの人間は誰も入ったことがございません」


    「承知しています。ですがグレゴリオ公が許可したなら？」


    「……それはもちろん、堂々と入れます。ただ、許可は絶対におりないでしょう。なにしろ六十年以上も守られた規律ですから」


    　ハルケンはそう言いながら、グレゴリオに外出許可を求める依頼状を送ることを約束した。ファニアが行政区の視察を望んでいることも、それとなく依頼状に書いておく、とのこと。


    　ファニアはまた押し黙り、そして再び顔をあげる。


    「……ハルケンさん。グレゴリオ公はなぜわたしを、修道院ではなくご自分の別邸に軟禁なさっているのでしょう」


    　ハルケンは白い眉まゆの下の瞳を見ひらいてみせる。そしてまっすぐなファニアの眼まな差ざしの奥にある質問の真意を汲くみ取り、咳せき払いをする。


    「……てっきり、ご自分で理解されているものと」


    「もしかしたら誤解かもしれませんので」


    　ハルケンはファニアの澄ました表情を眺め、決まり悪そうに目線を外す。


    「……あくまでわたしの推察ですが。旦だん那な様はファニア殿下に、好意を寄せられているのだと思います。通常より大きめの好意を」


    　その答えに、なるほど、とファニアは相づちを返す。


    　ファニアも愚か者ではない。グレゴリオが自分に対して私的な思惑を抱いていることは、これまでの会食を通して察しているつもりだ。貞節な淑しゆく女じよとしてなら、儀礼やしきたりに則のつとって相手の面めん子つを潰つぶすことなく対応すべきだが。


    　──わたしは権力者の景品ではない。


    　──わたし自身の力で、状況を切りひらいてみせる。


    　ファニアは静かに自分を励まし、勇気を駆り立て、ハルケンに告げる。


    「グレゴリオ公との会食は、いまのわたしにとって一番の楽しみです」


    　ハルケンは再び芝居がかった仕草で片方の眉をあげてみせる。この老執事がグレイスランド人であり、エデン人に対して一いち抹まつの不満を抱いていることはこれまでの言動からなんとなく察せられた。


    「ふたりきりで話したいこともあるのですが、屋敷では使用人に、街に出ても護衛に見張られているため、なかなかその願いは叶いません」


    　ファニアはひどく冷めた思考で、おのれの紡つむぐウソを鳥ちよう瞰かんしていた。


    「一度、公爵とふたりきりで街を歩いてみたいものです」


    　その言葉を受け取ると、ハルケンは「了解した」といわんばかりに無言で深々と頭こうべを垂れてみせる。聡さとい執事であればいまの言葉を、依頼状の末尾にでも添えるだろう。


    　不道徳なやりくちだけれど、いつまでもこんなところで籠の鳥みたいに愛めでられているのも腹が立つ。利用できるものはすべて利用しなければ。


    「依頼状、頼みましたよ」


    　ハルケンを下がらせ、ファニアはひとり、湖面を見やった。


    　湿った風が吹き抜けて、湖畔に繁茂した夏草がぬるく香った。水際で遊んでいた白しら鷺さぎが不意に飛び立ち、群青の空を泳ぎ抜けて水平線を目指した。水平線のむこうのグレイスランドは、いまだ見えない。


    　けれど。


    　──必ず帰る。


    　──誰かの思惑に従って生きるのは、もうやめた。


    　──わたしはわたし自身の意志でこの世界を生きて死ぬ。


    　──生きる場所も、死に場所もすべて、わたしの望むままにするために。


    



    　ファニアはまっすぐに世界を睨にらみつけ、誓う。


    



    　──戦いをはじめよう。

  


  
    



    



    ニ章　東征


    



    　奈落をめがけ、大河が雪な崩だれ落ちていた。


    　轟ごう音おんも鳴動もなく、川幅四百メートル以上のバール川の流れがそのまま、眼下いっぱいに立ちこめる霧の海へと落下していく。


    　高低差三千メートルに及ぶ「バレナスの滝」。


    　すさまじい水量が中空へ吐き出されているにもかかわらず、瀑布の轟とどろきは聞こえない。滝壺があまりに遠すぎて音が届かないのだ。おっかなびっくり断崖の縁から身を乗り出して下方を覗のぞき込んだなら、銀の漏ろう斗とみたいな水流が一千五百メートルほど下方で霧に飲まれ、淡い虹を描いていた。


    「霧の下がジュデッカ？」


    　白い軍服すがたのアステルは目をうしろに戻して問いかける。


    　バウワウに騎乗した、黒い軍服すがたのルカが頷うなずく。


    「運が良ければ、一年に二日か三日、霧が晴れてジュデッカの大地が見えるらしい」


    　面倒くさそうな説明を、へえ、と鼻息で受け止めてから、アステルは再び眼前の雄大すぎる光景を眺め渡した。


    　話には聞いていたが、アステルがはじめて目にする「ジュデッカの壁」の威容だった。


    　大地がここで断絶していた。


    　東西どちらの地平線へ目を送っても、垂直に切り立った断崖がどこまでもつづき、その裾をジュデッカの霧がどこまでも洗って、視界の果てで空と崖と霧が溶け合う。目の前で大河が滝となって落下しているのに音がなく、時折、翼竜の鳴き交わす声が遠く聞こえるくらい。


    



    　ステファノ歴一七九五年、九月十四日、バール川南端、バレナスの滝──。


    



    　世界の果て、という言葉がそのまますぽりと、目の前の光景に嵌はまり込む。


    　世界はここで行き止まりだ。


    「ジュデッカに行ったひとっていないの？」


    　遙はるか下方に立ちこめる白銀の霧の海を見下ろしながら、振り返りもせずにアステルは尋ねた。


    「行こうとしたやつはいる。けど、崖を降りる途中で翼竜に襲われてみんな死ぬ」


    「へえ。翼竜っておとなしいって聞いたけど。バスシバだっけ？　あんたの友達の翼竜」


    　そういう名前の翼竜が、ルカの義妹シルフィを助けたという話を聞いていた。アステルはまだバスシバに会ったことはないが、ルカになつく翼竜がいるという話がちょっと面白かった。


    「普段はおとなしい。けど、ジュデッカに手を出そうとしたら襲ってくる。翼竜はジュデッカを守る門番だからな。バスシバもいいやつだけど、おれがジュデッカに降りようとしたらどうなるかわからない」


    　ルカの言葉どおり、霧の海の直上を十数匹の翼竜が遊ゆう弋よくしていた。グレイスランドからの侵入者を見張っているのだろうか。霧の海から五、六匹の翼竜が現れたかと思うと、役目を交替するように別の五、六匹が霧のなかへ潜っていき、翼竜のすがたが視界から絶えることはない。大きさは判然としないが、おそらく体長三十メートルは超えているだろう。あんなのに襲われたら、人間なんてひとたまりもない。


    「エデンの壁もこんな感じ？」


    「これを逆にした感じだな。おれたちは断崖を見上げるだけ。空には翼竜の代わりに飛行艦隊が飛んでて、崖を登ろうとしたら砲撃してくる。行こうとしたやつはいるが、途中で殺されるか、行ったまま戻ってこないか。いまだにエデン本土を見たグレイスランド人はいない」


    　ここから遙か北方に、同じく世界を東西に断絶する「エデンの壁」が屹きつ立りつしている。アステルは見上げても頂点の見えない高さ約三千メートルの壁が世界の果てまで連なるすがたを脳裏に描いてみようとするが、スケールが大きすぎてうまくいかない。わかるのは、エデンもジュデッカも、グレイスランド人が自分の土地に入ってくるのを異常に嫌うという一点だけ。


    　ジュデッカの壁とエデンの壁。


    　果てのないふたつの壁に切り取られた世界で、グレイスランドのひとびとは狭い土地を奪い合い、いつ終わるともなく戦争をつづけている。


    「この崖って、果てはないの？」


    「それもわかんねえ。東にはウェイステッドランド、西には無限荒野。どっちも奥へ行けば行くほど文明が未発達になって、最後は誰もいなくなっちまう。これまで何百人も探検家が探索に出かけたけど、途中で逃げ戻るか、行ったまま戻らないか」


    　ふーん、とアステルは鼻で返事して、感想を言葉にしてみる。


    「東西南北、全然なんにもわかんない世界」


    「そうだ。ふざけてっだろ」


    「ふざけてるね。納得いかない。よし、旅立とう。あんたとあたしとバウワウの三人で。世界の謎を解き明かしに、てきとーにどっかへ」


    　いきなり提案してみると、ルカの表情がこれ以上ないほどげんなりする。


    「……そんなヒマねえよ。もう気は済んだだろ？　仕事すっぞ、乗れ」


    　つれなく話を打ち切って、ルカは顎あごをしゃくる。アステルは両の頬ほおを膨らませる。


    「えー。半日も経ってないじゃん。今日はずっと観光しようよ。あたし、街歩きもしたいし。おいしいものも食べたいし」


    　ルカの表情が、さらにもう一段階深く翳かげった。


    「あのな……。頼む。理解しろ。もう昔ほど自由時間はない。おれらが好き勝手やったら百万人規模で混乱する。希望どおり、滝も壁も見れただろ？　気は済んだよな？　戻るぞ、みんな待ってる」


    　アステルはむくれる。


    「なんだよ、バーカ。お出かけ楽しみにしてたのに、こんだけかよ、バーカ」


    　文句をつけるが、ルカは聞き入れない。諦あきらめて、うつむき、アステルはとぼとぼとバウワウに歩み寄る。ふいーん、と鼻息で慰めるバウワウの顎の下を片手で掻かいてあげながら、


    「バウちゃんは優しいね。ご主人と大違い」


    　イヤミをこぼすと、賢いベオウルフはアステルの頬をべろんと舐なめた。


    「バウちゃん大好きー」


    　アステルは両手でバウワウの首筋に抱きついて、日なたの匂いのするふわふわの毛皮に頬ずりする。バウワウもうれしそうに、ひんひんと鼻を鳴らしてアステルを受け入れる。鞍あん上じようのルカはイライラしながら、


    「さっさと乗れ！」


    「偉そうに。バーカ……」


    　アステルはしぶしぶ両手を放して、ルカの前にまたがる。ルカはアステルを背中から抱きかかえる体勢で手た綱づなを握り、叩く。


    　バウワウはきびすを返し、ジュデッカの壁に背をむけて、バール川の上流を目がけてゆっくりと歩みはじめた。アステルはひとりになるとふらふらと徘はい徊かいするクセがあり、目を離すとどこへ行ってしまうかわからないため、いつのまにかルカはこうしてアステルとふたり乗りで遠出するのが当たり前になっていた。


    「あーあ。いい天気なのに、ろくにお散歩もできないし。まーたあんたのつまんない仕事の手伝いかー」


    　アステルは愚ぐ痴ちを垂れながら天を仰あおぎ、背中をルカに預ける。


    「仕事するっていうから連れてきてやったんだ。お前の言うことは聞いてやったからな、おれの頼みも聞けよ」


    　愛想の欠片かけらもないルカの言葉を背中で受け止めて、アステルはむくれる。


    「大変さが全然釣り合ってない。あんた、ここにあたしと来ただけじゃん。あたし、命かけなきゃいけないし」


    「うまくいけば大勢の人間が助かる。戦争に負けたら、共和国の人間が何十万人も奴隷にされてエデンに売られるんだ。お前しかできない仕事だ、だから頼む」


    　ルカの言葉は静かだが真剣だった。アステルもそれはわかっている。でも、文句のひとつも言いたくなる。


    　──やっとふたりきりなのに。


    　ここから十数キロメートル先に、ルナ・シエラ共和国軍将校団が宿泊している城館がある。九月の頭から視察旅行を開始し、二週間ほどかけてバール川西岸を上流から南下してきて、昨日、バレナスの街へ辿たどり着いた。ずっと川沿いの地形を地図と照らし合わせたり、川幅や深さを測ったり、対岸のゼノビア軍の防御施設を遠眼鏡とおめがねで観察したり、アステルにとっては退屈極まりない旅路だった。ルカはろくに相手してくれないし、ミズキとバウワウくらいしか遊び相手がいなかった。


    　だから昨夜、久しぶりにルカの執務室に呼ばれたときはうれしかった。仕事が早く終わったらふたりで街へ繰り出しておいしいものでも食べたいと思った。なのにルカの頼み事は、殺さつ伐ばつとしたものだった。


    『来月上旬、ゼノビアに侵攻する。先兵はお前に頼みたい。お前を対岸の砲兵陣地へ送り込んで、砲を沈黙させてから本隊が一気に渡と河かする。うまくいけば最小の犠ぎ牲せいで最大の効果が得られる、だから、頼む』


    　紅の双そう眸ぼうをたぎらせながら、有無を言わせぬ口調でそう告げるルカに、アステルはひとしきり悲しい眼まな差ざしを注ぎ込んでから、交換条件として、ふたりで有名なバレナスの滝を観に行くことを要求した。返ってきたのはこれ以上ないほどげんなりした紅の眼差しだったが、なんとか要求をねじこんで、こうやってふたり、短い観光気分を味わっている。


    　バール川の流れを左手に眺めながら、トンボが舞い飛ぶ低い堤のうえを行く。


    　夏草の濃く湿った香りが足下から立ちのぼってくる。平原の緑と空の青、その青を煮詰めたような川面の群青。午後の太陽がふたりの背中から照りつけて、バウワウは自みずからの影を追うように速歩トロツトで駆ける。


    　とても静かで素朴で平和な景色だ。


    　来月にはここが戦場になるというのに。


    　アステルはバール川の対岸へ目を送った。西岸と同じく牧歌的な東岸の風景に、時折、哨しよう兵へいのすがたがちらちら見えて、馬に乗った士官らしい一群が、遠眼鏡とおめがねをじっとこちらへむけていたりする。いずれも緑色を基調とした、ゼノビア都市連合軍の兵装だった。国境の不穏な動きを感じ取って、明らかに警戒している。


    「あのひとたち、攻めてくるわけじゃないんでしょ？」


    　背後で手た綱づなを握るルカに尋ねた。答えはない。


    「攻めてこないのに、こっちから攻めるの？」


    　問いを重ねると、ぶっきらぼうな答えが返った。


    「守るより攻めるほうが有利なんだよ。国境が川だと特に。攻めるほうは時期と手段と川を渡る場所を選べる」


    「攻める理由は？」


    「自由と平等の名のもとに、圧政に苦しむゼノビアの人民を解放するため」


    「あんた本気で、そんなこと思ってる？」


    「思うわけねえだろ。建前だよ。ほんとの理由は、リヴァノヴァと戦うにはゼノビアが邪魔だからだ」


    　ふん、とアステルは鼻を鳴らす。


    「邪魔だから、殴って言うこと聞かすわけね」


    「そうだ」


    「いっぱい、ひとが死ぬね」


    「ああ。何十万人も死傷するだろうな」


    　ルカの即答を受け取って、アステルは黙り込んだ。


    　吹き抜ける風が強くなる。夏草の息吹がふたりを包む。ルカのほうから口をひらいた。


    「最低だろ」


    「うん。最悪だね」


    「どうしてそこまでやるのか、教えてやろうか」


    「……言わなくていいよ。知ってるから」


    　ルカの目的は、ファニアを取り戻すことだ。


    　いま背後で手綱を握っている青年は、ただひとり、愛した女性を取り戻すためだけに戦争を引き起こし、何十万、何百万という人間を死傷させようとしている。


    「最低で最悪の悪魔だよ、おれは」


    「うん。知ってる」


    　短く返事して、アステルは背中をルカの胸に預けた。どうしてかわからないが、このまま全身で振り返ってルカを抱きしめたくなった。


    　しばらく無言でバウワウを走らせてから、またルカは問いかけた。


    「なぜ教えない」


    　アステルはわずかに後方のルカを振り返った。


    「……？」


    　ルカは東岸をうごめくゼノビア軍の防御陣地を遠望しながら、


    「だいぶ前に、お前に頼んだよな。おれがおれでない、ほかの人間に変わっちまったら、お前が教えてくれって」


    　あぁ、とアステルは短く返事した。


    「あれ、覚えてたんだ」


    　絶対とっくに忘れている、と思っていたから意外だった。


    「記憶力いいんだよ、おれは」


    　へえ、とアステルはまたつれなく返事して、昨年の春のことを思い出す。


    　確か、ガルメンディア革命の前、ルカとふたりで巡礼僧の変装をして、ラランディアの政治サロン回りをしていたころ。


    　見ず知らずの名士や野心家たちと議論したり、演説で聴衆を煽あおったりするルカを見ていて、アステルが違和感を抱いたとき。ルカは自分から、こんなことを頼んできた。


    『おれが変なふうになっちゃったら、お前が教えてくれよ。自分じゃ気づけないから』


    『時々、自分でも違和感あるんだ。英雄だ英雄だ、ってみんなから持ち上げられて、褒ほめられてると、なんか、自分が知らない自分が出てきそうなときがあって、怖い』


    『だから、偉そうだったり、傲ごう慢まんだったり、調子こいたり。他人のこと踏みにじって自分だけ得しようとしたり。おれがそういう、バカな貴族みたいなことしそうになったら、お前が教えてくれ。お前が一番、おれの近くにいるし。おれの変化は、お前が一番先に気づくと思う。お前にそう言われたら反省するからさ。頼む』


    　あれから一年半ほどが経って、状況は大きく変化して、ルカはルナ・シエラ共和国第一執政という肩書きの独裁者になった。ルカの顔つきから安穏としたものは消えて、常に闇の底をさすらっているかのような、すさんだ険しいものが凝固している。


    　でも。


    「特に変わってないよ」


    　そう答えると、ルカは一瞬、黙った。


    「そんなわけあるか」


    　ややあって、ぶっきらぼうな答えが背後から届き、アステルは横顔をルカへむける。


    「顔つきは変わったかも。でも中身は革命の前とおんなじ」


    　ルカはことさらに表情を歪ゆがめ、間近のアステルを遠い目で見やる。


    「お前、人間見る目ねーな」


    「そうかな。もう六年半くらい一緒にいるから、あんたを見る目は自信あるけど」


    「おれが自覚するくらい中身変わったぞ。なんでお前が気づかねーんだ、おかしいだろ」


    「安心しなよ、変わってないから。ずーっと、バカで卑ひ怯きようで鈍感なまんま、なんにも変わってない」


    　言い捨てて、アステルは目線を前へ戻す。ルカは不満そうに文句をつけてくるが、アステルは答えない。


    　ただ心中に、言葉にできない答えを投げ落とす。


    　──ずっとほかの誰かのために戦うところは、変わってないよ。


    　気恥ずかしいから本人には言わないが、でも、他人のために自分を投げ捨てることができる限り、ルカはルカのままだ。どんなに身分や顔つきや着ているものが変わっても、どんなに大勢のひとから祭り上げられ、陰で悪口を言われたりしていても。ルカは自分のためにやっているんじゃない。ただファニアのために戦っている。それができるからルカなのだ。


    　──あんたはきっと、ずっと変われないよ。


    　数百万人を生かすためにファニアを見殺しにするより、ファニアを生かすために数百万人を死傷させるほうがルカらしい。善悪でいえば悪だけど、ファニアが幸せになれるなら、ルカは自分の身も心も悪に染め上げるほうを選ぶ。


    　バカで卑怯で悪人で、ファニアのためならこの世界さえ焼いてしまう。


    　──そういうあんたが、好きだよ。


    　顔も知らない数百万人より、たったひとり、恋した女性のために世界中巻き込んで戦っている、最低で最悪で悪魔みたいなルカが好きだ。


    　──あんたが世界中に嫌われても。あたしは好きだよ。


    　とても本人に言えない独り言を、心のなかへ落とし込む。


    　──あんたはあたしのこと、シルフィの代わりとしか思ってないけどさ。


    　そんな恨み言も心のうちに飲み込んで、アステルは知らん顔で前をむく。


    　伸びやかな平原と大河の流れが、真っ青な空のむこうへとつづいている。このままふたりでバウワウに乗ってどこまでも歩いていきたいけど、その夢は叶わないから。


    「歌、歌おうか」


    　いきなりそんなことを言ってみる。


    「……勝手にしろ」


    　つれない答えを背に受けて、アステルは空を仰あおぎ、鼻歌を歌った。昔、ルカとふたりであてどない旅をしていたとき、はじめて歌った歌だった。


    



    　そばにいるよ


    　みえなくて　さわれなくても


    　かぜのなかに


    　あおいそらに


    　わたしは　いるよ


    　こころは　つながってる


    　こころは　つづいてく


    　あなたと　いきていくよ


    　あなたと　わらってるよ


    



    　伸びやかな歌声が平原の空へ吸い込まれていく。


    　遠くにいて会えないひとを想う、エデンの歌だった。


    　ルカは黙ってアステルの歌を聴いていた。


    　魔獣にも音楽を解する感性があるのか、バウワウの足取りが曲調に合わせて、ややゆっくりになった。


    　歌が終わって、ルカはぽつりと言った。


    「懐かしいな、その歌。昔は気楽だったな……」


    「戻りたい？」


    　尋ねると、ルカの鼻が鳴った。


    「別に。後悔してねーし」


    「ヴィヴィ・レインも見つけてないしね」


    「……あぁ。そうだな。ヴィヴィを見つけないとな……」


    　ルカはやや虚うつろな言葉を返した。もともとは、義妹シルフィに頼まれてひとり旅だったのがはじまりだった。ちっぽけな人捜しの旅はいつのまにか、グレイスランドを巻き込む大戦へ繋つながろうとしている。


    　ルカの脳裏に、いつか白いフクロウが言った言葉がよぎった。


    『シルフィには不思議な力があっての。未来を幻視する力じゃ。儂わしにも持てぬ、シルフィだけに与えられた特別な能力じゃった。おそらく……シルフィはおんしのなかに自分の望む未来を見たのじゃろう。だからこそおのれの死期を知りながら、おんしと共に生活する道を選んだ』


    　フクロウの言葉が真実だとすると、シルフィにはいまのルカのすがたが見えていたのだろうか。そしてもしかすると、これからのルカのすがたも。


    『ヴィヴィ・レインを見つけて』


    　シルフィはなにを目的に、そんなことをルカに頼んだのだろう。


    『ヴィヴィが見つかったら、世界を変えられるよ』


    『弱いひとや、貧しいひと、身分の低いひとが踏まれない世界に、お兄ちゃんが変えるの』


    　弱いものを守るどころか、自分はいま、ファニアひとりのために数百万人が死傷することも厭いとわず、世界に戦争を仕掛けようとしている。


    　──おれはどこにむかってるのかな、シルフィ。


    　問いかけるが、答えは返らない。


    「ヴィヴィってさ、あたしにそっくりなんでしょ？」


    　いきなりアステルがそんなことを問いかけた。ルカは相づちを打つ。


    「ファニアはそう言ってた。ファニアとヴィヴィが会ったのは九歳のころだっていうから、どこまで似てるのかはわかんねーけど……。でもシルフィとお前は、かなり似てる」


    「んで、シルフィとヴィヴィは双子の姉妹だった、と」


    「あぁ。ファニアがヴィヴィからそう聞いたらしい」


    「……だったら、あたしはなに？」


    「さあな。人造人間だろ」


    「うん……。そうなんだけど……」


    　黙り込むアステルに、ルカは問いかけた。


    「お前さ、右手の甲に数字出てたよな。あれどうなった？」


    　質問には、沈黙が返る。もうずいぶん、ルカはあの数字を見ていない。気になる点を追究してみる。


    「あの数字、一日ごとに減ってただろ。おれが最後に見たときは千四百くらいだった。あれ、確か第三次ドル・ドラム戦役がはじまったくらいだから三年半くらい前か。一日ずつ減ってるとするといまは二百くらいじゃねーか？」


    　アステルは黙ってうつむく。


    「見せろよ」


    「いやだよ。手袋外すって、服脱ぐのとおんなじだし」


    「あの数字、どういう意味だ。それだけ教えろ」


    「……知らないよ。人造人間だし。意味わかんないこといっぱいあるし」


    　アステルの言葉がいきなり沈んだ。ルカは尋ね方を変えた。


    「右手の甲に『熾天使セラフイムの紋章』があるのがヴィヴィ・レインの証なんだよな。お前のあの数字と関係あったりしねえ？」


    　気楽な感じでそう尋ねると、アステルは突然、怒気を放つ。


    「なにそれ。あたしがヴィヴィだって言いたいわけ？　あたし、ミカエルから『ヴィヴィ・レインをつれてこい』って吐き出されたんだけど。あたしがヴィヴィなら吐き出されないし」


    「そうなんだよなー。意味わかんねーよ。なんなんだよ、お前？」


    　からかうようにそう言うと、アステルはつんとそっぽをむいて、


    「歌がうまくて一分間だけ無敵になれる人造人間。ついでに美少女。それでいいじゃん」


    「ああそうかよ。なんでもいいから数字見せろ」


    「やだよ。しつこいな。なんでそんなに見たがるわけ？」


    「なんか悪い予感すんだよ。あの数字の意味、憶測言っていいか？」


    「へえ。どうぞ」


    「当たったら、ちゃんと当たったって言えよ。ウソはつくな」


    「つかないよ。どうせ当たんないし」


    　一拍置いて、ルカは言った。


    



    「お前の残り時間」


    



    　アステルは黙った。


    　三拍置いてから、ルカを振り返る。


    「はずれ」


    　表情も言葉も、ルカがこれまで見たことがないくらい強こわばっていた。


    「全然違うし。残念でした」


    　はじめて聞くような険しい口調でそう答え、アステルはまた前をむく。いまどんな表情をしているのか、ルカには見えない。


    「ウソつくな」


    　短く言った。アステルは前をむいたまま、


    「ウソじゃないし」


    　ぶっきらぼうにそう答える。


    「だったらなんだよ、その数字」


    「……うるさい。もういいよ。話終わり」


    「勝手に終わってんじゃねえ。お前、ほんとは知ってんだろ、それがゼロになったときどうなるのか」


    「……知らない。全然、なんにもわかんない。人造人間だし。わかんないことだらけ」


    「……おい」


    「なんだよ」


    「真ま面じ目めな話だ。真面目に答えろ。おれに隠しごとするな」


    　アステルは前をむいたまま振り返らない。吹き付けてくる風が、金の髪をかきあげる。


    　ルカは深く息を吸い込んでから、言葉に真剣さを込めた。


    「……いいか。これからクサい台詞せりふ、言うぞ。一度しか言わねえから真面目に聞け。あと、絶対茶化すな」


    「……………………」


    「返事しろ。おれの気はすぐ変わるぞ」


    　アステルはしばらく黙ったあと、前をむいたまま返事した。


    「……なにそれ。変なの。でも興味あるから、クサい台詞せりふ言っていいよ」


    「言うよ。だがその前に、絶対茶化さない、って約束しろ」


    「……茶化さないよ。あたし、真ま面じ目めな話なら真面目に聞くし」


    　ルカは決まり悪そうに、わざとらしく咳せき払いして、鞍あん上じようで手た綱づなを操あやつりながら居住まいを正し背筋を伸ばす。


    「だから……その……。……おれは……昔、バカで貧乏で無力だったせいで、シルフィを死なせた。……もうああいう気持ちを味わうのはごめんだ」


    　アステルはルカのほうへ横顔をむけた。表情は真面目で、茶化す素振りはない。ルカはもう一回、深く息を吸い直してから言葉をつづける。


    「……シルフィには普通の女の子らしい楽しさとか幸せとか、なんにもあげられなかった。……だから……シルフィの代わりってわけじゃないが……お前には、幸せになってほしい」


    「……………………」


    　アステルは黙って、翡ひ翠すい色の瞳にルカを映す。ルカは決まり悪そうに目線をバール川の対岸へとむけて、言葉だけを送った。


    「お前がいたからここまで来れたと思ってる。だから……おれにできることはなんでもするから、隠しごともするな。話してくれたら、おれがなんとかする」


    「……………………」


    「……つまり…………お前は幸せになれ。うん」


    　アステルは返事しない。


    　ただ風だけがふたりの傍かたわらを通り過ぎていく。


    　バウワウの影が長くなる。


    「……以上。……クサい台詞、終わり」


    　居心地悪そうにそう言って、ルカは手綱を握り直した。立ちこめた雰囲気を振り払うかのように、鐙あぶみを蹴けって騎速を上げる。


    　アステルは目線を前へ戻した。しばらく黙って鞍くらに揺られて、不意にもう一度ルカを振り返り、にこりと微ほほ笑えむ。


    「もう一回、言って」


    「……あ？」


    「風が強くてよく聞こえなかった。もう一回」


    　アステルはうれしそうに微笑みながら、勝手なことを要求する。ルカの表情がイヤそうに歪ゆがむ。


    「……ふざけんな。二度と言わねえ」


    「お願い。もう一回だけ。幸せになれ、と、おれにできることはなんでもする、ってとこ、もう一回」
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    　言われてルカは、怒気を露あらわにする。


    「はっきり聞こえてんじゃねえかバカ女！」


    「もう一回、言ってほしいだけ。さっきのは不意打ちだったからびっくりのほうが大きくて。今度はちゃんと心の準備して聞くから、はいほらがんばれもう一回！」


    「言わねーよ、バカ！」


    「アンコール！　アンコール！」


    「世界一不幸になれ、バカ女！」


    　尽きることなく罵ののしり合いながら、ふたり仲良く相乗りのまま、午後の堤防を駆けてゆく。


    　アステルはずっと笑っていた。久しぶりにルカとふたりでくだらないやりとりをしているだけで楽しかった。やっぱりルカはどんなに偉くなっても中身はそんなに変わらない、不器用で優しくて、大切な誰かのために戦うルカだった。


    　──あたしの幸せはね。


    　ルカをからかいながら、アステルは心の内で思う。


    



    　──あんたと一緒にいることだよ。


    　クサい台詞せりふを相手に届ける勇気はないから、自分だけにそう告げて、アステルはルカの胸に背中を預け、くったくなく笑う。今夜の宿へ戻るまでの小一時間、ふたりは本当の兄妹みたいに寄り添って、ずっとくだらないやりとりをつづけていた。


    



    　午後二時、バレナスの街の城館に戻ったルカはミズキとメルヴィル、それに新たに昇進させた将校たち十六名と共に、バール川の視察へと戻った。アステルは退屈な軍務をいやがって、気の合う侍じ女じよを連れて街の散策に出かけてしまった。ちなみにガヴーは現在、第二軍団十万を率いてバール川の上流、国境に架かるオストラバ大橋の西岸に布ふ陣じんしている。


    　バウワウの手た綱づなを操あやつるルカの傍かたわらに、第一機械兵大隊長ミズキが馬を寄せてきて、にこにこと笑いかける。


    「アステルも久しぶりに相手してもらえて、喜んだだろ。良かったな。ルカが偉くなってから全然遊んでもらってないみたいだったから」


    　ルカは顔をしかめ、ミズキを睨にらむ。


    「……遊びに来てんじゃねえ。有能な連中が見てんだ、しゃんとしてろ」


    　小声で叱ると、ミズキはおどけた仕草で首をすくめ、背後につづく新米将校たちをちらりと振り返った。


    「ガラ悪いけど、使えるよな」


    「身なりなんざどうでもいい。うちの軍隊は優秀な戦士が出世するんだ」


    　ルカもちらりと後方を振り返り、まともに軍服も着こなせていない、無法者の集団のような将校たちを頼もしげに見やった。


    　彼らは下士官・兵のうちからルカが選抜し、将校に抜ばつ擢てきしたものたちだ。年齢は二十代から四十代までと幅広く、出自も大工や印刷屋や新聞配達、蜂蜜売りから煙突掃除人と様々で、ルカより遙はるかに戦場経験の長いものも珍しくない。階級制度のもとではどれほど有能であろうと少尉以上にはなれなかった彼らがいきなり将官・佐官へと昇格されて、こうして総司令官ルカに随行して予定会戦地点を視察している。


    　身分は低いが、幾多の戦場の最前線で生き抜いてきたものたちだ。言葉遣いも粗野だし礼儀作法もなっていないが、戦場を見る目は確かだった。


    「川底のかたちなんざ大雨一発で変わっちまうんでさ。前は渡れたけど渡れなくなったり、昔は渡れなかったけどいまは渡れたり。だから、敵さんがいなくて渡れる場所ってのも絶対あるはずでさ」


    　ぐずぐずと鼻を鳴らしながら、あばた面づらの新米将校、ボグラム少将がそんなことをルカに告げた。十年以上も軍曹として歩兵中隊を率いてきた万年下士官がルカによっていきなり将官に抜ばつ擢てきされ、非常に張り切って視察に随行している。


    「信用してるぜ、ボグラム。あんたの見立てで歩兵が大勢助かるんだ、うまくいったら報酬もはずむよ」


    「旦だん那なのためならがんばるよ。なんせおれらは何度も貴族さまに無茶苦茶な作戦やらされて頭に来てたんだ。おれらに任せてくれりゃ、ゼノビア貴族なんかに負けるわけねえよ！」


    　厚い胸板を片手で叩いて、ボグラムはげはははと笑う。総司令官を旦那呼ばわりするのはご愛敬ということで流し、ルカは川面へ目を戻す。


    　ルカは複数の徒と渉しよう点てんをバール川沿いに探していた。


    　本隊の渡と河か地点は途中に中洲を持つコールシュタット方面に決定しており、砲兵対策としてアステルを投入する予定だが、それ以外にも複数の小部隊を別地点から渡河させて、敵を混乱させる狙いだ。共和国軍は練度は劣るが、それを補う戦闘意欲の高さがある。戦闘意欲が高いから、複数の小部隊が自律的に渡河を決行し、戦場を駆け巡ることも可能だ。戦意の低い小部隊に同じ任務を与えたら、彼らは戦況が決してから攻めるなり逃げるなりするだろう。


    　ルカは随行する新米将校たちを振り返り、大声で告げた。


    「おれたちの強みは、きみたち将校が自分の頭で戦況を判断して動けることだ。ゼノビア戦ではその力がさらに必要になる。おれはそのためにきみらを昇格させた。決断が間違っていなかったことを、次の会戦で示してくれ」


    　将校たちの表情に明らかな高こう揚ようがみなぎり、勇ましい応が返った。


    　ずっと貴族の無謀な采配により、最前線で血と泥にまみれ、戦友を無む下げに死なせてしまったものたちだ。夢にまで見た昇格を果たして、おのれの能力を示す意欲に充ち満ちている。いつか自分たちもメルヴィルやガヴーのように、一軍団を任されて数万人の兵士たちを率いてみたい。そんな無言の気概が、彼らの表情から伝わってくる。


    　メルヴィルがルカの傍かたわらに馬を寄せ、小声でささやいた。


    「来月の戦いは、こちらの圧勝とみた」


    　楽観的な予想を咎とがめるように、ルカは片目を眇すがめる。


    「おれらに負けたやつらも全員、戦前は圧勝するって思ってたぜ」


    「ほう。ならば賭かけるか大将？　圧勝か、惨敗か、どれだ」


    　ルカは意気軒けん昂こうな将校たちを見回し、対岸のゼノビアの警戒体勢へ目をやって、


    「賭かけにならねえ」


    「賢明だな。実につまらん」


    　数に優る攻撃側が本気で準備した渡河作戦を、数に劣る防御側が阻止することは困難だ。陽動を交えながら複数の部隊を同時に渡河させたなら、渡河は必ず成功する。こちらから攻め込むことを決定した時点で、この戦いに負ける要素はもはやなかった。


    　ルカは眼まな差ざしに少しだけ憂うれいを含ませる。


    「どっちかというと……味方のほうが怖い」


    　その言葉に、メルヴィルも眉み間けんに皺しわを溜める。


    「マクシミリアノは殺すべきだ。理由はなんとでもつけられる」


    　ルカは黙ってその言葉を受け止め、黙もつ考こうしてから返事する。


    「処刑されるほどのヘマをあいつは犯さない。力尽くで追放したら、国中が混乱する」


    　旧王国軍参謀総長マクシミリアノは、かつてのウルキオラ動乱の際、王政に反抗した住民たちを皆殺しにしようと画かく策さくした旧貴族だ。ファニアとルカの交渉によって無血開城が為なされたのち、独断でルカを捕らえて鞭むち打ちにした。ルカの背中には醜い傷跡がいまも複数残っている。


    　あのときのマクシミリアノの狙いは、ファニアがルカを逃がすよう仕向けることだった。


    　奸かん計けいに嵌はまったファニアは脱獄直前のところを発見されて「ウルキオラの醜しゆう聞ぶん」を新聞雑誌に書き立てられ、結果、王位継承権二位へと降等し、それがジェミニとの婚約に繋つながってしまった。現在ルカとファニアを襲っている苦境も、原因のひとつはマクシミリアノともいえる。戦争よりも陰謀に長たけた佞ねい臣しんであり、放置したなら共和国を内側から食い破ることは明白なのだが。


    「あれでも民衆に人気がある。革命のとき、王国軍に反乱軍を護衛させた張本人だからな。いつのまにかあいつが革命の立役者ってことになっちまってる。政治と宣伝がうまいんだよ、下へ手たに手出しできねえ」


    　現在、マクシミリアノは「内国軍」と呼ばれる、ルナ・シエラ共和国内の治安維持を担当する軍隊の司令長官である。革命によりほぼすべての大貴族が投獄か国外追放の憂うき目めにあったというのに、マクシミリアノは余計な政治的信条など持つことなく、荒れ狂う時代の潮流を巧みに読んで泳ぎ抜け、革命前と変わらぬ権勢と支持を獲得している。


    「あれだけ旗色変えながら、敵も作らず地位を保って人気は上げる、って並大抵じゃねえ。残念ながら政治的才能じゃ、おれはあいつの足下にも及ばない」


    「代わりにきみには軍事的才能と民衆の人気がある。人気があるうちに、不穏な芽は摘んでおくべきだ、過去の為政者たちがやったように」


    　メルヴィルの言葉は乱暴だが間違ってはいない。歴史を振り返れば、旧政権を打倒した英雄たちは軒並み、回天の功労者たちを粛清している。このままマクシミリアノを放っておいたなら、ゼノビアやリヴァノヴァ以上に危険な敵になりかねない。


    　だが。


    「いまはあいつに構う時間がない。目下の敵はゼノビアだ、来月の会戦に集中する。マクシミリアノは絶対に亡命貴族どもと連絡をとっているはずだ、身辺調査しておけばボロを出す。証拠を押さえればあとは追放なり処刑なり、議会が判断してくれる」


    　ふむ、とメルヴィルは鼻先で返事する。四の五の言っていないでさっさと殺してしまえ、との無言の言葉がメルヴィルの佇たたずまいから伝わってくる。


    　だが第一執政の権限を使って証拠もなくマクシミリアノを捕らえ、裁判もなく処刑したなら、たちまちルカの評判は地に落ちる。なんでもあり、の世の中になって、恐怖政治が現出するかもしれない。そうなったら、かつての王侯貴族の暴政と同じだ。


    「あいつひとりのために革命の意義を失うわけにいかない。できるだけ波風立てずにあいつの存在を消す方法を考えるんだ」


    「考えごとばっかりだなー、ルカ」


    　メルヴィルの隣で、話を聞いていたらしいミズキが両手を頭のうしろに当てて、ルカを励ますようににっかり笑う。


    「戦争に勝てばいいんだよ。勝てばカネも入るし人気も出るし、誰も文句言ってこねえし。マクシミリアノは一番強いやつに媚こびるだけの小物、放っといても大丈夫だって」


    　ルカは口元に呆あきれたような色を忍ばせ、


    「そのくらい単純だといいけどな」


    「世の中なんて単純なもんだぜ。勝てば英雄、負ければ罪人。戦争に勝ったやつが自分に都合いいように世界を作り変えるんだ」


    　ミズキの言葉をルカは苦笑いで受け止める。ミズキはミズキでお気楽だが、こちらもそれほど的を外してもない。


    「政治とか、カミーユに投げちゃえばいいじゃん。あいつ、陰で悪口言いふらすとか、揚げ足とってねちねち責めるとか、そういうじめじめしたの得意そうだし」


    　ミズキの言葉をため息で受け止めて、ルカは眼まな差ざしを遠くする。


    「カミーユか……。あいつも最近、おれを見る目が冷たいんだよなあ」


    「あれ？　ケンカしてんの、お前ら？」


    「ケンカじゃねえけど、意見が合わなくなってきてる。あいつは言葉の力で社会を変えようっていう理想主義者、おれは武力で変えようっていう現実主義者」


    「足して割ればちょうど良さそうだなー」


    「こうやっておれがラランディアを離れてるときがヤバいんだよ。あそこで起きることを、ここからだと把握できないし、操縦もできない……」


    　国家の頂点に君臨して、はじめてルカは人心の恐ろしさを肌身で知るようになってきた。


    　現実の世界を生きている人間たちの移ろいやすさと非合理さ、それらが集団になったときの無軌道なエネルギー……。革命の原動力ともなったこの力をコントロールするのは並大抵でない。指先一本の差配を間違えただけで、人心はルカへその巨大な力を叩きつけかねない。


    「勝てば大丈夫だって。会戦に勝ちつづけたからここまで偉くなれたわけでさ。とにかく来月勝つことだけ考えようぜー」


    　ミズキなりの言葉で励まされ、ルカも相づちを返す。すべてをコントロールすることはできないけれど、戦争に勝てば人心はついてくる。これからの戦いは、勝てばすべてが手に入り、負ければすべてが終わる、そういう種類の戦いだ。


    　──そうやってファニアを取り戻す。


    　意識の内壁に彫りつけた他人に言えない決意を確認し、ルカはバール川対岸へと目を戻した。来月には、この穏やかな川面に幾多の兵の亡なき骸がらが浮かぶことになるだろう……。


    



    



    　その夜。


    　湯ゆ浴あみを終えて、アステルは寝間着に着替え、ひとりベッドに腰掛けていた。


    　窓の桟に切り取られた月明かりが斜めに深く注ぐなか、アステルはそっと手袋を外す。


    『２０２』


    　蒼あおく、残された日数が浮かび上がる。日中、ルカが言ったとおり、残り二百に差しかかっている。


    「なんでこういうとこだけ鋭いんだろ」


    　呆あきれたようにそう言って、しばらく足をぱたぱた動かす。


    「あたしはシルフィの代わりか。まあそうだろうけど」


    　日中、ルカは「シルフィを幸せにできなかったぶん、お前を幸せにしたい」と言ってくれた。それはとてもうれしいけれど。


    「妹としか見てないよね。うん。そうだろうけど」


    　アステルはうつむいて、ぽつりと一言、寂しそうに言葉を落とした。


    



    　†††


    



    　橋はすでに落とした。


    　敵軍は歩いてバール川を渡るしかない。


    　そして中洲に辿たどり着いたならそこで勝敗は決する。


    　ルカ・バルカ終しゆう焉えんの地がここだ。


    



    　ステファノ歴一七九五年十月二日早朝、バール川東岸、コールシュタット防衛線──。


    



    　朝あさ靄もやのけぶる堤のうえ、ゼノビア都市連合軍総司令官カーク・ハンセン元げん帥すいはおのれへそう言い聞かせながら、自慢の八の字髭ひげを猛たけらせた。元帥の背後、東の空の太陽はまだ地平線に隠れており、いまようやく空の裾に赤みが差してきたところだ。バール川西岸をうごめいているルナ・シエラ連合軍の漆黒の兵装は夜に溶けてしまって視認しづらいが、日の出と共に陣容の詳細も掴つかめるだろう。


    「むこうから攻めてくるとはな。野蛮人が」


    　周囲の高級将校たちも薄明かりを頼りに西岸を観察しながら、


    「徴集兵に加えて、西征に勝ったことでますます義勇兵が集まり、いまやルナ・シエラ連合軍は総勢三十八万人を超えているとか。三十八万の胃袋を満たすには、食料の備蓄が足りないのでしょう。ゼノビアの領土を奪い取り、収穫物を食い尽くすつもりです」


    「国軍というよりイナゴだな。貧民あがりが率いるだけのことはある」


    　ルカの出自をあざ笑いながら、カーク元げん帥すいは西岸にうごめく影を睨にらむ。三十八万のうちどれだけの軍勢がここコールシュタットに集合しているのかまだ見えないが、十万、二十万規模であることは間違いなかろう。対するゼノビア都市連合軍は総勢八万六千。数では到底かなわないが、装備と練度では遙はるかに優る。


    「渡と河か作戦は数に優る攻撃側が有利、といいますからな。ルカも教科書を鵜う呑のみにしたのでしょう。ですがバール川は深く流れも速い。大部隊が渡れるのは中洲を持つこの地点しかありません。ほかにも複数の徒と渉しよう点てんはありますが、河床が複雑なため、渡ることができるのは小部隊のみです。陽動に惑わされず本隊のみ待ち受け、こちらの全力を以もつて叩けばなんら問題はありません」


    　元帥の傍かたわら、コールシュタット防衛線の設営を担当した築城将校は自信ありげにそう言い切る。ふたりの目の前に展開しているのは、ルカの東征に備えるため、ゼノビアの威信をかけて構築した攻略不可能の河川防衛陣地だ。


    　堤防の背後に隠したこちらの大口径砲八十六門は、事前の念入りな試射によって東岸─中洲─西岸へつづく浅瀬をまんべんなく照しよう準じゆん済みだ。堤防上の観測班から地図の座標を告げられるだけで、砲兵は仰ぎよう俯ふ角かく、旋回角、火薬量を決定することができ、敵軍は渡河中ずっと精密な砲撃にさらされる。対して敵砲兵は斜面に隠されたこちらの砲兵を視認することができず、反撃できない。


    　目隠しした敵を一方的に殴り放題。これはそういう種類の戦いになる。


    「ゼノビアを長く守ってきた川です。我らはこの川を盾たてにした戦いを熟知している。ルカごときが渡るには、この川は深く速すぎるのです」


    　橋さえ落としてしまえば、バール川は最強の盾としてゼノビアを守ってくれる。将校の言葉にはそんな信念が満ちていた。


    　と、カーク元帥の影が目の前に長く伸びた。


    　天頂から夜の色が追い散らされ、まっさらな曙しよ光こうが川面を掃き清め、朝あさ靄もやが黄金の幔まん幕まくに変じて、銀色の川面の真ん中に大きな中洲が黒々と浮き上がった。


    　そして西岸に陣取る漆黒の兵装が、ついに四百メートル彼方かなたに明らかとなる。


    　大砲など恐るるに足らず、といわんばかりに、歩兵たちは縦隊を組んで渡河の準備を終えている。朝霧と堤防に遮さえぎられ、全容は視認できないが、カーク自身もはじめて見るような大軍なのは間違いない。


    「貧民あがりが調子に乗りおって……」


    　吐き捨てるカーク元げん帥すいの傍かたわら、ゼノビア軍の緑色の兵装に身を包んだ壮年将校が遠眼鏡とおめがねで対岸を遠望しながら忠告する。


    「西征のときは下士官までしか軍服が支給されておりませんでしたが、いまは兵も真っ当な兵装ですな。カスコート銃も行き渡っています。ここから視認できる部隊だけがまともで、その後ろはまだ農具に普段着でしょうが、くれぐれも油断は禁物。連中は半年前、その農具でロマンヴィル騎士団を打倒したのです」


    　壮年将校は、かつてのガルメンディア王国王女付き近この衛え騎士団長、イシドロ伯爵だった。その昔、マクシミリアノと組んでルカに鞭むち打ちしたこの大貴族は現在、亡命先のゼノビアで作戦参謀を務めていた。


    「いま恐るべきはアステルです。どこにでも入り込むことができ、局地戦に必ず勝利できるあの娘が、ルカをここまでの存在にしてしまったのです」


    　イシドロ伯の真剣な言葉を、カーク元帥は半信半疑で受け取る。


    「戦場の天使、という二つ名は聞きかじっておるが……。本当にそんな小娘がいるのか？　機械兵を投げ飛ばすだの、単騎で大軍の中央を突破しただの、お伽とぎ話ばなしとしか思えぬが」


    「大げさな噂うわさが独り歩きしておりますが、しかし機械兵以上に恐るべき先進兵器アークであることは間違いありません。負けるはずだった第七次テラノーラ戦役も、あのバケモノが一発で戦況をひっくり返して勝利に繋つなげたのです。くれぐれも同じ轍てつを踏みませぬよう」


    　イシドロのしつこい念押しを、カーク元帥は鼻息ひとつで跳ね飛ばし、川面を挟んだおよそ四百メートルむこうに陣取るルナ・シエラ軍を望遠する。


    「儂わしも戦場暮らしは長い。妖怪が出ただの幽霊が出ただの、臆おく病びよう者が吐き散らす噂には何度も辟へき易えきさせられたわい。与よ太た話ばなしが蔓まん延えんすると兵の士気に関わる、そういう類たぐいは一笑に付すのが将官の役目である」


    　返答を受けて、イシドロのこめかみを冷たいものが伝った。


    「元帥、もしや……先日のわたしの進言を聞き入れてはいないのですか……？」


    「……む？　進言とは？」


    　特にイヤミな様子でもなく、元帥は質問に質問を返す。


    　イシドロは表情を引きつらせ、目を見ひらく。


    「決して少女を後方に入れぬよう、お願いしたはずです」


    　カーク元帥は三日前の作戦会議の記憶を辿たどる。ただ眠いばかりの会議の席上、どこかの誰かがそんなことを言っていたような。だが覚えているのは同席したゼノビア軍高級将校たちの「この親父はなにをわけのわからぬことを言っておるのだ」と苦み走った表情だけだ。


    「無理に決まっておろう。後方に女を入れなかったら反乱が起きる」


    　軍の後方には商人たちが市場をひらき、少女も含めた数百人の商売女が兵士たちを慰める。商売女を後方から排除するなど聞いたことがない。しかしイシドロは血相を変えて、言葉を張る。


    「事前にアステルが後方に紛まぎれ込んでいたなら、我が軍は終わりです！　ルカはそういうことをやるのです！」


    　カーク元げん帥すいは首を傾かしげ、真っ赤に歪ゆがんだイシドロの形相を見やる。


    「まだ遅くありません、戦線に少女を見かけたら射殺せよと、全軍に通達を！」


    　こいつは戦場に出たことがあるのかと、カークは口を半開きにする。この近辺には商売女のほかにも、露店の手伝いや戦場漁りを目的にした少女たちが多くいる。彼女らを軒並み射殺しろというのか。


    　元帥は背後の当直将校を振り返り、告げた。


    「伯爵はお疲れのようだ。後方で休ませて差し上げよ」


    　この頭のおかしい親父を邪魔にならない場所へ連れていけ、との含意を汲くみ取り、当直将校が歩を進めようとしたそのとき。


    「おう。来たか」


    　バール川西岸から華やかな軍楽隊の調べが届いた。


    　黄金色の霧のむこう、漆黒の軍装に身を固めたルナ・シエラ連合軍が前進を開始していた。


    　四列縦陣を組んだ歩兵団が三つ、歩調をそろえて川岸へ降り立っていく。


    　歩兵の背後から砲声が轟とどろき、空気を切り裂く音がカーク元帥の頭上を飛び越えていく。


    「当たらんよ、そんなものは」


    　堤防の背後に着弾し、足下が震える。しかし斜面に隠された砲兵陣地とはまったく見当違いの場所に穴があくだけで、被害はない。


    　ゼノビア歩兵は川岸に塹ざん壕ごうを掘り、敵を待ち受けている。ルナ・シエラ軍が橋きよう頭とう堡ほを築くであろう箇所へ火力を集中できるよう配置された堅けん牢ろうな防御陣地だ。敵砲兵の一部は塹壕を照しよう準じゆんし砲撃を加えるが、塹壕内に着弾でもしない限り損傷を与えることはできない。


    　漆黒の軍装に身を包んだ敵兵は窮屈そうに徒と渉しよう点てんを渡っている。なかには深みに足を取られて下流へ流れてしまうものもいる。浅瀬は狭く、河床は複雑でいきなり深くなる場所も散在するため、数千人規模の兵団が一斉に渡と河かするのは困難だ。水量豊かで流れが速く、水深も深いこの川が長年ゼノビアの独立を守ってきた理由を、渡河中の敵兵たちは思い知っていることだろう。


    「引きつけろ。中洲に着いたら一斉に砲撃するのだ」


    　カーク元帥は敵歩兵を注視しながら砲兵将校へ伝える。砲兵将校が右手をあげたならたちまち八十六門の大口径砲が火を吹いて、川面に浮かぶ数千の亡なき骸がらがバレナスの滝を目指して流れおちていくことになる。


    「思い知るがいい、貧民が」


    　乾いた唇をぺろりと舐なめて、元げん帥すいは対岸のルカへささやきかける。これまで連戦連勝で調子に乗ったのだろうが、この川が貴様の墓場だ。今日一日で壊かい滅めつ的被害を与えてから、こちらが逆に西岸へ渡と河かし、ルナ・シエラ共和国もアケロン同盟も飲み干してやる。


    　そして──敵四列縦隊の先頭がようやく中洲へ足を踏み入れた。


    　カーク元帥は砲兵将校へ頷うなずき、右手が持ち上がりかけたその刹せつ那な──。


    



    　天を冲ちゆうする火柱が、堤防の背後に突き立った。


    



    　ゼロコンマ数秒後、衝撃波がカーク元帥とイシドロ伯爵、周辺の高級将校たちの背中に押し寄せ、全員が前のめりに転倒する。


    「!?」


    　したたかに堤の斜面に顔面を打ち付け、慌てて振り返ったカーク元帥の視界は、炎の壁で埋め尽くされる。焼かれた背中の熱をいまさら覚え、鼻孔の粘膜を硝しよう煙えんが突き刺す。静せい謐ひつだった朝はかき消えて、眼前には躍りくるう炎があるのみ。


    　天空高くそびえたつ紅ぐ蓮れんの壁が、ゼノビア軍砲兵陣地一帯にいきなり出現していた。


    　カークは我に返る。


    　爆発の規模からして弾薬集積所に砲弾が直撃したに違いない。しかし火柱は、誘爆を避けるため二百メートル以上の間隔を置いて設置した五つの集積所のうち三つから上がっている。散在する集積所に一斉に砲弾が直撃するなどあり得ない。


    　砲兵将校が呻うめく。


    「裏切りか……!?」


    　しかし弾薬集積所にはいずれも数十名の衛兵を配して、不審者の侵入を見張っている。火薬は攻撃力の源泉であり、軍の血液ともいえる最重要物資だから、味方であろうとも許可証なしには集積所には近づけない。たとえ裏切り者が紛まぎれ込もうが、複数の集積所を同時に爆破するなど絶対に不可能なはずなのに。


    　天空を焦がす炎の壁は真っ黒な煤ばい煙えんを吐き出して、いまだ砲兵陣地後方を躍っている。砲ほう架かに繋つながれた牽けん引いん馬が迫り来る炎に怯おびえ、泡を吐いていななき、砲兵たちは慌てて砲を移動させようとしたり、砲弾を積んだ荷車を引いて逃げようとしたり、意味なく怒鳴りあったり、見る間に混乱が広がっていく。


    　残る集積所はふたつ。なんとしても裏切り者の手から守らねば、こちらは射撃も砲撃もできなくなる。


    「衛兵はなにをしている、裏切り者を捕らえよっ!!」


    　カーク元帥の怒声に答えたのは、イシドロだった。


    「裏切り者ではありませぬ、こんなことができるのは、あの娘だけですっ!!」


    　イシドロは燃え上がる集積所を堤の上から睥へい睨げいし、煤ばい煙えんのかすみへ目を凝こらす。


    　ウルキオラ暴動の際、イシドロ自身がその暴威を体験したからこそ、爆発の原因がなんなのか、ここにいる誰よりも看かん破ぱできる。


    　凝視の先──。


    　錯さく綜そうする兵の狭はざ間まを縫ぬい、稲妻のごとく屈折しながら、残るふたつの集積所を目指していく白銀のひらめき。


    　ぎりぃ、っと噛かみしめた唇から、血がにじんだ。


    　またしてもあいつだ。


    「アステル……っ!!」


    　呻うめいた先、アステルはまたたくまに集積所に辿たどり着き、三十名近い衛兵たちが竜巻に呑のまれたようにはじき飛ばされる。弾薬箱の蓋が吹っ飛ぶ。時限式の擲てき弾だんが箱のなかへ放り込まれる。そして最後に残った弾薬集積所を目がけ、再び稲妻が爆はぜる。疾風そのものの機動力を、視認できるものさえいない。


    　何度も、何度も、あの娘ひとりのために、イシドロは煮え湯を飲まされる。


    「一分で動けなくなる、捕らえよ、あの女が爆発の原因なのだっ!!」


    　彼方かなたを指さしながら叫ぶイシドロの怒声は、しかし新たな爆発に掻かき消される。


    　ゼノビア砲兵たちが朝焼けの空へ高く、高く吹き飛ばされる。


    　火炎と衝撃波、粉ふん塵じんと煤煙、逃げ惑う馬と砲兵、爆発の原因がわからず、ただ呆ぼう然ぜんと堤防の背後を眺めるだけの将校たち。


    「誰だ、止めろ、衛兵はなにをしている!?」


    　カーク元げん帥すいの叫びは、残った最後のひとつの集積所の爆発音に掻き消された。もはや堤防の背後は火の海となり、八十六門の大口径砲が据すえられた砲兵陣地にも飛び火しはじめる。大砲の周辺に積み上げていた火薬箱、弾薬箱が次々に誘爆し、さらなる黒煙を吐き出し、灼しやく熱ねつ地獄から逃げ惑う兵たちの悲鳴が木霊こだまする。


    　一方のバール川では、中洲に辿り着いた縦陣が悠々と川の中腹を越え、東岸への上陸を目指す。塹ざん壕ごうからカスコート銃の斉せい射しやが降り注ぐが、勇敢な兵たちは止まらない。


    　カーク元帥は自失したまま、壊かい滅めつした砲兵陣地と迫り来るルナ・シエラ軍を交互に見やるのみ。敵を一方的に殴りつけるはずの砲弾を、いまだ一発も撃てていない。


    　傍かたわらのイシドロは再び混乱する砲兵陣地へ目を戻し、アステルを捜し求める。


    　そして粗末な身なりをした少女がひとり、炎が渦巻く陣地の片隅に倒れているのを視認する。それから倒れた少女を目がけて一斉に走り寄る、商人らしい五人の男たちのすがたも。


    「あれがアステルだ、回収させるな、捕らえるのだっ!!」


    　懸命にわめき立てるが、イシドロに従うものがこの場にいない。


    　アステルはあの五人と共に、予め変装してゼノビア軍の後方に紛まぎれ込んでいたのだ。おそらくは商売女のフリでもしながら弾薬集積所の場所を確認し、こちらにとって最悪のタイミングを見計らって急襲した。あの五人はアステルを回収し、どさくさに紛れて逃げるつもりだ。


    「殺せっ!!　あいつがルカの切り札だ、あいつを殺すのだっ!!」


    　アステルを抱きかかえた男たちを指さして、目を血走らせ、イシドロは叫ぶ。そのすがたはしかし、この混乱のさなかにあっては錯さく綜そうしあらぬことをわめき立てる大勢のうちのひとりに過ぎない。誰も耳を貸さないまま、五人の男たちは素早く馬を奪い取り、鞍くらへアステルを押し上げる。


    「ふざけおって！　何度も何度も舐なめた真ま似ねをしおって……!!」


    　イシドロは腰のサーベルを抜き、ひとり、堤を駆け下りてアステルを追う。追つい従じゆうするものは誰もいない。ルナ・シエラ軍は一発の砲弾も浴びることなく、遂に東岸へ上陸して橋きよう頭とう堡ほを築きはじめる。敵砲は東岸の防御陣地を照しよう準じゆんし、ルナ・シエラ歩兵を支援する。ゼノビア軍は火力支援を受けられないまま、塹ざん壕ごうにこもった兵が健気な抵抗を見せるのみ。


    「バカな。こんなバカな……」


    　カーク元げん帥すいは唇をわななかせながら、自軍を眺め回すことしかできない。


    　突破不可能なはずの絶対防衛線が。


    　渡と河か中の敵を中州もろとも粉砕するはずの八十六門の大口径砲が。


    　なにが起きたのかもわからぬまま、まばたきする間に壊かい滅めつしてしまった。


    　もはや指揮どころではなく、コールシュタット防衛線を放棄して撤退するしかないのだが。


    「こんな戦いがあってたまるか」


    　敗北を認めることができない。


    　しかし駆けつけてきた伝令が、絶望的な報告を届ける。


    「テルチ拠点とイフタル村が敵に制圧されました！　夜明けと共に敵部隊に急襲され、なすすべなく……！」


    「カーメン砲台とバズズ拠点、いずれも壊滅！　渡れぬはずの場所を複数の部隊が渡河し、我が軍の拠点を次々に攻撃しています！」


    　カーク元帥の脳のう髄ずいがしびれ、凍り付く。コールシュタット防衛線の南北の要となる四つの拠点が、開戦早々制圧されたというのか。


    「なにをしたのだ、ルカ・バルカ……っ!?」


    　元帥ははじめて、敵総司令官の名前を呼んだ。凍いてついた視界のさなかにぼんやりと、東岸に浸透していく敵散兵と、浅瀬に船を平行に並べ、その船の上に鉄板を渡して船橋を架けようとする敵工兵が浮かび上がる。


    　東岸に展開していた緑色の軍装が土砂と共に吹き飛ばされ、粉ふん塵じんのうちをちぎれ飛び、ものいわぬ亡なき骸がらの狭はざ間まで手足を失った将兵が泣き叫んでいる。


    　敵の砲撃が激しさを増す。陣地に対する砲撃は時間と共に精密になるため、塹ざん壕ごう内に直撃する榴りゆう弾だんが三発、四発と増えていく。川岸の防衛陣地もそのうちに無力化されるだろう。


    　元げん帥すいは左右を見回した。


    　傍かたわらに控えた高級将校たち全員が敗北を確信しているが、逃げることもなくその場に立ちすくみ、途方に暮れた表情を並べている。突破不可能なはずの絶対防衛線をいともたやすく突破された衝撃から、誰ひとり立ち直ることができない……。


    「なんだこれは。どういうことだ、これは！」


    　同じ意味の言葉を連ねながら、カーク元帥は攻め寄せる漆黒の波は涛とうを見やるのみ。動かない思考は、自軍の敗北を受け入れることもできず、鼻を突く硝しよう煙えんに埋もれていく……。


    



    「アステル、やべーな、あいつ。ひとりでゼノビアをやっつけたようなもんだぜ、これ」


    　ミズキは堤防のうえから遠眼鏡とおめがねで混乱するゼノビア軍を眺め渡しながら、呆あきれたようにそう言った。


    　その傍ら、漆黒の兵装に身を包み、バウワウに騎乗したルカも東岸に展開するルナ・シエラ軍の散兵たちを見回しつつ、


    「爆発に巻き込まれてないだろうな。あいつ、すぐ調子乗るから……」


    　見ていたこちらが思わずのけぞるほどの大爆発だった。爆発の規模から類推するに、敵は百門近い砲門をそろえ、当然、相応の火薬を砲兵陣地の近くに集積していたのだろう。


    　深くて速いバール川は、大軍が渡れる場所がコールシュタット近郊に限られている。当然、敵将は保有する野戦砲をコールシュタットに集中させてこちらを待ち受けるだろう。となれば一箇所に大量の火薬を集積するはずだし、その条件ならアステルが効く。戦前のルカの読みは的中し、アステルはほとんどひとりでゼノビア軍に致命傷を与えることとなった。


    「敵さん、アステルの噂うわさは聞いてなかったのかな。知ってたら警戒してたはずだけど」


    「甘く見たんだろ。無理ないけど。おれもこの目で見てなかったら、あんな女がいるなんて信じねえし」


    「ま、おかげで大勢助かったぜ。アステルいなかったら、一万か二万は死ぬか手足吹っ飛ばされるかしただろうし。明日の朝までたっぷり介抱してやれよ、大将」


    　ミズキのいたずらな笑みを、ルカは仏ぶつ頂ちよう面づらで受け流す。アステルが戦場で高速機動を使ったなら、動けなくなるその後の一日をルカがひとりで介抱する決まりなのだ。まあだがしかし、それで済むなら安上がりだが。


    「橋も架かったようだし、行こうぜ。このままグリムベルグまで突っ走る」


    「おうよ。おれの出番がなかったのが残念だけど、たまには圧勝もいいよな。さっさと終わらせてうまいもん食おうぜー」


    　ほがらかに笑いながら、ミズキは両手を頭のうしろに当てた。工兵が頑丈な橋脚と橋げたを設置してくれるまで、機械兵部隊は後方に待機したままだ。柔らかい河床へ機械兵が足を踏み入れたなら、たちまち足首まで沈んで転倒し、二度と起き上がれなくなってしまう。ミズキは自慢のファーストランク機械兵「ラファエル」を操縦して大暴れする日を夢見ているが、ゼノビア首都グリムベルグ攻略戦までその夢は持ち越しだろう。


    　ルカは周辺の将校たちを見回して、


    「主目標は敵野戦軍の殲せん滅めつだ、容よう赦しやするな、徹底的に追撃するぞ」


    「はっ」


    　たちまち伝令が各兵団に走り、後方へ待機していた粗末な身なりの歩兵兵団が前進を開始する。ひとつに歩兵三千人が詰まった方陣が七十ほど、ルカの背後の大地を埋め尽くしている。方陣に詰まっているのは今回の東征のためにかき集めた徴集兵と、自みずから望んで参戦した義勇兵たちだ。まだ軍服が行き渡らず、カスコート銃も四人にひとりしか持っていない。練度も充分ではなく歩調もそろっていないが、戦闘意欲の高さは他国を遙はるかに凌りよう駕がする。


    「これよりゼノビア領へ侵攻する、決して略奪をするな、地元民に暴力を振るったものは厳罰に処する！」


    　方陣の四方を固めた新米士官たちが、兵たちへ口々にそう布告する。


    「我らは自由と平等のために戦うものだ！　戦う相手は貴族であって、我らと同じ平民ではない！　共和国の誇りを汚す行為を、第一執政は決して許さない！」


    　兵士ひとりひとりが軍団という巨獣の細胞だ。その巨獣の爪つめの先まで、ルカの意志に従うものでなければならない。もしも共和国軍の兵士が農民や町人を踏みにじるような真ま似ねをしたなら「自由と平等の輸出」という戦争の大義は失われる。


    　煤ばい煙えんにくすんだ空の下、まだ火の粉こが舞い散るただなかを総勢二十一万以上の大歩兵団が浅瀬を渡り、輜し重ちよう部隊は荷車を押しながら船橋を渡る。行く手を阻はばむものはない。


    　東岸を見やれば、一方的に砲撃を浴びせられることに耐えかね、ゼノビア塹ざん壕ごう陣地から敵兵が逃げ出しはじめた。別の徒と渉しよう点てんを突破したメルヴィル率いる騎兵軍団が追撃にかかる。逃げる敵へ機動力を生かして継続的に打撃を加え、殲滅を図る構えだ。


    　コールシュタット防衛線を突破してしまえば、別働隊を北上させて、現在オストラバ大橋の西岸に布ふ陣じんするガヴーの第二軍団十万を側方から支援できる。あと一週間以内には堤防が決壊するように、バール川をルナ・シエラ連合軍の黒い大波が越えていくだろう。


    　ルカは手た綱づなを叩き、バウワウを歩ませた。


    　漆黒の軍装に黒いマントを翻ひるがえし、大柄なベオウルフに乗ったルカのすがたは目立つ。


    　気づいた兵の間から歓呼があがり、またたくまに大きな唱和となってバール川一帯を包み込む。


    「ルカさま万歳!!」「共和国万歳!!」「ルナ・シエラ連合軍に栄光あれ!!」


    　そんな声のかたまりが真っ青な空へ何度も打ち上がり、幾重にも折り重なって川面を震わせる。かつて何度もガルメンディア王国軍の侵攻を跳ね返してきたバール川の防衛線を、この貧民あがりの英雄は鎧がい袖しゆう一いつ触しよく、打ち破ってみせた。方陣を構成する兵たちは興奮を隠さず、銃や農具を突き上げて吠ほえ猛たける。


    「グリムベルグだけじゃない、このままパグラチオンまで一直線だ!!」「やれるさ、おれたちなら必ず勝てる!!」「自由と平等の名の下に、グレイスランドを統一するんだ！　王様も貴族もいない世の中を作るんだ!!」


    　青空を満たす歓呼のまっただ中、ルカはただ冷えた眼まな差ざしを東岸へ据すえて、土塁に守られた橋きよう頭とう堡ほへと降り立った。


    　たちまち、商人に変装してゼノビア軍付き市場へ潜伏していた特務兵たちが白馬を引いて駆け寄ってきた。その鞍くらには、パン屋の娘の格好をして、たてがみに上体を預けてぐったりと突っ伏す少女がひとり。


    　ルカは今日はじめて、ほっ……と深く安あん堵どのため息をつく。


    「よくやった、アステル。お前のおかげで何万人も助かったぜ」


    　常に厳しく張りつめたルカの表情が、ほんの少しだけ柔らかくなる。


    　特務兵たちが動かないアステルの身体を鞍から下ろして、アステルの定位置、ルカの鞍の前へと押し上げた。


    　ぐったりしたアステルは、当たり前のように背中をルカの胸へ預け、目だけを背後へと動かして不機嫌そうに、


    「あんたのせいでこんなんなってんだから。今日一日あたしの言うこと全部聞くこと」


    　高速機動後のいつもの台詞せりふを、ルカはわざと仏ぶつ頂ちよう面づらをこしらえて受け止める。


    「まだ追撃があんだよ。全部終わるまで待ってろ」


    　減らず口を交わしながら、ルカはアステルの身体をさりげなく支え、バウワウを歩ませる。周囲の兵士たちが、さらなる唱和をふたりへ送る。


    　見回したなら、緑色の軍装はもはや視界になく、放棄された大口径砲があちこち、やるせなさそうに砲身を斜め上方へむけていた。踏みにじられたゼノビアの軍旗、燃え上がる荷車、焼け焦げた亡なき骸がら、散乱する軍服の切れ端と肉体の欠片かけら、堡ほう塁るいの前に跪ひざまずく、降伏したゼノビア軍兵士……。戦勝に沸く連合軍とは対照的に、敗残兵たちの顔は血と泥と煤すすにまみれ、勝者に嘲あざけられながら、持ち物をすべて押収されていく。身分の高い捕虜は身代金と交換で解放されるが、そうでない捕虜を待ち受けるのは死ぬまでつづく無報酬の賦ふ役えきだ。


    　ここから首都グリムベルグへつづく街道沿いでも、ルナ・シエラ連合軍が通ったあとは悲惨な光景が広がるだろう。徴集兵・義勇兵は高い志や愛国心に燃えたものばかりではない。ただの食い詰めた農民や貧民が紛まぎれ込んでもいる。そのなかには戦勝後の略奪を楽しみにしているものも、非常に多く存在している。やったものには厳罰を加えているが、しかしそれでも完全に封じ込むことは難しい。ルカ自身も兵卒時代には、一晩限定で麻袋ひとつ分の略奪を認められ、それを楽しみにもしていた。


    　戦争は、負けたらなにもかも奪われる。


    　仲間たちをこういうすがたにしないために、勝ちつづけるしかない。


    　失うことのできないアステルのぬくもりを胸の前に受け止めながら、ルカはそんなことを思った。


    



    「あーん」


    　白い寝間着に着替えたアステルは、ベッドに上体を起こし、背中を壁に預けて、笑顔で口をひらいた。


    「……………………」


    　部屋着に着替えた仏ぶつ頂ちよう面づらのルカが、フォークに突き刺したイチゴをその口へ放り込む。アステルは満足そうにもごもごと口を動かし、飲み込んで、


    「次、桃のタルト」


    「……………………」


    「あーん」


    　ルカはたくさんのスイーツが並んだ皿から、ご指定のタルトをフォークに突き刺し、ぞんざいにアステルの口へ送り届ける。


    　またたくまにたいらげて、口の横に食べかすをつけながら、アステルは抗議する。


    「雑すぎ。もうちょい丁寧に食べさせなさい」


    「……………………」


    「次、アップルパイ。あーん」


    　ルカはイヤそうに表情を歪ゆがめながら、いわれたものを切り分けて、アステルの口のなかへ突っ込む。もう一時間近くを食事に費やしているが、アステルの食欲はとどまることを知らない。いつまで食ってんだ、という怒声を何度も飲み込み、ルカは根気よく動けないアステルの介護をつづける。


    　騎兵三個大隊に追撃を任せ、ルカをはじめとする将校たちはサウスランド大街道沿いの聖堂を今夜の宿として接収した。神父たちが暮らす居館の寝室にて、ルカとアステルはふたりきりの夜を過ごしている。


    　午後九時を回ったが、窓の外ではいまだ戦勝に沸く兵たちが騒いでいる。総勢二十六万の軍団がサウスランド大街道を東進するため大渋滞が発生し、行軍は遅々として進んでいない。士官たちは近隣の宿や民家に分宿したが、屋内に入りきれなかった下士官や兵は野営だ。あちこちに焚たき火が起こり、酒を飲むものや歌うもの、楽器に合わせて踊るものなど、まだまだ元気を持てあましている様子。


    　騒いでもいいが略奪だけはしてくれるな、と祈りながら、ルカはただひたすらアステルのわがままに付き合う。


    「あー、食べた食べた。おなかいっぱい」


    　ようやくアステルがそう言って、うーんと伸びをしたのはそれからさらに一時間が経ったころだった。


    「……やっとか……。すげえな、お前。二時間近く食ってたぞ」


    　単調な仕事から解放され、ルカは深くうなだれる。アステル専用の食料を満載した荷車をつけてはいるが、それにしてもすさまじい食欲だった。


    「あたし、役に立った？」


    　修道士たちが食器類を片付けたあと、ふたりきりの室内でアステルはそんなことをルカに尋ねる。


    「これまでで最高に役に立ったな。ほとんどお前ひとりで勝ったようなもんだ。お前のおかげで味方が何万人も、無事に今日を乗り切れた」


    　珍しく、ルカは素直にアステルを褒ほめた。そのくらい、今日の働きは大きかった。


    　えへへー、とアステルはうれしそうに頬ほおを染める。


    「眠くなってきた」


    「おぉ。疲れただろ。寝ろ」


    　ルカはアステルの背中を支えて、身体をずらすのを手伝う。ベッドに横たわったアステルの肩まで毛布を引っ張り上げると、翡ひ翠すい色の瞳が寂しそうに翳かげった。


    「あたしが寝るまで、ここにいてよ」


    　ルカは肩をすくめ、


    「いるよ。おれ、そこのソファーで寝るから」


    　ベッド近くのソファーを指さすと、アステルはにこにこ笑う。


    「偉いひとなのにソファーで寝るんだ」


    「ガキのころはソファーで寝るなんて夢のまた夢だったよ。藁わらの寝床だったからな」


    「それって寒くない？」


    「……シルフィが一緒だったから。寄り添って寝て、暖を取ってた」


    　シルフィが傍かたわらにいてくれたから、その体温でルカは凍死することなく過酷な子ども時代を乗り切ることができた。


    　へえ、とアステルは返事して、いたずらっぽく問いかける。


    「あたしとは、そうやって寝ないの？」


    　ルカは一瞬きょとんとしてから、慌てる。


    「アホか。もういい大人だろうが。大して寒くもないし」


    　やや強こわばった言葉を返すと、アステルは真ま面じ目めな口調で、


    「冗談だよ」


    「わかってるよ」


    「でも、あたしが寝るまでここにいてね」


    「いるって。安心して寝ろ。身体動くまでは世話してやっから」


    　告げると、ぶふー、とアステルは満足そうに鼻息を荒げ、仰あお向むけになった。


    　ルカはソファーに腰掛けて、読みかけの本をひらいた。カザコヴァ川沿岸についての歴史書だった。ゼノビア都市連合を完全に制圧したなら、カザコヴァ川を渡と河かしてリヴァノヴァ帝国に攻め入る計画だ。リヴァノヴァを倒せば、ファニアを取り戻すことができる。


    　ほどなくして健やかな寝息がベッドから届いた。片方の耳で寝息を聞きながら、ルカは読書をつづけた。


    　午前零時過ぎ、本を読み終えた。


    　ソファーから腰をあげて、ベッドに近づく。


    　アステルが熟睡しているのを確認して、ゆっくりと毛布をめくった。


    　相変わらず手袋をつけたまま、アステルは眠っていた。


    　ルカは厳しい表情でアステルを見下ろし、意を決して、右手の手袋の指先を掴つかみ、気づかれないよう慎重に抜き取った。


    『１８４』


    　アステルの右手の甲には、その数字が蒼あおく浮き立っていた。


    　ルカは再び慎重に、手袋をアステルの右手に嵌はめ直した。ベッドサイドの燭しよく台だいの灯を吹き消して、ソファーへ戻って横になる。


    　──やっぱり、一日ずつ減ってる。


    　それを確信した。ということは、ちょうどあと六か月ほど、来年の四月上旬で数字はゼロになる。


    　──ゼロになったとき、なにが起きる？


    　悪い予感がやまない。アステルにその問いを投げかけたときのぎこちない対応を鑑かんがみるにおそらく、あまり良いことは起きなさそうだ。


    「なんで言わないんだよ」


    　ルカは闇のなかへ独り言をこぼす。隠しごとしないでなんでも言ってほしいのに、アステルはこの数字に関してだけは下へ手たな言い訳やあからさまなウソを並べるだけで、まともな説明をよこさない。


    「残り時間じゃないよな」


    　眠っているアステルへ問いかける。健やかな寝息が返るだけで返事はない。これまでも大切なひとたちを失ってきたルカは、不安で仕方ない。


    　もう六年半もアステルとは一緒にいる。いつのまにかそばにいるのが当たり前になって、寄り添うように生きていた。血のつながりはないけれど、ルカにとってアステルは仲間というより家族だった。


    　シルフィと同じように、自分の妹だと思っている。


    　だから、いなくならないでほしい。いつまでも傍かたわらで、笑っていてほしい。


    「なんでも話してくれよ。なんでもするから……」


    　眠るアステルへそう頼んだ。寝息だけが返事だった。


    



    　†††


    



    　戦えば必ず勝つ。


    　残る敵はリヴァノヴァのみ。


    　妾しよう腹ふくの皇帝ジェミニなど、無敵のルカが蹴け散ちらしてくれる。


    「ルナ・シエラ共和国に栄光あれ!!」


    「英雄ルカに栄光あれ!!」


    　宮殿前広場に詰めかけた十万を超える大群衆が、色とりどりの紙かみ吹雪ふぶきを散らしながら戦勝を祝っていた。


    　騒ぐな、というほうが無理だ。


    　昨夜、ラランディアに駆け込んできた早馬が「グリムベルグ占領」の一報を伝えた。


    　コールシュタット防衛線を突破したルナ・シエラ連合軍は漆黒の波は涛とうとなり、それからわずか二週間足らずでゼノビア都市連合を飲み干してしまった。


    「ルカは戦争の天才だ、一千年にひとりの英雄だ!!」


    　唯ゆい一いつ神を崇拝するかのごとき歓声が繰り返しわき上がり、宮殿を震わせる。革命時さえも凌りよう駕がする、共和国民たちの興奮と狂騒だった。


    　テラノーラ慈善同盟、ロマンヴィル騎士団、そして今回のゼノビア都市連合。


    　この百年余り、ガルメンディア王国を東西から苦しめてきた仇きゆう敵てきたちが、わずか半年にしてことごとくルカによって討ち果たされてしまった。この短期間にこれだけの大戦果はグレイスランドの歴史でも前例がない。どんな過去の英雄も果たせなかった歴史的壮挙を、いま、我らの目の前でルカ・バルカは成し遂げてしまった。


    　身分どころか住む家もなかった貧民が、おのれの才覚だけでのしあがり、王様も貴族も追い出しておのれの国家を作り出し、さらにはグレイスランドを統一しようとしている。残る大国、神聖リヴァノヴァ帝国を打倒したなら、ルカ・バルカの物語は最高のハッピーエンドを迎えることになる。共和国民の誰もが望む物語の完結が、もう目の前に迫ってきている。


    



    　ステファノ歴一七九五年十月十六日、ルナ・シエラ共和国首都ラランディア宮殿──。


    



    　大広場を埋めつくし、沸きかえる群衆を執務室の窓から見下ろして、第二執政カミーユ・ロベルの表情は冴えなかった。


    「年若く人気者で他人の感情に無頓とん着ちやく」


    　ひとり、誰にも言えないルカへの評価をこぼす。


    「敵を作るには条件がそろっている」


    　カミーユの両肩に、見えない負荷がのしかかる。重みの正体はこのところ富裕層ブルジヨワからあがりはじめた、ルカに対するねたみ、そねみ、憎しみだ。


    　東征前、ルカが議会を通さず施行したふたつの戦時特別法が富裕層の怒りを買った。議会でも富裕層の息のかかった議員たちが第一執政の独断専行に対して糾きゆう弾だんの声をあげている。法律そのものは談合を禁止して庶民がパンを買えるようにするものであり、おかげで市し井せいには適正価格のパンがようやく出回りはじめた。庶民は満足しているからルカの人気に陰りはないが、富裕層は一時的にいがみ合いをやめ、結託してルカに対抗しようとしている。


    　──ルカの足下は、緩い……。


    　──味方の内部から敵が出てくれば、一気に崩れる可能性がある。


    　広場で熱狂する群衆を見下ろしながら、カミーユは眼鏡めがねのつるを指先で押し上げる。


    　ガルメンディア革命から、もうすぐ一年が経とうとしている。


    　絶対王政を打倒するため結託していた執政政府内にも、綻ほころびが目立ちはじめた。


    　独裁を志す第一執政ルカと、自みずからの権益を拡大しようとする富裕層、自由と平等に目覚め、自らの権利を訴えはじめた民衆。利害の異なる三者の闘争はこれからますます激しさを増すだろう。


    　その闘争のなかで、カミーユは自らの果たすべき役割を思う。


    　──民が苦しむことだけは、避けねばならない。


    　──自由で平等な社会を築く。その理想は決して捨てない。


    　王侯貴族の横暴から民を救うために革命を起こしたのだ。革命前よりも社会が混乱してしまえば本ほん末まつ転てん倒とうだ。


    　──民の安寧のために、わたしはなにを為なすべきか。


    　そう考えたとき、カミーユの脳裏に、かつてルカに言われた言葉が舞い戻った。


    『お前の役目は、国民に「自由と平等」という幻想を与えることだ』


    　ぎり、と奥歯が鳴る。


    　分厚いレンズの奥、鋭い瞳が屈辱の色を帯びる。


    　──そんな役目はお断りだ。


    　──わたしは国民を騙だますためにここにいるのではない。


    　与えられた屈辱が、怒りに変わる。


    　──ルカには理想がない。


    　──軍人としてはそれで良くても、政治家としては失格だ。


    　政治家の役割は、高い理想を指し示し、その実現を目指して民衆を引っ張っていくことだ。


    　けれどルカが戦う理由は、理想社会の実現ではない。


    　ルカの戦う理由は、あろうことか……愛した女性を取り戻すことだ。


    　もう一度、かつてのルカの言葉が耳の奥に響く。


    『おれの国だ。おれが法律を作り、施行し、強制する。誰も間に入ることはできない』


    　国家を独占するその目的は、ただ王女ファニアひとりのために。


    　ルカはルナ・シエラ共和国に住まう七千五百万の民と、惚れた女ひとりを天秤に載せ、あろうことか女のほうに傾けた。


    　しかもその目的を、国民に隠している。国民にはあくまで「グレイスランド統一のための戦争だ」と説明し、兵を徴集し、賦ふ役えきを課して、国内の耕作地を人手不足に陥おちいらせた。戦勝によって新たな領土を獲得し、軍税収入が入ったことで財政状況は劇的に改善しているとはいえ、国民を騙だまして戦争している事実は消えない。


    　切れ長の瞳が、吊つり上がる。


    「あまりにもふざけすぎている」


    　ルカは戦争の天才だ。ちまたで言われるように、一千年にひとりの軍事的才能なのかもしれない。しかし、いくら強くても、戦う理由がひどすぎる。


    　民のためでもなく、自由と平等のためでもなく、豊穣の未来を築くためでもなく。


    　ただひとりの女のために戦争を引き起こし数百万人を死傷させるのは、断じて英雄の所行ではない。


    　──災厄の魔王。


    　カミーユはそんな言葉で、ここにいないルカを指弾する。


    　市民革命の英雄ルカは、たった一年足らずでそんな存在に堕してしまった。


    　──そんな悪あしき存在をのさばらせていいのか。


    　──ひとりの政治家として、巨悪ルカと戦うべきではないのか。


    　魂の熱が、カミーユの全身の細胞に行き渡る。


    「わたしは自由と平等のために、銃剣ではなく弁舌で戦うものだ」


    　自みずからの立場を確認する。女ひとりのために戦うルカよりも、弱き民のため、遙はるかな理想の実現のために戦う自分のほうが遙かに正しい……。


    「わたしこそ、正義の戦士だ」


    　自らに言い聞かせると、熱を帯びた魂から新鮮な力が湧わき上がってきた。前ぜん頭とう葉ようが活性化して、普通なら考えないようなことを考えてしまう。


    　──わたしの役割は、ルカの留守中、共和国の執政権を代行すること。


    　──ルカがいないラランディアにおける最高権力者はわたしだ。


    　──ルカがいない間だけは、わたしの思うがままに執政政府を動かすことができる……。


    　痺しびれた脳が紡つむぎ出す思考に浸っていると、執務室のドアがノックされた。


    「カミーユ、いる？」


    　音おん叉さで水晶を叩くように澄んだ声。


    　カミーユは、はっ、と我に返る。


    「はい。どうしました、エロイサ」


    　自みずからドアをひらいて、恋人を執務室に招き入れる。


    　質素なイブニングドレスに身を包んだエロイサ・アルジャーノは照れくさそうに微ほほ笑えみながら、カミーユと軽い抱ほう擁ようを交わした。


    「素晴らしい方に傍聴席でお目にかかって。是非あなたに会いたいと仰おつしやるから、お連れしたのだけれど……」


    　愛らしい葡ぶ萄どう色の瞳が、困ったような光をたたえる。カミーユは寛大な笑みをたたえて、恋人の願いを聞き入れる。


    「構いませんよ。あなたの眼鏡めがねに適かなうなら、きっと有能なかたでしょう」


    　ほっ、とした笑みがエロイサの頬ほおに浮かぶ。革命前の雨の夜、カミーユのアパートの玄関先で倒れていたエロイサはいま、五百人議会の最大政党「ファビアン・クラブ」の補助員となり、サロンや五百人議会の傍聴席に顔を出すようになっていた。平民の出だが学識があり、弁舌も理知的なのにイヤミがなく、なにより顔立ちも立ち振る舞いも美しい。ファビアン・クラブの議員たちはエロイサに魅了され、恋人のカミーユをうらやましがった。


    「良かった。それでは、どうぞ……」


    　エロイサが執務室に招き入れた白髪しらが頭の壮年男性を、カミーユはもちろん知っていた。


    「これはこれは、マクシミリアノ長官……！」


    　驚いて声がうわずってしまう。旧王国軍参謀総長、革命後はルナ・シエラ内国軍長官として国内の治安維持を担当する大物だ。式典などの際に同じ会場に居合わせたことはあるが、言葉を交わすのははじめてである。


    　マクシミリアノは仰ぎよう々ぎようしいほどの態度でカミーユに一礼を送ると、柔らかに微笑む。


    「第二執政どのに一度お会いしたいと思っておりましたところ、本日偶然、評判のエロイサ女史に会えまして。お目にかかれて光栄です、カミーユどの」


    「こちらこそ、ご高名はかねて。長官のご決断があったからこそ市民革命は成し遂げられたと思っております」


    　およそ一年前の革命時。各地で放棄した民衆と対たい峙じしたのが、旧王国軍を率いるマクシミリアノ参謀総長だった。にらみ合いがつづいたが、ルカ率いるウルキオラ勢がフィデル・ボカージュ会戦で十倍もの帝国軍を撃破したことが知れるや、マクシミリアノはあろうことか王国軍を民衆たちの護衛として、王都ラランディアまで連れてきてしまった。あのマクシミリアノの決断が事実上、ガルメンディア王国の息の根を止めたといえる。


    　ふたりは執務室のソファーに腰を下ろした。


    　エロイサが執務室の隅に控えて給仕を務める。


    　マクシミリアノはまずゼノビア戦の戦勝を祝い、ルカの功績を称たたえる当たり障りのない言葉を並べた。穏やかな表情と口ぶりだが、鉛色の瞳はどこか冷たかった。


    　カミーユはもちろん、ルカがマクシミリアノを敵視していることも、マクシミリアノがルカを快く思っていないことも知っている。ルカの背中にまだ残る鞭むち打ちの跡は、ウルキオラ暴動の際、このマクシミリアノが指示したものだ。


    　そのマクシミリアノがわざわざ自分に会いにきたということは、なんらかの思惑があるのだろう。現体制や施策に対する褒ほめ言葉など、淀よどみなくつづられるマクシミリアノの言葉を聞きながら、カミーユはマクシミリアノが本題に踏み入ってくるのをただ待った。


    「しかし戦時特別法は驚きましたな。まるきり、いにしえの皇帝と同じやりくちではありませんか」


    　マクシミリアノがそう切り出して、カミーユはようやく本題にはいったことを悟った。


    「議会を通せば、まず拒絶される内容でしたから」


    「絶対王政を打倒したというのに、王と同じやりかたをして、国民は納得しますかな」


    　カミーユはこちらにむけられる鉛色の瞳の奥に、徐々に不穏な色が広がるのを見て取る。


    「庶民にパンを届けるためです。とはいえ、強引ではありましたが」


    　末尾のひとことに、マクシミリアノの白い眉まゆが反応した。


    「一度やったことは繰り返されます。今後もあの、皇帝立法があり得るのでは」


    　皇帝立法という言葉に、マクシミリアノの嫌悪感が露あらわだった。


    　──ルカの悪口を言いに来たのか。


    　カミーユはそれを悟る。どうやらマクシミリアノは、カミーユが自分の味方になり得る存在なのかを探っているらしい。


    「それは……第一執政次第でしょう。彼には独断で立法し施行する実力がある」


    　マクシミリアノは芝居がかった仕草で、片方の眉をあげた。


    「なんと。それでは執政ではなく皇帝ではありませんか。王政を打倒した本人が王になってしまうとは、いやはや皮肉なものです」


    　あからさまな批判だった。本来カミーユの立場なら咎とがめるべきだが、言葉の代わりに脊せき椎ついがざわざわとさざめく。


    　これは好機ではないのか。


    　──マクシミリアノが味方につけば、内国軍の武力が手に入る。


    　──わたしの弁舌に、さらに武力が加われば。


    　思考が、痺しびれる。


    　──ルカに対抗できる。


    　理性が止める間もなく、言葉は勝手に紡つむがれた。


    「この国は共和制などではありません。内実は第一執政による独裁国家です」


    　努めて静かな口調でそう告げると、マクシミリアノの瞳の奥に喜びが広がるのが見えた。


    「ほう。大胆なご意見ですな」


    「真実です。長官もとっくに看かん破ぱされているものと」


    　回りくどいやりとりはやめて、さっさと腹を割ってくれ。言葉のうしろにそんな本心を据すえ置いて、カミーユはマクシミリアノを直視する。


    　その視線を受け取り、内国軍長官は唇の端に本心をにじませた。


    「実は……常々、この国の行く末を案じておりまして。僭せん越えつながら、どうしてもカミーユどのに進言したいことがあり、参った次第」


    「ほう。伺いましょう」


    　促うながすと、マクシミリアノは深く息を吸い込んでから顔を上げ、問うた。


    「グレイスランドは統一する必要があるのでしょうか」


    　その問いが、カミーユの脳のう髄ずいに稲妻を突き立てる。


    　驚きよう愕がくして見ひらいたまなじりの先、マクシミリアノの静かな言葉がつづく。


    「リヴァノヴァ帝国は現在、ウェイステッドランドを飲み干してますますその国威を高めております。対する我がルナ・シエラ共和国も、長年敵対してきた東西の敵を打倒し、歴史上前例のない大軍を動かすに至っている……。このふたつの大国が正面から激突したなら、これは間違いなく人類史上、最悪の殺し合いとなるでしょう」


    「……………………」


    「人道の観点から眺めるに、良識ある人間はこの戦いを止めるべきと考えるのです。為政者の勝手な思惑のために、数十万の兵士、数百万の民が血を流すなどと、神の御名のもとに避けねばならない」


    　カミーユは、膝ひざの上で握りしめた拳こぶしを思わず震わせた。


    　──同志よ。


    　熱い感慨が、勝手にこみあげてくる。


    　カミーユの興奮を知ってか知らずか、マクシミリアノは落ち着いて語る。


    「武力による解決など、野蛮人のすること。我々は文明人として、話しあいによる決着を求めねばなりません。これ以上、血を流す必要がどこにあります？　リヴァノヴァとルナ・シエラはグレイスランドを二分して共栄できる存在です。我々の文明はもうその段階に至っている。銃剣よりも言葉で、憎しみよりも友愛で、対立を解消し存在を認めあうことができるとわたしは信じます。カミーユどの、あなたはいかがです？　剣を信じますか、それとも人間の理性を信じますか？」


    　マクシミリアノの真しん摯しな瞳を、カミーユは真正面から受け止め、そして確信する。


    　──あなたがわたしの魂の友か。


    　ようやく巡り会えた。志を同じくする魂の友に。


    　リヴァノヴァとルナ・シエラの共存。それによる恒久平和の実現。


    　それは、カミーユ本人がずっと胸に抱いてきた考えとそっくりそのまま一致する。


    　ベッドでエロイサに語った以外、誰にも言ったことのない自分だけの理想のグレイスランドの在り方。


    　それと全く同じ理想を、マクシミリアノも描いていたというのか。


    　──ようやく会えた、わたしと同じ正義の戦士に。


    　ならば本心を隠す必要はない。魂の友へ、ありのままのわたしをさらけ出そう。


    「人間の理性を信じます」


    　カミーユは魂の熱の赴おもむくまま、マクシミリアノを見み据すえ、言葉をつづける。


    「戦争は回避すべきです。腕をもがれ、足を切られ、死んでいく兵士たちの悲惨をこれ以上見ないふりはできません。戦争するくらいなら、為政者同士が殴り合って解決すればいい」


    　おお……と短い感嘆の呻うめきが、内国軍長官から漏れる。


    「全く同じ意見です、カミーユどの。戦争がしたいならルカとジェミニが殴り合えば良い。仰おつしやるとおり、正論です」


    「戦争を回避する考えには全面的に賛同します。リヴァノヴァもルナ・シエラもすでに充分すぎるほど繁栄しており、これ以上の戦禍は必要ありません。なにより、民がこれ以上傷つくことをわたしは避けたい……」


    　マクシミリアノはソファーから立ち上がり、感極まった様子でカミーユのもとへ歩み寄ると両手を固く握った。


    「ようやく同志に巡り会えました、カミーユどの。わたしたちは協力できます、この戦争を止めるために。リヴァノヴァとルナ・シエラが並びたち、この世界へ恒久平和をもたらすために……！」


    　カミーユも熱い思いを両手に込めて、マクシミリアノの手を握り返し、こぼれそうになる涙をこらえる。


    「……はい！　戦争を止めましょう、わたしたちの力で！　グレイスランドに平和をもたらしましょう……！」


    　握りしめた両手を上下に振りながら、カミーユはこみあげてくる思いを自制しきれず、ついに涙を流した。それを受けて、マクシミリアノの目にも、話を聞いているエロイサの目にも、熱い涙が伝でん播ぱする。カミーユとマクシミリアノはすっかり意気投合し、日が暮れるまで輝かしい理想を語りつづけた……。


    



    　夕食を共にして、マクシミリアノはカミーユと固い握手をして別れた。もう夜になり、エロイサはマクシミリアノを先導して、見送りのために宮殿内の廊下を歩き抜けていた。


    　ふたりの足音が、冷たい廊下に反響する。前後を見やってふたりのほかに誰もいないことを確認し、マクシミリアノはエロイサの背中へ小声を届ける。


    「お子ちゃまだな」


    「かわいいでしょう？」


    「実に御しやすい」


    　かぶりつづけた仮面をようやく顔から剥はぎ落とし、マクシミリアノは冷徹な本性を表情へ映し出す。
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    「為政者同士が殴り合って解決しろ、だと。あんなのが第二執政とは呆あきれたものだ」


    　マクシミリアノは対談中、ずっとこらえていた吐き気を言葉のうちに含ませる。世界はそんな単純なすがたをしていない。数多あまたの政治家、財界人、企業家、軍人の思惑が入り交じって決定されるのが国策だ。為政者同士の殴り合いなどで、いったい誰が得をするというのか。殴り合いに負けた為政者側の国民は、全員踏まれることに納得するのか。


    「戦争を知らないアホの言うことだ」


    　吐き捨てて虚こ空くうを睨にらみ、自みずからの信念を思う。


    　──人類を進歩させるのは戦争だ。


    　戦争に勝った国家は自みずからの形態を敗者側へ押しつけ、国家の遺伝子を次代へ伝えていく。敗者には後継者を残す資格はない。それがこの残酷な世界の摂理だ。


    　それなのに、あの第二執政の言うことときたら。


    　話しあいによって平和をもたらす？


    　国際社会ではおのれの背後に銃剣を並べてはじめて交渉が可能となる。武力を持たぬものの言葉など、ただの言葉でしかない。相手に言うことを聞かせたいなら、国家の総力を結集して殴ってねじ伏せ、こちらの要求を相手の口内へねじ込むしかない。利害の異なる相手に言うことを聞かせるとは、それほど困難なことなのだ。


    　それなのに。わたしたちの力で戦争を止めよう、だと？


    「権力に舞い上がった田舎いなか者の台詞せりふだ」


    　あんなアホと組まねばならない自分が惨めにさえ思えてくるが、いまは仕方がない。時代が覆くつがえったなら、なんやかやと理由をつけてあのアホを断頭台へ送ってやろう。


    「本気でああいうこと言うからかわいいの。ベッドでもそう」


    　エロイサの嘲あざけりを受けてマクシミリアノの唇の端が小刻みに痙けい攣れんする。これが笑いであることをエロイサはすでに知っている。ジェミニの仲介により、ふたりはすでに何度も連絡をとり合い、充分に準備して今日のカミーユとの対談を迎えていた。カミーユの思想についてエロイサから細かく教えられていたから、マクシミリアノは彼の懐ふところ深くに食い込む言葉を初対面で並べることができたのだ。


    「ともあれカミーユと結託できたのは大きい。皇帝に報告を」


    「まだよ。ルカの作戦計画を知りたいの。カミーユをつつけばべらべら喋しやべるから大丈夫」


    　エロイサの横顔が嘲ちよう笑しようを含む。エロイサが革命前から目をつけていた小男はいまやルカに次ぐ権力を持ち、ベッドで少し奉仕してやれば国家機密だろうがなんだって喋ってくれる。おかげでルナ・シエラの内情はすべて、皇帝ジェミニに筒抜けだ。カミーユ本人は世界を救う正義の戦士のつもりらしいが、まさか自分が共和国最大の内ない患かんだとは夢にも思うまい。


    「決戦は来年の春だろう。あれだけの大軍をいつまでも遊ばせてはおけんからな」


    　ルカ率いる三十八万の大軍はゼノビア都市連合の軍勢と食料を使って冬を越え、さらに数と練度を増してリヴァノヴァ帝国との決戦に臨むだろう。ルカとジェミニが激突する史上最大の会戦は、もう間近に迫っている。


    「そしてこの国は終わるのね。楽しみ。カミーユ、どんな顔で泣くかしら」


    　ふふふ、と忍び笑うエロイサに、マクシミリアノは下顎あごまで痙攣させて応こたえる。


    「ルカは滅ほろびる。ようやくわたしの時代が来る」


    　革命以来、ルカの隆盛をじっと舞台の袖そでから盗み見るだけだったが、やっと自分に舞台照明が当たるときが来た。ルカを蹴け落とし、追い出された貴族たちを呼び戻して、一刻も早く旧秩序を回復せねばならない。ルカの後こう塵じんを拝しつづけた屈辱を晴らす日が、もうすぐそこに来ている。マクシミリアノは来年の春、帝国と共和国の決戦の日を待ちわびつつ、長い廊下を歩き抜けていった。

  


  
    



    



    三章　決戦


    



    　ずっと張りつめていた大気が緩んで、風がぬるくなり、カザコヴァ川沿いの堤防の立ち枯れた薄茶色に緑の若芽が混じりはじめた。


    　つついたらひび割れそうな青空の下、どこからか春の鳥のさえずりが響いた。鳥の居場所を探して、アステルは堤防沿いの枯れた並木を見回してみるが見当たらない。


    「もうすぐ春だねえ……」


    　白いブラウスに赤いスカート。市し井せいの少女すがたのアステルは雪解けがはじまって水量を増した川面を見やる。三百メートルほどむこうの対岸では、真っ白な軍服を着込んだリヴァノヴァ帝国の哨しよう兵へいが何人か居並んでアステルのほうを見ていた。


    　背後を振りむき、不平を届ける。


    「今日くらい、軍服脱ぎなよ」


    　批難の先、バウワウに騎乗した漆黒の軍服すがたのルカが同じく対岸を眺めつつ、


    「これが普段着なんだよ。同じのが何着もある」


    「目立つじゃん。帝国のひと、ずっとこっち見てる」


    「おれらなんか、敵さんも見飽きてるだろ。冬の間ずっとにらめっこだったからな」


    　まあ、そうなのだけど。でも数か月かぶりに軍務を離れて、気の置けない仲間たちと会うのだから、殺さつ伐ばつとした日常は忘れてほしい。


    　アステルはむくれながら、風に乱される髪を片手で押さえた。気づいたら、足下に蝶ちようが飛んでいた。


    



    　ステファノ歴一七九六年三月十三日、カザコヴァ川西岸、バイゼン駐ちゆう屯とん地──。


    



    　目の前を流れるカザコヴァ川が現在、ルナ・シエラ共和国とリヴァノヴァ帝国の国境だった。今年の一月にゼノビア都市連合を併合し、ルナ・シエラ共和国はいまやグレイスランドの半分を支配する大国となっていた。


    　アケロン同盟に加えて、旧ゼノビア軍をも吸収したルナ・シエラ連合軍はいまや総勢五十五万を超す大軍に膨れあがり、カザコヴァ川西岸に沿った三つの駐屯地に分駐していた。グレイスランドの歴史において最大の軍団を、アステルの目の前のやさぐれた青年は率いている。


    「目つき、悪くなるいっぽうだね」


    「そうか？　鏡なんか見ねーし、どうでもいいや」


    　アステルは呆あきれ顔で青空を見上げ、小さく独り言をこぼす。


    「あんまり悪人顔だと、ファニアに嫌われちゃうよ」


    「……ん？　なんか言ったか？」


    「なんでもない。あ、あれじゃない？　むこう、ほら、ひとがたくさん……」


    　堤防の下、田舎いなか道に土煙が立っていた。馬に乗った旅装の一団がルカたちのほうへと駆けてくる。先頭の眼鏡めがねを掛けた小男が、鞍あん上じようのルカに気づいて手を振った。


    「あれだな。しかしまた大勢で……」


    「軍人さんじゃないよね。全員お金持ちっぽい」


    　十五、六人ほどの随員を引き連れて、ルナ・シエラ共和国第二執政カミーユ・ロベルは堤のなだらかな傾斜を登りつめ、緊張した面おも持もちで馬を下りた。


    「久しぶりですね、ルカ。夏以来ですか。急な申し立てを聞いていただき恐縮です」


    「いいよ。ちょうど軍団長もここにそろう日だったし。メシでも食いながら話そう」


    　ルカは鞍上から、カミーユを見下ろしてそう言う。


    　間もなくガヴーとメルヴィルが、ここバイゼン駐屯地に到着する。今夜はミズキ、アステルら古い仲間と夕食を共にして、明日から高級将校や同盟軍の軍団長らとの作戦会議に臨む日程である。


    　ガヴーは現在、カザコヴァ川上流、ノースランド大街道にほど近いフランクフルター駐屯地にて第二軍団十八万を率い、メルヴィルはカザコヴァ川下流、サウスランド大街道に近いテベルナ駐屯地で第三軍団十五万を率いている。そしてルカ率いる第一軍団二十五万は、その中央に当たるバイゼン駐ちゆう屯とん地で春を迎えようとしていた。


    「ウルキオラ暴動以来の仲間うちに、わたしが入っていくことも気後れはしたのですが、お話をするにはこの機会しかないと……」


    　カミーユはひたすら硬い面おも持もちで恐縮の言葉を並べる。ルカはなだめるように笑んで、


    「お前も革命前からの仲間だろ。なんでも言ってくれ、おれもなんでも言うから」


    「はい……。ですが手紙にも書いたとおり、厳しい話をしなくてはなりません。楽しい議論にはならなさそうです」


    　一か月ほど前、カミーユから突然ルカのもとへ厚くて熱い手紙が届いた。内容は、グレイスランド統一戦争の必要性を問うものだった。カミーユなりに思い悩んだらしい筆致で、リヴァノヴァ帝国との共存を図るよう、切々と訴えかけていた。ルカは返事を書く代わりに、カミーユを今日ここに呼ぶことに決めた。首都ラランディアの運営は第三執政に任せ、古くからの仲間を交えて話さなければならないと思った。


    　と、カミーユの背後に乗馬服すがたの淑しゆく女じよが馬を寄せ、ルカへ微ほほ笑えみかけた。


    　カミーユの手紙に「婚約者を連れていく」と書いてあったので、誰なのかはわかった。


    　淑女は颯さつ爽そうと馬を下り、ルカへ近づき、目を伏せて膝ひざを曲げる。


    「このたびファビアン・クラブの党員となりました、エロイサ・アルジャーノです。高名な執政閣下にお目にかかれて光栄の至り。どうしても面識を得たく、無理を言ってついてきてしまいました」


    　長い白銀の髪と葡ぶ萄どう色の瞳はファニアを思わせる。けれど表情の奥にはどこか媚こびる色と、おのれの美び貌ぼうに対する自信が横たわっていた。党員がこぞってエロイサの求心力を称たたえたという話も、本人に会うと頷うなずける。将来、議員になったらさぞかし庶民の人気を得るだろう。


    「ルカだ。カミーユをよろしく。こいつがおれの悪口言ってたら教えてくれ」


    　冗談めかしてそう告げると、エロイサは一瞬きょとんとしてから傍かたわらのカミーユを見やる。


    「執政閣下への褒ほめ言葉しか聞いたことがありませんわ。わたしが嫉妬するほどの」


    　エロイサが小首を傾かしげると、カミーユは顔を赤らめた。


    「世間話はそのくらいで……。ルカ、新たなスポンサーをお連れしました。どうか挨あい拶さつを」


    「あのひとら？」


    　ルカは堤の下に待機している騎乗の一団を見下ろして、カミーユに片目をむける。


    「エロイサと同じく、あなたに会いたくてラランディアからついてきた議員や投資家やお金持ち、いずれも共和国のさらなる繁栄のために、献身を厭いとわぬかたがたです」


    　ルカはまた興味なさげに鼻で返事する。半年以上もラランディアを離れているから、新たに台頭してきた人間たちを全然知らない。


    　ルカに見られていることに気づいた一団は帽子を取って挨拶を送る。今回、戦役の戦費を一部負担してくれたひとびとだから無む下げにはできない。ルカは堤をおりてひとりひとりと挨拶し、短い言葉を交わす。


    「戦争はもう間近に迫っておるのでしょうか？　だいたい、いつくらいに？」


    　地方の工場経営者だという、でっぷり太ったブルジョワがそう尋ね、ルカは苦く笑む。


    「言えませんよ。ここで見たものはくれぐれも秘密に。みなさんが敗北を望むなら吹聴しても構いませんが」


    　ルカが冗談を投げると、一行は大声で笑った。連合軍のスポンサーが、戦争に負けることを望むわけはない。カミーユが手を叩き、呼びかけた。


    「みなさん、歓談は明日以降に。お話したように本日、執政閣下はお休みなのです。明日の朝まで、お屋敷には誰も入らぬようお願いいたしますよ」


    　有力者たちを追い散らして、カミーユはますます、すまなさそうな表情になる。


    「これからしばらく、当地での彼らの引率はエロイサに任せます。どうやら戦場見物がしたいらしくて、ずっと軍についてくると思いますが、なにとぞ了承を……」


    「まあ、したいってんならいいけどさ……。大事な情報は教えるなよ。漏れたら大変なことになる」


    　金持ちの道楽で行軍についてこられても迷惑だが、スポンサーだから仕方ない。軍の機密さえ漏れなければ問題はないだろう。


    　ルカは鼻からため息を抜いて、促うながした。


    「んじゃ、行こうか。メルヴィルたちもそろそろ着くだろ。今夜だけは使用人も全員追い出したから、なんでも話せる」


    　カミーユは首を傾かしげる。


    「使用人がいないのですか？　食事はどうするのです？」


    　その問いに、ルカはにやりと笑う。


    「ガヴーが作る」


    「え…………」


    　絶句するカミーユに、ルカの前に片鞍くらで乗ったアステルが言葉を添える。


    「すごいおいしいんだよ、ガヴーの手料理」


    　カミーユは呆気あつけに取られながら、ルカとアステルを乗せて地主屋敷へむかうバウワウの尻しりを見やった。グレイスランド最強とも称される常勝将軍「不敗のガヴー」が厨房に入るすがたを想像できない……。


    



    　んあ……っ。


    　ガヴー特製クリームシチューをひとくち食べたカミーユは、妙な声を漏らした。


    　思わず顔を上げ、普段の鉄てつ槌ついの代わりにお玉を握り、軍服の代わりにエプロンを着けたガヴーを見やる。


    「給仕は自分でやれ」


    　低い言葉が、食堂内に反響する。太い梁はりが剥むき出しになった高い天井にまで、肉汁したたる肉の香りがたちこめ、大きな寸胴鍋から立ち上る湯気が六人を包む。暖炉の薪まきが爆はぜる音を聞きながら、ルナ・シエラ共和国の中心人物たちは自分で料理を皿に盛り、飲み物を運んで勝手にがつがつ食べていた。


    「久しぶりだけど、やっぱうめーなー、ガヴーの料理」


    　トマトと牛肉のニンニク炒めに食らいつきながら感嘆するルカの傍かたわら、鶏モモ肉の燻くん製せいを食いちぎるメルヴィルは、


    「ジェミニ家の執事兼ボディガード兼コックだったからな。あのころ、おれがジェミニ家に寄る目的はガヴーの料理だった」


    　ワイン片手に昔を懐かしむ。


    　ミズキは巨大なミートパイを両手で掴つかみ、大口をあけて食らいつきながら、


    「帝国軍にいたとき、懐かしいなー。ガヴーの手料理食わせておけば、部下みんな言うこと聞いたもんなー」


    　ドル・ドラム戦役時代に思いを馳はせ、その隣でアステルもまた分厚いサーロインステーキと格闘しつつ、


    「この焼き加減と、絶妙な香辛料の配分……っ!!　ガヴー天才、絶対、戦いよりこっちのほうが才能あるって！」


    　感嘆詞を並べ、ガヴーの心づくしをすさまじい勢いで胃へ収めていく。


    　こめかみから汗を滴したたらせ、カミーユはもう一度、シチューを口に含んだ。


    　んあ……っ。


    　やはり旨うますぎて変な声が出る。脂身を芳ばしく焼き上げたとろとろの鳥モモ肉に、ほこほこした大きなジャガイモ、甘みのあるタマネギとにんじん。ひとくち含むと、それら濃縮された野菜の旨味が全身へ染み渡り、スプーンを動かすほど胃の粘膜が次のひとくちを要求する。


    「ラランディアのシェフよりうめーだろ」


    　ルカの言葉に、カミーユは首肯する。


    「戦闘と料理の二刀流ですね……。いずれも世界一になれる実力があります」


    　心の底から賛辞を送るが、エプロンすがたの不敗将軍はお玉を握りしめたまま、にこりともせずにぼそりと呟つぶやく。


    「作りすぎた」


    　メルヴィルが頷うなずき、


    「今日のために張り切ってたな。手作りのブイヨン、荷馬車で運ばせたんだろ？」


    「あれは一晩煮込む必要がある」


    　大真ま面じ目めな表情で頷くガヴーを、ルカが促うながす。


    「ガヴーも食えよ。おれらしかいねーんだし、てきとーにやろうぜ、昔みたいにさ」


    　うむ、とガヴーは顎あごの先で返事して、エプロンを脱ぐと着席し、無表情のままフォークの先に肉にく塊かいを突き刺し、がつがつと機械的に食べはじめる。


    「丁寧に作って雑に食べるねー」


    　アステルの揶や揄ゆも意に介さず、ガヴーは自己満足する様子もなく、まずいものを仕方なく食べているかのように肉もパイもシチューも無む造ぞう作さに腹へ流し込む。


    「ドル・ドラム戦役では、みなさんこんな感じで食事されていたのですか？」


    　カミーユの問いに、アステルが応こたえる。


    「こんな贅ぜい沢たくな食材は使えなかったけど。でもお肉とか野菜が手に入るとガヴーに料理してもらってたなー。懐かしいな、もう六年くらい前？」


    「そだな。一回目のドル・ドラム戦役がそのくらい前だ。あのころは気楽だったよなー……」


    　ルカは皿のシチューをパンですくいながら遠い目をした。ウルキオラ暴動のどさくさに紛まぎれてガルメンディア王国を逃げ出し、ジェミニと一緒に傭よう兵へいになって遙はるかな異邦の地を巡り、戦いつづけた記憶がこの味と一緒に甦よみがえってくる。


    　楽な戦いではなかったし、仲間も大勢死んだ。辛つらいことのほうが多かったが、六年のときが流れると、良い思い出だけが心の奥の大切な場所に残っている。


    　アステルはデザートのリンゴを頬ほお張りながら、


    「ジェミニも一緒にいたんだよね……」


    「あぁ。いたな。いたんだよな……」


    　川をひとつ挟んだむこうの帝国に君臨する皇帝も、かつてはここにいる仲間と共にどこまでもつづく平原や乾いた荒野を旅していた。同じ鍋をつついたし、降り注ぐ砲弾の雨を半日も耐えしのいだり、互いをかばいあうようにして包囲を突破したこともある。しかし結局、ジェミニはルカを生いけ贄にえにして皇帝になる道を選び、ルカはこうして百万近い兵士を巻き込み、グレイスランドの覇権を懸けてジェミニに決戦を挑もうとしている。


    「なんでこんなんなったんだっけ？」


    　ルカの感慨を、アステルが言葉にした。ルカは肩をすくめる。


    「はじめはヴィヴィ・レイン見つけるためだったけど。いろいろあってこうなった」


    　テーブルの端でコーヒーを飲んでいたカミーユの眼鏡めがねの奥が、きらりと光った。なにごとか言おうとして、しかし言葉を飲み込む。


    「後悔しているか」


    　メルヴィルの質問に、ルカは即答する。


    「してねえよ。ここまで来たんだ、最後まで突き進む」


    　メルヴィルはいつものように、目を閉じて満足そうに口元だけで笑む。


    「覚えているか？　カロルメン台地から逃げ出したきみをおれとガヴーが追い詰めたとき、きみがおれに告げた言葉を」


    「……あぁ。覚えてるよ」


    　あのとき、メルヴィルはルカが革命を起こす目的を問うた。ルカはシルフィがくれた言葉を拠より所にして返事をした。


    『弱者が踏まれない未来だ』


    　メルヴィルもガヴーも、そのルカの理想に従うことを決めてジェミニのもとを離れた。そしてふたりがいてくれたから、ここまであらゆる戦いに勝つことができたのだ。


    「ジェミニに勝てば、共和国の理念をグレイスランド一帯へ行き渡らせることができる。ジェミニの占領政策は不寛容だが、おれたちは自由と平等を謳うたってる以上、寛容でなきゃいけない。負けた連中を奴隷にしてエデンに売るような真ま似ねはしないし、社会はいい方向に発展するよ、な、カミーユ？」


    　話を振られ、カミーユは一瞬、息を呑のんだ。そして重々しく目線を上げる。


    「そのことで……話をしに来たのです」


    　言いにくそうなカミーユに、ルカは笑いかけた。


    「知ってる。文句あるなら言ってくれ。お前の言うことなら、さすがにおれも聞くかもよ」


    「久方ぶりに、古い仲間が集まったというのに、場を壊すようで恐縮ですが……いまこの場、この顔ぶれでなければ言えないことでして……」


    「前置きはいいよ。統一戦争の必要を感じない、って話だろ？　戦争しないで、リヴァノヴァと仲良くする方法を探そう、って言いたいわけだ、お前は」


    　手紙に書いてあった内容をルカが代わりに言葉にすると、ガヴーとメルヴィルは顔を見合わせ、ミズキは首をひねり、アステルは一瞬虚こ空くうを見つめてから、ぱん、と両手を打った。


    「それいいね！　そうだよ、戦わなくてもさ、ジェミニと話し合って、仲直りすればいいじゃん！　ジェミニもさすがに、いまのあんた相手だと戦争したくないだろうし！」


    　アステルのその言葉に、心強くなったのかカミーユは大きく頷うなずいた。


    「仰おつしやる通り、アケロン同盟を従え、ゼノビアを併合し、現在のルナ・シエラ連合軍はリヴァノヴァに匹敵する戦力を有しています。ジェミニ皇帝も、勝つか負けるかわからない会戦は避けたいはず。交渉に応じる可能性は充分にあります。皇帝へ特使を送り、不可侵条約の締結をこちらから持ちかけるべきです」


    　ひといきに、自分の考えを口にする。


    　ルカは黙って、返事を考える。


    　カミーユの言うとおり、普通の君主であれば交渉の座につくであろう状況だ。会戦というものはほとんどの場合、「必ず勝てる」と踏んだ君主が軍隊を侵攻させて発生する。「勝つか負けるかわからない」状況で敵地へ侵攻する君主はまずいない。下へ手たな戦争をして近この衛え連隊が損害を被こうむれば、自分を守るものがいなくなる。勢力が均きん衡こうした国家が隣接した場合、戦うよりも交渉によって国境線を定め、互いに併存するほうが君主のリスクは少ない。


    　だが、しかし。


    「交渉はしない。会戦で決着をつける」


    　カミーユの申し出をルカは一蹴する。


    　カミーユが唇を引き結び、決意を込めた顔を上げる。覚悟を決めた言葉が、第二執政の口から放たれる。


    「王女ファニアを取り戻すために、ですか」


    　ルカは即答する。


    「そうだ。この会戦は、おれの個人的感情で決行する」


    　カミーユの瞳が、煮えたぎる。


    「史上最大の会戦を……女ひとりのために？」


    「あぁ。何百万人死傷しようが構わない。おれはファニアのために世界を焼く」


    　答えながら、ルカの口の端はが斜めに切れ上がる。


    　──災厄の魔王。


    　頭ず蓋がいに再びその言葉が蘇った瞬間、テーブルを拳こぶしで叩き、カミーユは立ち上がった。


    「……いかなる理由があろうとも！　……わたしは決して、あなたに賛同しない、ルカ!!」


    　激した言葉が、食堂の壁に反響する。


    「あなたは変わってしまった……!!　革命前のあなたではない、いまのあなたは弱者を踏みにじる暴君だ！　世界に災厄をもたらす魔王だ!!」


    　ルカは口をひらこうとして、止まった。傍かたわらに座っていたガヴーが、大きな手のひらでルカを遮さえぎっていた。


    「……戦争は終わらせなければならない。いつまでもつづけるべきではない」


    　ガヴーの重い言葉が床を震わせた。


    　カミーユは立ち上がったまま、肩で息を整えながら、黙って言葉のつづきを待つ。


    「……併存しても、いつか戦うことになる。均きん衡こうは、いつまでもつづかない」


    　低い声の狭はざ間まに、暖炉の薪まきが爆はぜる。


    「均衡が破れたとき……子どもたちが戦うことになる。……いまよりずっと進歩した兵器を使って、もっと大きな戦争が起きる。……その被害は兵士だけでなく、庶民にも及ぶ」


    　ずっと戦場を生きてきたガヴーだから、それがわかる。より短時間により大量の人員を殺傷すべく、兵器は急速に進歩している。


    「……いまの戦争なら、死傷するのは兵士が百万人。だが時代が進めば……戦争に関係のない女、子ども、老人が、何百万人も戦争で死ぬ。……ルカの動機はなんでもいい。……問題を子どもたちに引き継ぐほうが、よほど悪い」


    　ガヴーはそう言って、黙った。


    　言葉を探すカミーユへ、ルカは肩をすくめる。


    「……まあ、お前の言葉に反論するなら、いまガヴーが言ったような感じだ。統一しない限り、問題は棚上げされる。金持ちは資本主義の奴隷だ、成長をつづけなきゃ生きていけない。条約なんか結んだって、限られた土地のうえで成長を義務づけられてる限り、いつか互いの経済圏が飽和して衝突する。先延ばしにするほど兵器は強力になっていくから、飛行艦隊が都市を焼き払うような最悪の戦争が起こる」


    　カミーユは呼吸を落ち着かせ、ルカの言う内容を考慮する。展望が長期的すぎるが、しかし筋は通っている。


    「戦争を以もつて戦争を終わらせる。それがおれの考えだ。おれとジェミニの会戦は史上最大の死傷者数を記録するだろう。でも死ぬのは兵士だけだ。民間人は誰も死なない。そしてこの戦争を最終戦争にするんだ、もう二度とおれみたいなバカが出てこないように」


    　ルカはきっぱりと言い切る。カミーユはルカを見み据すえたまま、激した思考を冷まし、言葉を探す。


    　理屈は理解できる。できるがしかしあまりに動機がおかしい。自分の女を取り戻すためにグレイスランドを統一したところで、そののちの世界をどうするつもりだ。


    　静まる一座へ、メルヴィルが言葉を添えた。


    「おれは土地やカネのためより女のために戦うバカに賛成するね。善ぜん人にん面づらした役人より、悪あく人にん面づらしたロマンチストにこの命をくれてやる。狂った時代を終わらせるには、女のために世界を焼くバカが適任だ」


    　うん、とミズキが頷うなずいて、にっかり笑う。


    「……おれも！　ファニアを取り戻すために戦う！　王様のわけわかんねー気まぐれで戦うより全然いい！　だいたい戦争なんて関係者全員悪人だぜ、善人同士が話し合って戦争終わるならとっくに終わってるし！　そうだろアステル？」


    　話を振られ、アステルはうーんと首をひねってルカを見やり、


    「……難しくてわかんない！　でも、これから戦争起きなくなるならいいんじゃない？　あんたひとりが悪役になって、みんなから責められたり石投げられたりすれば、問題解決するんでしょ？」


    「まあな。何百万人もおれの個人的事情のせいで死傷するわけで、勝っても負けても、憎まれるし恨まれるわな」


    　それを聞いてアステルはにっこり笑う。


    「それでいいじゃん。あんた、嫌われるの慣れてるでしょ？　それにみんなに嫌われても、ファニアがあんたを慰めてくれるよ」


    　ルカはこれ以上ないほど仏ぶつ頂ちよう面づらをこしらえて、


    「……あのな。この際だからはっきり言っとくけど、おれ、ファニアを助け出してふたりでいちゃいちゃしながら暮らしたい～。とか微み塵じんも期待してねえぞ」


    「え？　そうなの？　全然？」


    「……全然、ていうとウソだけど。でもまあ、基本的に期待してない」


    　ルカは顔を赤らめて、うつむく。アステルはそのうつむいた顔を下から覗のぞき込んで、


    「なにそれどっち？　ちょっとくらい期待してんでしょ？　ファニアといちゃいちゃしたいでしょ？」


    「……うるせえ。追究やめろ。そんな話はどうでもいい」


    「したいの？　したくないの？　はっきり言いなさい、どっち？」


    「うるせえな、したいよ。だが、無理なんだよ、どう考えても。ファニアを取り戻したとしても九割九分九厘、おれとファニアは一緒になれない」


    「なんで？　ファニアといちゃいちゃしたいから戦争するんじゃなく？」


    「んなわけあるか、バカ。こんな戦争ふっかけてファニア取り戻したって、本人が喜ぶわけねーだろ。もう一回会えたら、ビンタされんじゃねーかな。もしくは殴られるか蹴けられるか」


    　投げやりなルカの台詞せりふに、アステルはますますきょとんとする。


    「え、そうかな？　ファニア、あんた見たら泣きながら走ってきてチューしてハッピーエンドだと思うけど」


    　ルカはイヤそうに顔を歪ゆがめ、片手で後頭部を掻かきながら、


    「ないね。絶対にない。……『戦争を起こして民を傷つけ、わたしが喜ぶとでも思ったのですか』『わたしひとりを取り戻すために、これだけの人間を死傷させる必要がどこにあるのです』『百万の命よりわたし個人を優先するような人間を、わたしは心の底から軽けい蔑べつします』とか言われてビンタされて終わり。……ファニアは基本、自分を捨てて世界の役に立ちたいひとだから。個人的事情を優先して戦争するような人間は、確実に軽蔑されるし嫌われる」


    　ファニアの台詞と行動を予想してみせる。言われてアステルもふたりの再会のシーンを想像してみるが、確かにファニアの性格からして、そういうことを言いそうだ。


    　でも。


    「あんたそれじゃあ、なにが目的でこんな苦労してんの？　世界中から嫌われて、未来永えい劫ごう、悪人呼ばわり決定で、そのうえファニアにビンタされてフラれるんだよ？」


    「……いいんだよ。ジェミニからファニアが解放されるならそれでいい。別に、ファニアにフラれたって、おれの人生終わりじゃねーし。そうなったらヴィヴィ・レイン捜しを再開するだけだ。脇わき道に逸それまくってるけど、そっちが本来、おれの目標だし」


    　ぶっきらぼうに言い放つと、アステルは呆あきれ顔でルカをしばらく眺めて「うわーー……」とこれ以上ないほど悲しげな表情をこしらえた。


    「かわいそ～。めちゃくちゃがんばってここまで来たのに、フラれるの決定してて、世界中から未来永劫バカにされて、かわいそ～」


    　明らかにバカにしながら、ルカを哀れむ。


    「うるせえ黙れバカ女。それでいいんだよ。つーかお前こそヴィヴィ捜してんだろうがよ。ファニアにフラれたあと、捜すの手伝え」


    　アステルはルカの肩に手を置いて、雨に濡れた子犬を哀れむ表情でうんうんと何度も頷うなずきながら、


    「かわいそうだから、あたし一緒にいてあげる。安心していいよ。世界中から嫌われて、ファニアにもフラれな。あたし、ずっと一緒にいてあげるから」


    　勝ち誇った表情で上から目線をルカへ投げ下ろす。


    「……うるせえ、くたばれバカ女。誰がてめーなんかに泣きつくか」


    　完全に見下ろされながら、ルカはむっつりと不機嫌な表情をカミーユへむける。


    「……というわけだ。なんか文句あるなら聞くが。文句あるか」


    　促うながされ、カミーユはうつむいてしばらく考えを整えてから、真剣な表情を持ち上げた。


    「一連の言葉で、気になる点は多くあります。多すぎるほど多いのですが……。ともかく最も気になったのはひとつ。……ルカ。あなたは、戦争に勝ったなら、ヴィヴィ・レインを捜す旅を再開するのですか？」


    「あぁ。そのつもりだ」


    「共和国はどうするのです。グレイスランドを統すべる、あなたの独裁国家ですよ？　世界をどうとでもできるではありませんか。これだけの努力の果てに世界を勝ち取ったなら、あなたの望むすがたに世界を作り変えればいい」


    　あー……とルカは呻うめいて、虚こ空くうを見ながら言葉を整え、カミーユに目を戻す。


    「それなんだが……お前に任せたい」


    　カミーユは呆ぼう然ぜんと、ルカを見つめる。ルカは決まり悪そうに頭を掻かきながら、


    「お前もうすうす気づいていると思うが……おれに理想はない。ヴィヴィ・レイン捜してて気づいたらこうなってた、ってだけで、正直、政治は気が滅入る。このまま国のトップにおれがいると、敵が増えるばっかで余計混乱が広がる。だから……戦争が終わったら、お前が代わりに第一執政になってくれ。おれは失しつ踪そうするなり、追放されるなり、なんでもいいから表舞台から消える。それがグレイスランドにとって一番いい」


    「……………………」


    　絶句するカミーユに、ルカは眉まゆをへの字に曲げて、困ったように笑いかける。


    「お前が言ったように、おれは災厄の魔王でいい。代わりにお前は正義の味方になって、弱いものが踏まれない社会を作ってくれ。戦争の犠ぎ牲せいになる連中も、それで少しは報むくわれる」


    　カミーユは口を半分ひらいて、ルカの困り顔を見つめる。


    　長い沈黙ののち、ようやく、カミーユは言葉を紡つむいだ。


    「あなたは……独裁者ではありませんか。なのに……」


    「戦争するには独裁のほうが都合いいんだよ。いちいち議会の承認取って行動してたら戦争に勝てない。いまおれがやってるのは、戦争に勝つための一時的な政体だ。生き残るために国民に無理を強いる、短期強化合宿みたいなもん」


    「……………………」


    「グレイスランドが統一され、戦争がなくなると同時に、本当の共和制を世界が求める。その中心にいるべきは独裁者じゃない、お前のような理想主義者だ、カミーユ」


    　ぶるっ、とカミーユの足下が震えた。


    　分厚い眼鏡めがね越しに見えていた世界が、ぐらりと揺らぐ。


    「自由も平等もおれは信じない。けどお前が進もうとする道なら、おれは信じられる」


    　ルカの眼まな差ざしと言葉には、精いっぱいの誠実さが込められていた。いまルカが心底からの本当の思いを言葉にしていることが、カミーユにも伝わった。


    「わがままばっかりで、すまないと思う。でも、それを託せるからお前を今日ここに呼んだんだ。お前が抱きつづけてる実現不可能な理想は、アホが見る夢だけど、おれは好きだ。自由で平等な世界なんて絶対来ないとおれは思うが、お前はおれの予想を超えてくれ」


    　カミーユは言葉を返せない。


    　ただ拳こぶしを握りしめて、その場に立ち尽くすことしかできない。


    　これまで裁判所で、議会場で、幾多の論戦に挑み、並み居る論客を口先だけで説得、懐かい柔じゆう、論破してきた自分が。


    　女ひとりのために百万人を死傷させようとする大たい罪ざい人にんに、告げるべき言葉を持てない。


    　乾いた唇を舐なめて、言葉を探す。


    　けれどいつもなら簡単に生まれ出る反論が、いまは全く生まれてこない。


    　目の前のこの男は、百万人の憎しみと恨みをひとりで引き受け、未来永えい劫ごう「災厄の魔王」の汚名を着せられたうえで、世界を変える権限をカミーユへ投げ与えようとしている。


    　その目的は、ただファニアをジェミニから解放するために。


    　それによりファニアは、ルカを決して許さないというのに。


    　──罰はすべて自分が背負うというのか。


    　──すくいあげた光だけを、わたしに託すというのか。


    　そんなのは──災厄の魔王がすることではない。


    　そんなのは──世界に鞭むち打たれながら、鞭打つ世界の救済を祈るのは──聖人の仕事だ。


    　──なんなんだ、このバカは。


    　あふれてくる思いは、勝手に言葉になった。


    「……なんなのですか、あなたは……」


    　問われてルカは、眉まゆをへの字に曲げる。


    「なにって言われても。一介の卑ひ怯きよう者だ」


    「違う。悪あく人にん面づらのロマンチストだ」


    　メルヴィルが横合いから口を挟むと、


    「聖なる独裁者」


    　ガヴーが自分なりの評価をくだし、


    「かっこつけたバカ！」


    　ミズキは笑顔で両手をあげてそんなこと言い、


    「どんなにがんばっても絶対報むくわれないかわいそうなひと！」


    　相当ひどい評価をアステルが下す。


    　ルカは頭を掻かきながら、


    「……繰り返す。一介の卑ひ怯きよう者だ。ずっと前から、それ以上でも以下でもねえ。英雄だか逆賊だか魔王だか、呼びたいやつが好きに呼べ」


    　不機嫌そうに言い放つ。


    　カミーユの頭のなかは、相反するルカへの評価が渦を巻く。


    　聖人か、魔王か。革命家か、独裁者か。無私の英雄か、女に溺おぼれたバカか。


    　答えは出ない。


    　ルカという人間を探っていくと、あまりに子どもじみた問いへ行き着いてしまう。


    　──善とはなんだ。


    　──悪とはなんだ。


    　裁定の女神が掲げ持つ天秤は、ルカを量れば善悪どちらに傾くのだろう。


    「つーわけで……以上だ、カミーユ。文句あるならいま言え」


    　ルカが促うながすが、カミーユは言葉を探しあぐねる。


    「統一戦争には反対か？　そこはどうだ？」


    　論点を絞られて、ようやく返事を絞り出す。


    「……わたしの意見は、変わりません。……いかなる理由があろうと、あなたの一存で百万人の死傷者が出る事態を見過ごすことはできない」


    　一同は、責めるわけでも同意するわけでもなく、ただカミーユを見やる。


    「……注進はしました。あとはあなたが決めること。わたしはあなたの決定に従うのみです」


    　うつむきながらかろうじて言葉を絞り出すカミーユを、ルカは申し訳なさそうに眺める。


    「……まあ、なんだ。苦労ばっかりかけて悪いとは思ってる。でももう少しの我慢だから。戦争に勝てば、おれのお守りも終わりだからさ」


    「……お守りだなどと……思ったことはありません。……あなたには感謝しています、ルカ。わたしをここまで連れてきてくれたのは、あなただ」


    　カミーユはテーブルへ目を落としたままそう言って、深くため息をつき、顔を持ち上げた。


    「……今日はこれで。エロイサを待たせていますし」


    「そっか？　まあ、無理は言わないけど。でも集まるのが難しいメンツだから、ゆっくりしてっていいんだぜ？」


    「なおさらです。戦友の絆に、わたしが入り込むことはできません。それに少し……ひとりになってあなたの言葉を考えてみたくもあります。……それでは」


    　そう言ってカミーユは立ち上がり、ガヴーに食事の礼を言って、ひとりで地主屋敷をあとにした。


    「真ま面じ目めだなー、あいつ。生きてるだけで疲れそう」


    　ミズキはそんなことを言って、重い議論の余よ韻いんを振り払うように、にっかり笑った。


    「せっかくみんなで集まれたしさ！　楽しくやろうぜ！　もうすぐ最後の決戦だ、ジェミニなんかぎったぎたにして、ファニアを取り戻して、みんなで盛り上がろう！」


    　オレンジジュースのグラスを掲げ持つと、メルヴィルとアステルが唱和して、ガヴーとルカもグラスを打ち鳴らした。
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    　残された五人は議論のことなどすぐに忘れて、くだらない思い出話や最近の笑い話に花を咲かせ、夜遅くまで楽しい時間を過ごした。


    　それが五人が顔をそろえた、最後の夜だった。


    



    　†††


    



    　この箱が、ルカを滅ほろぼす。


    　そんな確信を抱きながら、神聖リヴァノヴァ帝国皇帝ジェミニは小高い丘の中腹に設置した新たな先進兵器アークを操作していた。


    　頭上には満天の星空。決戦の切り札になるであろう秘密兵器を衆目に晒さらしたくないので、試験操作には夜を選んだ。


    　エデン大使から受け取った取扱説明書を片手に見ながら、ジェミニは縦横一メートルほどの黒い箱の前に屈み込み、箱の前面に取り付けられたスイッチやダイヤルをいじり倒す。箱からはピーピー、ツーツーという高い電子音に混じり、ざざざ、じじじ、と砂嵐を思わせる耳障りな音が響いてくる。箱に繋つながった「発電機」という名の手提げ鞄かばんみたいな機械が、液体燃料ソーマを電力に変換して箱へ送っている。


    「この箱に、飛行艦艇以上の価値があるのですか？」


    　ドル・ドラム戦役以来、ジェミニに付き従ってきたシグルトという近この衛え兵が、ジェミニの傍かたわらで納得のいかない表情をする。無理もない。この箱を手に入れるために、ジェミニは五十万もの奴隷をエデンに売って得たＧＰグレイスポイントをすべて使い果たしてしまった。


    　箱の名は、無線通信機。


    　エデンの「目録カタログ」には「十キロメートル以内であれば、離れた場所でも会話ができる装置」と説明がある。必要ＧＰは、なんと九十五万ＧＰ。空飛ぶ巡空艦が八十五万ＧＰ、あのラファエルをもしのぐ第二階級機械兵「ガヴリエル」「ウリエル」が九十八万ＧＰだから、この箱にはそれら超一級アークと同等かそれ以上の価値がなければならないのだが、とてもそう見えない。


    　けれどジェミニは夢中でダイヤルをいじりながら、


    「あのＧＰ配分は間違ってると思うな。少なくとも機械兵の十倍は利用価値がある。できれば飛行艦艇にこいつを積めれば最高だったけど、残念ながらＧＰが足りない」


    　ふふふ、と笑いながら目を上げて、水平距離六キロメートルほどむこう、月明かりに銀光りするカザコヴァ川の川面を眺める。あの川のむこうに、ルカ率いる大軍が布ふ陣じんしている。


    「ぼくはここにいるよ。もうすぐ会えるよ、ルカ」


    　妖艶に笑みながら、箱の前面のボタンを押しつつ、通信機へ話しかける。


    「……あーあー。聞こえる？　ぼくだよジェミニだよ。どうぞ」


    　そしてボタンから指を放して、黒い箱の反響板へ耳を近づける。相変わらず、妙な音が波打つだけで反応はない。ジェミニは再びボタンを押して、


    「エロイサ、いる？　いない？　もしかして聞こえてないと絶望的なんだけど、どうぞ」


    　また指を放し、耳を澄ます。呼びかけを何度も送っていると、やがてかすかに。


    『……い……ちら……ぃ……で……』


    　反響板の奥から、ひとの声らしきものが漏れてきた。お、とジェミニは目を見ひらき、再びボタンを押して、呼びかける。


    「聞こえた。聞こえたよエロイサ。どうぞ」


    　ようやく──。


    『……エロイサ……す。……陛下。……聞こえます……どうぞ』


    　黒い箱のむこうから、潜入工作員の返事が届いた。


    　ジェミニは満面の笑みで、片手の小さな機器へ語りかける。


    「聞こえる！　聞こえるよエロイサ！　すごい、離れた場所で会話ができる！」


    『は……い。……聞こえます。……素晴らしいです。どうぞ』


    「そっちの様子は？　ばれてない？　大丈夫？」


    『ルカに……戦場見物の……許可を得ました。ここから……西岸一帯が、見えます。どうぞ』


    「さすが……！　次の戦い、きみが全軍の命運を握るね」


    『お任せ……ください。陛下。どうぞ』


    「……バレるとまずい、切るよ。本番まで気をつけて……」


    　ジェミニがボタンから指を放し、黒い箱のレバーを下ろすと、ぶつっ、と鈍い音がしてエロイサの声も雑音も聞こえなくなった。


    　ジェミニは対岸にいるであろうルカへ目を送り、届かない言葉を送る。


    「この戦い、ぼくらの勝ちだ」


    　遠隔地通信手段が馬しかないこの時代、十キロメートル離れた地点へ瞬時に敵情報告を送る手段をこちらは確立した。さらに情報の送り手であるこちらの優秀な工作員は、怪しまれることなく敵軍と一緒に行軍できる。


    「これで負けたら、ただのアホだね」


    　ルカがいつ渡と河かするかは読めないが、戦いが待ち遠しくてたまらない。


    　と。


    「おじさん、使い方わかった？」


    　背後から少年の声がかかった。ジェミニは笑顔で振りむく。


    「陛下って呼んだほうがいいよ、クソガキくん」


    　目線の先、純白の軍服をぴしりと身につけた少年が、気に入らなそうな目をジェミニへ送る。身長百五十センチくらいの小柄な少年は、


    「おじさん、偉そうだね」


    「うん。この国では、エデンのパシリのクソガキより確実に偉いよ」


    　ほがらかな笑みは一切崩れない。少年は少し考えて、冷静な言葉を紡つむぐ。


    「……ぼくはエデン人じゃない。ジュデッカ人。不愉快だから間違わないで欲しい」


    「へえ。ジュデッカ人って、エデン人に言われてこんなとこに出張するんだ」


    　柔らかそうな黒髪の下、少年の濃緑色の瞳に怒りが宿った。一歩、ジェミニへ歩み寄るとすぐにシグルトが少年の前に立ちはだかる。


    　小柄な少年は冷たい眼光をひとしきり大柄なシグルトへ打ち上げて、言葉を発した。


    「……ミズキなんかにラファエルを乗っ取られたんだってね。それってつまり、おじさんたち能なしってこと？」


    　シグルトは剣を抜き、剣けん尖せんを少年の顎あごの下へ突きつけた。


    「ガキとはいえ、いまのは看過できんな」


    　少年は全く動じることなく、


    「少し離れてくれない？　ぼく、距離感近いひと苦手なんだ」


    　シグルトのこめかみに憤怒が映り込む。ジェミニが制した。


    「いいよ、シグルト。生意気盛りだ、許してあげよう。……大した度胸だね、ロロ少佐。ぼくは好きだけど、周りの連中がどう思うかわからないから気を付けようね」


    　剣を鞘さやへ収め、一歩うしろへ下がったシグルトを一いち瞥べつし、ロロ・ロッソは醒さめた眼まな差ざしをジェミニへ戻した。


    「……ぼくはミズキを倒すためだけに来た。あなたたちでは、ラファエルに乗ったあの女は止められないから」


    「ミズキを知ってる口ぶりだね。本人は男だって言い張ってるけど」


    　ふっ、とロロは呆あきれたようなため息を鼻から抜く。


    「かわいそうなミズキ。ルシフェルに選ばれなかったのが悔しくてこんなところで男のふりをしてる」


    　言っている意味がわからず、ジェミニは首を傾かしげるが、ロロは勝手に話を打ち切って、


    「ミズキの素性なんてどうでもいい。とにかく、ミズキがラファエルに乗って出てきたらぼくに任せて」


    「ご要望どおりに。そんだけ言ってミズキに負けたら指さして大笑いするから、そのつもりでね、クソガキくん」


    　ふん、とロロは顎を振ってジェミニの言葉を払いのける。


    「負けたら、この舌を引き抜いていいよ。あと、ぼく、これでも十八歳。ガキって呼ぶのはやめて欲しいな」


    　年齢のわりに小柄で童顔だから、十三、四歳に見える。ジェミニは面倒くさそうに口元だけで笑み、


    「わかったよ、助っ人先生。いつ始まるかわかんないけど、始まったら呼ぶから」


    　言われてロロはつまらなそうに周囲を見渡す。現在、ジェミニがこの地に連れているのは二千名ほどの近この衛え連隊のみ。五十万を超すというリヴァノヴァ帝国軍のすがたはどこにも見えない。ルナ・シエラ連合軍が渡と河かを開始したら、とても止められないだろう。


    「ここに大軍集めて、こっちから攻めれば？　そうしたらすぐ始まるよ」


    　ロロの意見に、ジェミニは口元だけの笑みに凄せい惨さんなものを含ませて、


    「ダメだよ。なんのために高いＧＰグレイスポイント払って無線機買ったと思ってんの」


    　ロロは一瞬、その笑みに気け圧おされる。得体の知れないなにかが、ロロの脊せき椎ついを鷲わしづかみにしたような。


    「これまでの戦争は過去になる」


    　ジェミニは月光に晒さらされるカザコヴァ川西岸へと目を送る。今日わざわざここへ来たのは、エロイサとの無線通信が機能するかを自みずから確認するため。確認が取れた以上、もうここに用はない。あとは帝都近郊に分駐する五十万の本隊へ戻り、必要な措置を施すまで。


    「早く攻めておいで、ルカ。きみがまだ経験したことのない、最悪の敗北をプレゼントしてあげる」


    　褐色の笑みが、月光を裂いた。


    



    　†††


    



    「今回も分ぶん進しん合ごう撃げきで行く。おれたちの最大の強みはこれだからな。ジェミニは真ま似ねしたくてもできない、わかっていても防げない、おれたちだからできる作戦だ」


    　軍議の席上、ルカはメルヴィル、ガヴー、ミズキ、その他テーブルに居並ぶ高級将校十四名へむかいそう告げた。


    　ガヴーの手料理パーティーから一夜があけて、同じ地主屋敷の大広間にて、ルナ・シエラ連合軍五十五万の侵攻計画を決定する軍議がはじまっていた。


    　重々しい表情の将校のなかには、第二執政カミーユ、アケロン同盟軍を指揮する旧ロマンヴィル騎士団長エル・ボーンザック大将、それに旧ゼノビア軍をかつて指揮していたカーク・ハンセン大将も含まれていた。敗残の将はふたり並んで腰掛けて、非礼にならない程度に鷹おう揚ような態度を取り繕い、興味のない軍議が早く終わることを祈っている。


    　ルカはカザコヴァ川沿岸からリヴァノヴァ帝国帝都パグラチオンまでを含む大きな作戦地図を立てかけて、自らが立案した作戦計画を説明していた。


    「ゼノビア戦の反省を踏まえ、今回は、三軍団の距離がかなりひらく。ロマンヴィル騎士団と戦ったときは、三軍団の水平距離は六～十キロメートルだったが、今回は百キロメートル近い。あのときより遙はるかに大軍だから、これだけの間隔を空ける必要がある」


    　軍団が大きくなればそのぶん膨ぼう大だいな糧りよう秣まつが必要になるが、軍団同士の距離が近いと、周縁の耕作地が重複して収穫物を味方同士で奪いあうことになってしまう。現在、三つの軍団がカザコヴァ川に沿ったフランクフルター、バイゼン、テベルナ、と百キロメートル近く距離をあけて駐ちゆう屯とんしているのも、糧秣の問題によるものだ。


    　さらに、これはゼノビアに侵攻してわかったことだが、進軍の際にも軍団を分けたほうがメリットが大きい。ゼノビアではルカ率いる第一軍団二十六万が進軍した際、数十キロメートルに及ぶ長い渋滞がサウスランド大街道に発生してしまった。もしもあのとき敵の別働隊が第一軍の側面を突いたなら、間違いなく甚大な被害を被こうむっただろう。同じ失敗を繰り返さないため、今回は進軍ルートを三つに分けることとなった。


    「侵攻は三月二十五日、最南端のテベルナ、メルヴィル率いる第三軍団から開始する。つづいて二十八日、ここバイゼンからおれが率いる第一軍団、四月一日、フランクフルターからガヴーの第二軍団が渡と河か。おそらくこの四月一日か二日に、パグラチオンへの侵攻ルートのいずれかでジェミニの本隊と遭遇し、史上最大の会戦が生起すると見込まれる。敵本隊と遭遇した軍団は早馬を飛ばして持久し、他二軍団が応援に駆けつけるのを待つ」


    　ボーンザックとハンセンは、互いに目を合わせ、肩をすくめた。ルカが気づき、意見を求める。


    「言いたいことがあればどうぞ、ボーンザック閣下。名将のご意見を作戦会議で拝聴できるのは喜ばしいことです」


    　おだてられ、ボーンザックは「仕方がない」とでも言うように背もたれに上体を預け、重々しく告げる。


    「パグラチオン近辺に分駐した敵軍は、結集したなら総勢五十万以上の大軍と聞き及びます。万が一、これが我々の侵攻を待つことなく、自みずからフランクフルターの第二軍に攻撃を開始したなら、いかにガヴー将軍といえど撃破されるのでは」


    　言われてルカは頷うなずきを返す。


    「いかにもガヴーの第二軍は、帝都の間近に駐ちゆう屯とんしています。こちらが攻める前に襲われる危険は非常に高い。その場合は……」


    　ルカの言葉を、ガヴーが勝手に引き継いだ。


    「第二軍は逃げる。追ってきた敵を、残り二軍団が囲んで領内で仕留めれば良い」


    　短い答えに、ふむ、と鼻息を返してボーンザックは両腕を胸の前で組み直す。ルカが言葉をつづける。


    「……そういうわけです。これは第一軍、第三軍も同様に、四月一日以前に敵本隊と遭遇した場合は持久せず、カザコヴァ川を西へ渡ってルナ・シエラ領内へ逃げます。敵が追ってくれば領内で会戦を求め、追ってこなければ予定どおり、他二軍団は侵攻をつづけ、逃げた軍団もまた川を東へ渡るだけの話。三つの軍団が自律して駐屯し、行軍し、会戦できる、我が軍の強みがここにあります」


    　メルヴィルとガヴー、信頼できるふたりの軍団長が自分の頭で状況を把握し、独立して行動できる。これがジェミニには真ま似ねのできない、ルナ・シエラ連合軍の強みだった。


    「ジェミニの弱点は、自律した軍団を委ゆだねられる軍団長がいないことです。これをやると、委ねた軍団が裏切る危険が大きい。なにしろジェミニ自身がかつて東方派遣軍を反転させ、帝都を攻略し実父を殺した張本人。信頼できる部下のいないジェミニは五十万の軍団を一箇所にまとめ、三軍に分かれたこちらの針路をなんとか掴つかんで各個撃破を狙うしかない。その条件であれば、敵が我々を待ち受けるのはパグラチオン近郊しかない。以上により、会戦は四月一日か二日、パグラチオン近郊で生起すると見込みます。反論は？」


    　ボーンザックもハンセンも、目線を伏せて口をつぐむ。言いたいことはまだありそうだが、なにしろ絶対有利といわれた状況でルカに負けたふたりだから執しつ拗ような反論はしづらい。


    　一同が了承したことを確認し、ルカは全員へ告げる。


    「作戦名はパグラチオン作戦とする。わかっていると思うが、くれぐれも侵攻日、侵攻ルートは他言しないよう。いま言った三軍の決めごとも機密事項だ。ジェミニはあらゆる方法を用いてこちらの内情を探っている。機密が漏れれば命取りになることを心してくれ」


    　当たり前のことだが、念を押した。一座が応を返して、軍議はおひらきとなった。あとは十一日後の三月二十五日、パグラチオン作戦の開始を待つばかり。


    　カミーユと高級将校たちが全員、地主屋敷を退去して、メルヴィルとガヴーがルカの元に残った。


    　ルカは改めて、もう六年以上も共に戦いつづけた戦友へ告げる。


    「ここまで来ちまったな。これで最後の戦いにしよう」


    　メルヴィルは薄く笑う。


    「まだ夢のようだよ。ただの騎兵だったおれが、十万人以上の軍団を率いているのだから。きみのおかげだ」


    　そして笑顔で握り拳こぶしを固め、ルカへ突き出した。


    「楽園ヴアルハラで会おう」


    　突撃前の騎兵の合い言葉だった。命はもう捨てている。肉体が砕け散っても、戦士の魂が集う楽園ヴアルハラで、また会える。


    　ルカは困り顔で頭を掻かき、


    「縁起でもねえな。これから死ぬみたいじゃねえか」


    「戦士の誓いだ。たまにはいいだろ」


    　メルヴィルが促うながすと、ガヴーも無言で握り拳を固め、ルカの前へ差し出した。


    　低く、重いいつもの声で告げる。


    「楽園ヴアルハラで会おう」


    　ふたりに言われたら仕方ない。へっ、とルカは自分も拳を握った。


    　三人で握った拳を打ち合わせる。


    「楽園ヴアルハラじゃねえ。パグラチオンで会おうぜ。おれたちは勝つ。三人がそろって、これまで一度も負けたことはない。この戦いも勝って、戦争をここで終わらせるんだ」


    　わかったな、と念を押すと、メルヴィルは薄い笑みで答え、ガヴーは重い頷うなずきで答えた。


    　そして三人は分かれた。


    　互いの率いる軍団が、百キロメートルの間隔を開けてカザコヴァ川沿岸で侵攻のときを待っている。また会う場所は、帝都パグラチオン。ジェミニ率いる帝国軍を撃破して、必ずまた会うとルカは心中に誓った。


    



    　†††


    



    　軍議を終えて地主屋敷を出たカミーユは、重い足取りで田舎いなか道を歩いていた。


    　近郊に駐ちゆう屯とんしている兵士たちがそこかしこ見受けられる。原っぱでは縦隊を組んだ義勇兵が行進し、横隊から方陣へ、そしてまた縦隊へ、迅速に隊形を変える訓練にいそしむ。道をゆく荷馬車は絶えることがなく、たくさんの弾薬箱や、馬草、糧りよう秣まつ、医療品の焼き印が入った木箱などを満載してカザコヴァ川沿いに移動していた。


    　口径二十センチ以上の野戦砲が、砲口を東岸へむけて三十門ほど居並んでいた。一門ごとにＵ字型の土塁が据すえられ、その内側に四人の砲兵が常駐して対岸へ目を光らせている。


    　ここバイゼンに駐屯する第一軍団は総勢二十五万。ガヴーの第二軍団が十八万、メルヴィルの第三軍団は十五万。史上最大の大軍が、十一日後のルカの号令を待って、南北二百キロメートルに亘わたって展開している。


    　──結局、わたしはなにもできなかった。


    　自じ嘲ちようしながら、カミーユはとぼとぼ、宿泊している宿へ戻った。もうカミーユにできることはここになく、今日の夕方、馬車でラランディアへ戻る予定だ。


    　──善とはなんだ。


    　──悪とはなんだ……。


    　昨夜からずっと、その問いがカミーユのなかを巡り巡っている。果たしてルカは悪なのだろうか。そして自分は善なのだろうか。ルカと直接に意見を交わしたことで、自分の足下がぐらついてしまっている……。


    　田舎町にしては立派な宿の三階、広々とした部屋へ入ると、エロイサが待っていた。


    「あら、カミーユ。早かったのね。もっと長引くものと」


    　そう言ってエロイサはカミーユに抱ほう擁ようし、頬ほおに口づけをする。カミーユはエロイサの背中に手を回して、


    「……反対意見など、ろくに出ませんでした。もうすでに戦争を止められる段階は越えています」


    　ふたりは自然、ベッドに倒れ込んだ。エロイサの濡れた瞳が、間近からカミーユを見上げる。


    「あなたはできるだけのことはしたわ」


    「結局なにも変えられなかった。また、大勢の兵士が死傷します」


    「あなたのせいじゃない。面とむかってルカさまに意見したのは、あなたくらいでしょう？　すごいわカミーユ、素晴らしい勇気よ……」


    　エロイサに励まされると、カミーユのしおれていた心はまたたくまにうるおう。導かれるまま耳元でささやかれる愛の言葉に思考をとろけさせ、自分のすべてを預け、溺おぼれた。


    　終わってくたくたになり、出しゆつ立たつまでしばし休もうと目を閉じかけたとき、エロイサがなにげなく問いかけた。


    「そうそう、マヌヴォー商会の会長さんが、開戦するところをこの目で見たいってわたしに頼んで来たのだけど……」


    　疲れ切ったカミーユは片目をあけた。マヌヴォー商会はこの間までエロイサの勤め先であり、今回の戦役に三百万ベリエもの寄付金を寄せた大スポンサーだ。


    「難しい性格のかただから、見当違いの場所にいて開戦を見逃してしまったら、機嫌を損ねてしまうかも。あれだけお金を出してくださったのに、返礼できないのも心苦しいし……。戦争はいつ、どこではじまって、どう行軍するのか、こっそり教えてくださらない？　事前にそれがわかっていれば、会長も軍にくっついて移動できるから、きっと喜んでくださると思うの」


    　カミーユは残っていたほうの目もひらいて、仰あお向むけになり、エロイサに顔をむけた。


    　エロイサは困ったように微ほほ笑えんで、カミーユを見つめる。


    「わたしもお世話になったかただし、今後のためにも特別に……ね？」


    　ほう、っと息を吐いて、カミーユは眼まな差ざしに愛情を込める。


    「マヌヴォー会長とあれば仕方ありませんね。でも、場所と日付は会長にも言ってはいけませんよ？　なにしろ軍の機密事項ですから」


    「もちろん。それとなく、前日にでもその場所にお連れすれば問題ないから」


    「……三月二十五日早朝、テベルナです。以後、三日ずつ間隔をあけて、バイゼン、フランクフルターと渡と河かし、全軍が三方向からパグラチオンを目指します。これ以上は言えません」


    　小声でささやき、カミーユは恋人へ微笑みかける。エロイサは薔ば薇らのような微笑みをたたえて、カミーユに口づけする。


    「愛してる」


    「わたしもです」


    　唇を放し、エロイサは仰向けに横たわって天井を見上げた。


    



    「わたしたちの勝ちよ」


    



    　†††


    



    　繋けい留りゆう塔とうの頂上部、吹きすさぶ強い風のむこうに、飛行戦艦バルバロッサが全長三百十二メートルの巨体を横たえ、出発のときを待っていた。


    　白いブラウスに紺のスカート、胸元にリボン。質素な装いのファニア・ガルメンディアは片手を髪に当て、衛兵たちに周囲を守られながら、タラップへと歩いていく。


    



    　ステファノ歴一七九六年三月二十三日、エデン特区、アキレアスの塔──。


    



    　先導するグレゴリオ・オナシス中将は濃紺の軍服すがた。バルバロッサの手前で足を止め、いつもの無表情にわずかに示威的なものをにじませ、ファニアを振り返る。


    「ようこそ、我が家へ」


    　グレゴリオにしては茶目っ気のある言葉に、ファニアは愛想笑いを返す。


    「無理をお聞き頂き、感謝いたします」


    「お気になさらず。殿下のご要望とあらば、断る理由はありません」


    　グレゴリオにつづいてファニアはタラップを上がる。ガルメンディア革命時、この戦艦をラランディア宮殿に横付けにされ、このタラップを自室に突っ込まれて艦内へ無理やりに連れ込まれた。あれから一年四か月、まさかこんなかたちで同じ階段を上がるなんて。


    　奇妙な感慨にとらわれながら、ファニアはバルバロッサの艦内へ入る。すぐにハッチが閉じられ、ソーマエンジンの駆動音とぬるい空調に包まれる。


    「おそらくは十日間前後の船旅です。艦内は自由に移動して頂いて構いませんが、一部、立ち入り禁止区画があります。そこにはお近づきになりませんよう」


    　グレゴリオはそう言って、狭い通路を先導し、展望デッキへとファニアを誘った。


    　戦艦の下腹に逆ドーム型に張り付くかたちで、全面ガラス張りのデッキがあった。百名規模のパーティーが開催できそうなほど広く、正装した十五、六名ほどの先客が、バーカウンターやソファーで歓談していた。エデン人の貴族であろうことは、彼らがいずれも壮年以上で金髪であることから明らかだった。


    　床は地面にむかって半球型に張り出した鉄枠に防弾ガラスが嵌はまっていて、半球の底部に合金の延べ板が水平に張ってあり、十数箇所ほど覗のぞき窓がひらいていた。会戦見物の際は、ここから地上を見下ろすのだろう。


    「殿下のために、床を張ったのです。以前はありませんでした。エデン人は地上人に見上げられても気にしませんので」


    「……心遣いに感謝いたします」


    　できるだけ言葉に心を込めたつもりだが、ファニアの内心は冷え冷えしている。地上の猿にスカートの内側を覗き込まれようが、天上人さまは気にしない、ということか。


    　と、傍かたわらから声を掛けられた。


    「これはこれはファニア殿下。珍しいところでお目にかかれました」


    　驚いて、振りむく。いつの間に接近していたのか、不思議な風ふう体ていの女性が手の届くところで微ほほ笑えんでいた。


    「……？」


    　中世期から抜け出してきたかのような黒の長ローブ。フードで顔の上半分を覆っているので口元しか見えない。垣かい間ま見える鼻から下には皺しわひとつなく、二十代前半の女性の肌だが、その声は嗄かれていて老婆そのもの。


    　グレゴリオが、いかにも胡う乱ろんな声を投げる。


    「……貴様も行くのか、アナスタシア」


    　ファニアの前だというのに声こわ音ねに明らかな拒絶を含み、眉み間けんに皺を寄せる。どうやらこのアナスタシアと呼ばれた女性が嫌いらしい。


    「近々わたしの最高傑作に面白いことが起きるでの。史上最大の会戦が偶然、この日付に発生するとは実に興味深い。おんしが拒絶しようがついていくぞ、グレゴリオ」


    　ひひひ、と老婆の声で笑うと、グレゴリオはもはや嫌悪を隠さず顔を背そむけた。


    「こちらは……？」


    　ファニアの問いかけに、グレゴリオは相変わらず顔を背けたまま、


    「ジュデッカの魔法使い、を名乗る変わり者です。エデン評議会の招きにより、アキレアスの塔で生活をしているのですが、奇妙な言動が多いもので、あまり相手をなさらないよう」


    　けけけ、と笑ってひどい紹介を受け流し、アナスタシアはファニアへ言葉をかける。


    「アナスタシアと申します。以後、お見知りおきを。……殿下が今日このとき、ここにいらしたのも巨大な運命の一環でしょう。わたしにもそれがなにかはわかりませぬが……大きな転換が、もう目の前に迫っておるようです。非常に面白いものが、ここで見られることでしょう」


    　魔法使いを名乗る女性の謎めいた言葉を、ただファニアは受け止めることしかできない。


    「引っ込んでいろ。殿下に迷惑をかけるな。……殿下、お部屋へ案内いたします……」


    　グレゴリオは魔女からファニアを引きはがすと、先導して展望デッキを出た。


    　狭い通路を歩き抜けながら、ファニアへ詫わびる。


    「追い払いたいのですが、なにぶん評議会のお気に入りで。アキレアスの塔とバルバロッサ艦内に限り、自由に歩き回る権限を持っているのです。わたしでも行動を制限できないのが腹立たしく……」


    　珍しくグレゴリオが嫌悪を露あらわにしていた。相当にアナスタシアが苦手らしい。しかしエデン評議会のお墨付きで、ジュデッカの魔法使いを名乗るのならば、なんらかの特別な能力があるのだろう。船旅の間、グレゴリオの目を盗んで近づくのもいいかもしれない。


    　豪勢な客室がファニアのために用意されていた。


    　小さな丸い窓のむこうに青空が見える。グレイスランドのものより弾力が強く、スプリングの効いたベッド。エデン製らしい、白を基調とした瀟しよう洒しやな家具。クローゼットには普段着や寝具、式典用のドレスまで用意してあった。


    「殿下のために内装を整えました。十日間近く、船内から出られません。ご要望は殿下専属の係のものまでどうぞ」


    「なにからなにまで、本当に感謝いたします、グレゴリオ公」


    「とんでもない。こたびの大会戦、特等席からご覧になる資格が殿下にはあります。なにしろルカもジェミニも、殿下を手に入れるために戦うのですから」


    　注がれたグレゴリオの強い目線を、ファニアは受け流す。


    「……曲解しておられます。……わたしの存在は関係ありません」


    「謙けん遜そんなさらず。ルカもジェミニも、殿下への執着は明らか。この戦いに勝ってエデン評議会を懐かい柔じゆうし、殿下を手に入れるつもりです」


    　ファニアは応こたえる言葉を持たず、うつむく。


    　グレゴリオの目線が、いつもより熱い。


    　飛行戦艦内はグレゴリオの治外法権。これから十日間前後、グレゴリオは艦内でファニアを独占できる。そしていま、この部屋にはふたりきり。


    「……目的地はパグラチオンでしょうか？」


    　ファニアは話題を逸そらす。


    「なぜ、そう思うのです？」


    「……会戦は、パグラチオン近郊で起こるのでは？」


    　ファニアの問いに、グレゴリオは親しげな笑みを返す。


    「……いいえ。最初の会戦はログノヴァ要よう塞さいの近郊で起こります」


    「ログノヴァ……？」


    　ファニアは首を傾かしげる。ログノヴァ要塞は神聖リヴァノヴァ帝国南部に位置する近代要塞だが、パグラチオンからは二百キロメートル近く隔たっている。そんな辺へん鄙ぴな場所で、なぜ会戦が発生するのか。


    　グレゴリオはわずかな優越感を口の端はに忍ばせ、


    「実は今回の旅、殿下をログノヴァ要塞上空へお連れするよう、ジェミニからも要望があったのですよ。ジェミニ曰いわく、ルカの滅ほろびの旅を空からご照覧あれ、だそうで」


    　ファニアの葡ぶ萄どう色の瞳が、見ひらかれる。グレゴリオの言葉がつづく。


    「おそらくは、ルナ・シエラ連合軍の機密情報を掴つかんでいるのでしょう。でなければわざわざ殿下をそんな場所に招待するわけはない。かなりの勝算がなければ、ジェミニからわたしへそんな要望を送ることもあり得ません」


    「……………………」


    「滅びるのはルカかジェミニか、この目で見届けましょう」


    　グレゴリオは丸窓の外を見やった。ソーマエンジンの振動が、ファニアの足下へ伝わる。


    　エンジンの唸うなり声は二発、三発と折り重なっていき、六発がそろったところでひときわ高まった。


    「……出しゆつ立たつの時間ですな。楽しい空の旅になりそうだ」


    　グレゴリオの言葉と同時に、窓の外がぐらりと揺れて、浮遊感がファニアの全身を包んだ。高い唸り声と共に、バルバロッサの巨体が初春の空へゆっくりと上昇していく。


    　いまの自分にできることはなにもない。できるのはただ、この船に乗り、戦いを上空から見下ろすだけ。


    　けれど、祈る。


    　──ルカ。


    　──負けないで。


    　雄大な青空がファニアの祈りを抱きとめる。巨大な艦体をゆっくりと旋回させて、バルバロッサは舳へ先さきを南東へむける。


    　行く先はログノヴァ要よう塞さい。


    　ジェミニが予言する、最初の会戦の生起する場所。


    　──あなたを信じます。ルカ。


    　無言の祈りと共に、ソーマエンジンがさらなる咆ほう哮こうを発した。


    　ファニア、グレゴリオ、それにアナスタシアを乗せた飛行戦艦は一路、神聖リヴァノヴァ帝国を目指し飛翔する。


    



    　†††


    



    　同日、カザコヴァ川上流域、フランクフルター方面──。


    



    「あちらです。あの空の低いところ……」


    　司令部付き副官が東北東の空域を指し示し、遠眼鏡とおめがねを渡した。


    　ルナ・シエラ連合軍第二軍団司令官ガヴーは受け取った遠眼鏡の先を示された方向へむける。


    　丸く切り取られた視界に、鼠ねずみ色の空が映り込む。あと十五分ほどで日が沈み、視界は闇に沈むだろう。ガヴーは何度か遠眼鏡を外し、肉眼で示された空域を確認してから、再びレンズをむけてそれを視認しようとする。


    「いた」


    　日没ぎりぎりのところで、空の裾を飛翔するそれを捉とらえた。輪りん郭かくに見覚えがある。


    「バルバロッサに間違いない」


    　遠眼鏡を当てたまま、副官に告げる。一時間ほど前、敵地へ潜入させた軽騎兵からエデン飛行戦艦バルバロッサがリヴァノヴァ帝国上空を南下していると報告が入った。ガヴーと副官はカザコヴァ川沿岸の砲兵陣地がある丘へ登り、問題の戦艦を視認しながら憶測を交わす。


    「針路はパグラチオンではない。南を目指している」


    「会戦見物が目的では……？」


    「……わからん。だが、悪い予感がする」


    　やがて日が沈み、バルバロッサは闇へ消えた。一艦だけの単独行動だから標識灯も焚たいておらず、夜が来たなら視認は不可能になってしまう。


    　ガヴーは遠眼鏡とおめがねを外し、飛行戦艦が消えた夜の一角を睨にらみながら黙もつ考こうに沈んだ。


    「……軍装を解いた軽騎兵を三十騎、帝国領に送り込み、バルバロッサを尾けさせる。一日ごとに針路を報告するのだ」


    　副官は即座に拝命し、さっそく偵察の軽騎兵隊を招集するよう伝令兵に告げた。


    「帝国軍は動いているのか」


    「……パグラチオン方面の偵察騎兵が戻っておらず、不明です。おそらく、かなり厳重な警戒態勢が敷かれているものと」


    　うむ……とガヴーは腕を組む。


    　五十万を超すという帝国軍の動向がわからない。敵はこちらが三軍に分かれてカザコヴァ川沿岸に布ふ陣じんしていることを知っている。そしてなぜかこの時期に南下するバルバロッサ……。


    　まさか。


    「テベルナ方面にむかっているのではあるまいな」


    　テベルナに布陣するメルヴィル第三軍の渡と河か決行日は明後日、二十五日早朝。バルバロッサであればその日その時刻、当該空域近辺に到着できる。もしやバルバロッサはなんらかの手段を用いてその情報を掴つかみ、開戦を見物に行くつもりではないのか。


    　もしそのとおりならば……状況は難しくなる。


    　──動くべきか。


    　いま第二軍が渡河を決行し、飛行戦艦に追つい従じゆうして南下したなら、最悪の事態を防ぐことはできるかもしれない。だがそれをやれば今作戦の眼目である、三軍によるパグラチオン近郊への分ぶん進しん合ごう撃げきが不可能となる。もしもバルバロッサの行動が今作戦となんの関係もないものであれば、渡河を早めることは連合軍の敗北に直結してしまう。


    　情報が足りなさすぎる。まだ決断をくだすべきではない。


    　ガヴーは副官へ新たな下知を送る。


    「早馬を飛ばし、ルカとメルヴィルに連絡を。飛行戦艦が南下している、状況により、第二軍は渡河を早める。戦艦の下に敵軍がいる可能性がある、と」


    「はっ！」


    　副官は再び、伝令将校へその旨を告げに走る。にわかに慌ただしくなった自陣に佇たたずみ、ガヴーは東の空を睨む。


    「……無理はするな。メルヴィル」


    　二百キロメートル彼方かなたの盟友へ、ガヴーは祈る。イヤな予感が、深まる闇と共に、胸のなかで濃くなっていく……。


    



    　†††


    



    　ステファノ歴一七九六年三月二十五日、カザコヴァ川下流域、テベルナ方面──。


    



    　日の出前にはじまった砲撃による砲煙が、地平線から顔を覗のぞかせた朝陽に貫かれた瞬間、ルナ・シエラ連合軍第三軍団司団令官メルヴィルは右手を振り上げた。


    「オラール騎兵団、デュ・ゲクラン連隊、前進!!」


    　号令と同時に、堤防上に現れた四列縦隊、全十二兵団、歩兵三万六千、騎兵八千が鼓笛隊の伴奏に合わせ、粛々と朝陽へむかって前進を開始した。


    　朝霧が立ちこめるカザノヴァ川の川面へ、次々に歩兵が、騎兵が、足を踏み入れていく。


    　たちまち、あちらこちらで朝の大気が高い唸うなりをあげて切り裂かれる。


    　死を運ぶ不吉な音調が兵士の頭上に折り重なり──


    　轟とどろきと共に、複数の水柱が兵士の周囲に屹きつ立りつする。


    　悲鳴と馬のいななき、真っ赤な飛ひ沫まつが朝霧を掻かき乱す。西岸から五十門の野戦砲が、東岸の堤防の背後へ隠された帝国軍砲兵陣地を狙って砲撃する。


    「ひるむな、行け、行けっ!!」「帝国軍など恐るるに足りぬ、前進し、踏みにじれ!!」「我らは自由と平等のために戦う！　圧政に苦しむリヴァノヴァの民を解放するのだ、行けっ!!」


    　士官たちの号令が、連合軍義勇兵の背中を押す。事前に徒と渉しよう点てんへ照しよう準じゆんされていた正確な砲撃にひるむことなく、戦友たちの手足が吹き飛ばされ、血流が川面を真っ赤に染めても、真っ青な軍服に身を包んだ兵士たちは革命の歌を歌いながら前進をやめない。


    　メルヴィルは愛馬の鞍あん上じようから、第三軍団の渡と河かを見守る。


    　朝陽へむかって突き進んでいく麾き下かの精鋭たちが、ひどく頼もしい。冬の間ずっと、この作戦のために鍛きたえ上げてきた徴集兵と義勇兵たちは、死を恐れぬ戦士に育っていた。


    「敵の防備は薄い。水際で防ぐことは考えていないようだ」


    　メルヴィルの言葉に、ジュリアンという古くからの副官が応こたえる。


    「ログノヴァ要よう塞さいに、帝国軍が集結しつつあると偵察騎兵から情報が。おそらく、要塞に立てこもってこちらの足止めを狙うものと」


    「大した数ではあるまい。この先の敵に出来るのは時間稼ぎだけだ、行軍を急ぎ、第一軍と接近することを優先する」


    　応える先で、渡河した歩兵たちが対岸に橋きよう頭とう堡ほを設営しはじめる。騎兵団は隊列を組んで堤を乗り越え、敵砲兵陣地の場所を確認、合図を送って味方の砲撃を誘導する。このぶんなら大した犠ぎ牲せいも出さずに、第三軍十五万は渡と河かできそうだ……。


    



    　全軍が渡河に成功し、メルヴィルは第三軍を行軍隊形にして進軍を開始した。


    　冬営中に訓練したとおり、総勢十五万の軍団は整然と隊形を組み上げて、街道の舗ほ装そう路は砲兵隊・輜し重ちよう隊たいに譲り、歩兵・騎兵は道沿いの平原を歩いて行く。革命の歌を歌ったり、行進曲を奏でたり、思い思い、にぎやかに兵士たちは異邦の地を突き進む。


    　敵軍はおそらくすでに、第三軍が渡河した情報を受け取っただろう。パグラチオン近郊に分駐している五十万超の本隊は集結を開始し、その場に居残って待ち受けるか、南下して第三軍との決戦を求めるか、いずれかを選ぶはず。前者なら良し、もしも後者を選んだとしても、南下した帝国軍と北上した第三軍が遭遇するのは三日後だ。そのころにはちょうど、渡河したルカ率いる第一軍が帝国軍の側面を襲う格好になり、こちらの不利益はない。


    　メルヴィルが念頭に置くべきは、途中の敵に手間取らないことだ。城や要よう塞さいにこもった敵は別働隊を切り離して本隊は素通りし、一万以上の軍勢であれば野戦で蹴け散ちらす。ルカの作戦計画では万が一、四月一日以前に第三軍が帝国軍本隊五十万と遭遇した際のことも織り込まれているが、帝都パグラチオンを空からにしてそれほどの大軍をこんな辺へん鄙ぴな方面に送り込むことはまずあり得まい。


    　第三軍は北上をつづけ、午後一時、ログノヴァ要塞を視界に捉とらえた。


    　五角形の外郭を持ち、要塞から突出した外がい堡ほには死角がなく、攻め寄せる敵兵を掃射するための斜堤を備える近代要塞だ。真ま面じ目めにこれを攻め落とそうとすれば一年はかかるだろうが。


    「立てこもった敵兵は」


    「およそ七千と見込まれます」


    「ユベール師団とモルガン連隊を切り離し、封ふう鎖さする。本隊はこのまま北上をつづける」


    　メルヴィルの決定を受けて、一万五千の支隊が切り離され、ログノヴァ要塞を封鎖した。要塞に立てこもった敵兵が第三軍の後こう背はいを襲おうとしても、支隊によって阻止できる。メルヴィルは要塞にこもった兵を支隊という鉄柵で囲い込んだ格好だ。


    「ぐずぐずするヒマはない、行くぞ。二十八日までに、第一軍の十五キロメートル以内に接近するんだ」


    　第三軍はログノヴァ要塞を素通りし、北上を再開した。


    　午後三時半、後方に置き去りにした要塞が視界から消えたころ、行く手の空に不吉な艦影をメルヴィルは認めた。


    「……飛行艦艇？　なぜこんなところに」


    　北東の空の低いところを飛行する鯨くじらのごとき影。遠眼鏡とおめがねを当てて輪りん郭かくを確認し、それがエデン飛行艦隊旗艦バルバロッサであることを視認した。


    「一艦だけか？　おれたちを見に来たとしても、よくここがわかったな」


    　釈然としない。この日付、この場所に第三軍がいることは連合軍幹部でなければ知らないはずだ。


    「我々が渡と河かしたことを聞きつけて、ここへ急行したのでは？　それにしても船足が速すぎる気はしますが……」


    　副官ジュリアンが訝いぶかしげに首を傾かしげたところへ、前ぜん哨しようの騎兵が戻ってきた。


    「帝国軍の大部隊が、こちらへむかっております！」


    「なんだと？　規模は」


    「現在、ほかの騎兵が全容を確認しておりますが、かなりの大軍です。おそらくは二万、三万……もっといるかも」


    　メルヴィルは唸うなる。騎兵の偵察で敵軍の規模を判断するのは非常に難しい。鳥であれば上空から見渡して把握できるが、地を這はう騎兵は長い列となって行軍する敵の数を正確に見積もることができない。


    「要よう塞さいに立てこもった敵は七千。近隣都市の規模からして、兵士をかき集めたとしても三万前後が限界のはず。野戦を挑めば一蹴できます」


    　ジュリアンが進言する。メルヴィルもそう思う。だが万が一、これが帝国軍本隊、ジェミニ指揮する五十万だったら？


    　──一蹴されるのは、こちらだ。


    　くそっ、と珍しくメルヴィルは逡しゆん巡じゆんする。


    　これが日頃、同じ鍋なべ釜がまをつついた三千くらいの騎兵連隊であれば、撤退なり進軍なり、迷わず決断をくだすことができる。しかしいまメルヴィルが率いるのは十五万の大軍だ。決断の重みが、連隊のそれとは次元が異なる。


    　──決断を間違えれば、連合軍が敗れる。


    　──グレイスランドは、ジェミニのものになる。


    　それはすなわち、ルナ・シエラ共和国の住民が不寛容な占領政策にさらされ、五十万、百万人規模で奴隷としてエデンに売られるということだ。


    　そして決断をためらう時間はない。一分一秒の判断の遅れが、自軍へ致命的な損害を与える。


    　メルヴィルは傍かたわらに控えたジュリアン他、三名の作戦参謀に意見を求めた。


    「五十万の南下はあり得ません。帝都パグラチオンを守るものがいなくなります」「帝都まで一日の距離にガヴー閣下の第二軍が駐ちゆう屯とんしています。これを放置して本隊が南下するのはリスクが高すぎるでしょう」「ログノヴァ北方にも、我々が把握していない地方連隊が存在していた可能性も。南下しているのは多くても三万から四万と見積もりますが」


    　いずれの参謀も、こちらへむかっているのは帝国軍の地方連隊ということで意見が一致した。


    　決断を遅らせるわけにはいかない。戦場における最も下劣な指揮は、決断をためらって時間を浪費することだ。


    　メルヴィルは参謀たちに告げた。


    「南下してきた敵を野戦で蹴け散ちらす。全軍、戦闘隊形に移行せよ」


    　相手が雑魚なら、数を頼んですり潰つぶすのみ。メルヴィルがいま恐れるのは、三軍による分ぶん進しん合ごう撃げきに自分の到着が遅れることだ。


    「はっ！」


    　たちまち伝令騎兵が、行軍する各兵団へと駆け去っていく。にわかにラッパが鳴り響き、にぎやかな歌や鼓笛隊の演奏がやんで、縦隊から横隊へ、歩兵団が駆け足で隊形を変える。


    　メルヴィルは北方の空を睨にらむ。


    　彼方かなたの地で、ルカとガヴーが第三軍の到来を待っている。こんなところでもたもたするわけにはいかない……。


    



    「マヌヴォー会長、うまくいったようですわ。ほら、ここで戦いがはじまります！」


    　慌ただしく戦闘隊形へ移行していくメルヴィル率いる第三軍の先せん鋒ぽう付近、戦場見物に訪れていた共和国軍の大スポンサー、マヌヴォー会長はエロイサに片目を送る。


    「これでジェミニ陛下にも喜んでいただけるな？」


    「もちろん。これからもますます会長へ便宜を図ってくださります。ですがここはお逃げください、砲弾はここまで降ってきますから。馬車はわたしに任せて……」


    　混雑した道路は軍需品を積んだ荷馬車が優先される。物もの見み遊ゆ山さんの一般人など、どんなに身分が高かろうが御者や兵士から罵ば声せいを浴びせられ、強制的に馬車ごと道の外へ押しやられる。エロイサは会長に馬へ乗るよう勧め、自身は幌ほろ馬車の御ぎよ者しや台だいに座る。お付きのものたちもそれぞれが馬に乗って、不安そうに北方を見ていた。はじめて経験する戦場の雰囲気に、商人たちはみな怯おびえている。


    「会長はとにかく後方へ！　馬車はわたしに任せて、さがってください！」


    　声を張り上げ、会長が第三軍の後方へと下がっていくのを確認し、エロイサは鞭むちを入れて、二頭引きの幌馬車を近隣の丘へとむかわせる。苦労しながら凸でこ凹ぼこ道を走り抜け、一時間少々かかって、手頃な高台をようやく見つけた。戦後の死体漁りを目的に、近隣の住民や流れものたちが早くも集まってきている。


    「はぁ、はぁ……」


    　懸命に馬へ鞭を入れ、戦場見物の住民たちにカネを投げ与えて馬車を押させ、なんとか平原を見晴らせる高台へと登り切った。


    「見える……っ！」


    　エロイサは快かい哉さいをあげる。高さ二十五メートルほどの高台からは、いままさに平原で激突しようとする白と青、ふたつの軍勢の動きが見て取れた。鶴が翼をひろげるように、兵団を左右に展開させつつある帝国軍との水平距離、およそ三・五キロメートル。戦闘するには距離がありすぎるため周辺に兵員はおらず、かつ、各兵団の動きは遠眼鏡とおめがねで見て取れる、絶好の展望台。


    　エロイサは幌ほろで隠された荷台へ駆け上がり、木箱をあけて、縦横一メートルほどの無線通信機を取り出し、発電機を作動させ、コールサインを乱打した。


    「陛下……っ！　わたしです、陛下……っ！」


    　雑音の入り交じる反響板へ呼びかける。すでに戦端は切られ、両軍の砲声はここまで届く。イライラしながら呼びかけること数十度、ようやく、望んだ声が反響板を震わせた。


    『戦場にいるのかい、エロイサ』


    　あぁ、とエロイサは歓喜の声を発して、ボタンを押す。


    「陛下、おります、連合軍側の高台から戦場を見渡しています！」


    『素晴らしい。位置を特定するから、見えるものを教えて』


    　エロイサは荷台から無線通信機を担かつぎ出して地面へ置き、背伸びしながらメルヴィルの動きを注視する。周りに戦場見物するものはいるが、エロイサの妙な機械に注意を払うものはない。遠眼鏡を片手に、両軍の動きを鳥ちよう瞰かんしつつ、見えるものをジェミニへ伝える。


    「我が軍の両翼が広がっていくのが見えます。右翼の先端が、いま、連合軍の左翼を越えて延翼するところです。左翼も伸びていますが、こちらはまだ、連合軍の右翼の先端には届きません。いま、連合軍右翼後方から砲撃しました。……我が軍左翼の真ん中に着弾。歩兵に被害が出たようです。どうぞ」


    『ふむ。どこにいるかわかってきた』


    「わたしから見て左側に雑ぞう木き林ばやし……小川が雑木林の手前を横切って、蛇行しながらわたしの高台の右手へ流れています。雑木林の背後を敵野戦砲隊が左へ移動。歩兵縦隊がふたつ、野戦砲隊を追い越していま小川を越えました。おそらく延翼行動でしょう、我が軍の右翼を回りこむつもりです……どうぞ」


    　ひととおり教えてボタンを放すと、ジェミニの満足げな声が返った。


    『位置を特定した。絶好の高台にいるね。最高だエロイサ。ぼくはここに居ながらにして、連合軍の動きを背後から観察できる。ところでそこからメルヴィルの本営は見える？』


    　エロイサは戦場を見渡して、メルヴィルの本営を視認した。砲煙と春霞の彼方かなた、空の低いところを飛ぶ飛行戦艦バルバロッサが目印にできそうだ。


    「右手に飛行戦艦が飛んでいます。メルヴィルの本営を示す青い軍旗が、ちょうど飛行戦艦へむかって移動しているように見えています。どうぞ」


    『実に素晴らしい。メルヴィルの位置をこちらへ教えつづけて。あいつの性格からして、必ず騎兵で一点突破を狙ってくる。そこに戦力を集中して叩く』


    「わかりました。いま、平原の傾斜に隠れながら、我が軍の左翼を目指しています。陛下の仰おつしやるとおり、騎兵が本営の周囲に集まりつつあります。どうぞ」


    　ジェミニの読みどおり、メルヴィルはこれから騎兵大隊を本営に集結させて、大突撃を敢行するつもりらしい。帝国軍の左翼を突破し、翼の背後を疾駆して、ジェミニのいる本営を一気に突こうというのだろう。


    「左翼を狙っています！　騎兵隊がメルヴィルの周囲に集まっています！　騎兵だけで一万以上……ものすごい数です！」


    　第三軍の中核は、冬営中にメルヴィルが鍛きたえ上げた騎兵隊、総勢一万一千だ。史上、誰も見たことのない巨大な騎兵の群れがメルヴィルの本営へ馳はせ参じ、一本の槍やりとなり、ジェミニを貫こうとしている。


    『騎兵だけで一万とはずいぶん多いね。煙で霞んでよく見えない。畝うねの背後かな？』


    　ジェミニの本営は、メルヴィルの本営とは水平距離で一・五キロメートルほどしか離れていない。距離は近いが平原のうねりと戦場の霞が邪魔で、視認できないようだ。


    「仰おつしやるとおり、畝に隠れています！　わたしの右手……いま一斉に砲撃した野戦砲隊の、さらに後方です！　どうぞ！」


    　声を張り上げてボタンを放すと、反響板からどーん、どーん、と重い着弾音が響いた。


    『着弾したよ。いま砲撃した隊のうしろだね？　間違いない？　どうぞ』


    「間違いありません！　すぐ背後で、縦陣を組んでいます！　横幅が十列……二十列……もっとあります！　まるで鉄てつ槌ついみたいな縦陣が三つです……！」


    　メルヴィル率いる騎兵隊およそ一万が、横三十メートル、縦三百メートル近い、すさまじい密集隊形を三つ組み上げていた。鐙あぶみと鐙が触れ合っているのではないか。あれほど列を詰めて突撃などできるのか。


    『砲煙で全く見えない。けど、きみを信じようエロイサ。左翼に火力を集中する……』


    　ジェミニの返事が届いた。エロイサは息を呑のみ、平原を遠望する。密に過ぎて本物の鉄槌に見える騎兵縦陣。その周囲はあろうことか、馬の鼻息で霞んでいる……！


    



    　ジェミニは通信ボタンから手を放し、顔を上げて戦場を睨にらみつける。


    　対たい峙じする敵軍の歩兵団が、平原のうねりに沿って幾重もの横陣を織りなし、その場に佇たたずんでカスコート銃を構えている。


    　──敵の動きが止まった。


    　──このあと、嵐が来る。


    　激しかった砲撃までもがやんだのは、決勝点へ猛撃を加えようと、砲兵隊が移動しているからに違いない。


    　そしてエロイサの報告が正しければ、この霞の彼方かなた、メルヴィルの大騎兵隊が隊形を組み終えようとしている。狙いは、こちらの左翼。


    「左翼に騎兵突撃が来るぞ。延翼は終わりだ、戦列歩兵はその場に止まって横陣を組め！　野戦砲は屑くず鉄てつ弾を装そう填てん、敵右翼、騎兵の出鼻を照しよう準じゆんせよ！　機械兵大隊、左翼前面に壁を作れ！　決勝点が現出する、ロロ、左翼の後方に控えろ、突破した騎兵をお前が仕留めるんだ！」


    　ジェミニの号令が飛ぶ。にわかに帝国軍左翼が忙しくなる。


    　──こっちは五十三万。むこうは十三万。


    　──そのうえこちらは、無線で敵の動きを瞬時に把握できる。


    　──負けるわけがない。負けるわけが……。


    　そう思う。しかし、ジェミニはいま、恐怖を覚えている。敵に回した男の恐ろしさは、ジェミニ自身が誰よりもよくわかっている。


    「来い、メルヴィル」


    　乾いた上唇を、ぺろりと舐なめた。恐怖を抑え込み、共和国軍陣地を睨にらむ。


    「ぼくのところまで。来れるものなら来てみろ……！」


    　細胞がぞわぞわと泡立つ。戦場でしか味わえない興奮と緊張だ。恐怖さえ、ジェミニはおのれの快楽へ変換する。


    　──ここが世界史の転換点だ。


    　ジェミニはメルヴィルの訪問を待ち受ける。その背後、ロロ・ロッソが操あやつる巨大な機械兵がのっそりと、戦場へその威容を現した。


    



    「左右両翼、敵の延翼が勝る！　背後に回り込まれるぞ!!」


    　危機的な叫びがルナ・シエラ第三軍司令部を包んでいた。戦闘勃ぼつ発ぱつ前、第三軍は兵数の優位を生かし、左右の翼を伸ばして敵の背後に回り込む戦術だったが、あろうことか帝国軍はそっくりそのまま同じ戦術で対抗してきた。そして翼を広げて相手を威い嚇かくする鶴のごとき勝負に勝ったのは帝国軍だった。総勢十三万の第三軍に、延翼で勝てる大軍というのはジェミニ率いる帝国軍五十三万しかあり得ない。


    　メルヴィルは煮えたぎる眼光を、およそ一・五キロメートルほど離れた敵陣へ突き立てる。


    「ジェミニ……!!」


    　完全に裏をかかれた。


    　まさか本隊がこんな辺境まで南下してくるなどと、誰も思っていなかった。


    　いや、ルカはこの事態も想定し、もしもジェミニ本隊に遭遇したなら撤退することを決めごととしていた。だが、遭遇した敵が本隊なのか支隊なのか、見極めるのは名将でも困難だ。いまできる最善手を敢行し、勝利をつかみ取るまで。


    「騎兵、集合急げ!!」


    　後方で騎兵士官たちが突撃の準備に駆けずり回っている。散らばっていた騎兵連隊を集合させて三兵団にまとめ、最大の衝撃力で敵の翼を貫通し、ジェミニの本陣を突く狙いだ。


    　まさに乾けん坤こん一いつ擲てき。突撃が敵の翼を貫けば勝ち、止められれば負け。これ以上ないほどわかりやすい大一番が、歴史の転換点となる。


    「おれが行く。刺し違えてでもジェミニを止める」


    　メルヴィルは自みずから、大突撃の指揮官に名乗り出る。参謀たちは慌てて、


    「危険が大きすぎます！」


    「突撃が失敗すればどのみち負けだ。おれが率いれば兵も奮い立つ。死ぬためじゃない、勝つためだよ」


    　メルヴィルは副官のジュリアンに目をむける。


    「ルカとガヴーに伝令を。ジェミニの本隊がここにいることを教えるんだ」


    「はっ、すでに送っております！」


    「突撃の成否が決してからもう一度送れ。ジェミニは伝令を封じてくる。最悪に陥おちいってからでは遅い」


    「……はっ！」


    　メルヴィルの言いたいことが、古い付き合いのジュリアンには伝わっていた。ここで第三軍が敗れるようなら、そのことを一刻も早くルカに伝えねばならない。潰かい走そうがはじまってから伝令を送っても、敵に捕縛される危険のほうが大きい。


    　メルヴィルは愛馬にまたがり鐙あぶみを蹴けった。


    　戦場のどよめきが足下を震わせている。もうすっかりなじんだ、喉のどの奥を突き刺すような砲煙と硝しよう煙えんの香り。連続する砲声と発砲音、着弾と同時に舞い上がる土砂。幾百の死が量産されるそのなかで、青の軍服を身につけた連合軍兵士たちは逃げることなく戦っている。


    　司令部の背後の畝うねのむこうに、一万の騎兵が三つの巨大な縦陣を組み上げてメルヴィルを待っていた。


    　横三十列、縦三百メートルの巨大な矩く形けいが三つ。突撃の威力をあげるため、鐙と鐙が触れ合うほどに密集した騎兵が一縦隊につき、およそ三千五百騎。ルナ・シエラ共和国はもちろん、ロマンヴィル騎士団、テラノーラ慈善同盟、ゼノビア都市連合からもかき集めてきた熟練の騎兵たちが、歴史的突撃に加わることのできる興奮を眼まな差ざしでメルヴィルに伝えていた。


    　間違いなく史上最大の騎兵突撃だ。これに猛たけらない騎兵はいない。長い間、愛馬と共に過ごした訓練の日々は、今日この一回の突撃のためにあった。いまここにいる全騎兵が、そのことを感じ取っていた。


    　稜りよう線せんから一万の騎兵たちの威容を見渡し、メルヴィルもまた戦士の笑みを猛らせる。


    　サーベルを引き抜き、天へ突き立てる。


    「見事だ諸君、これより突撃を敢行する!!」


    　高い鯨げい波はが、メルヴィルに応こたえる。


    「目標はジェミニ!!　敵左翼を穿うがち、本営を急襲、敵将ジェミニを討て!!」


    　再びの鯨波が、騎兵たちの興奮を高める。


    「狙うはジェミニのみ!!　味方の亡なき骸がらは踏み越えよ!!　最後の一騎になろうともジェミニを討て!!」


    　メルヴィルの声に、三個縦隊、騎兵一万が目を血走らせ、武器を高く掲げ、野獣のごとく咆ほう哮こうした。ここにいる誰ひとり、生還を期していない。ただ仲間と共に命尽きるまで駆けて駆けて駆け抜け、ジェミニを討ち果たす。その決意を共有し、一万の騎兵は蒼あおい鉄てつ槍そうの一分子となる。


    「速歩トロツト、前進!!」


    　メルヴィルは自みずからが先頭に立って号令を発した。


    　最も危険な先頭を、軍団長が自ら務める。これで奮い立たない部下はいない。


    　一騎あたりおよそ六百キログラムの重量を持つ胸甲騎兵が一万騎、速歩で前進を開始、隠れていた畝うねを乗り越えて戦場へそのすがたを現した。


    　おぉぉ、と周辺の味方たちが、傍かたわらを通り過ぎていく三つの巨大な密集隊形に目を奪われ、感嘆をあげる。眼前で敢行されようとしている史上最大の騎兵突撃に、兵たちも興奮する。


    　先頭を行くメルヴィルは敵軍を睨にらみつける。


    　真っ白な軍装に身を包んだ敵左翼の分厚い陣容は、白い巨獣そのもの。あそこへ突っ込んだ瞬間、四方八方からの銃撃が連合軍騎兵へ降り注ぐだろう。そして見る間に、左翼の前面へ機械兵が移動して壁を作り、さらに野戦砲も続々と左翼へ移動し、ちょうどこちらの突撃口へ砲口をむける。


    　迅速な移動を見ればわかる、ジェミニは左翼に火力を集中している……！


    「神がかっているな」


    　敵ながらジェミニの采配を褒ほめるしかない。騎兵の行動は慎重に秘ひ匿とくしたつもりだが、まるで空から眺めていたかのように、こちらの突撃口を正確に看かん破ぱし、迅速に対応している。


    　味方の最前線から、敵陣までの水平距離、およそ四百メートル。


    　自陣と敵陣を隔てる、この四百メートルの空白地帯こそが死の生産地。


    　ここを駆け抜ける間、野戦砲に直接照しよう準じゆんで狙われて、数千の味方が死ぬだろう。そして敵陣に食い込んでからもまた、数千の味方がカスコート銃の斉せい射しやを浴びるだろう。なにしろ左翼だけで兵数は十七、八万ほど、厚みは三百メートルほどもある。あの翼を構成する歩兵は堅固な横隊や方陣を屏びよう風ぶのように行く手に並べて、針はり鼠ねずみみたいに銃剣を突きだし、こちらを待ち構えているのだ。


    　だが、たとえ一騎でもいい。左翼を突破し、ジェミニの本営に突入して、やつの眉み間けんにサーベルを突き立てたならこちらの勝ちだ。不可能を可能にする、そのための大突撃だ。


    　味方の歩兵横隊が構成する最前線の傍らを歩き抜け、メルヴィルは死の空白地帯へ足を踏み入れた。


    　ふうっ、とひとつ息を吐き、空を見上げ、そして精せい悍かんな声を張り上げる。


    「駆歩カンター!!　我につづけっ!!」


    　自みずから先頭に立ち、鞭むちを入れる。


    　愛馬の蹄ひづめが聞き慣れた三拍子を奏でる。


    　たちまち、敵砲の集中砲火が周辺に炸裂する。


    　榴りゆう弾だんだ。焼けただれた弾子が八方へ飛び散るたび、数十騎の騎兵たちが悲鳴もあげずに崩れおちる。密集しているから至近弾だけで被害が大きい。血と肉片と土砂の飛ひ沫まつが視界を覆い隠す。まるで荷物を落とすように、後方に遠ざかっていく馬のいななき。しかし騎兵たちは駆ける。臆おくすことなくメルヴィルと併走している。


    　至近弾をくらうたび、メルヴィルは猛たける。


    　鐙あぶみをさらに蹴け立てる。この空白地帯では恐れて止まるのが最も悪い、駆け抜けるのが生きるための最善だ。メルヴィルは後方を振り返り、全騎が恐れずに追つい従じゆうするのを視認する。


    　──グレイスランド最高の騎兵隊だ。


    　戦士の笑みを刻んで、最後の号令を発する。


    「襲歩ギヤロツプ!!　行くぞ諸君、ジェミニのもとへっ!!」


    　鞭を思い切り愛馬へくれて、蹄の歌は四拍子に変じる。視界の風景が溶け、線状となり、後方へすっ飛ぶ。


    　鞍くらから腰を浮かせ、サーベルを天へ突き立て、騎兵の誓いを仲間たちへ届ける。


    



    「楽園ヴアルハラで会おう!!」


    



    　すさまじい鯨げい波はが、メルヴィルの後方から湧わき上がった。砲声も着弾音も掻かき消して、騎兵たちはここでない場所での再会を誓う。


    　一万の騎兵が青く燃える槍やりと化した。


    　地面がひび割れる。四万の鉄てつ蹄ていの奏でる四拍子が砲声さえ掻き消す。あまりにすさまじいその在りように、狙われた帝国軍左翼の兵たちが怯おびえる。あんなものに巻き込まれたなら、細胞レベルに磨すり潰つぶされる。


    　死を生産する四百メートルの空白地帯を、青く燃える炎が貫く。左翼前面に並んだ野戦砲が屑くず鉄てつ弾を一斉に吐き出す。焼けただれた濁だく流りゆうが突撃の先頭を飲み込む。血肉の飛沫が波は涛とうさながら砕け散るが、しかし後続は止まらない。仲間の屍しかばねを踏みにじり、速度を緩めることなく灼しやく熱ねつの濁流を遡そ上じようする。


    　総重量六千トンの鉄てつ塊かいが時速七十キロメートルで疾駆する、その衝撃力はおよそ十一億三千万ジュール。歴史上誰も見たことのない、神話に登場する神獣そのものの破壊的エネルギーがまたたくまに火炎の濁流を駆け上がり、白い巨獣の左翼へと突き立った。


    　音が、一瞬消えた。


    　真っ白な軍装の飛ひ沫まつが噴き上がり、そして壁が砕けた。


    　神話世界の神槍さながら、閃せん光こうを発し、真っ青な一群が白い翼を食い破っていく。左右から圧迫してくる白い羽根を押しのけ、食い破り、先頭が波に呑のまれ火の粉こが掻かき消えようと、後続の炎たちがさらに燃えさかり肉を穿うがつ。鳴りやまない鉄てつ蹄ていの四拍子が、白い巨獣にさらなる悲鳴を強いる。


    「突貫!!　突貫!!」


    　騎兵たちが唱和する。前を駆ける仲間が崩れ落ちたなら、その亡なき骸がらを踏みにじり、自みずからが炎の突端となり、そして肉体が砕け散るまで走ることをやめない。


    「穿て!!」「貫け!!」「止まるな、駆けろ!!」


    　死んでいく騎兵たちが、そんな言葉を後続へ託し、線状に変わった風景からこぼれ落ちていく。後続する味方たちの鉄蹄が、戦士の亡骸を地へ磨すり潰つぶす。跡形も残らない。ただ祈りだけが、生き残った戦士たちの背中を押す。


    　白い巨獣の翼から、血肉の川が流れ出る。青い神槍は真っ赤な流れを遡そ上じようする。誰も止まらない。誰も逃げない。穂先の鉄の一分子となって壁を貫き、命尽きるまで駆けて駆けて駆け抜ける。


    　ただこの先へ。ジェミニの待つ本営へ。一万の祈りが光を求め、銃剣の壁を穿ってゆく。


    　──音が、聞こえる。


    　メルヴィルは馬のたてがみに上体を預け、たてがみの隙すき間まから前方を注視しながら、そのことに気づいた。


    　──おれは、まだ生きている。


    　遅れてそれを自覚した。


    　周囲に味方の騎兵たちが併走している。襲歩ギヤロツプに移行した直後、騎速をあげてメルヴィルを守ったらしい。押し寄せてくる帝国兵を蹴け散ちらし、踏みにじり、次々に倒れゆきながら、メルヴィルの周囲を絶えず守りつづけている。


    　──貴様ら……。


    　熱いものがメルヴィルの魂を焦がす。


    「ジェミニのもとへ、軍団長!!」


    「ジェミニを討ってください、軍団長……っ!!」


    　銃剣の海に呑まれながら、味方は次々に祈りをメルヴィルに託し、視界から消えていく。


    　メルヴィルはこみあげてくる熱を飲み込み、たてがみの隙間から前方を見み据すえる。


    　振り返ることはしない。ただ前だけをむく。


    　──光を……!!


    　この壁を穿ち、ジェミニへつづく光を。


    　祈り、鐙あぶみを蹴立てる。鞭むちを入れる。突き出される銃剣と銃弾の雷雨をかいくぐり、押し寄せる敵を味方の亡なき骸がらもろとも踏みにじり、乗り越え、この障壁のむこうへ。


    　──ジェミニのもとへ……!!


    　祈った、その先。


    　血に濡れたメルヴィルの視界が、いきなり白い閃せん光こうに埋もれた。


    　悲鳴が、嬌きよう声せいが、託された祈りが、血肉の香りと鉄てつ蹄ていの調べが、遠くなる。


    　静寂。


    　平原の風がそっとメルヴィルの頬ほおを撫なでる。


    　若草が香る春の風。


    　光に充ちた空。


    「抜けたぁっ!!」


    　後方からあがった味方たちの歓声で、我に返る。


    　たてがみから顔を引き上げ、周囲を見渡す。


    　後方に帝国兵の横隊。前方、畝うねに隠された野戦砲群。呆気あつけにとられた輜し重ちよう兵へいが、こちらを指さしなにごとか喚わめいている。


    　──抜いた!!


    　厚さ三百メートルに及ぶ左翼陣地を突破した。視界を周囲へ送り、確認する。血肉と涙に濡れた仲間たちが、メルヴィルの背後につづいている。


    　仲間たちを盾たてとして、その亡骸を踏みにじり、左翼を突破した連合軍騎兵は、わずか二十数騎。地にすり潰つぶされた一万の騎兵の祈りは、この二十数騎に託された。


    　──無駄にはしない。


    　メルヴィルは左翼の付け根を睨にらむ。


    　平原のうねりがやや高くなった場所。緩い勾こう配ばいのむこうに、白い大軍団旗が翻ひるがえり、きらびやかな兵装を身につけた一団がこちらを指さし、焦燥を露あらわにしていた。


    　──見つけた。


    　──あそこにジェミニがいる。


    　血に濡れた手が、手た綱づなを叩く。髪の先まで血流に濡れたメルヴィルは四拍子の奏楽をやめない。幾多の戦場でかき鳴らしてきた鉄蹄の調べが、メルヴィルの歌だ。


    　──ジェミニを仕留める。


    　本営まで、立ちはだかるものは敵近この衛え兵が二百ほど。メルヴィルの突貫に気づき、慌てて横陣を組もうと動きはじめた。後続、生き残りの騎兵たちは疾走しながら二列縦陣を組み上げる。二百名ほどの横隊ならば、この縦陣で突破できる。


    　メルヴィルはさらに目を凝こらす。平原の高台に設営された本営に、目標を探す。


    　そして──。


    　見つけた。


    　金の縁取りの入った白の大マント。褐色の笑みをたたえ、突破してくるメルヴィルを見下ろす長身痩そう躯く──。


    「ジェミニィィィっ!!」


    　咆ほう哮こうが迸ほとばしる。


    　距離、わずか二百五十メートル。


    　いける……!!


    「ジェミニだけを狙え!!　刺し違えてでもジェミニを仕留めろ!!」


    　誰かひとりだけでいい。ひとりでもジェミニのもとへ辿たどり着けば、こちらの勝ちだ。


    　鞭むちを振り上げ、愛馬にいれる。愛馬は泡を吹きながら、しかし鞭に応こたえ、騎速をあげる。


    　ジェミニを討て。必ずその手で討ち果たせ。ひと鞭いれるごとに、鐙あぶみを蹴け立てるごとに、置き去りにしてきた一万の騎兵たちのそんな祈りが魂に響く。


    　こみあげてくる熱いものを飲み干し、前方、たなびく白い大軍旗を再び視界の中心に据すえたその刹せつ那な──。


    「……!?」


    　ジェミニのいる高台の裾に、ひょろりと背の高い機械兵が佇たたずんでいた。


    　さっきまで見えなかったのに、いまはいる。全長十二メートルほどの真っ白な巨体。


    　──なんだ、あいつは。


    　見たこともない機体だ。まるで修道士みたいな白い長マントを胸の前で合わせていて、両手が見えない。釣り鐘型の頭部はうつむいて、あたかも天に頭こうべを垂れているかのよう。猛たけ々だけしさは一切なく、おごそかに訪問者を迎える聖者のごとく、突進するメルヴィル隊の行く手に立ちはだかりながら一切の殺気を見せない。


    　ぞわっ、とメルヴィルの髪が逆立つ。


    　経験したことのない悪お寒かんが、いまこのときに手足の末端まで駆け巡る。


    　メルヴィルは双そう眸ぼうをたぎらせ、その悪寒を振り払う。


    　なにをいまさら怯おびえる。鈍重な機械兵ごとき、脚力で振り払えば良い。脇わきをすり抜け、ただジェミニを狙うのみ。


    「構うな、行けぇっ!!」


    　鞭を入れる。愛馬が最後の力を振り絞り、駆ける。


    　水平距離五十メートル。


    　不気味な機械兵は動かない。


    　二十メートル。


    　しゅおお。しゅおお。


    　不思議な排気音が機体から漏れ出している。この機械兵のイビキみたいな、妙な音調だ。


    　十五メートル。


    　メルヴィルは高台を見上げる。


    　手の届く、すぐそこにジェミニがいる。


    　サーベルの柄に手を置いた。ジェミニまで、残り十メートル。


    「おれの勝ちだ、ジェミニっ!!」
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    　サーベルを引き抜いた、その刹せつ那な。


    　機械兵の羽織っていた白い長マントが青空へ舞った。


    　全長七メートルを超える、長大な剣の閃ひらめき。


    　線状だった風景が、いきなり断たれる。


    　斬！


    　無慈悲なその音と共に、二十数機が奏でる鉄てつ蹄ていの調べが唐突に消えた。


    　十二メートルの聖人は、左膝ひざを地につき、屈み込んだ体勢で左手に持った剣を水平方向へ流し、うなだれていた。


    　ぽたり、ぽたり。


    　剣けん尖せんから、刀身から、血肉が滴したたる。


    　戦場に、静けさが戻る。鉄蹄の調べも、メルヴィルの歌も、もう聞こえない。


    　宙を舞っていた白いマントが、ひらりひらりと舞い降りて、両断された青い騎兵たちの亡なき骸がらへ覆いかぶさった。


    



    　高台の本営から一部始終を目撃していた帝国軍高級将校たちは、口を半開きにしたまま動けない。


    　左翼を突破されたときは、もう終わりだと思った。一直線にこちらをめがけ駆けてくるメルヴィルは鬼神以外のなにものでもなかった。


    　負けを確信したそのとき──。


    　ロロ・ロッソの搭乗する機械兵は、ゆらゆらと騎兵の前に立ちはだかった。


    　上級三隊フアーストランク第二階級「智天使ケルヴイム級」機械兵、ウリエル。


    　常に長マントで全身を覆った聖者のごとき巨大機は、目にもとまらぬ斬ざん撃げきで騎兵二十騎を全部まとめて撫なで斬りにしてしまった。


    「……居合い抜きだ」


    　将校のひとりがそんなことをつぶやく。ウェイステッドランドのさらに東方に住まう蛮族、東とう匈きようの戦士が使う剣技。敵が射程に入るまで不動を保ち、入った瞬間に鞘さやから抜刀し、鞘の抵抗によって威力を倍加した斬撃を見舞う。人間ならまだしも、鈍重な機械兵が居合い抜きを使うなど、見たことはおろか聞いたこともない。


    　声を失った一同のなか、不意に拍手が鳴り響いた。


    　ひとり、皇帝ジェミニが立ち上がってウリエルの背に称賛の拍手を送っていた。


    「言うだけのことはあるね、ロロ。見事だ」


    　褒ほめながら、高台の勾こう配ばいを歩いてくだる。近この衛え兵たちが、ウリエルのマントを数人がかりで取り去る。


    　マントの下には、幾多の死体が折り重なっていた。なにが起きたのかを悟ることなく、まだ目を見ひらいたまま、胴体を半分に切り落とされた騎兵たちが平原を血に染めて転がっている。


    「二列縦陣が仇あだになったね。目的地がぼくのいるところだから、ロロは行く手に立ちふさがって刀身を薙なげば、突進の勢いを借りて両断できる」


    　だが危なかった。もし事前にエロイサからの連絡がなければ、左翼に火力を集中する時間はなく、もっとたくさんの騎兵が本営へ突っ込んできていたはず。こんな命知らずがあと二、三百騎ほど抜けていたなら、ジェミニは討たれていてもおかしくなかった。


    　馬と騎兵の肉にく塊かいが散らばるなか、メルヴィルはいた。


    　とっさに斬撃をかわそうとしたのだろう、胴体は無事だが、左手と左足がなかった。切断部から血流を断続的に噴き上げながら、騎兵王と呼ばれた男は仰あお向むけに横たわり、青空を見上げていた。青い軍服は真っ赤に塗れそぼり、美しかった金髪も血の色に染まって強こわばっていた。


    「久しぶり」


    　ジェミニはメルヴィルの傍かたわらに突っ立って、かつての相棒を見下ろした。


    「ついていく人間を間違えるから、こんなことになる」


    　哀れみを込めて、褐色の笑みをたむける。


    　メルヴィルの乾いた唇がわずかにひらく。


    「………ぃ…………け………」


    「ん？　なに、聞こえない」


    　首を傾かしげる。メルヴィルは懸命になにかを伝えようとしている。


    　なんだろう、気になる。ジェミニは屈み込んで、メルヴィルの口元に耳を寄せる。


    「陛下っ!!」


    　近くにいた将校が気づいて叫ぶと同時に、仰あお向むけのメルヴィルが右手一本でサーベルを薙ないだ。


    「うわっ!!」


    　慌てて跳び退のいたジェミニの鼻を、剣けん尖せんがかすめる。


    　ぶっ。


    　ジェミニの鼻が、血を吹き出す。


    　見ひらいた目の先、上体を起こしたメルヴィルがサーベルの柄を握りしめ、戦士の笑みを猛たけらせていた。


    「間違っていない」


    　はっきりした言葉を、メルヴィルは紡つむぐ。


    「ルカと共に戦ったことが、おれの誇りだ」


    　にやりと笑い、メルヴィルは再び仰向けに倒れ伏す。


    　地に後ろ手をつき、しばらく呆ぼう然ぜんとメルヴィルを見やって、ハンカチで鼻を押さえ、ジェミニはようやく立ち上がった。


    　メルヴィルはまだ、かすかに胸を上下させながら空を仰いでいた。この勇敢な戦士も、あとは死を待つだけだ。痛みに耐えながらゆっくり死にたいか、さっさと死にたいか、メルヴィルが選ぶ死は、言わずとも明らかだった。


    「……お前が送り出せ、ジェミニ」


    　メルヴィルからジェミニへ、同じ戦場を駆けた戦友としての頼みだった。


    　ジェミニは長々とため息をついて、頭を掻かいてから、腰の拳銃を引き抜いた。


    　かつての戦友の心臓へ狙いを定める。


    　メルヴィルはジェミニへ笑いかけ、昔と変わらない口調で言った。


    「楽園ヴアルハラで会おう」


    「………………」


    　ジェミニは引き金に指をかけた。


    



    　メルヴィルの視界には、ジェミニも銃口も映っていなかった。それらを透過して、ただ青空と、懐かしいアイラの笑みだけがあった。


    　──良かったな、アイラ。こんな男と一緒にならなくて。


    　思うまま駆け、砕け散る。騎兵として最高の人生だった。


    　あとはただ、アイラ。


    　──きみの幸せを、楽園ヴアルハラから祈っている。


    　メルヴィルはわずかに笑んだ。


    



    　ジェミニは引き金を引いた。


    　銃声が春の空にやけに高く響き、そして消えた。


    「……………………」


    　光を失った戦士の目に青空が映っていた。白い蝶ちようがひらひら舞い込み、真っ赤に濡れた指先にとまった。


    　風が吹いた。耳に残っていた一万の騎兵たちの鯨げい波はが、風のむこうへ消えた。


    　ジェミニはしばらくメルヴィルの心臓から流れ出る血を見下ろして、また跪ひざまずき、手のひらで光のない両目を閉じさせた。


    「……会えないよ。ぼくはそこには行けそうにないから」


    　珍しく、少しだけ寂しそうにそう言って、傍かたわらの将校へ告げる。


    「土葬を。昔の友人だ」


    　それからジェミニは戦場へ目を戻す。


    　大突撃の余波を押し返し、穿うがたれた穴を埋めて、帝国軍が攻勢を再開していた。第三軍はもはや反撃のすべを持たず、五十万からなる白い波は涛とうのうちへ飲み込まれていく。


    　片膝ひざをついたままの機械兵の胸部ハッチがひらき、白い特殊スーツを着込んだロロが地へ降り立った。ジェミニのそばへ歩み寄り、尋ねる。


    「おじさん、ミズキはどこ？」


    　ジェミニは面倒くさそうに、


    「ここにはいないよ」


    「どこにいるの」


    「あっち」


    　ジェミニは振り向きもせずに、自分の斜め後ろ、北西の空を指さす。


    「全然違う場所だね」


    「これから戻るの。黙ってついてきなさい」


    「早く会わせてよ。ウリエルが退屈してる」


    　憎まれ口を叩いて、ロロはウリエルのところへ戻り、手に持った雑巾で刀身の血肉をぬぐいはじめる。


    　ジェミニはいつもの皮肉な笑みを口の端はにたたえて、つま先で背伸びをし、白い軍装が戦場を埋めていくさまを見やる。もうすぐ潰かい走そうがはじまるだろう。いまのうちにバイゼンへつづく街道沿いを押さえて、第三軍の壊かい滅めつをルカに伝えようとする伝令騎兵を一騎残らずとっ捕まえなければ。


    「すぐに会えるよ。絶望して泣き叫ぶルカやミズキに」


    　第三軍が現れるはずの道から、いきなり帝国軍五十万が現れたときのルカの絶望を思い描くと、爽やかな笑顔が戻ってくる。


    　第三軍を撃破した以上、この戦いにもう負けはない。あとはこの五十万の大軍を北上させ、ルカ第一軍の背中を襲って撃破、さらに三日後にガヴー第二軍を撃破。教科書どおりの各個撃破を完かん遂すいするのみ。


    　ジェミニは上空を旋回する飛行戦艦バルバロッサを見上げる。


    「面白かったかい、ファニア。これからルカが滅ほろびるよ。最後まで見ててね」


    　戦艦下腹の展望デッキへ熱い視線をむけてから、身を翻ひるがえして高台へ戻った。第三軍を跡形もなく殲せん滅めつし、連絡を絶って、なにも知らないルカの背後から襲いかかって泣かせてやる……。

  


  
    



    



    四章　熾天使


    



    　同月二十八日、神聖リヴァノヴァ帝国、ゴゴレヴァ近郊──。


    



    　真っ青な軍装が街道とその周辺の平地を埋め尽くし、北西を目指して進軍していた。


    　鳥ちよう瞰かんしても地平線のむこうにまで長く連なる、ルナ・シエラ連合軍第一軍団、総勢二十五万の大軍だった。砂さ塵じんで風景を霞ませながら数千台の荷馬車が通り過ぎたそのあとに、馬糞と馬尿の航跡が長く曳ひかれる。


    　行軍の中央あたりで、ルカはバウワウの手た綱づなを握っていた。そして鞍くらの前にはいつものように、白い軍服を着込んだアステルが腰掛けていた。このところアステルはルカにくっつきっぱなしで離れようとしない。鬱うつ陶とうしく思いながらも、あちこちふらふら徘はい徊かいされるよりはマシなので、ルカも黙認している。


    　それよりも。


    「……もう三日間、メルヴィル隊から報告が来ない。一騎もだ」


    　ルカの傍かたわら、黒い馬に乗ったミズキが心配そうに背後の空を振り返る。


    「ここ、敵地だから。途中で騎兵が捕まってるだけかもよ」


    「……にしても。音沙さ汰たが全く途絶えてる」


    　イヤな予感が広がる。ミズキの言うとおり、ここは敵地だから、いくら軍服を脱いで町人に変装しているといっても、単騎で行動していれば怪しまれ、逃げれば追われる。グレイスランドの言語は統一されているが、地方によって訛なまりが異なり、カザコヴァ川以西の人間だと見破るのはそれほど難しくない。


    「ジェミニの本隊も、見つからない。偵察が行ったまま帰ってこない。ジェミニの野郎、情報封ふう鎖さがやたらうまい」


    　パグラチオン近郊に分駐しているはずの帝国軍五十三万だが、所在については不明のままだ。それだけの大軍なら偵察で簡単に発見できそうだが、街道を外れたならばどこまでも果てしなく平原がつづくグレイスランドにおいて、四十騎、五十騎の偵察騎兵が敵軍を発見するのは砂浜に落ちた針を探すに等しい。さらにここは敵地。ただでさえこちらの騎兵は発見されやすいうえに、ジェミニは入念にこちらを撹かく乱らんする情報を街道沿いの駅や酒場に流しているため、どこどこに大軍が現れただの、どこで戦いが起きてどっちが勝っただの、庶民が口にする噂うわさは信用ができない。


    　──雲のなかを歩いているみたいだ。


    　広大な敵地への侵攻作戦の難しさを、ルカはいま肌で思い知っている。味方はどこでどうしているのか、敵はどこにいてなにをしているのか、全く情報が入らないまま、こちらはとにかく当初の作戦計画どおり、パグラチオンを目指さねばならない。


    　ゼノビアやテラノーラ、ロマンヴィル騎士団が相手のときは、敵総司令官が素直な性格だから街道沿いを探っていれば敵本隊を発見できた。しかし性格の歪ゆがんだジェミニは街道沿いの情報を完全に封鎖し、本隊も可能な限り街道以外の道なき道を進軍させて、こちらから完全にすがたを隠しきっている。


    「嫌がらせの天才だな……」


    　思わずぼやくと、鞍くらの前のアステルが振り向く。


    「え？　あたし？」


    「……お前じゃねえよ。なんでそう思ったんだよ。なんか最近おかしいぞお前」


    「……いいじゃん」


    　アステルは寂しそうにそう言って、前に向きなおる。


    　手袋に隠された数字のことがルカの頭をかすめたそのとき、伝令が駆けてきた。


    「後方に偵察に出した軽騎兵が戻りました！　ログノヴァ方面から進軍してくる敵を発見したそうです！」


    「……なに!?」


    　ルカは度肝を抜かれる。本当なら、敵は完全にこちらの背後を突くかたちだ。


    「距離と規模は？」


    「距離は馬の速足で一時間半、規模は不明であります！　騎兵が言うには、少なくとも二万、三万は超えているらしく……」


    「百騎、軽騎兵を追加で後方へ送れ。規模を確認させろ、地方連隊ならいいが、下へ手たするとジェミニの本隊かもしれない」


    　ルカは偵察としては異例なほどの馬数を送ることを決める。イヤな予感がする。


    　──万が一、こちらの情報が事前に漏れていたとしたら？


    　その場合、ジェミニはまず最初に渡と河かするメルヴィル第三軍を南下して叩き、そこから北上してルカ第一軍、ガヴー第二軍に決戦を挑むはず。分ぶん進しん合ごう撃げきを食らう前に各個撃破を狙うしか、ジェミニに勝機はない。


    「閣下、いかがなさいます。反転しますか」


    　首席作戦参謀、ルノディノ大佐が問うてきた。ルカは黙もつ考こうし、首を左右に振る。


    「馬の速足で一時間半。軍はどっちも北を目指して進んでるから、だいたい十キロメートル離れてる計算だ。それだけ離れていれば、騎兵以外の敵はしばらく追いつけない。北上しながら情報を集めて対処を決める。追ってくる敵が支隊なら構わず北上、本隊なら撤退だ」


    「……はっ！」


    　ルノディノは反論せず、行軍の続行を指示し、偵察騎兵だけを後方へ送った。ガヴーはまだ渡河することなく、フランクフルターに駐ちゆう屯とんしているはず。ガヴーとの合流は、明後日、四月一日の予定。それまでに背後の敵の全容を掴つかみたい。


    「メルヴィル、無事でいろ……！」


    　祈る。いまはそれしかできない。第一軍は後方の敵に構わず、北上をつづける……。


    



    　午後、行軍するルカ第一軍のもとへ、偵察に送り出した軽騎兵が次々に戻り、矢継ぎ早に報告をもたらした。


    「すさまじい大軍です、丘から見渡したなら、平原が白い軍装に埋まっております！」「第三軍は影もかたちもなく、ログノヴァ方面から来た商隊によれば会戦で全滅したと……」「田舎いなか市場にて、貧民が銃器や刀剣類、軍服の装飾品を売りに出していました。高価な品がずらりと並び、そのほとんどが連合軍のものです！」


    　後方にいるのがジェミニの本隊であること、第三軍は潰かい走そうもしくは壊かい滅めつしたこと……。時間と共に積み上がっていく情報が、その事実を示していた。戦場において信頼できる情報とは、複数の異なる情報源から寄せられた同一内容の情報だ。


    　もはや認めざるを得ない。


    「……第三軍は全滅した。南下したジェミニの本隊にやられたんだ。ジェミニはいま、おれたちのうしろにいる」


    　ルカは全軍を停止させ、司令部に主だった将校六名を集めて告げた。驚きよう愕がくする一同に、ルカは作戦変更を告げる。


    「侵攻作戦を中止。カザコヴァ川を渡り、自領へ戻る。これ以上の作戦継続は被害を広げるだけだ、速やかに撤退する」


    　その決断に、将校たちは顔を見合わせてざわつく。


    「メルヴィル団長の仇かたき討ちは、なさらないのですか」


    「しない。ここで決めごとを破れば、さらに収拾がつかなくなる。事前の決めごとどおり、四月一日以前に優勢な敵に出会ったため、撤退する」


    「……敵地での撤退戦になります。かなりの犠ぎ牲せいを覚悟せねばなりません」


    　ルノディノが告げた。ルカもそれはわかっている。しかし踏みとどまって会戦を挑めば、この長大な縦隊を反転させて戦闘隊形へ移行させねばならない。そんな高度な機動演習は行っていないうえ、ジェミニ本隊はこちらの倍。戦えばまともな戦闘隊形も組めずに一蹴される。


    「壊かい滅めつよりマシだ。ガヴーに作戦中止の連絡を。第一軍はアイザック方面から川を西へ渡り撤退する。第二軍は速やかに南下し、撤退を支援してくれ、と」


    　来た道をそのまま戻ってバイゼン渡と河か地点を目指せば、ジェミニ本隊と遭遇してしまうため、第一軍は蛇行してアイザックへむかうしかない。苦く渋じゆうの選択に、一同は黙り込む。なぜこうなったのか、皆目見当がつかない。


    「……おそらく、こちらの幹部の誰かが作戦計画を漏らした。でなければジェミニは帝都をがら空きにしてまで南下しない」


    　ルカはつぶやく。バイゼンで行った作戦会議に参加した十七名の高級将校のうち、誰かが情報を流したのだろう。ボーンザックかハンセンか、もしくはカミーユあたりが粗相をしたか。急造国家の弱点は、信頼できる重臣をそろえられないことだ。敵ではなく味方に足下をさらわれてしまった辺り、ルカは自分の政治的才能の欠如を痛感する。


    「逃げ足の勝負だ。さっさと逃げるぞ」


    　ルカの決断を受けて、第一軍団は敵地侵攻初日にして、早くも逃げを打つこととなった。地平線までつづいていた大軍の頭がいきなり北から西へと折れ曲がり、汚泥の尻尾しつぽを引きずるようにして、敵地からの逃走がはじまる。


    



    　逃走の最後尾に一台、くたびれた幌ほろ馬車が付き従っていた。


    　幌に覆われた荷台のなか、エロイサは無線通信機のスイッチを入れ、送信ボタンを押して語りかける。


    「……陛下。エロイサです。第一軍に紛まぎれ込みました。どうぞ」


    　ボタンから指を放して反響板へ耳を傾け、返事がないのを確認して何度も、何度も根気よく呼びかける。


    　第三軍の壊滅を確認してすぐ、無線機を積んだ幌馬車をルカ第一軍のいるバイゼンへむけて走らせ、ようやく尻尾しつぽに追いついた。二十八日に第一軍が渡と河か、パグラチオンを目がけ北上することをカミーユに聞いて知っていたから、ここ、ゴゴレヴァあたりで発見できるだろうと予測して、的中した。


    　しばらくコールを送っているとほどなく、雑音のむこうからなじんだ声が帰ってきた。


    『ジェミニだ。そっちはどう？』


    「ルカは第三軍の壊かい滅めつに気づいたようです。陛下の本隊が後方から迫っていることも察知し、逃げを打ちはじめました。どうぞ」


    『さすがルカ、逃げ足が速い。いまどのあたり？』


    「ゴゴレヴァの近郊です」


    『ふむ。だとすると、来た道を戻ればぼくらと遭遇するから、そこから道を曲がっていくしかないね。あれだけの大軍が渡れる直近はアイザック方面しかない。足の速い部隊を送って先回りさせよう。馬四頭で引く野戦砲を作ってみたんだけど、これがなかなか速くて使えるんだ、逃げる敵をこいつで追いかけるとすごく楽しい』


    「お待ちしています、無線を使えば砲撃を誘導することもできますわ。まさかこの箱がこんなに役に立つなんて」


    　ふたり、笑い声が合わさった。ジェミニにとってあとはもはや、逃げる敵を背後から殴りつづけるだけの簡単な戦いだ。無線を使えば、さらなる被害を連合軍に与えることもできるだろう……。


    



    　ルカ第一軍は二十八日の夜営中、敵騎兵による夜襲を繰り返し受け、輜し重ちよう隊たいが大打撃を受けた。夜間にもかかわらず、なぜか敵は正確にこちらの軍需品集積地点を偵知しており、砲弾、弾丸、馬草、食糧を満載した馬車がのきなみ敵に奪われた。


    　第一軍の兵士から脱走するものが出はじめた。負け戦に付き合うくらいなら軍服を脱ぎ捨て、敵地に溶け込んで個人で逃げるほうが安全だ。第一軍の戦闘機構は、戦わずして時間と共に失われていった。


    　さらに、二十九日早朝。


    　重い足を引きずりながらアイザック渡河地点に辿たどり着いたルカ第一軍を待ち受けていたのは、またしても正確にこちらの行動を予測し、高台へ先回りして野戦砲陣地を構築した帝国軍だった。この状況だと、渡河を開始したなら一方的にこちらは野戦砲に狙い撃たれる。


    「どういう魔法だ、ジェミニ……!!」


    　ルカは歯がみする。こちらの情報が漏れているのはわかった。しかし、それにしても対応が早すぎる。まるでルカが撤退を決断した瞬間、ジェミニがそれを察知したかのような。


    　悔しがる間に、敵の砲撃がはじまった。


    　幾多の榴りゆう弾だんが、戦闘隊形を組むこともできない第一軍に降り注ぎ、逃げ惑う兵たちを中空高く吹き飛ばし、野戦砲や荷馬車をひっくり返す。さらに火薬を積んだ荷馬車の近くで榴りゆう弾だんが炸裂、天地を震わせる大爆発と共に、何百という兵士が誘爆に巻き込まれた。


    　渡と河か地点は、連合軍の殺さつ戮りく場に変じていた。


    　混乱が広がっていく。士官たちが声を張り上げて兵を落ち着かせようとするが、みな、ここが死地だと気づいてしまった。地を爆はぜる炎に追われ、銃を投げ捨てて川に飛び込み、我先に泳いで渡りはじめる。


    　そこへさらに榴弾の雨が降る。おそらくは五、六十門、ジェミニの好きな機動性の高い野戦砲だろう。ルカは水平距離で一キロメートルほど離れた、高さ五十メートルほどの高台を睨にらみつける。勾こう配ばいは緩いが、すでに数千の歩兵が塹ざん壕ごうや堡ほう塁るいを設営し、最頂部の砲台を守っている。


    「第一機械兵大隊、あの砲台を占拠しろ!!　ミズキ、頼む、駆け込んでぶっ壊せ!!」


    　ルカの号令に、すぐ近くにいたミズキが拳こぶしを突き上げる。


    「おう、任せろ!!　あんなのラファエルでぶっつぶしてやる!!　やっと出番だぜ第一機械兵大隊、集まれーっ!!」


    　ミズキは元気よく、後方からついてくる機械兵部隊へと馬で駆けていく。


    　ほどなく、ミズキの愛機、上級三隊フアーストランク第三階級「座天使ドローンズ級」機械兵ラファエルと、第四階級機械兵アクラシエル型機械兵五機、さらに第五階級トロイア型機械兵十四機が地鳴りを響かせ、見事な雁がん行こう陣を組み上げて、高台をめがけ前進を開始した。


    　混乱していた兵たちが、おおお、と歓声をあげて踏みとどまる。ラファエルに乗ったミズキはグレイスランド最強の戦士だ。そして周囲を固める列機もセカンドランクの上位機であり、操縦士もグレイスランドから選りすぐった一流ぞろい。紛まぎれもなくルナ・シエラ連合軍決戦兵団の出撃だった。


    「ミズキ閣下だ!!　ラファエルが出撃するぞ!!」


    　兵たちは両手をあげて、真っ青に塗装した全二十機を応援する。混乱が収まりかけたのを幸いに、ルカはすかさず号令する。


    「工兵、作業急げ。ジェミニの本隊に追いつかれたら壊かい滅めつだ、必死にやれ！」


    　勇敢な工兵が川に飛び込んで、流れのなかへ杭を打ち込み、木箱を繋つなげた橋げたを架け、荷馬車の通り道を設営する。騎兵も撤退を開始し、馬ごと川に飛び込み、ひとは馬に引かれるようにして、急な流れを泳ぎ抜けていく。川の深みに足を取られ、悲鳴をあげながら流されるものがあとをたたない。カザコヴァ川の流れは深くて急だ。泳げない人間は架橋を待つしかない。


    　そして敵砲兵は、川を渡る連合軍を狙い撃ちにしつづける。砲撃がはじまって二十分足らずですでに二千名近くが死傷した。あの砲台を破壊せねば、やられる一方だ。


    「頼む、ミズキ、蹂じゆう躙りんしろ……!!」


    　ルカの祈りを背に受けて、ミズキ率いる第一機械兵大隊は高台の敵砲台へと歩み寄る。城郭や野戦陣地の攻略は機械兵の担当だ。長い行軍に付き合わされるだけで出番のなかったミズキは、ようやく鬱うつ憤ぷんを晴らせると張り切っている。


    「行くぜっ!!」


    　スロットルをひらくと、ラファエルのソーマエンジンが心地よい響きを立て、全長十一メートルの機体が早足へ移行する。全身を覆うネオセラミック装甲は軽くてしなやか、両肩には白い繭まゆを張り付けたような肥大した盾たて、ひょろりとした胴体は一見頼りないが、馬力は六千六百馬力と隔絶している。そして両手に握った全長八メートルもの禍まが々まがしい大おお鎌がま。巨大な武器を両手に持ったまま、ラファエルはおもむろに走りはじめる。


    　帝国兵も噂うわさに聞く、天才操縦士ミズキの疾走だ。


    　かつてドル・ドラム戦役の際、ジェミニ、ルカと共に猛威を振るったミズキが目の前で大鎌を振り上げ、こちらを目がけて駆け込んでくる──。それに気づいた帝国兵たちは、悲鳴をあげて、無駄と知りながらカスコート銃を斉せい射しやする。


    　止まるわけがない。


    　ミズキは塹ざん壕ごうの歩兵など相手にもせず、あろうことか、跳び越える。


    　前ぜん代だい未み聞もんの機械兵による跳躍。超重量の鉄てつ塊かいが頭上を航過していって、呆気あつけにとられた帝国兵たちは、つづけて訪れた第二波、列機十九機により蹂じゆう躙りんされる。


    　ミズキは後方に構わず、高台の勾こう配ばいに足を踏み入れ、堡ほう塁るいを蹴け散ちらし、塹壕は跳び越え、こちらを狙う野戦砲群にひるみもせず、地鳴りを響かせ突進する。


    「てぇっ!!」


    　帝国砲兵士官の号令と共に、砲口を斜め下方へむけてラファエルを直接照しよう準じゆんした十センチ砲全二十門が火を噴いた。


    　ラファエルの頭部と肩部、それから胸部に直撃弾。たちまち炎の華が空中に咲き、濃い爆煙が立ちこめ、ラファエルを覆い隠す。


    「直撃!!」「やった、仕留めた!!」「たいしたことないぞ、噂だけだ!!」


    　快かい哉さいを叫ぶ兵士たちの眼前で煙が晴れていき、その裂け目から現れたラファエルが大鎌を振り上げて、歓喜は絶望に変わる。


    「バケモノっ!!」


    　機械兵のくせに走る、跳ぶ、直撃弾を意に介さない。そんな相手と戦えるわけがない。


    　ぐしゃあ。


    　容よう赦しやなく薙ながれた大鎌が、歩兵たちの生命を摘み取る。堡塁が吹き飛び、弾薬箱の中身がまき散らされ、砲ほう架かに繋つながれていた馬たちが逃げ惑う。


    　六千六百馬力のソーマエンジンが猛たける。長い足が野戦砲群を蹴り上げる。帝国兵たちが前夜、苦労して勾配を運び上げた全六十門から成る野戦砲台が、ラファエルただ一機によって文字通りに一蹴されてゆく。


    　高台の傾斜でも、列機十九機が暴れ回る。セカンドランク一機だけでも脅威だというのに、二十機もの大編隊が相手では歩兵にはなすすべがない。いずれ劣らぬ熟練操縦士たちは、自みずからの技量を誇るがごとく、塹ざん壕ごうも堡ほう塁るいも積み木みたいに蹂じゆう躙りんしていく。


    「こんなもんかよ帝国軍!!　おれらだけで勝てちゃうんじゃねーか!?」


    　玩具の街を破壊する乳幼児さながら、ミズキは思うさま高台の頂部に布ふ陣じんしていた敵砲台を無力化していく。メルヴィルの無念を晴らすかのように、踏みつけ、蹴けり上げ、暴れ回っていたそのとき、異変に気づいた。


    「……ん？」


    　高台の勾こう配ばいに鳴り響いていた十九機のエンジン音が聞こえない。


    　破壊するものがなくなり、全機停止したのだろうか。ただでさえ搭乗席の狭い覗のぞき窓では視界が限られるうえ、ミズキのいる平らになった頂部からは、下り勾配で起きている出来事が見えない。列機が登ってくるはずの方向へ胸部ハッチをむけて、目を凝こらす。


    　やはり音が消えている。いや、代わりに妙な音が、列機がいるはずの下り勾配から聞こえてくる。


    　しゅおお。しゅおお。


    　地面が邪魔で音の正体が見えない。もしかするとソーマエンジンの排気音かもしれないが、それにしても異様な音だ。列機にこんな音を奏でる機体はいない。


    　──新あら手て？


    　不審に思い、音の正体を見極めようと、ミズキはラファエルを下り勾配へと歩ませる。


    　不思議な駆動音が近づいてくる。ラファエルのエンジンも特徴的な音を奏でるが、こいつはもっと変だ。大蛇のイビキみたいな、不吉な予感をかき立てる変拍子──。


    　覗き窓に顔を近づけたとき、勾配を登ってくるものの釣り鐘型をした白い頭部が見えた。


    　なんだこいつ。敵機か？　味方はどうした。なぜこいつのイビキだけが聞こえてる？


    　疑問詞が並んだそのとき──。


    　ばさあ、と音を立てて、ミズキの頭上に白マントが舞った。


    「!?」


    　思わずマントを見上げたその刹せつ那な。


    　ミズキの全身の細胞が危機を叫ぶ。


    　目を水平に戻す。いつの間に接近したのか、目の前に敵機が膝ひざを屈め、半身をひねり、右手を剣の柄に当て、腰だめに構えている。


    　見たこともない、東方の剣士が斬る甲かつ冑ちゆうのごとき、湾曲した純白の全面装甲。


    　うつむいたままの頭部からわずかに、上目遣いが垣かい間ま見えたような。


    　ゼロコンマ一秒、敵機ソーマエンジンからオーバーブーストの前兆。


    　──やばい!!


    　直感のまま、ミズキは大おお鎌がまを顔の前に構える。


    　じゃりいっ。


    　刀身が鞘さやを滑り、加速する。


    「居合いっ!!」


    　ミズキはこの技を知っている。


    　いや、これを使う少年を知っている。


    「お前……っ!!」


    　同時に、加速した刀身を大おお鎌がまの刃が受け止める。


    　ばきぃ、と高い音響を響かせて、折れた鎌の刃がくるくると蒼そう穹きゆうを舞う。


    　間違いない。こんなことができるやつは。


    　──ミカエルの継承候補。


    　ミズキの斜め上方へ切れ上がった刃がくるりと反転し、そのままラファエルの首をめがけて斜め下方へ振り降りてくる。


    「おおおおっ!!」


    　ミズキは咆ほう哮こうし、瞬時にギアを入れ替え、フットバーを蹴け飛ばして、純白の敵機の胸元へ飛び込む。


    　ネオセラミック装甲同士が激突し、重く鈍い音が大地を爆はぜる。食らいついたまま、ミズキは構わずスロットルをふかす。


    　敵機はラファエルの全力を胸で受け止めながら微動だにしない。


    　ミズキは胸部覗のぞき窓から目を凝こらす。


    　機体同士がこすれあい、火花が散り、覗き窓が敵機の胸元をずり落ちて──。


    　一瞬、互いの機体の胸部覗き窓同士が視界をかすめた。


    　窓からこちらをシンと見み据すえる、濃緑色の瞳。


    　ミズキを認め、にこりと笑ってみせる少年操縦士。


    　ミズキの髪の毛が逆立ち、咆哮が迸ほとばしる。


    「ロロっ!!」


    「哀れだね、ミズキ」


    　ソーマエンジンの唸うなりの隙すき間ま、ぶつかりあった狭い覗き窓越しに、ミズキは叫ぶ。


    「なんでここにいる、ジェミニの味方になったのか、てめえ!!」


    「男言葉やめなよ。聞き苦しいし、似合ってない」


    　言葉を交わしながら、じりじりとロロが押してくる。エンジンパワーで負けている。もしかするとこいつ、ファーストランクか。でなければ、ラファエルが押されるわけがない。


    「こいつはウリエル。第二階級だ。操縦士の腕も機械兵の性能もこっちが優る。降参しな、ミズキ、きみは軍服よりスカートが似合う」


    「ざけんじゃねえ、てめえ……っ!!」


    　ミズキは力勝負を諦あきらめ、押してくる力を利用して後方へ跳び退のく。そして一瞬だけ勾こう配ばいを振り返り、倒れ伏す帝国兵の狭はざ間まに、無残に破壊された十九機の列機を見やる。


    　唇を噛かみしめる。


    　だが驚きよう愕がくはしない。


    　ロロなら、このくらいのことはやる。


    　前を向きなおる。ウリエルは全長七メートルの大剣を片手に握り、相変わらずうつむき加減のまま、ゆらゆら、ゆっくりとこちらへ歩み寄ってくる。


    　ミズキは唇を引き結び、覚悟を決める。


    「待ってろよ、ルカ。こいつはおれがぶっ倒す」


    　いまごろ高台の下では、ルカたちが固かた唾ずを呑のんで成り行きを見守っているだろう。ここでロロを止めなければ大変なことになる。こんなバケモノが暴れはじめたら、とても渡と河かなどできない。第一軍二十五万が、本当に壊かい滅めつしてしまう。


    　紺こん碧ぺきの瞳をぎらりとたぎらせ、ミズキは操縦桿かんを握り直す。


    「確かに昔はお前にかなわなかった。けど、おれもこっちに来て成長したんだ。もう負けないぜ、負けられない理由があるんだ……」


    　これ以上、仲間たちを死なせないために。


    　ミズキはスロットルをひらき、ロロへ突進していく……。


    



    「なんなんだ、あのバケモノは!?」「十九機まとめてかかって相手にならなかったぞ!?　あれじゃあ、ミズキ以上だ！」


    　カザコヴァ川東岸にて渡河しつつある第一軍の兵士たちは、いましがた高台の勾配で行われた機械兵同士の戦闘を目まの当たりにし、混乱していた。


    　快調に敵の塹ざん壕ごうを踏み越え、防御陣地を破壊していた青い機体たち十九機が、うしろから忍び寄ってきた純白の機体によって次々に斬られ、投げられ、勾配へ叩きつけられた。まともな反撃ができたものは一機もなく、白い機体は疾風さながら十九機を葬り去ると、砲台がある高台の頂部へ足を踏み入れて見えなくなった。


    「閣下、この隙すきに渡河を」


    　首席作戦参謀、ルノディノ大佐がルカの傍かたわらから進言する。


    「ミズキがあの敵機を止めています。砲撃もやみました。速やかに対岸へ渡り、撤兵してください」


    　ルカは片目だけをルノディノへ送り、


    「おれが渡河するのは最後だ」


    「……………………」


    「全員の渡河を見届けて、最後に渡る」


    　ルノディノは冷たい無機質な目をルカへむけて、


    「意味のない感傷かと」


    　はっきりと切り捨てる。ルカは譲らない。


    「責任くらい取らせろ。お前は川を渡り、全軍をラランディアへ連れ戻れ」


    　ルノディノの瞳が、ますます冷たく冴える。


    　ルカは片目をルノディノから高台へと戻す。ミズキがいまどうなっているのか、見えない。しかし歩兵を送り込んでどうにかなる相手でもない。さっきの挙動を見ればわかる、あの白い機体は明らかにファーストランクだ。歩兵が膝ひざを破壊しようとしても、人間じみたあの動きで逆に歩兵を振り払い、すり潰つぶすだろう。ミズキでしか止められない。


    　──おれはここにいるぞ、ミズキ。


    　──死ぬなら一緒だ。ここで一緒に死ぬ。


    「閣下、渡と河かを。もうジェミニの先遣隊が来るころです」


    「おれが相手する。お前たちは川を渡れ」


    　押し問答がつづく。ルノディノは深いため息をつき、強い言葉を発する。


    「失礼ながら、それは責任逃れです、閣下。敗残の軍を率い、ラランディアへ戻って議会に糾きゆう弾だんされるのが閣下の正しい責任の取り方です」


    　ルカの紅の眼まな差ざしが、強く光る。


    「……しんがりはおれが務める。ひとりでも多く生き残れ。そのくらいのことは、させろ。させてくれ、頼む」


    　血のにじむような言葉が、ルカから吐き出される。ルノディノは返す言葉を失う。


    　新たな伝令が駆け込み、さらなる絶望を伝える。


    「敵騎兵連隊、およそ三万が接近しています!!　正確な数はわかりませんが、高速ながらかなりの火力を有しています……!!」


    　ルカは煮えたぎる眼差しを南へ送る。ジェミニがとどめを刺しに来ている。ぐずぐずすれば被害は増える一方だ。


    「おれが止める。近この衛え連隊、おれにつづけ。ルノディノ、お前はみなを連れて川を渡り首都へ落ち延びろ、いいか、命令だ……!!」


    　ルノディノは動かない。総司令官の命令に、抵抗している。


    　ルカは近衛混成連隊三千をその場に集めて、声を張る。


    「おれたちが防波堤となって、全軍を渡河させる。つまり、しんがりだ」


    　近衛兵たちは息を呑のみ、ルカの命令を聞く。いまだかつて、近衛連隊自みずからがしんがりを務めた戦例はない。しんがりとは、君主を逃がすために部下が務めるものだ。君主自ら最後尾に踏みとどまったなら、なんのためのしんがりなのか、わからない。


    　しかしルカは近衛兵の当惑に構わず、演説をつづける。


    「諸君には詫わびの言葉もない。逃げたいものは逃げていい。おれに従うものだけ残ってくれ」


    　そう告げて、ルカは背中を近この衛え兵へむける。兵士たちは顔を見合わせ、どうするか、視線で相談する。いまのルカは常じよう軌きを逸していることだけは、三千名全員が理解できた。ぱらぱらと逃げるものが出はじめ、だんだん、その数は多くなった。


    　しばらく待って、足音が消えたのを確認してから、ルカは再び近衛兵に向きなおった。兵は二百ほどに減っていた。充分な数だった。


    「ありがとう、諸君。最後まで共に戦えることを誇りに思う」


    　ルカの言葉を受けて、死を覚悟した精鋭たちは防御陣地の設営に入った。渡と河か地点を守るための施設だが、三万以上の砲騎兵が相手では焼け石に水なのは明らかだ。


    　と、傍かたわらにアステルがやってきて、ルカの顔を覗のぞき込んだ。


    「死ぬの？」


    　いつものように安穏として、危機感のない声。ルカはかすかに微ほほ笑えんで、


    「ここでお別れだ。いままでありがとな。お前のおかげでここまで来れた」


    「……………………」


    「お前は高台にあがって、機械兵の勝負を見届けてくれ。万が一、ミズキが負けるようなら、お前がハッチをあけてミズキを助け出し、川を渡れ」


    「……………………」


    「ヴィヴィ・レイン、見つけられなくてすまない。お前は生き残って、ヴィヴィを見つけてくれ。それでシルフィもきっと喜んでくれる」


    　アステルは胸に手をあてて、黙ってルカの言葉を聞いてから、声を振り絞った。


    「ねえ」


    「ん？」


    「ずっとあんたにウソついてて。このままだと気分悪いから、ほんとのこと教えてあげる」


    　いつも嵌はめていた右手の手袋をアステルは自分で外し、蒼あおく浮き立つ手の甲の数字をルカに示した。


    『６』


    　ルカは黙って、アステルの手の甲を見ていた。


    「実は正解。この数字、あたしの残りの日数。ゼロになったとき、あたしの身体は壊れるって、あたしを作ったおばちゃんが言ってた」


    　アステルはことさらなにげないふうにそう言って、困ったように眉まゆ根ねを寄せた。


    「あと六日もあるんだけど。あんたにここで死なれると、最後の六日間、気分悪いままになっちゃう。それ、最悪」


    「……………………」


    「あと六日、付き合ってよ。六日間、歩きながら、しょーもないこと喋しやべってさ。そのあとで、壊れたい」


    　ルカは黙ってしばらくその数字を見つめ、うつむいて、ぼりぼりと音を立てて頭を掻かきながら肩で何度も息をつき、怒りに煮えた瞳を持ち上げる。


    「……そういう、大事なことは、早く、言え」


    　一語一語にめいっぱい、ルカの怒りが詰まっていた。アステルはうなだれる。


    「……うん。ごめん。同情、されたくなくて」


    「……なんで、こんなときに、そんなこと、言うんだ。最低だぞ、お前。すげえバカだ、最悪にバカだ、史上最悪のバカ女だ」


    　ルカの言葉がだんだん荒くなる。アステルは申し訳なさそうにうつむいたまま、両手の人さし指を胸の前で合わせて、唇をすぼめる。


    「……うん。ごめん。……でも、一緒に帰ろう？　あたしにたくさん借りがあるでしょ？　だったらあたしが死ぬとこ、看み取とってよ。ひとりで死ぬの寂しいし」


    　悲しそうに上目を送るアステルを、ルカは真っ赤に焼けた瞳で見下ろす。そしてひとしきり地を蹴けりあげてから、決断をくだす。


    



    　†††


    



    　駆動音は、もう消えていた。


    　あとには無言の死者だけが、高台の頂上、破壊し尽くされた砲台群に散らばっていた。


    　砲兵たちはすでに逃げ散り、死んだ馬やひとの屍しかばねが黒く焼け焦げ、地面に染みを作っていた。そのなかに、ちぎれた機械兵の手足がぽつぽつ、投げ出されていた。


    　ちぎれているのはいずれも青い装甲だった。関節部から切断された肘ひじから先や膝ひざから下が虚むなしそうに散乱している。


    　ウリエルはゆっくりと、地面にうつぶせに倒れているラファエルの胴体部へ歩み寄った。


    　もうソーマエンジンの響きもなく、手足を失ったラファエルは死体そのもの。


    　ウリエルは背面ハッチの継ぎ目に、器用な動作で剣けん尖せんを突き立てた。ギアを軋きしませて刀身を押し込み、ハッチをこじあける。


    　暗がりの奥に座席の背もたれが見えるだけで、ミズキの様子は見えない。


    「ミズキ、生きてる？　死んだ？」


    　問いかけるが、答えはない。ふん、とロロは搭乗席で鼻を鳴らす。


    「死んだかな。相変わらず下へ手たくそだから仕方ないか」


    　手足をもぎとられた無様なラファエルを嘲ちよう笑しようするように見下ろして、ウリエルは機体を旋転させて、高台の眼下を見下ろした。


    　川幅三百メートルほどのカザコヴァ川が大地を南北に切り取っていて、その東岸に殺到した数万の兵士たちが押し合いへしあい、渡と河かしようとしていた。ジェミニの砲騎兵四万がすぐそこに迫っていることを知ったのだろう、完全な恐慌状態にあり、戦闘機構は失われている。あそこへ躍り込んで暴れてやれば、反撃を受けることなく一方的な虐殺を楽しめる。数千人、いや、一万人くらいはウリエル一機で踏み殺せるかもしれない。それはきっと、自分にとっていい経験になる。


    「たくさん殺したら、ミカエルもぼくを認めるかな」


    　呟つぶやいた、その刹せつ那な──。


    　ガキィッ、と胸部ハッチから耳障りな金属音。


    「!?」


    　ハッチの継ぎ目に短剣の刃がねじ込まれて、ギギギと甲かん高だかい音を立てながら強引に上下へスライドする。


    　バキッ、と鈍い音がして、ロックが破壊され、いきなり日の光がロロのいる搭乗席内へ降り注いだ。


    「……っ!!」


    　驚きよう愕がくして見ひらいたロロの目の先、白はく皙せきの美び貌ぼうがこちらを覗のぞき込む。


    「……ん？　……あんた、どっかで会った？」


    　ロロをひとめ見た少女が、そんな問いかけを送る。ロロはこの少女を知っている。


    「……アステル!!」


    　え？　とアステルは首をひねる。


    「ミカエルに拒絶された役立たず!!　お前に用はない、出ていけ！」


    　ロロはいつもの冷めた態度をかなぐり捨てて、アステルに罵ば声せいを浴びせる。


    　アステルはしかし、ロロを思い出せない。どこで会ったっけ。そういえばだいぶ前に、飛行戦艦の格納庫でこの子に会ったような。……まあどうでもいいか、そんなこと。


    「ちょっとおとなしくしててね。暴れられるとウザいから」


    　ロロは首根っこを掴つかまれ、搭乗席の外へ引きずり出され、えいやー、という掛け声と一緒に中空高く投げ飛ばされた。


    「うわああああーーっ」


    　春の空に悲鳴がひびき、したたかに全身を野原へ打ち付け、ロロはその場に動かなくなる。


    　よしっ、と頷うなずき、アステルは高速機動でラファエルへ駆け寄り、搭乗席から失神したミズキを引っ張り出す。


    「あんた、死んだの？　しっかりしなさい。あたしがいなくなったら、あんたがルカを守るんだよ」


    「う……く……」


    　ミズキは痛そうに顔を歪ゆがませ、両目から悔し涙をぽろぽろこぼす。


    「負けた……ちくしょう、負けちまった……」


    「次、勝てば？　行くよ」


    　ミズキを抱えて、アステルは閃せん光こうとなって高台を駆け下り、ルカのもとへ戻る。
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    「ミズキ、ボコられてたけど連れて帰った！　ドライブ終了～」


    　そう言って崩れ落ちるアステルを、ルカは片手で支える。衛生兵が駆け寄って、傷ついたミズキを担かつぎ上げた。右足が折れているようだが、命に別状はない。


    「……よくやった。……先ほどの命令を撤回。近この衛え連隊兵は、これより渡と河か。ラランディアへ戻る」


    「はっ!!」


    　二百名の近衛兵たちは新たな命令を拝命し、その場に並んで背筋を伸ばした。


    「……すまない、そういうわけだ。無理するなよ、ルノディノ」


    　首席参謀はかすかに笑んで、拝命する。


    「閣下、偉大な決断です。心ゆくまで首都で糾きゆう弾だんされてください」


    「気が滅入るよ。ここで死ねたらどんなに楽か。……お前は生き残れよ。ガヴーがもうすぐ来てくれる、合流して逃げるんだ」


    「……はっ。お任せください、閣下が逃げる時間を稼ぎます」


    　ルノディノはしんがりという重要な役目を託されたことが誇らしいらしく、胸を張って拝命する。


    「帝国軍がどう動くか予測がつかない。最悪はこのまま共和国まで侵攻してくることだが、ジェミニはその最悪をやってくる可能性がある。その場合はラランディア近郊で第一軍を立て直し、第二軍と連係して迎え撃つしかない。勝ち目は薄いがやれるだけやる。ガヴーにも伝令を送るから、お前もそのつもりでいてくれ」


    「はっ！　最悪を心がけます、閣下」


    　帝国軍五十三万が共和国領へ侵攻してくれば当然、道沿いに物資の集積などしているはずもなく、周辺地域を略奪しながらの行軍になる。ルナ・シエラ共和国の住民たちは地獄の苦しみを味わうだろう。


    「……生きてラランディアへ戻る。……第一軍を立て直さないとな」


    　ルカは自分を励ましながら、バウワウにまたがった。アステルがふんふん鼻歌を歌いながら当然のように鞍くらの前に腰掛ける。


    「暗い話やだな。しょうもないこと話しながら帰ろうよ」


    　いつものアステルと変わらない緩んだ笑顔を、ルカは複雑な思いで見やり、ため息をつく。


    「……辛つらい帰りだ、勝手にしろ」


    　言い捨てて、カザコヴァ川へ足を踏み入れた。我先に川を渡ろうとする兵士たちで混雑するなか、ルカも一介の敗残兵のごとく、足下まで濡らしながらの渡と河かだった。


    



    　†††


    



    　史上最大の作戦の帰結は、最悪の撤退戦となった。


    　ジェミニが送り出した砲騎兵を中核とする四万の追撃隊は、渡河中のルカ第一軍にくらいつき、執しつ拗ような砲撃を繰り返した。敗走する敵の殲せん滅めつを目的として編成された、機動力と火力を併せ持った部隊だった。カザコヴァ川の川面は青い軍服の屍しかばねに埋まり、青と赤のまだら模様に染まった。


    　なんとかカザコヴァ川を渡った第一軍だが、共和国領土に戻ったというのに、夜間になると匪ひ賊ぞくによって襲撃された。匪賊の正体はいわずもがな周辺住民だ。カザコヴァ川とバール川に挟まれた旧ゼノビア領では共和国に対する反感が根強く、今回の侵攻作戦にあたって莫ばく大だいな軍税を徴収された恨みもあり、地形を熟知した住民による夜間襲撃は執拗で徹底的だった。


    　第一軍二十五万のうち、約二十万の兵がこの旧ゼノビア領土を通過する間に逃げ散った。残存する五万名はほとんどが、旧ガルメンディア王国領に生まれ育ったものたちだった。故郷へ帰り、故郷を守るため、彼らはかろうじて規律と隊列を保ち、空腹に耐えながら夜も眠らずに歩きつづけ、ただひたすらラランディアを目指した。


    　四月一日。


    　第一軍敗残兵の先頭はバール川の手前、コールシュタットに辿たどり着いた。半年前、アステルの活躍でゼノビア軍を破り、連合軍の戦勝に沸いた街は、街道を西へ落ち延びてゆく五万名の敗残兵へ冷たい目をむけるだけだった。


    　コールシュタットを通過中、帝国軍約二十七万がカザコヴァ川を渡と河か、旧ゼノビア領に侵攻したことが、偵察の軽騎兵によってルカに知らされた。


    「……最悪が現実になった」


    　ルカは静かにその一報を受け取った。なんとか第一軍をラランディア近郊まで撤退させ、体勢を立て直してガヴー第二軍と合流したいが、第二軍の動向はいまだつかめない。ルカの伝令が届いていれば南下を開始しているはずだが。ガヴーが賢明に第二軍を指揮していることを信じるしかない。


    　ぼろぼろの軍装に身を包んだ兵士たちに取り巻かれ、夕暮れの街道を西を目指して落ち延びながら、ルカは鞍くらの前のアステルに話しかける。


    「報むくいってやつだな。さんざん卑ひ怯きようなことやってきたから」


    「うん。悪人だから仕方ないね」


    「徹底的に負けたな。こんなに負けると思わなかったくらい」


    　アステルは振り向いて、


    「楽しいこと話そうよ。最後はこんなんだけど、途中で楽しいこといっぱいあったし」


    　ルカは息を吐いて、暮れなずむ空を仰あおぐ。いつも能天気なアステルの言葉は、普段は腹立たしいことのほうが多いのに、いまのルカには慰めだった。


    「そうだな。しょうもないこと話しながら帰るか。お前とゆっくり話す時間、ここ数年、全然なかったし」


    「そうそう。あたしの時間、残りあと二日だから。いっぱい話そうよ、内容はなんでもいいから」


    　アステルは手の甲の『３』という数字をルカに示し、微ほほ笑えみかけた。


    「３、って書いてあるぞ。あと三日だろ」


    「午後五時になると、数字が減るの。あともうちょいのはず」


    　しばらくそのままにしていると、アステルの言うとおり、手の甲の数字は一瞬だけ薄くなって、『２』の文字が浮き上がった。


    「だから、明後日の午後五時に消える予定」


    　アステルは散歩の予定を告げるようにそう言う。ルカはぎこちなく笑みを返して、


    「おれの命もあとそのくらいかな。そのうちラランディアからお迎えがくる。歓迎じゃないほうのお迎えがな」


    　自じ嘲ちようしながら、西へつづく道を見み据すえる。


    　いまごろラランディアの五百人議会ではルカの処遇を巡って議論が紛ふん糾きゆうしていることだろう。敗戦の責任逃れをしたい議員たちは、ルカの追放もしくは処刑を主張するはず。最終的にマクシミリアノあたりが一枚噛かんで、結論は断頭台送りが妥当なところか。


    「ファニア、助けられなかったなあ……」


    　それだけが心残りだった。アステルが励ます。


    「無事だよ、きっと。なんかそんな気がする。根拠ないけど」


    「……そうか。実はおれも、なんかそんな気がする。ファニアならたぶん、うまいことジェミニをやりこめて、安全なとこでキリッとしながらおれのことバカにしてる」


    　アステルは笑った。ルカも笑った。ふたりは笑いながら、ひとしきりくだらないことを話した。


    



    　日が落ちて、夜になった。


    　きららかな星空がふたりの頭上を包んだ。


    　疲れ切った兵士たちは思い思い、背はい嚢のうを枕まくらにして道ばたに寝転んだり、焚たき火を焚いたり、歩みを止めて眠りに落ちた。


    　ルカとアステルは止まりたくなかった。バウワウの鞍あん上じようでお互いを支え合うようにして歩みつづけた。


    　残り少ない時間、眠るのがもったいなかった。残された時間をいまこの瞬間に繋つなぎとめるようにしてふたりは話をつづけ、いつしか命の不思議さを考えていた。


    



    　命って終わるとどうなるんだろう。ゼロになるのかな。


    　さあな。わかんね。


    　ゼロだとなんか寂しくない？　生きた意味、ないじゃん。


    　まあなあ。でもわかんねえし。


    　命、つづいていけばいいのにね。


    　死んだあとも？


    　うん。


    　よくわかんねえなあ。


    　命っていうか、心？　魂？　なんかそういう、見えないものがつづくといいな。


    　どうだろうな。つづくといいなとは思うけど。


    　ね。なんかそれだと気分的に寂しくないじゃん。


    　お前、人造人間だから、ぶっ壊れても、また新しく出てきたりするかもよ。


    　そうかなあ。だといいなあ。新しいあたし、あんたのこと、覚えてるかな。


    　わかんねえなあ。


    　合い言葉、決めておこうか。また会ったとき、わかるようにさ。


    　どんなんだ。


    　なんかロマンチックなやつ。


    　見当もつかねえ。


    　あ、歌！


    　歌？


    　あたしの歌。あんたがリュート弾いて、あたしがはじめて歌った歌。


    　あぁ。あれ。


    　あたしたちの合い言葉。あたしが全然ちがうかたちになっても、あの歌が、あたしがあんたのそばにいるって教えてくれるよ。


    



    「そうだよ、あたし、あんたに会ったら、またあの歌を歌うよ」


    　星空の下、アステルは笑った。


    「そっか。だったらさすがに、おれにもわかるよ。このひと、お前だって」


    　なにげなく、ルカはそんなことを返事した。


    　呑のん気きな星空の散歩は、道の先から駆けてきたラランディアからの使者によって終わった。


    「執政閣下、五百人議会から通達です！　第一軍は本日より、マクシミリアノ内国軍長官の指揮下に入る！　ルカ閣下はバレナスの街へ入り、本国からの使節団をお待ちください！」


    　来たか、とルカは小声で呟つぶやく。


    　議会はルカを見捨てることを決めたのだ。使節団というのは、ルカを捕らえに来た内国軍の兵士たちに違いない。マクシミリアノの野郎、さぞかし喜んでいるだろうな。


    「わかった。アステルも一緒でいいか？」


    「同行者は十名まで、閣下がお選びください。あとの第一軍兵士たちはすべて、マクシミリアノ長官が引き受けます」


    　あいよ、と返事し、ルカは誰を連れていくか迷う。


    　厄やつ介かいごとに巻き込むのもかわいそうだから、アステルくらいでいいかとも思うが、一応、ミズキにも聞いてみよう。


    



    「行く！　おれも行くぞ！　這はってでもついていくからな！」


    　ものすごい剣幕で、松葉杖づえをついたミズキは担架から立ち上がろうとする。ロロとの戦いで右足の脛すねと足首が折れており、杖をつかないと歩けない。


    　星空の下、ルカは思案顔で周囲を見回し、馬草を積んだ二頭引きの荷馬車を見つけた。御者にカネを渡して買い取り、傷ついたミズキを荷台に横たえる。


    「これでいいや。三人、いや四人で行こうぜ」


    　バウワウの手た綱づなを握ってついてきたアステルに呼びかけ、三人と一匹は街道を南へくだってバレナスの街を目指す。半年前に宿営していたから、地理はわかっている。ルカたちの背後から、ラランディアから来た役人と軍人の一団が数十名ついてきていた。逃げないように見張っているのだろう。


    「旅の終わる場所には、いいんじゃねえかな」


    　御ぎよ者しや台だいで手た綱づなを握って、寂しい田舎いなか道を馬車で進みながら、バウワウの鞍くらに乗って傍かたわらを歩くアステルに話しかける。


    「あんた、捕まるの？」


    　問いかけられ、どう答えたものかルカは迷う。議会がルカをわざわざ辺へん鄙ぴな街に呼びだしたのは、もしかすると、ひとめにつかないところで処分するためかもしれない。マクシミリアノはそういうのが好きそうだ。別にそれでも構わない。だが正直にそれを答えて、いまのアステルを悲しませたくない。


    「わかんねえ。でもなんとか、お前が壊れるまで一緒にいるよ」


    「……うん」


    　黙り込むルカに、荷台に寝転んでたミズキが言った。


    「ルカ、絶対、諦あきらめるなよ。なにがあっても」


    　いつになく真剣な口調のミズキだった。


    「まだシルフィとの約束、果たしてないだろ。ヴィヴィ・レイン、見つけてねーし。最後までちゃんとあがけよ」


    　どう答えたものか、ルカは迷う。けれどアステルとミズキを安心させるため、とりあえず答えた。


    「ま、率先して死のうとはしない。チャンスがあるなら、生きるほうを選ぶよ。お前の言うとおり、ヴィヴィも見つけてないし、ファニアも捕まったままだし。終わり方が中途半端なの、イヤだしさ」


    「……そうだ。ヴィヴィ見つけて、ファニアも助けて、最高のかたちで旅を終えるんだ。それだけは絶対、諦めるな」


    「……あぁ。……そうだな。……諦めるのはダメだな」


    　ミズキの励ましを、ルカは胸の片隅に留めた。しかしそうはいっても、今回は特にどこを見ても絶望的だ。ほどなくして星の道のむこうに、バレナスの街灯が見えてきた。


    　同じ宿に三人で泊まった。


    　五百人議会の使節団が到着したのは、翌日の朝だった。


    



    　四月二日。


    　田舎町に、ものものしく武装したルナ・シエラ共和国内国軍兵士五十名、胸甲騎兵三十騎、さらにヴェガ型機械兵一機が縦隊を組み上げて行進してきた。


    　使節団長ドバリー議員は四頭引きの箱馬車に乗り、ルカ一行が宿泊している宿を歩兵で包囲してから、兵士十名をルカの迎えに送り出した。


    　ルカとミズキ、アステルは宿の簡素な食堂で、女将おかみの用意した朝食を摂っていた。


    　女将は高名な第一執政閣下が自分の手料理など食べるのかと怯おびえていたが、ルカはなにげない様子で食事を終え、お礼を言ってから、女将に頼んだ。


    「厩きゆう舎しやにつないでるベオウルフなんだけど、ここで世話してくれないかな。賢いやつだから親切なひとには噛かんだりしない。経費と手間賃はこいつで」


    　ルカは手持ちの金貨をすべて女将にあげた。庶民の十年分の収入に匹敵する額だった。女将は腰を抜かしながら、バウワウの世話を引き受けた。


    　ほどなくして兵士たちがルカを迎えに宿を訪れ、食堂へと入ってきた。大役を押しつけられた内国軍中尉は緊張した面おも持もちで、ドバリー議員から託された口上を伝える。


    「ルカ・バルカ第一執政閣下。国家反逆罪容疑により、あなたを逮捕いたします」


    　ルカはにこりと笑み、中尉を見る。


    「そりゃまた、たいそうな罪状だ」


    「五百人議会の告発です。自由と平等を謳うたいながら、その実、王女ファニア・ガルメンディアと姦かん通つうし、王女を取り返すためだけに五十万の兵士を死地へ赴おもむかせた、国家と人民に対する明らかな反逆罪だと」


    「議会がそう言うならそれでいい」


    　ルカは立ち上がり、マントを羽織った。そして中尉へ向きなおり、頼む。


    「抵抗はしない。ただ、明日いっぱい、アステルと過ごしたい。構わないかな」


    「……わたしの一存では。ドバリー議員の承諾を取ってください」


    　うん、と頷うなずき、アステルを促うながした。アステルも不安そうな表情で椅い子すから腰をあげる。


    「……乱暴とか、しないでね。あたしの前でそれやっても無駄だから」


    「……理解しています」


    　中尉は慇いん懃ぎんな態度で、ふたりを表にいざなった。ミズキが松葉杖づえをついて立ち上がる。


    「おれも一緒に行く」


    「ミズキ閣下に逮捕状は出ておりません。閣下の行動は自由です」


    　うん、と頷き、三人はそろって宿を出て、表通りへ誘いざなわれた。


    「こりゃまた大勢で……」


    　ルカはやや呆あきれ顔で、自分を連行しに来た内国軍兵士たちの大げさな武装を見やる。機械兵まで連れてくる必要もないと思うが、おそらくはアステル対策だろう。


    　箱馬車から、でっぷり太ったドバリー議員が出てきて、頬ほお肉を揺らしながらルカへと近づいてきた。


    　現在の立ち位置の違いを教えるかのように、儀礼的な挨あい拶さつなどすっぽかし、ルカを間近から見下ろす。


    「悪運も尽きましたな、第一執政閣下。……これからラランディアまで、おとなしく願いますぞ。これ以上の厄やつ介かいごとは御免被こうむりたい」


    　ルカは肩をすくめ、大柄なドバリーを見上げる。


    「いまさら抵抗しねーよ。ただ、アステルと明日の夜まで一緒にいたい。個人的事情だ。構わないかな」


    「ほう。王女ファニアの次は戦場の天使と姦かん通つうですか。いやはや、お好きなものだ」


    　イヤミたらしくそう言って、アステルをじっとりと見る。


    「明日いっぱい、最後のお楽しみというわけですかな」


    「おい」


    　ルカはドバリーの言葉を途中で制し、哀れむように見上げる。


    「おれはいい。だがこいつを侮ぶ辱じよくするのはやめろ。お前のためにな」


    　ルカを怪け訝げんそうに見下ろし、ドバリーは傍かたわらのアステルへ目を移す。


    　明らかに不機嫌そうなアステルが、ドバリーを睨にらみ上げていた。


    　ドバリーは気け圧おされながら、内国軍中尉に伝える。


    「ルカを捕らえろ。アステルもだ」


    「……はっ」


    　兵士たちがルカとアステルに駆け寄る。手錠を掛けられたルカは、アステルも手錠を掛けられようとしていることに驚く。


    「おい。アステルはいいだろ」


    「この娘に暴れられると厄介だ、いいから手錠を掛けろ!!」


    　ドバリーの指揮に従い、兵士たちはアステルの両手に鉄の手錠を掛けて拘こう束そくする。


    「引き離せ。一緒に引っ立てる必要はない。アステルは儂わしの馬車に乗せろ」


    　命令を受けて、身体の前に両手をそろえて拘束されたアステルを、兵士たちがふたりがかりでドバリーの馬車へと投げ込んだ。


    　ドバリーはルカへ笑いかける。


    「ご安心を、閣下。明日いっぱい、わたしがあの娘のそばにいますので」


    　その下卑た笑みを見て、ルカはこのあとの成り行きを悟る。たぶんこのおっさん、アステルの噂うわさは聞いているのだが、甘く見てる。


    「最後の忠告だ。……やめとけ」


    　静かにそう告げるルカに構わず、ドバリーは周囲の兵たちに告げた。


    「ルカは馬のうしろに繋つないで、首都まで引っ張って歩かせろ。アステルは馬車でいい。道中、儂がたっぷり面倒をみてやブッ」


    　台詞せりふを最後まで言い終えることなく、ドバリーは春の空へ高々と舞い上がり、二秒後、地面へと打ち付けられた。


    　あぁ……。とルカは手錠を掛けられたまま呆あきれる。最後までやっぱりこうなる。


    「ほかに吹き飛びたいひと、いる？」


    　白い閃せん光こうを身体の輪りん郭かくから吹き上げながら、鉄の手錠を引きちぎったアステルが爛らん々らんと燃えさかる翡ひ翠すい色の瞳を内国軍兵士たちに突き付けた。


    「五秒以内に武器を捨てなさい」


    　宣告し、兵士たちを睨にらみつける。話に聞いた「戦場の天使」アステルの高速機動オーバードライブの一端を目まの当たりにして、兵士たちは怯おびえる。


    「五、四、三……」


    「……みな、武器を捨てろ。おれの言うことを聞け、こいつは本当にやるぞ」


    　ルカが静かに脅おどす。周囲を囲んでいた三十名の歩兵が武器を捨て、騎兵は馬を下りて手をあげた。


    「ヴェガに乗ってるやつも、おりろ!!」


    　声を飛ばすと、後方、ヴェガ型機械兵に乗っていた三人の操縦士も、慌てて胸部ハッチをあけて機体から飛び降りる。


    　アステルは高速機動で騎兵の乗る馬に鞭むちを入れ、三十騎を街路へ解き放ってから、歩兵が投げ捨てた銃を一瞬にして拾い集め、まとめて水路へ放り込んだ。


    　松葉杖づえをついたミズキが楽しそうに、乗るもののないヴェガを眺めて提案する。


    「おー、ヴェガじゃん。アステル、三人であれに乗って逃げようぜ」


    「そだね。あれ、三人乗りだし。ルカ、明日、あたしが壊れるまで、あれで逃げようよ」


    「……しょーがねーなー。おれ、また罪が重くなったよ」


    「それ以上、重くなりようがねーだろ。行こうぜ!!」


    　アステルがルカの手錠を指先でつまんで引きちぎり、ルカとミズキを両脇わきに抱えて跳躍、ヴェガの搭乗席へと乗り込んだ。


    「懐かしいな。はじめて会ったとき、ファニアと四人でこれに乗ったよな」


    「そうだね。七年前だね。懐かしいね……」


    　三座機のヴェガは、縦に三つの操縦席が並び、一番下の座席にルカが座ってフットバーに両足を置き脚部を担当、足を折ったミズキは真ん中の座席で両腕を担当、アステルは一番上の座席に突っ立ち、ヴェガの頭頂部から顔を突き出して、周りの状況をほかのふたりに伝える機長役を務める。


    「ヴェガ、発進!!」


    　元気よくアステルが号令したところでオーバードライブから一分が経過、アステルは座席へ力なく崩れ落ちた。


    「あーあ。明日の朝まで動けないよ。最後の一日なのになあ」


    「我慢だな。ルカ、行く当てはあるのか？」


    「あるわけねーだろ、そんなもん。おれは明日いっぱい、アステルと一緒にいられたらそれでいい」


    「バレナスの滝へ行こう。おれに当てがある」


    　どんな当てだかわからないが、ないよりマシだ。ルカはヴェガを旋転させ、呆ぼう然ぜんと佇たたずむ内国軍兵士たちを置き去りにして足を前へ送ろうとした。


    　しかし。


    「止まれ」


    　短い声と共に、複数の銃声が鳴った。


    　かんかんかん、と銃弾がヴェガの装甲を鳴らす。明らかな威い嚇かく射撃。


    「……っ!!」


    　ルカは目を見ひらき、覗のぞき窓から外を見る。


    　いましがた無力化したばかりの中隊の後方から、さらに大がかりな内国軍部隊が現れて、ヴェガの周囲を取り囲んでいた。


    　新あら手ては歩兵だけで三百以上。騎兵は百騎を超え、古代神官を思わせるレミエル型機械兵が三機、ヴェガのいる大通りの前後を挟み込んでいた。第四階級のレミエル型は右手に剣、左手に盾たてを構え、馬力、旋回性、最高速度、いずれも第六階級のヴェガを遙はるかに凌りよう駕がする優秀機だ。


    　さらに十五センチ野戦砲が道の前後に合計八門。砲撃を受けたなら、ヴェガは転倒し内部から発火、三人まとめて機内で焼け死ぬ。


    　歩兵の一群を割いて、馬に乗った壮年の将が進みでてくる。


    　ルカが忘れたくても、忘れられない顔だった。


    「マクシミリアノ……」


    　きっちりと撫なでつけた白髪しらが頭、神経質そうな鉛色の瞳、やせ細った体たい躯くから陰湿そうな雰囲気を散らしながら、内国軍長官は口の端はを痙けい攣れんさせる。


    「何度も同じ手はくわんよ。降りてこい」


    　再びカスコート銃の一斉射撃が、ヴェガに降り注ぐ。


    　どうやら罠わなに嵌はまったらしい。さっきのドバリー議員率いる中隊はアステルに高速機動オーバードライブを使わせるための囮おとりで、マクシミリアノ率いるこっちが本隊だ。あと二十四時間、アステルは動けない。ルカたちにもはや、逆らう力はない。


    　ルカは黙って操縦桿かんから手を放し、ミズキとアステルを見上げた。


    「……やられたな。陰湿なじいさんだ」


    　ミズキは悔しそうに、まだ操縦桿から手を放さない。


    「……ここで終わりかよ。……こんな終わり方なのかよ」


    　言葉には涙がにじんでいた。いくらミズキでもこの状況の打開は無理だ。逆らった瞬間、鈍重なヴェガは野戦砲を食らって炎上する。


    　アステルは黙って搭乗席に腰をおろし、動かない。


    「……アステル、悪い。……ここでお別れだ」


    　ルカは詫わびた。アステルは返事をしない。


    　ルカはベルトを外し、ミズキの前を這はい上がり、アステルのいる最上部の搭乗席に身体を滑り込ませた。


    　狭いから、ふたりは抱き合うような体勢になる。はじめてヴェガに乗ったとき、さんざんアステルから体勢のことで文句をいわれたが、いまのアステルは黙ってルカの抱ほう擁ようを受け入れていた。


    「……ごめんな。全然、幸せにしてやれなくて」


    　ルカは詫びた。アステルはルカの胸に頭を預けて、返事した。


    「……幸せだったよ。七年間ずっと」


    　アステルはルカの背中に腕を回したかった。けれど腕に力は入らない。ただルカに身体を預けて、涙をこらえた。


    「早く出てこいっ!!」


    　マクシミリアノの怒声が外から聞こえ、再びヴェガの装甲が銃撃に見舞われる。歩兵たちがヴェガの身体をよじ上り、膝ひざに鎖を巻き付け、胸部ハッチに銃剣を突っ込みはじめた。もう時間はあまりない。


    「あたし、シルフィの代わりになれた？」


    　アステルの問いに、ルカは首を左右に振った。


    　最後だから、正直に、言いたいことを言える。


    「代わりじゃねえよ。お前はお前だ。シルフィと同じ、おれの家族だ」


    　その言葉に、アステルは微ほほ笑えんだ。


    「やった。家族ができた」


    　ルカはアステルをもう一度抱きしめた。もっと大切にしてやりたかった。もっと幸せをあげられたら良かった。時間を巻き戻したい。心からそう思う。


    　外からいきなり、光が入ってきた。


    　ミズキがヴェガに片膝をつかせ、駐機して胸部ハッチを自みずからひらいたのだ。内国軍兵士が搭乗席を覗のぞき込み、告げる。


    「ルカ・バルカ。外へ出ろ。アステル・エアハート、お前もだ」


    「なんでアステルもなんだよ！」


    　ミズキの抗議に、兵士が答える。


    「ウルキオラ暴動の際、マクシミリアノ長官に大怪け我がを負わせた罪だ。とやかく言うな、ふたりとも出ろ!!」


    　三人は兵士たちにより、狭い搭乗席から引きずり出され、露地へ投げ出された。


    　動けないアステルを路上にうつぶせに組み敷き、兵士が腕をねじり上げる。


    「痛い痛い!!　あたし動けないんだから、押さえなくていいよ!!」


    　アステルの悲鳴に、マクシミリアノが笑って応こたえる。


    「一日経てば、また暴れ出すぞ。今日中に殺せ。それまではいたぶっても構わん」


    　ルカも兵士二名に後ろ手をねじられ、路上に組み敷かれながら、叫ぶ。


    「やめろ!!　アステルに手を出すな、殺すならおれを殺せ!!」


    　マクシミリアノの空洞じみた瞳が、ルカへ向きなおる。


    「わたしに命令する気か？」


    　冷たく言って、ルカに歩み寄り、マクシミリアノはルカの顔を靴底で踏んだ。


    「お願いをしろ。必死に頼めば聞いてやらんでもないぞ。お前の頼みはなんだ、貧民？」


    　ルカは顔を踏まれながら、頼む。


    「……アステルは……解放してください。……おれはどうなってもいいから……」


    　ひひひい、とマクシミリアノは嬌きよう声せいを発する。


    「どうなってもいい!?　そうか、ならばこれはどうだ!?」


    　マクシミリアノは腰の短剣を引き抜くと、屈んで、ルカの眼球の直前へ剣けん尖せんを掲げた。


    「両目を抉えぐり出してやる。悲鳴はあげるな。あげたら、アステルを殺す」


    「抉っていい。悲鳴はあげない」


    　ルカは静かにそう告げる。プライドを踏みにじられようが、自分の身がどうなろうが関係ない。ただアステルがこれ以上苦しむことだけは避けたい。それ以上の望みを、もうルカは持たない。


    　マクシミリアノの短剣の切っ先が、下まぶたに押し当てられた。つっ、と一条の血が流れ出る。ルカはされるがまま、一切の抵抗を見せない。


    



    　地に転がされ、兵士たちに押さえ付けられながら、アステルは必死に手足を動かそうともがいていた。


    　身体に力は全然入らない。指先一本動かすだけで精いっぱい。唇を噛かみしめる力さえ、ろくに残っていない。


    　でも目の前で、ルカが酷ひどい目に遭おうとしている。あたしを助けようとして、マクシミリアノなんかになぶられている。


    　──やめて。


    　叫び声もかすれてしまって、出てこない。


    　──あたしの家族だよ。


    　助けなきゃ。


    　──お願い、あたしの身体。


    　動いて。どうなったっていいから。


    　──家族を、助けたいの。


    　残りあと一日の命だけど。


    　その一日、いらないから。


    　こんな終わり方、いやだから。


    　いまここで、砕け散っていいから。


    　笑顔でお別れがしたいの。


    　大好きだよ、って言いながら。


    　ありがとう、って言いながら。


    　残り時間、ここで使い果たしていいから。


    　神さま。


    　あたしはここで消えていいから。


    　普通のお別れを、させてよ。


    



    　ぽろり、ぽろり。アステルの頬ほおを涙が伝っていた。
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    　アステルの右手を後ろ手にねじり上げ、路地に組み伏している兵士が異変に気づいた。


    「なんだ、これ……」


    　アステルの右手首から指先にかけて、おぼろげに発光がはじまる。その光の表面に浮き上がるように、手の甲には蒼あおく浮き立つ『２』の数字があった。


    「……数字？」


    　兵士は目をしばたたき、光のなかを覗のぞき込む。すると蒼く浮き立つ『２』という数字がゆっくりと薄くなり、代わりに『１』と浮き上がった。


    　発光は次第に、アステルの肘ひじへ伝い、上半身を巡り、やがて全身に至った。その発光に呼応するかのように、数字もまた強い光を放ちはじめる。


    「おい……妙なことをするな……」


    　兵士は焦った顔を持ち上げるが、マクシミリアノは気づかず、ルカを苛めるのに夢中だ。


    　目の前で蒼い数字が、また薄くなる。アステルの内側の光がさらに強まる。


    　周辺に風が巻き起こりはじめた。アステルを中心として、大気が集まってくるかのような。


    「長官……っ」


    　声をあげた兵士の眼前、『１』がゆっくりと消えて『０』が現れた。


    　アステルの全身から、光が迸ほとばしる。


    　風が唸うなりをあげる。組み敷いた全身から、ねじりあげた右手から、信じがたい力が湧わき起ころうとしている。


    「マクシミリアノ長官……っ!!」


    　叫び声と共に、突風が唸りをあげた。


    　アステルを抑え込んでいた三人の兵士が悲鳴をあげて吹き飛ぶ。


    「!?」


    　いままさにルカの目を抉えぐり出そうとしていたマクシミリアノが顔を上げる。


    「風……!?」


    　風がアステルへ集まっている。びょうびょうと唸りながら、東西南北あらゆる方角から大気を切り裂き、アステルを中心にして渦を巻きはじめる。


    　さらに閃せん光こうが爆はぜる。風の中心のアステルが光の繭まゆに包まれていく。その繭はあろうことか、疾風に担かつぎ上げられるかのように、ゆっくりと中空へ浮揚する。


    「ひ……っ」


    　マクシミリアノが怯おびえ、後ろ手をついて後退する。


    　ルカは顔をあげ、息を呑のむ。いつもの高速機動オーバードライブではない、まるでアステルが残された命を光と風に変えているかのような。


    　取り囲んでいる兵士たちが動揺し、後ずさりをして──。


    「うわあっ!!」


    　さらなる閃光と烈風が周囲を爆ぜ、間近に立っていた歩兵数十名がはじき飛ばされる。


    「…………っ!?」


    　地に伏せていたルカは、伏せたまま顔だけあげて烈風の中心へ目を凝こらす。光の繭まゆのなか、わずかにひとのかたちが見て取れる。


    「アステル……っ!!」


    　疾風と稲光を羽衣さながら身にまとい、特殊スーツすがたのアステルが空中に浮遊し、翡ひ翠すい色の瞳を兵士たちへむけ、右手の甲を胸の前に掲げていた。


    『０』


    　その数字が幾千条の閃せん光こうを発し、神雷さながら路地を駆け抜ける。


    「うわあっ」


    　歩兵たちが再び悲鳴をあげて、光と風に吹き飛ばされる。アステルを中心にした烈風は、あたかもアステルの意志に従うかのように兵士たちの狭はざ間まを駆け抜け、なぎ倒し、空中へ巻き上げ、駆け抜ける閃光は兵士たちの目をくらませ、視界を奪い取る。


    　紙くずのように空中を舞う兵士の悲鳴が、路上に叩きつけられた兵士の呻うめきが、光の矢に射い貫ぬかれて、目が見えなくなった兵士たちの叫び声が、風の唸うなりの狭間から届く。


    　ルカは地面に伏せたまま、ただアステルだけを見る。


    　眩まばゆい光のなか、光を透過していた手の甲の数字がゆっくりと消えて、代わりに見覚えのある文様が現れた。


    「…………っ!!」


    　驚きよう愕がくに目をみひらく。


    　アステルの右手にあるのは、十字形に横線を二本加えた、いわゆる「八端十字」──。


    「熾天使セラフイムの紋章……!!」


    　見間違えるはずがない。ルカが肌身はなさず身につけている、シルフィから託されたペンダントに刻まれた紋章だ。


    　シルフィの最さい期ごの言葉が、ルカの耳に甦よみがえる。


    『熾天使の紋章っていうの。この紋章と同じのが右手の甲にあるひと』


    『そのひとがヴィヴィ・レイン』


    　ルカの目が見ひらかれる。


    　──アステルが、ヴィヴィ・レイン……!?


    　そして──アステルの身体が、粒子状に崩れ去ろうとしていることに気づいた。


    　左手の先端が、右足の膝ひざから下が、空間に溶けるように、砂みたいにほろほろ、肉体からこぼれ落ちていく。


    「…………っ!!」


    　アステルが壊れていく。まだ時間は一日、あるはずなのに。


    「アステルっ!!」


    　叫び声の先、アステルは崩れ去りながら、風と光を放ちつづける。


    



    　吹きすさぶ風と光は、物理的な衝撃力を以もつてマクシミリアノ率いる大隊を蹂じゆう躙りんしていた。空は掻かき消え、黒い烈風が兵士たちを空中へ巻き上げ、投げ散らす。これはまるきり神話世界の情景だ。アステルを中心に千万の光の矢が放たれて、それらは兵士たちから身体の自由と視界を奪い去っていく。


    「エデンの技だ、あいつ自身が先進兵器アークなんだ!!」「違う、ジュデッカの技だ、あいつは煉れん獄ごくの魔女だ!!」「ジュデッカの魔女だ、呪われるぞ、逃げろ!!」


    　恐慌を来した兵士たちが口々にそんな悲鳴をあげ、這はいずりながら逃げ惑う。逃げ遅れたものが風に巻き上げられて宙を舞い、建物の屋根に激突する。目が見えず、風になぶられ、魔女の恐怖からパニックになり、もはや戦闘単位として機能できない。


    



    　身体の奥底から湧わき上がってくるなにかを風と光に変換して兵士たちへ叩きつけながら、自分の時間が終わっていくことをアステルは自覚していた。


    　左手の肘ひじから先は、もう粉々になって消えていた。


    　右足の腿も、左足の膝ひざから下も、脇わき腹や腰も、肉体を構成している細胞が連結を解かれたかのように、空間へぽろぽろとこぼれおちていく。どうやらこの光と風は、この肉体を苗床にして発生しているらしい。


    　──あたし、これで終わりなんだ。


    　──でも、良かった。ルカが助かって。


    　最後に神さまが奇跡をくれた。残り一日は消えてしまったけれど、これで良かったと思う。


    　──さよなら、ルカ。いままでありがとね。


    　そう思いながら、路上からこちらを見上げるルカに別れを告げた、そのとき。


    　不意にアステルの脳裏に、生まれたばかりのころ、生みの親であるアナスタシアの告げた言葉がなぜか甦よみがえった。


    『記憶はほとんど消して、任務に必要な部分は残したよ。人間の常識まで忘れてしまうと、赤ん坊と同じでこちらの命令も理解できなくなるからねえ』


    　なぜいま、そんな台詞せりふを思い出したのか、アステルにもよくわからない。ただ自分の意志とは無関係に、あのときの情景と言葉が脳裏に浮かんでくる。


    『ではお行き。今度は失敗するんじゃないよ』


    　アナスタシアの手から解き放たれた、背中に小さな翼を持つ、蒼あおい浮遊体。


    　蝶ちようの妖精みたいなそれが、磔はりつけにされたアステルの額に張り付き、そのまま額の奥に入り込んでいく情景を、いまのアステルは外から眺めていた。


    　そして──いまこのときになってようやく、アステルはすべてを思い出した。


    「…………っ!!」


    　驚きよう愕がくのあまり、口がひらく。


    「あ……」


    　逆巻き乱舞する光と風の奔流のさなか、アステルは自分がなんなのか、思い出す。


    「あ、あ、あ……っ!!」


    　ああ、そうだ。


    　あたしは……。わたしの正体は……。わたしの本当の役目は。


    



    　──我はミカエルの継承者。


    



    　心の奥底から、アステルでありながらアステルでない、もうひとりの声が聞こえる。


    「あああああっ!!」


    　アステルは、叫ぶ。


    



    　──引き金トリガーを引くもの。


    



    　魂の最奥が、アステルへ真実を語りかける。


    「ルカ……っ!!」


    　アステルは熾天使セラフイムの紋章の浮き出た右手を、前方へ突き出す。


    　ルカに真実を告げねば。


    　ここでお別れではないと。


    　これは終わりの情景ではないと。


    



    　──我が名は、ヴィヴィ・レイン。


    



    　三界を巻き込む本当の戦いは、これからはじまるのだと。


    



    　──世界の引き金ワールド・トリガー。ヴィヴィ・レイン。


    



    　心の奥底が告げたその名を、ルカへ叫ぶ。


    



    「ヴィヴィ・レインを見つけてっ!!」


    



    　伝えなければ。わたしの真実を、ルカへ。


    　けれどもう時間がない。


    　腕も、足も、腰もおなかも、この世界から消え去っていく。


    　でも、お別れじゃないよ。


    　さよならじゃ、ないよ。


    



    「また、会える!!」


    



    　この肉体が壊れても、わたしの心はつづいていくよ。


    



    「わたしは、ヴィヴィ・レイン!!」


    



    　あなたを愛し、あなたに愛された記憶だけ抱え、またいつか、心が巡り会うんだよ。


    



    「生きて、ルカっ!!」


    



    　また会って、あの歌を歌うよ。


    



    「ヴィヴィ・レインを見つけて……っ!!」


    



    　叫んだその声が、最後だった。


    　砂の像が崩れるように、アステルの肉体は砕け散り、空間に消えた。


    



    「…………アステル……っ!?」


    　地に突っ伏したまま、ルカは眼前の光景の意味を理解できないでいた。


    　明滅する眩まばゆい閃せん光こうと、唸うなりをあげて周囲を行き交う烈風、そして中空に浮遊したアステルの身体が崩れ去っていくのを、ただ見つめる。


    「また、会える!!」


    　風の唸りのむこう、アステルのその声が聞こえた。


    　アステルはルカへむかい懸命に右手を差し伸べ、なにかを伝えようとしている。


    「アステル!!」


    　呼ぶ声に、アステルが応こたえる。


    「わたしは、ヴィヴィ・レイン!!」


    　右手を差しのばし、懸命に、叫んでいる。


    「生きて、ルカっ!!」


    　路地一帯の兵士と馬と馬車を薙なぎ倒すほどの風のなか、手足も下半身もほとんどが砂状に崩れ去りながら、アステルの最さい期ごの願いが風を貫きルカへ届く。


    「ヴィヴィ・レインを見つけて……っ!!」


    　驚きよう愕がくを捨て去り、ルカは口を強く引き結んで、その願いを受け取る。


    　シルフィとアステルから託された、同じ願いを。


    「アステル、わかった、必ず見つける!!」


    　告げると同時に、空間の穴に呑のまれるように、風がやんだ。


    　光も消えた。


    　路地に静寂が舞い戻る。


    　倒れ伏したまま動かない内国軍兵士たち、横転した馬車、ひっくり返った野戦砲、倒壊した木製の小屋、散乱する木片や瓦が礫れき、道沿いの石造りの民家の窓から、住民たちが怯おびえながら、神話じみた光景の残ざん滓しを覗のぞき見している。


    　ルカは相変わらず地面に伏したまま、顔だけあげてアステルが消えた方向を見ていた。


    　雲間から午前の太陽が顔を出し、日差しが注いでくる。


    　と──。


    「…………!?」


    　奇妙なものが、アステルが浮揚していた中空を羽ばたいていた。


    　背中に小さな翼を持つ、体長十五センチメートルほどの蒼あおい浮遊体。


    　蝶ちようの妖精がいるとしたら、こんなかたちなのかもしれない。ひょうたんに似た身体、頭部らしき丸みから二本の触覚が突き出て、これで飛べるのか訝いぶかしいほど小さな翼をぱたぱた振って空中を旋回している。


    　浮遊体は水中を泳いでいるかのように左右にゆらゆらと揺れ、ルカへと近づいてきた。


    　呆気あつけに取られるルカの顔の周りを二度、三度、回ってみせる。


    「……アステル……？」


    　なんとなく、そう問いかけてみる。すると浮遊体は上下にゆっくりと、あたかも頷うなずいているように動く。


    　言葉を失うルカの眼前をもう一度横切って、蝶の妖精じみたその物体は翼を振り、空の高みへ昇っていき、やがて空の青に埋もれた。


    「……………………」


    　静寂だけが残った。


    　地面に倒れていた兵士たちの呻うめきが、そこここから聞こえてきた。


    　通りのむこうから、機械兵の駆動音が聞こえてくる。呼び子を吹く音や馬のいななき、そして青い軍服を着た兵士の動きがだんだん、建物の陰や通りに増えてくる。


    「ルカ、行こうぜ。アステルがくれた時間だ」


    　傍かたわらにミズキが駆け寄り、ルカを引っ張る。ルカは紅の眼光に決意を宿す。アステルにヴィヴィを見つけると約束した。生き延びて、約束を果たさなければ。


    「……そうだな。逃げるぞミズキ。……最後まであがこう」


    　乗り手を失い、道ばたでやるせなさそうに佇たたずんでいた馬を見つけ、ルカとミズキは鞍くらの前後に相乗りした。


    　通りの前後から兵士たちの呼び合う声や、士官の号令が聞こえてくる。ぐずぐずするヒマはない。


    　空から、ぎええ、と高い鳴き声が聞こえた。見上げたなら翼竜が七、八匹、村の上空に集まって鳴き交わしていた。さっきのアステルの力に惹かれてきたのだろうか。そういえばここからはジュデッカの壁が近い。


    　鞍の前に座ったミズキが決意を込めた目で、ルカを振りむいた。


    「……バレナスの滝へ行こう。おれに当てがある。危険な賭かけだけど、やるしかない」


    「……おう。任す、行こう」


    　ルカは応こたえて手た綱づなを叩いた。もうグレイスランドのどこにもルカの居場所はない。ミズキのいう「当て」とはどこなのか見当もつかないが、わずかでも光があるならそれに賭かけよう。


    



    「……追え!!　逃がすな、ここで捕らえるのだ!!」


    　烈風に吹き飛ばされ、道ばたの水路に嵌はまり込んでいたマクシミリアノは、両手を兵士に引っ張ってもらってなんとか路上へ復帰した。濡れ鼠ねずみになりながら兵士の報告を受け、ルカとミズキが馬に乗って南へ落ち延びたことを知る。


    「騎兵集まれ!!　ルカを逃がすな、追え、追えっ!!」


    　両目を血走らせて四十騎ほどの追っ手をかけ、自みずからも馬車に乗り込み追跡をはじめる。


    「逃げ切れると思うな……！　その先は崖があるだけだ、バカどもめ……!!」


    　不吉な声をあげながら上空を旋回する翼竜の群れを一度だけ見上げ、マクシミリアノは構わずに馬車を出発させる。


    　ここでルカを捕縛する。道すがらさんざんなぶりものにして、最後にラランディアで処刑してやる。そしてこの国はわたしのものになる……！


    



    　ルカは走った。


    　先ほど目の前で起きた情景の意味を何度も何度も繰り返し考えながら、手綱を叩き、鐙あぶみを蹴けった。


    『また、会える』


    　アステルの言葉が、耳の奥に焼き付いている。


    『わたしは、ヴィヴィ・レイン』


    『ヴィヴィ・レインを見つけて』


    　アステルが最さい期ごに託した祈りを、ルカは心の奥底にしっかりと抱く。


    「終わりじゃない。また会える。また、会える……！」


    　その希望を、握りしめる。アステルは死んでいない。必ず、また会えるのだ。アステルがそう言ったから。


    「ヴィヴィ・レインを見つけるんだ。またアステルに会うために」


    　アステルの言葉をルカは疑わない。理屈がどうなっているのか皆目見当がつかないが、ヴィヴィ・レインはアステルなのだ。だから、ヴィヴィを見つけるまでは生きることを諦あきらめない。


    「あがくぞ。最後の最後まで」


    　取り憑つかれたようにそんなことを呟つぶやきながら、ルカは懸命に駆ける。


    「あぁ、そうだ。絶対諦めるな。ここで終わりじゃない。まだ希望は、あるんだ……！」


    　ミズキは上空の翼竜たちを睨にらみあげながら、ルカを励ます。


    　ふたりを乗せた馬は懸命に走る。背後からしっかりと追っ手が追つい従じゆうしてくることを、ふたりとも知っている。


    



    　バレナスの滝についたのは夕方、雲間に黄金の夕陽がにじむ時間だった。


    　音もなく落下する莫ばく大だいな水流が、絹織りじみた黄金に染まっていた。


    　半年ほど前、アステルとふたりで訪れた場所だった。もっと遊びたいというアステルの願いを無む下げに却下した自分の態度が思い出されて、ルカは辛つらい気持ちになる。


    　空の翼竜は二十数匹に増えていた。そしてジュデッカに覆いかぶさった霧の海の直上に、相変わらず十数匹の翼竜が遊ゆう弋よくしていた。グレイスランドからジュデッカに降りようとする人間を発見次第、その爪つめや牙きばで殺さつ戮りくする門番たちだ。ジュデッカは来訪者を許さない。霧の海の下にどんな秘密が隠されているのか、いまだグレイスランド人は誰も知らない。


    　目の前は、果てもなく断絶するジュデッカの壁。足を踏み出したなら、三千メートル下方へと墜落する。


    「世界の果てだな」


    　ルカはその情景を見やって呟く。そしてもしかするとここが、旅の終わる場所になる。


    「……来たぜ」


    　ミズキが後方を振り返って、告げる。


    　砂煙が視認できる。マクシミリアノ率いる騎兵隊が蹄てい鉄てつの調べを響かせて追ってきている。簡単に逃がしてくれる相手ではない。


    「逃げるか？」


    「いや、ここでいい」


    　ミズキはそこに踏みとどまる。ルカはミズキにすべてを任せる。


    「なぁ、ルカ」


    「うん」


    「……おれ、お前にたくさん隠しごとしてる」


    「あぁ。知ってる。怪しいやつだぜ、お前」


    　ミズキは一度うなだれて、そして顔をルカに持ち上げる。


    「……ほんとのこと知ったら、お前、おれのこと確実に嫌いになる」


    「そうなのか？　そりゃ、かなりの秘密だな」


    　安穏と返すと、ミズキは言葉を振り絞る。


    「……嫌われても仕方ないと思ってる。でも、おれは……お前のこと、相棒だと思ってるから。……うん。お前がおれを嫌いになっても、おれはずっとそう思ってるから……」


    　ミズキの言葉尻じりが、辛つらそうに消える。ルカはミズキの頭を片手で掴つかみ、わしわし撫なでながら口元に笑みをたたえる。


    「信じてるぜ、相棒。最後まで一緒だ」


    　そう告げると、ミズキの表情が少しだけ晴れた。


    「……おう。最後まで一緒だぜ相棒……！」


    　互いの拳こぶしを打ち合わせたとき、ふたりの眼前を四十数騎の騎兵が塞ふさいだ。


    　背後は崖。前方は騎兵。マクシミリアノの苦く渋じゆうに満ちた顔が、騎兵の隊列を裂いて現れる。


    「面倒をかけさせるな。王都まで馬で引っ張ってやる、おとなしく捕まれ貧民」


    　執政政府の中心にいながら、いまだラランディアを王都と呼ぶのがいかにもこの男らしい。


    　ルカはへらりと笑って、


    「歩くの面倒くせえ」


    「ほう。ならばここで死ぬか。それでも構わんが」


    　マクシミリアノは騎兵を振り返って、顎あごをしゃくる。騎乗したまま、最前列にいる十四騎の騎兵たちが一斉に、カスコート銃の銃口をルカとミズキにむけた。


    「貴様の死体を腐り果てるまで王都に晒さらしてやる。女ひとりのために百万人を死傷させた大たい罪ざい人にん、と木札を添えてな」


    「楽しそうだね、大将。そいつはできれば勘弁願いたいな」


    　ルカはうしろを振り返り、一直線に切り立った崖を見下ろす。前もうしろも絶望があるのみ。


    　ミズキが不意に松葉杖づえを投げ捨て、ルカの腰に右手を回し、ささやいた。


    「おれを信じろ」


    「任せた、相棒」


    　マクシミリアノが右手を振り上げた。十四の銃口がルカとミズキの心臓に照しよう準じゆんする。


    「死ねっ」


    　マクシミリアノの右手が降り下ろされた刹せつ那な、ミズキはルカの胸に飛び込み、後方へ跳んだ。


    　同時に十四の銃声が響き渡る。


    　マクシミリアノはぴくりとこめかみを震わせる。硝しよう煙えんの先、ルカとミズキがいない。


    「飛び降りたのか!?　バカが……っ!!」


    　崖の突端へ歩き、三千メートル下方を見下ろす。


    　真っ黒な点が一直線に霧の海をめがけ落ちていた。ルカとミズキだ。抱き合ったふたりはそのまま、黄金に染まる霧のなかへ呑のまれ見えなくなった。


    　マクシミリアノはルカがここに来た理由を推量する。


    「……死体を晒さらさせぬために、わざわざここまで来たのか。バカどもが……!!」


    　悔しいが、あとの祭りだ。わななく唇がひととおりの呪じゆ詛そを崖の下に投げかけ、そして諦あきらめたように騎兵たちを振り返る。


    「……ともかく、ルカは死んだ。お前たちが証人だ、王都に戻るぞ。一刻も早く、帝国軍と講和せねば……」


    　馬車へ戻り、不満そうに背もたれに背を預け、マクシミリアノはこの場を去った。あとには音もなく落下するバール川の流れだけがあった……。


    



    　頭を下にして落下しながら、横合いから黄金の夕陽に晒されていた。


    　自分が果てしなく自由落下していることは風切りの音でわかった。


    　胸にしっかりとミズキを抱きしめていた。


    　ミズキもルカの腰の後ろに両手を回し、頭を下にして落ちていく。


    　風の鳴る音を聞きながら、こういう死に方なのか、とルカは思った。


    　夕陽の黄金が、妙に全身に沁しみた。時間が引き延ばされているかのように、風景がゆっくり流れていく。


    　いきなり、黄金が消えて灰色の霞が全身を包んだ。


    　ジュデッカを覆っている厚い霧のなかへ入ったのだろう。


    　一面の灰色以外になにも見えない。風切りの音だけが聞こえるが、落下している感覚が失われる。相そう対たい物ぶつがなにもないため空間が把握できず、落ちているような、静止しているような、逆に登っているような。


    　やがて音さえも消えてしまった。ルカは自分の状態がわからない。


    　もしかすると、死んでしまったのかもしれない。


    　灰色に閉ざされた世界を見回しながら、ルカはそんなことを思う。


    　ふと気づくと、胸に抱きしめているはずのミズキの感触も消えていた。


    　ルカはひとりだった。


    　なにもかも失われ、自分の状態すらわからず、頭が下をむいているのか上をむいているのかさえも判別できない。


    　ただ、なんとなく、空を飛んでいるような。そんな気がする。落下しているのではなく、ゆっくりと斜め下方へ滑り降りているような、妙な浮揚感。


    　これが死か。


    　なんとなくそう思う。痛みなんて全然ないんだな。なにも見えないのがアレだけど。本当に空を飛んでいるみたいだ。


    「信じてたぜ、バスシバ」


    　なにも見えない視界から、突然、ミズキの声が聞こえた。


    「…………？」


    　ルカは首をひねる。空気の冷たさを感じる。風切りの音が戻ってくる。


    　灰色がゆっくり晴れていく。ルカの目の前、ミズキが安心した表情で、瞳を潤ませている。


    「絶対お前なら来てくれるって思った。このへん、お前のテリトリーだもんな」


    　きゅいーん、と聞き覚えのある翼竜の鳴き声がミズキに応こたえた。


    「あ…………」


    　思わず声が出る。


    「霧を抜けるぞ。ルカ、おれに掴つかまってろ」


    　ミズキが間近から告げると同時に、灰色の霞が取り払われ、眼下いっぱい、漆黒の都市が現れた。


    「………っ!!」


    　ひょおっ、と風が高く鳴る。


    　ルカは自分が翼竜の背中に乗っていることに気づく。


    　そして長い首をひねり、ルカを振りむいて笑っているかのようなこの竜が、かつて飛行艦艇からシルフィと一緒に下りてきた翼竜バスシバであることを知る。


    　ミズキはルカの腰に右手を回し、左手でバスシバの首根を掴み、ささやく。


    「終わりじゃない」


    　ルカは遙はるか眼下に展開する都市のありようを文字どおりに鳥ちよう瞰かんしながら、ミズキの言葉を片耳で聞く。


    「ここからはじまるんだ」


    　ミズキは前方を見み据すえ、予言者みたいにそんなことを言う。


    　バスシバが高度を落とす。眼下の街明かりがみるみるうちに迫ってくる。


    　中央の広場から放射状に街路が伸びる、巨大な石造りの都市だ。街路に灯ともされた篝かがり火びが幾き何か学がく模様を描き出し、まるで街そのものが魔方陣のような。


    　高度三十メートルで、バスシバは水平飛行へ転じた。


    　ルカはバスシバの背から身を乗り出すようにして、直下の都市を睨にらみつける。


    　ひときわ目立つ石造りの大聖堂。ドーム型の天井を持つ教会。町並みから頭を突き出す、たくさんの尖せん塔とう。身を寄せ合うように密集した家屋、共同の竈かまど、広場の井戸の水を汲くむ粗末な身なりの人間たち。いがいがした木炭の煙、霧に濡れた石畳、肉や果物を商う屋台。路上を闊かつ歩ぽする鎌かま鳥どりの隊列が、ベオウルフに乗った貴族が、ひととも魔物ともつかない異い形ぎようの生物が、気ぜわしそうに通りを行き交うすがたが見下ろせる。


    　二百年ほど時代を遡さかのぼり、魔物とひとを混ぜ込んだようなこの街は。


    　──剣と魔法の都みやこ。


    　いまだ誰も降り立ったことのない、三界の最下層。


    　──魔女と魔物と神話の大地。


    　ミズキが微ほほ笑えむ。


    



    「ようこそ、ジュデッカへ」


    



    　翼で風を切り、黒く濡れた巨大都市の直上を飛び過ぎながら、もう一度高くバスシバが鳴いた。


    



    　†††


    



    　翌日、四月三日──。


    　ルナ・シエラ共和国（旧ゼノビア都市連合領）コールシュタット上空、午後八時──。


    



    　高度三百メートルを航行する飛行戦艦バルバロッサの居住区画、豪勢な客室の窓際にひとり、ファニア・ガルメンディアは佇たたずんでいた。


    　いつものブラウスに紺のスカートを合わせ、部屋の明かりを消し、夜に黒く塗りつぶされた客室の窓へ顔を近づける。


    　真っ暗な地上へ目を凝こらすと、東西に長く延びる橙だいだい色をした川が見えた。


    　正確には川ではない。これはルナ・シエラ共和国を侵攻するリヴァノヴァ帝国第一軍二十七万人が夜営のために灯ともした篝かがり火びだ。


    　もう二日間、この長大な火の川は街道沿いの街や村を略奪しながら、首都ラランディアを目指し進撃をつづけている。


    　かつてガルメンディア王家が君臨した豊穣の大地が、リヴァノヴァ皇帝ジェミニによって食い荒らされ、住民たちが蹂じゆう躙りんされている。なのに。


    　──わたしはなにをしている……。


    　焦燥が胸を焦がす。メルヴィル率いる第三軍が敗れるところを上空から見た。ルカ率いる第一軍が撤退しながら霧散していくさまも空から見た。ルカの消息は聞こえてこない。ここからでは知りようがない。


    　──地上へ、降りたい……。


    　もう十日以上、ずっと地上の出来事を上空から眺めているだけだ。エデン人たちがワイン片手に、死んでいく地上の兵たちを笑いながら見下ろしている傍かたわらで、ただ唇を噛かみしめ、これが自分の義務だと信じて一心に地上の状況を確認していた。


    　なにか、できることはないのだろうか。


    　思い悩んでいたそのとき不意に、明かりを消した部屋が青白く光った。


    「…………？」


    　窓から目を離し、室内を見る。暗闇のなか、蒼あおく発光しながら空中を漂うなにかがいる。


    　蛍にしては大きい。体長十五センチほど、ひょうたん型の胴体と、頭部とおぼしい丸みから突き出た二本の触覚、背中には小さな羽根。


    　エデンに住まう妖精だろうか。不思議に恐怖は感じない。飛ぶ様子がかわいらしく、じっと観察していると、なんだか触ってみたくもなってくる。


    　ファニアは電気燭しよく台だいに火を灯ともし、その蒼い浮遊体へ片手を差し伸べてみた。


    　浮遊体はファニアに挨あい拶さつするかのように、手のひらの直上で浮揚して、ぱたぱたと翼を振りながらじいっと静止する。もしかすると見つめられているのかもしれないが、この生物には両目がないため、よくわからない。


    　すると浮遊体はファニアの顔の周りを二度ほど回り、廊下へつづくドアへと飛んだ。そしてファニアを誘うように、ドアの直前で上下にゆっくり波打ってみせる。


    「……呼んでいるの？」


    　問いかけてみると、浮遊体はまるで頷うなずくように、さらに勢いよく上下動する。


    　意を決し、ファニアはドアをひらいた。


    　浮遊体は廊下へ出て、船尾方向へ少し進み、ファニアを誘うように振り返る。


    　──わたしを導いている。


    　直感がそうささやく。ファニアは廊下に誰もいないのを確かめて部屋を出た。浮遊体は勝手知ったる我が家のようにすいすいと廊下を泳ぎ抜けていく。


    　途中、船員や乗客とすれ違いそうになると、浮遊体は不思議なことに壁に埋もれてやりすごし、また誰もいなくなると廊下へ出てきて、ファニアにだけそのすがたを示す。物質を透過する性質があるらしい。だからファニアの部屋にも入ってこられたのだろう。明らかになんらかの意志を持って、ファニアをどこかへ誘いたい様子。


    　行き交う船員から不審な目で見られ、どこに行くのか問われて「……探検です」と答えて笑われながら、蒼い浮遊体は船尾付近の扉の前でファニアを待ち受け、その目の前ですうっ、と室内へ吸い込まれていった。


    『第三特殊物格納庫』


    　扉にはそう表記されている。ファニアは恐る恐る、扉を押して格納庫内に入っていく。


    　格納庫は電気照明がついているが、なぜか水蒸気が満ちていて、全体的に紫がかっていた。発動機らしい低い唸うなりが響き、床を野太いケーブルが何本ものたうって、そのケーブルの先に青白く光る大きな円筒形の水槽があった。


    「おかえり。そろそろ来るころじゃろうと、ここで待っておったよ」


    　かすみのなかから嗄かれた老婆の声がして、ファニアは思わず背筋を伸ばす。黒の長ローブに全身を覆ったアナスタシアが、手のひらの直上にあの蒼あおい浮遊体を泳がせて、話しかけていた。


    「七年間、どうだったかい？　充分な経験を積んだようだねえ。それでいいよ、その経験をさせるためにお前を放置したのじゃ……。おや？　これはこれはファニア殿下。こんなところへようこそ。……そうかい、お前が連れてきたのかい。そういえばお友達じゃったかの。これはますます面白いねえ」


    　アナスタシアはファニアの来訪を歓迎し、浮遊体に話しかけながら手招きしてみせる。ファニアは慎重な足取りで中央の巨大な水槽へと歩み寄る。


    「これはいったい……」


    　その問いに、アナスタシアは含み笑いで答える。


    「運命というのはまことに不思議なもの。今日この場に殿下がおられることも、きっとなにか深い、深い意味があるのでしょうな。この星がなにか偉大な使命を殿下に背負わせようとしている。そのことを確信します」


    　アナスタシアの言葉が、ファニアにはよくわからない。ともかく尋ねてみる。


    「その蒼い生物は……？」


    「おぉ。このものは……なんというか……異なる個体間で感情と経験を伝達する疑似生命、といいますか。作り方は、胆汁質と憂ゆう鬱うつ質の湿気を含ませた姫蛇苺ベダクテユリユスを素材とし、縞しま瑪め瑙のうを敷いた鍋なべ釜がまで三日焚たき……」


    　アナスタシアの説明はちんぷんかんぷんで、ファニアには全くわからなかった。


    　円筒形の水槽に目を移す。高さ三メートルほど、全面が湾曲したガラス張りで、天井に鉄のクチバシみたいな器具がふたつ、鉄製の基部には肉厚のチューブが何本も繋つながり、水槽内を満たす真っ青な溶液ががぼんがぼんと音を立てて泡立っている。よく目を凝こらすと溶液内に十字形のなにかがあるのだが、青が濃くてよく見えない。


    「……ともかく、これから殿下は歴史的瞬間に立ち会います。まこと運命の不思議を感じる次第。それでは、培養槽内をよくご覧になってください……」


    　アナスタシアはそう言って、壁際に立ち並んだ銀色の計器類を操作した。


    　がぼん、と鈍い音がして、溶液が泡立ち、基部のチューブがごぶごぶと音を立てる。


    　培養槽の水位が下がっていく。内容物の正体が見える。いましがたまで真っ青な溶液に浸されていたそれは──八端十字架に磔はりつけにされた少女だった。


    　年齢は十七、八歳くらい。肌に吸い付く白い特殊スーツに全身を覆われ、髪は鮮やかな金色、雪花石膏アラバスタみたいに白い肌をした少女は、ファニアの知っているひとだった。


    「アステル!?」


    　その答えに、アナスタシアは薄く笑う。


    「半分外れ、半分正解ですな。……お戻り」


    　告げると、アナスタシアの周囲を舞っていた蒼あおい浮遊体は、背中の羽を羽ばたかせながら培養槽の湾曲したガラス面を透過して、磔はりつけの少女の額の直前で浮揚した。


    　浮遊体の発光が強まる。強い光を発しながら、浮遊体は少女の額にその身を潜らせ──。


    　音もなく、浮遊体は完全に少女の額へ埋没した。


    　すると──少女の翡ひ翠すい色の瞳が、ひらいた。


    「…………っ!!」


    　内側に光源を宿すかのように、瞳そのものが爛らん々らんと発光している。少女は磔にされたまま、アナスタシアへ鋭すぎる視線をむけ、それからファニアを見て、またアナスタシアへ物質を穿うがつがごとき眼光を戻した。


    「……わたしが誰かわかるかい」


    　アナスタシアが問いかける。


    　少女はしばらく黙ってアナスタシアを見つめ、桜色の唇をひらいた。


    「戯ざれるな、アナスタシア。忘れとうても忘れられぬわ」


    　鉄製の天井部の開口部から届いたその凜々しい声は、アステルとはかけ離れていた。


    　そしてファニアはその口調を聞いただけで、磔の少女が誰なのか、思い出した。


    　──わたしはかつて、この少女と出会っている。


    　足下が、震えた。


    「ミカエルは何処いずこ」


    　あたかも世界の温度を下げるような、冷たく冴えた少女の問いに、アナスタシアは笑って応こたえる。


    「少しお待ちよ。話さねばならぬことがずいぶん多い。……なんせおんしはおのれの心が食われたことも、なにも覚えておらぬのじゃからな」


    　計器類のレバーを上げると、くぐもった排気音と共に天井部のクチバシが跳ね上がり、円筒形をしたガラス容器全体が、天井を目がけて持ち上がった。


    　同時に少女の手足の枷かせが外れ、培養槽内から漏れた真っ白な水蒸気が周辺に広がる。


    　ひた、ひた。


    　水蒸気のとばりを裂き、白い少女は自みずからの足で培養槽を出ると、ファニアへ凍り付くような一いち瞥べつをくれる。


    「……何処かで、会おうたかの」


    　ファニアはかろうじて、少女に頷うなずきかける。威厳を習得するための方法を子どものころから学んできたが、目の前の少女はそんなものを学ばずとも、歩き、言葉を発するだけで、ファニアが震えるほどの威圧感を醸し出す。


    　この少女、存在そのものが冷気なのではないか。目線と言葉をむけられただけで、かつて経験したことのないほど、心の芯が冷えあがってしまった。


    　ファニアはなんとか王族の威厳をかき集め、平静を取り繕って言葉を絞り出す。


    「……わたしは、ファニア・ガルメンディア。かつてガルメンディア王国の第一王女でした。幼いころ、あなたに会ったことがあります」


    　自己紹介すると、少女は怪け訝げんそうに中空へ目を泳がせ、記憶を探る。


    「……覚えておらぬ」


    　今度はファニアが、問いかける。


    「ご自身のお名前も……？」


    　少女は再び訝いぶかしそうな表情を作り、しばらく自問してから、桜色の薄い唇をひらく。


    



    「我はミカエルの継承者」


    



    　まるで言葉そのものが、凍りついた稲妻のような。


    



    「引き金トリガーを引くもの」


    



    　華きや奢しやな身体の輪りん郭かくに、蒼あおく冷たい炎をまとい。


    



    「我が名は、ヴィヴィ・レイン」


    



    　ルカ、わたしが先に見つけました。


    



    「世界の引き金ワールド・トリガー。ヴィヴィ・レイン」


    



    　あなたの生涯の尋ねびと。
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